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の

分
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）

武

　

田
　
　
久

　

吉

緒

　

一百

武
蔵
野
の
画
南
隅
が
山
性
を
帯
び
て
来
て
、
・利
は
丘
陵
に
す
ぎ
な
い
も
の
が
、
西
へ
寄
る
に
つ
れ
て
、
や
が
て
は
高

距
五
六
百
米
の
、
何
々
山
と
名
の
つ
く

一
か
ど
の
山
岳
と
な
う
、
次
第
に
西
に
遠
ざ
か
る
に
従
つ
て
、　
一
千
米
を
超
え

る
け
岳
が
現
は
れ
、
そ
れ
が
更
に
西
に
赴
く
や
、
俄
令

一
上

一
下
は
あ
る
に
し
て
も
、
漸
く
高
距
を
増
加
し
て
、
終
に

土
地
は
も
う
甲
州
の
領
分
に
入
る
が
、
西
の
塞
に
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
劃
し
、
六
千
尺
に
出
入
す
る
連
崎
は
、　
一
萬
尺
を

超
え
る
赤
石
山
系
北
部
の
尤
物
を
し
て
さ
へ
・、
其
背
後
か
ら
帝
都
を
窺
ふ
こ
と
を
許
さ
な
い
。
此
南
北
に
婉
々
た
る
大

屏
風
を
立
廻
す
山
脈
こ
を
は
、
人
も
知
る
大
菩
薩
連
嶺
で
あ
る
。

フ

モ
ガ

′、
　
　
　
フ
モ
カ

ハ
　
　
　

ヒ
　
ヵ

ハ
　
　
　
、ミ
ツ
カ
　
ガ

ハ
　
　
　
　
ミ
ツ
カ
　
チ
　
″

ハ

大
菩
薩
連
嶺
の
西
側
か
ら
は
、
笛
吹
川
に
流
入
す
る
重
川
（
又
面
川
）と
日
川
（
又
三
日
川
或
は
三
日
血
川
）が
産
れ
る

ひ
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ツ
カ

ハ

が
、
東
側
の
斜
面
に
降
る
雨
や
谷
に
積
る
雪
は
、
東
に
流
下
し
て
多
摩
川
及
び
相
摸
川
の
源
流
の

一
部
を
な
す
の
で
あ

る
。
さ
れ
ば
此
二
川
は
、
大
菩
薩
連
嶺
か
ら
東
に
浜
出
す
る
山
脈
に
よ
つ
て
分
隔
さ
れ
て
「　
一
は
其
北
を
流
れ
て
東
京

彎
に
入
多
、
他
は
南
に
潜
う
て
走
つ
て
終
に
相
摸
彎
に
注
ぐ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

山
は
新
線
に
交
は
る
ツ
ヽ
ジ
に
に
ほ
ひ
、
河
岸
は
紫
の
ヤ
マ
フ
デ
に
彩
ら
れ
る
五
月
の
頃
に
、
大
菩
薩
連
嶺
ヒ
起
識

と
し
て
、
左
右
に
多
摩
川
と
相
摸
川
と
の
源
流
を
俯
厳
し
な
が
ら
、
此
分
水
山
脊
を
東
に
辿
る
か
、
左
な
く
ば
そ
の
逆

に
、
六
千
尺
の
大
屏
風
を
目
標
と
し
て
、
此
長
大
な
尾
根
を
西
に
樽
つ
て
見
た
い
と
は
「
私
の
年
末
の
希
望
で
は
あ
る

が
、
不
良
な
天
候
や
俗
用
と
い
ふ
山
の
旅
に
は
禁
物
な
條
件
に
つ
き
纏
は
れ
て
、
此
無
理
で
も
な
さ
そ
う
な
慾
望
ほ
未

琥 第 年 五 十 第 岳 山

０
多
凛

川
相
摸

川

の
分
水

山
脈
　
　
武

田
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行 螢 月 八 年 九 正 大

０
多
摩
川
相
模
川
の
分
水

・
山
脈
　
　
武
田

に
充
賞
さ
れ
な
い
で
、
尾
根
の
大
部
分
は
未
踏
の
地
と
し
て
残
つ
て
居
る
。
魏
つ
て
同
好
の
人
々
の
足
跡
を
尋
ね
て
見

て
も
、
未
だ
此
分
水
脊
の
全
部
を
跛
渉
し
た
形
跡
は
な
い
や
う
で
、
全
般
に
亘
つ
た
記
録
に
至
つ
て
は
従
つ
て
絶
無
と

稀
す
る
よ
り
致
方
が
な
い
。
私
の
知
つ
て
居
る
虎
で
、
此
連
脈
を
最
長
距
離
に
亘
つ
て
維
走
さ
れ
た
の
は
、
木
暮
む
田

部
の
雨
君
で
、
景
信
山
か
ｔ
陣
場
ケ
峰
、
和
田
峠
等
と
組
て
、
三
頭
山
の
南
の

一
角

一
四
六
〇
米
の
峯
頭
迄
を
、
二
日

に
跨
つ
て
通
過
さ
に
た
の
で
あ
る
（『
山
岳
』
第
十
一
年
第

一
琥

一
五

一
頁
及
び
田
部
氏
著

『
日
本
ア
ル
プ
ス
と
秩
父
巡

濃
』

一
五
六
頁
以
下
参
照
）∩私
自
身
の
僅
な
経
験
は
、
到
底
語
る
に
も
足
う
な
い
が
「
責
任
を
明
に
す
る
が
需
に
大
膿

を
述
べ
る
と
い
ホ縦
徒
■
し
て
は
、
此
連
脈
西
端
の
小
部
分
と
、
浅
間
峠
か
ら
醍
醐
峠
ま
で
と
、
陣
場
ケ
峰
か
ら
高
尾
山

の
間
．
及
び
大
手
山
か
ら
高
山
の
間
を
、
或
部
分
は

一
日
、
或
部
分
は
数
同
通
過
し
た
に
す
ぎ
な
い
し
、
横
断
と
し
て

は
鶴
峠
、
栗
坂
峠
、
三
國
峠
、
醍
醐
峠
、
和
田
峠
、
南
郷
峠
、
明
王
峠
、
案
下
峠
．
小
佛
峠
．
大
弛
峠
、
案
内
峠
、
榎

之
久
保
、
七
國
峠
．
及
び
案
内
峠
と
榎
之
久
保
と
の
中
間
に
あ
る
名
構
不
明
の
峠
の
全
部
又
は
一
年
を

一
同
以
上
通
過

し
た
に
す
ぎ
な
い
。
尤
も
此
連
脈
に
開
す
る
知
識
は
、
以
上
列
暴
し
た
分
水
脊
以
外
に
、
其
支
脈
留
縦
走
又
は
横
断
し

て
、
山
脈
を
望
見
し
た
こ
と
は

一
再
に
止
ら
な
い
が
、
今
は
直
接
に
必
要
が
な
い
か
ら
、
敢
て
記
す
こ
と
を
止
め
に
す

る
。新

の
如
く
私
の
足
跡
が

一
部
分
に
限
ら
れ
て
居
る
こ
と
は
、
勢
此
記
事
に
も
精
粗
厚
薄
り
部
分
を
生
ず
る
原
因
で
、

「ｔ
算
韓
現
在
の
虎
ど
う
に
も
致
方
が
な
い
。
そ
し
て
私
が
最
近
興
味
を
集
中

し
た

の
は
、
武
甲
相
三
國
の
界
に
営
る

三
國
山
附
近
と
、
そ
れ
か
ら
東
に
連
る
武
相
境
の
脈
上
小
佛
峠
に
至
る
ま
で
と
で
あ
る
。
叉
私
が
駿
渉
の
際
と
此
記
事

執
筆
の
折
と
に
常
に
参
照
し
て
、
少
か
ら
漁
晴
示
や
解
決
を
得
た
も
の
は
、
甲
州
に
開
す
る
部
分
は
松
不
定
能
編
輯
の

『
甲
斐
國
志
』中
森
島
爾
十
郎
の
調
査
に
な
る
都
留
郡
の
部
と
、
武
州
に
開
す
る
庭
は
徳
川
幕
府
編
纂
の

「
新
編
武
蔵
風

土
記
稿
』
中
主
に
多
摩
郡
の
部
、
及
び
故
河
田
黒
氏
の
著
に
な
る
『
武
蔵
通
志
』
山
岳
篇
（『
山
岳
』
第
十

一
年
第

一
琥
所

載
）
で
、
相
州
に
開
す
る
箇
所
は
、
同
じ
く
徳
川
幕
府
の
編
纂
に
係
は
る
「
新
編
相
摸
國
風
土
記
稿
』
中
津
久
井
縣
の
部
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で
あ
る
。
本
篇
中
に
掲
げ
る
地
名
の
多
く
は
、
跛
渉
の
際
に
土
人
に
質
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
木
暮
君
の
努
力
に
よ
つ

て
明
に
し
得
た
も
の
が
、
殊
に
多
摩
川
上
流
地
方
に
於
て
多
く
あ
る
。
街
多
摩
川
源
流
の
一
部
に
開
し
て
は
、
小
菅
村

・役
場
に
照
含
し
て
知
る
こ
と
と
得
た
も
の
が
少
く
な
い
。
参
考
地
国
は
主
に
陸
地
測
量
部
螢
行
の
五
万
分

一
地
形
同
丹

波
山
、
五
日
市
ｔ
上
野
原
、
八
王
子
固
幅
、
同
二
万
分

一
上
野
原
村
、
高
尾
山
、
中
野
村
、
二
十
万
分

一
帝
國
国
甲
府

続
東
京
琥
、
及
び
同
上
輯
製
固
、
地
質
調
査
所
螢
行
二
十
万
分
二
地
形
固
甲
府
固
幅
並
に
東
京
固
幅
と
で
あ
る
。

線

　

説

地
固
を
披
い
て
多
摩
、相
摸
雨
訓
診
扮
鉢
嶺
を
物
色
す
る
と
（概
念
国
参
照
の
こ
と
）、大
菩
薩
連
嶺
の
盟
主
二
〇
五
七

米
と
測
ら
れ
た
大
菩
薩
岳
（
即
ち
大
黒
茂
谷
の
セ
ソ
）
の
南
に
営
つ
て
、

一
八
九
七
米
の
鞍
部
、
即
ち
今
い
ふ
大
菩
薩
峠

の
頂
か
ら
、
南
に
績
く
遠
望
金
字
塔
形
の
、　
一
九
八
〇
米
に
餘
る
川
入
山
を
越
え
る
と
、山
脈
は
急
に
東
南
に
曲
つ
て
、

共
所
に
雙
峰
屁
の
背
の
様
な
峰
が
隆
起
し
て
居
る
。
此
の
二
峰
は
共
に
天
狗
棚
山
な
る
名
稀
を
有
す
る
そ
う
で
あ
る
が
、

南
方
に
あ
る
高
い
方
は

一
九
四
〇
米
に
餘
る
も
の
で
、
賞
に
問
題
の
雨
川
分
水
脊
西
端
の
重
要
な

る

一
峰
で
あ

る
。

こ
れ
か
ら
東
に
派
出
さ
れ
た
長
い
尾
根
乙
そ
、
多
摩
川
と
相
模
川
と
に
落
ち
る
水
を
振
分
け
る
も
の
で
、
飛
て

一
部
は

武
甲
の
境
を
な
し
、

一
部
は
武
相
の
界
を
劃
す
る
も
の
で
あ
る
。
き
て
此
の
尾
根
の
連
績
す
る
工
合
を
見
る
と
、
初
め

・，

，
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ

チ

ム

ロ

東
微
に
北
に
向
り
π
出
た
も
の
が
、
間
も
な
く
徐
々
に
東
南
に
屈
曲
し
、
土
室
澤
の
左
岸
に
つ
い
て
緩
い
弧
を
描
き
な

が
ら
、

絆
が
χ
佐
野
峠
に
連
な
う
、
此
の
邊
か
ら
左
右
に
支
脈
を
派
出
し
な
が
ら
、東
南
の
方
向
か
ら
漸
く
東
に
向
ひ
、

長
大
な
扶
糧
軸
と
な
る
の
で
あ
％
籍
、
其
の
最
高
鮎

〓
二
一
二
米
の
附
近
か
ら
南
に
出
る
短
い
枝
は
、
大
室
＝
と
略
並

行
す
る
屍
山
に
連
な
り
、
更
に
百
蔵
山
を
起
し
て
、
此
庭
に
此
の
山
脈
悼
尾
の
勇
を
示
し
て
居
る
。

大
菩
薩
連
嶺
か
ら
派
出
し
て
居
る
支
脈
中
「
最
長
大
で
あ
る
庭
の
此
の
山
脈
は
、
上
記
の
全
部
が
多
摩
川
と
相
摸
川

と
の
分
水
脊
を
な
し
て
居
る
の
で
な
い
の
は
、
概
念
固
を

一
見
す
れ
ば
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、
土
室
澤
の
左
岸
で
、

琥 第 年 五 十 第 岳 山

○
多
摩
川
相
摸
川
の
分
水
山
脈
　
　
武
田
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こ
れ
が
小
金
澤

（
寧
ろ
正
し
く
は
黄
金
澤
、
時
に
金
澤
と
記
さ
％
（
れ
と
―
―
甲
斐
國
志
の
或
部
分
―
―
が
あ
る
）
と

合
流
す
る
地
鮎
の
、
東
紺
北
に
営
る

一
三
四
九
妹
２
測
ら
知
た

。御
坊
山
（宛
字
）な
る
峯
迄
の
部
分
が
、
具
正
の
分
水
脊

で
、
そ
の
以
東
は
、́
共
に
相
摸
川
に
注
ぐ
庭
の
葛
野
川
と
鶴
川
と
の
分
水
脊
を
な
す
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
ｏ

然
ら
ば
多
摩
と
相
摸
と
の
雨
川
の
水
を
分
け
る
脈
は
ど
れ
に
な
る
か
と
い
ふ
と
、
御
坊
山
の
東
柑
北
に
営
る
三
頭
山

か
ら
東
南
に
曳
く
長
大
な
尾
根
が
即
ち
そ
れ
で
あ
つ
て
、
御
坊
山
と
三
頭
山
と
の
つ
な
が
う
は
、
此
の
雨
山
か
ら
出
る

比
較
的
短
小
な
山
の
尾
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
の
で
、
其
の
間
の
鞍
部
は
即
ち
高
距
訊
詠
五
米
の
鶴
篇
て
あ
る
。

最
高
鮎

一
五
二
七
米
と
註
さ
る
ヽ
三
頭
山
か
ら
、
東
南
に
引
く
長
い
山
脈
は
、
棋
寄
山
を
経
て
丸
山
に
至
る
ま
で
は

一
千

米
以
上
の
高
度
を
保
つ
が
、
そ
の
東
で
は
只

一
二
の
峰
頭
の
み
が

一
千
米
突
を
僅
に
突
破
す
る
の
み
で
、
山
脈
は

追
う
て
低
ま
う
、
漢
間
峠
の
稽
西
方
に
至
つ
て
は
、
八
百
米
を
超
ゆ
る
こ
と
極
め
て
僅
と
な
つ
て
し
ｔ
う
が
、
栗

の
東
か
ら
漸
く
高
度
を
増
し
て
、
生
藤
山
の
直
東
で
は
再
び
一
千
米
以
上
に
出
で
ヽ
居
る
。
し
か
し
そ
れ
も
束
の

、
其
の
東
竿
里
許
の
醍
醐
峠
に
至
る
と
、
已
に
入
百
米
以
下
に
下
つ
て
し
■
ス
。
そ
れ
と
同
時
に
山
脈
の
主
力
は

折
に
て
北
に
向
ひ
、
市
道
山
で
復
二
岐
し
て
、
更
に
北
に
赴
く
も
の
は
自
杵
山
に
向
ひ
、
東
に
向
ふ
も
の
は
鳥
切

ら
乙
れ
も
急
に
北
に
折
れ
て
、
刈
寄
山
や
小
峰
峠
の
方
に
連
つ
て
し
ま
ふ
。
し
か
し
此
の
山
脈
中
で
も
分
水
脊
を

部
分
は
、
醍
醐
峠
か
ら
再
び
隆
起
し
て
高
岩
山
を
起
し
、
此
庭
で
曖
た
分
水
脊
か
ら
離
れ
て
本
宮
、
御
堂
窪
に
連

ア

ン
グ

、
終
に
は
醍
醒
川
と
案
下
川
と
の
間
に
終
つ
て
し
ま
ス
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ンバ

上
述
べ
た
分
水
脊
を
な
す
第
二
の
山
脈
の
競
拷
諄
ヽ
る
も
の
は
、
八
五
七
米
の
高
距
を
有
す
掲

″鱒
場
ケ
峰
を
起
鮎

、
時
に
は
南
、
時
に
は
北
に
彎
曲
し
つ
ゝ
堂
所
山
に
至
り
、
此
慮
で
二
派
に
分
れ
て
主
脈
は
景
信
山
を
起
し
、
小

ジ
ヤ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
ダ
ル

ミ

を
経
て
城
山
に
至
う
、
こ
ゝ
か
ら
分
水
脊
を
な
す
部
分
は
、
甲
州
街
道
の
大
弛
と
呼
ば
る
ヽ
所

へ
下
つ
て
終
つ
て

ふ
が
、
寧
ろ
主
脈
と
も
云
ふ
可
き
部
分
は
高
尾
山
へ
と
連
つ
て
、
末
は
丘
陵
に
化
し
て
し
ま
ふ
。

一
方
堂
所
で
分

た
他
の

一
部
は
、
主
脈
の
北
を
東
に
走
り
、
末
は
小
佛
川
に
注
ぐ
庭
の
小
下
澤
の
左
岸
に
連
亘
し
、
漸
次
敷
派
に

漸
を

坂
峠

間
で

急

に

場
か

な
す

つ
て以

と

し
佛
峠

し
曖

涙
し

琥 第 年 五 十 第 岳 山

○
多
摩
川
相
摸
川
の
分
水
山
脈
　
　
武
田
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摸
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山
脈
　
　
武
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分
れ
て
、
末
は
丘
陵
と
な
つ
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。
此
の
分
水
脊
第
三
の
脈
と
上
述
の
第
二
の
脈
と
接
す
る
所
は
、
高

距
六
七
〇
米
の
和
田
峠

一
に
案
下
峠
と
も
呼
ば
る
ゝ
鞍
部
で
、
昔
の
甲
州
街
道
裏
道
で
あ
る
。

さ
て
現
今
の
甲
州
街
道
と
な
す
國
道
の
だ
獄
ど
呼
ば
れ
る
部
分
は
、
武
知
つ
Ⅷ
境
に
跨
つ
て
高
距
約
四
〇
〇
米
を
算

し
、
武
州
の
案
内
村
か
ら
緩
に
上
る
道
は
、
國
境
を
乙
え
る
と
直
に
相
州
千
木
良
に
向
つ
て
急
に
下
つ
て
行
く
。
大
弛

以
東
で
分
水
脊
を
な
す
山
脈
は
、

一
里
餘
の
間
相
摸
川
本
流
の
左
岸
に
密
接
し
、
城
壁
の
如
く
連
な
る
低
い
山
脈
で
、

最
高
鮎
は
高
距
五
三
〇
米
の
大
手
山
で
、
こ
れ
か
ら
東
南
に
連
る
金
比
羅
山

（
五
〇
六
米
）
、高
山

（
四
七
六
米
）、榎
之

窪
山
を
経
て
、
急
に
東
南
に
曲
る
邊
迄
は
武
相
の
國
境
と
な
す
山
脈
で
あ
る
が
、
此
邊
で
境
川
が
螢
源
し
、
國
境
は
間

も
な
く
東
に
下
つ
て
境
川
に
滑
ス
と
共
に
、
分
水
脊
も
枝
を
打
つ
て
、
主
脈
は
多
摩
川
と
境
川
と
の
分
水
脊
を
な
し
、

他
は
境
川
と
相
摸
川
と
の
分
水
脊
と
な
す
こ
と
に
な
る
。
か
く
て
主
脈
は
漸
次
に
丘
陵
と
化
し
な
が
ら
、
右
曲
左
折
し

て
、
や
が
て
七
國
峠
（
約
二
〇
〇
米
）に
及
び
、
「し
れ
以
束
は
盆
々
高
度
を
減
じ
て
、
田
端
の
北
の
一
人
四
米
の
測
識
を

経
て
小
山
の
北
に
到
う
、
績
い
て
東
南
に
走
つ
て
、
八
王
子
街
道
と
略
不
行
し
な
が
ら
、
本
曾
や
原
町
田
を
経
て
、
辻

の
東
の
高
距

一
〇
〇
・四
米
と
註
さ
る
ヽ
高
尾
山
に
到
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

斯
く
分
水
脊
の
高
距
が
減
ず
る
に
つ
い
て
、
分
水
脊
と
多
摩
川
本
流
な
り
又
は
相
摸
川
本
流
な
う
と
の
間
に
、
幾
筋

か
の
小
流
が
起
つ
て
、
そ
の
或
者
は
他
の
者
と
合
流
す
る
と
し
て
も
、
終
に
は
多
摩
、
相
摸
雨
川
の
何
れ
に
も
流
入
せ

カ
タ
ピ
ラ

ず
し
て
、
単
獨
に
海
に
注
ぐ
事
に
な
る
。
分
水
脊
と
多
靡
川
と
の
間
に
於
け
る
帷
子
川
や
鶴
見
川
や
、
相
摸
川
寄
で
の

境
川
、
引
地
川
等
は
即
ち
そ
れ
で
あ
る
ｏ

か
く
分
水
脊
が
丘
陵
化
し
て
な
る
上
に
、
他
の
獨
立
の
小
流
が
現
れ
る
様
に
な
る
と
、
吾
々
の
興
味
も
次
第
に
淡
く

な
つ
て
、
到
底
之
を
海
岸
ま
で
辿
る
勇
氣
も
必
要
も
な
く
な
つ
て
来
る
。
賞
際
の
庭
多
摩
、
相
摸
雨
川
の
分
水
脊
は
、

八
王
子
の
西
南
、
川
和
の
東
北
に
営
る
境
川
〆武
相
境
の
）稜
源
地
あ
た
り
で
打
切
る
方
が
適
営
で
、
そ
れ
よ
う
も
東
で

は
寧
ろ
帷
子
川
と
境
川
と
の
分
水
脊
を
な
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
故
に
本
篇
に
於
て
も
、大
略
榎
之
窪
山
あ
た
り
迄

チ●

(61)



を
取
扱
ひ
、
其
餘
波
ぼ
七
國
峠
以
東
に
は
及
ぼ
さ
な
い
考
で
あ
る
。

上
述
の
如
く
、
此
庭
で
今
取
扱
は

，
と
す
る
多
摩
、
相
摸
雨
川
の
分
水
脊
は
、
東
南
に
向
つ
て
略
不
行
す
る
四
づ
の

山
脈
か
ら
成
る
も
の
で
、
是
等
の
各
山
脈
の
大
部
分
が
典
る
の
で
あ
る
。
今
直
接
に
分
水
脊
を
な
す
部
分
γ
西
端
か
ら

初
め
て
順
次
に
列
記
す
る
と
、
第

一
は
大
菩
薩
連
嶺
紳
０
駅
狗
棚
山
（
一
九
四
〇
米
）
に
起
つ
て
御
坊
山
（
一
三
四
九
米
）

に
至
る
部
紛
”
ヤ琳
二
は
三
頭
山
（
一
五
二
七
米
）
か
ら
縞
錯
神
マ（
八
〇
五
米
）に
至
％
榔
紛
。
第
三
は
陣
場
ケ
峯

（
八
五
七

米
）
か
ら
城
山
（
六
七
二
米
）
に
至
る
部
分
。
第
四
は
大
手
山
（
五
三
〇
米
）か
ら
榎
之
窪
山
（約
四
二
〇
米
）
に
至
る
部
分

で
あ
つ
て
、
第

一
部
と
第
二
部
と
の
連
絡
は
御
坊
山
か
ら
東
北
に
出
る
山
足
と
。
三
頭
山
の
西
肩
か
ら
西
南
に
出
る

・
山

足
と
の
間
の
鶴
峠
に
よ
つ
て
成
立
し
、
第
二
部
と
第
三
部
と
の
間
は
高
岩
山
と
陣
場
ケ
峯
と
の
間
の
和
田
峠
に
よ
つ
て

接
績
し
、
第
三
部
と
第
四
部
と
は
大
弛
峠
な
る
鞍
部
を
な
す
山
足
が
連
接
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
此
の
分
水
脊
は
多
既
川
及
相
摸
川
の
各
本
流
を
分
つ
か
、
又
は
支
流
と
す
れ
ば
何
川
と
何
川
と
を
分
つ
も
の
か

を
ザ
ツ
ト
調
べ
て
見
る
と
、
分
水
脊
の
第

一
節
の
部
分
は
、
多
摩
川
の
一
支
流
小
菅
川
と
相
摸
川
の

一
大
支
流
の
葛
野

川
の
分
水
嶺
と
な
し
、
第
二
節
は
多
摩
川
の
方
で
は
そ
れ
の
一
大
支
流
の
秋
川
の
上
流
の
南
秋
川
と
、
相
摸
川
の
方
で

は
大
部
分
犠
鶴
川
と

一
部
分
は
澤
井
川
の
大
部
分
と
の
分
水
嶺
を
な
す
の
で
あ
る
。
第
三
節

トーょ靴
面
か
ら
は
北
浅
川
の

上
流
の
案
下
川
と
、
南
浅
川
の
上
流
の
小
佛
川
を
う
み
、
南
面
よ
り
は
澤
井
川
の
一
部
（殊
に
栃
谷
川
）
と
底
澤
川
と
が

出
る
ざ
と
に
な
る
。
最
後
の
第
四
節
は
最
異
彩
を
放
つ
の
で
、
北
面
か
ら
は
南
浅
川
の
本
流
が
産
ま
れ
る
が
、
南
面
は

直
接
に
相
摸
川
の
本
流
に
接
し
、
単
に
四
五
本
の
小
漢
が
流
入
す
る
だ
け
で
、
そ
の
内
東
端
か
ら
出
る
大
澤
入
う
で
さ

へ
、
到
底
之
に
支
流
の
名
を
塁
す
る
債
値
は
な
い
程
の
貧
易
な
も
の
で
あ
る
。

以
上
を
以
て
本
篇
の
線
説
と
し
，
以
下
各
部
分
に
つ
い
て
、
そ
の
山
脈
の
大
腔
や
、
そ
れ
か
ら
流
れ
出
す
漢
流
の
主

な
も
の
に
つ
い
て
、
賞
際
の
観
察
と
、
従
家
文
献
に
現
は
れ
た
も
の
と
を
綜
合
し
て
、
時
に
は
乙
れ
に
日
碑
、
偉
説
の

如
き
も
の
を
加
へ
、
時
に
は
眺
望
其
の
他
登
騎
に
興
味
あ
る
識
を
加
味
し
、　
一
に
は
地
理
研
究
者
の
参
考
に
供
し
、二

号虎 第 年 五 十 第 岳 山

０
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摸
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に
は
山
地
蕨
渉
家
の
侶
件
と
し
た
い
考
で
あ
る
。
遣
漏
の
多
か
る
可
卜
は
筆
者
自
ら
も
豫
期
す
る
庭
で
あ
る
が
、
萬

一

に
潜
入
し
た
誤
謬
を
見
出
さ
れ
た
諸
賢
は
、
之
を
本
誌
上
に
螢
表
し
て
教
を
垂
れ
給
は
ん
乙
ル
を
翼
ふ
次
第
で
あ
る
。

更
に
豫
め
記
し
て
置
き
た
い
こ
と
は
、
山
峰
や
漢
流
の
名
稿
の
明
で
な
い
場
合
や
、
賓
際
と
記
録
に
あ
ら
は
る
ヽ
名
稀

其
の
他
の
鮎
が
皿
嬬
し
、
且
つ
そ
の
常
否
の
剣
断
し
か
繊
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
れ
等
は
後
末
の
研
究
家
に
よ
つ
て
関

明
さ
れ
ん
乙
と
を
希
望
す
る
。

本
篇
は
本
家
は
分
水
に
直
接
た
づ
さ
は
る
峰
の
み
を
取
扱
ひ
、
他
を
顧
み
ざ
る
が
正
営
か
も
知
れ
な
い
が
、
左
様
な

厳
格
な
方
進
に
よ
ら
な
い
で
、
分
水
脊
を
な
す
山
脈
は
、
大
部
分
之
を
追
つ
て
、
意
外
な
末
端
に
及
ぶ
乙
と
が
あ
る
か

も
知
れ
な
い
。

各

　

説

一
　
天
狗
棚
山
よ
う
御
坊
山
、
佐
野
峠
を
経
て
、
大
宅
山
屍
山
及
百
寂
山
に
至
る
画
脈

（
五
高
分

一
地
形
園
丹
波
、
五
日
市
、
谷
村
、
上
野
原
参
照
）

多
摩
川
の
上
流
の
小
菅
川
と
、
相
摸
川
の
上
流
の
葛
野
川
の
登
源
地
を
詳
細
に
記
す
と
、
勢
ひ
大
菩
薩
連
嶺
東
面
の

大
部
を
細
説
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
故
、
之
は
稿
を
更
め
て
述
べ
る
こ
と
ヽ
し
、
今
は
唯
分
水
脊
西
端
附
近
の
小
部
分

を
説
く
を
以
て
満
足
し
て
置
か
う
。
天
狗
棚
山
と
は
已
に
述
べ
た
如
く
、
現
今
大
菩
薩
峠
と
し
て
知
ら
る
ゝ
鞍
部

（
一

八
九
七
米
）
の
南
に
姿
え
る
川
入
山
（
一
九
八
〇
米
）
の
東
南
に
営
り
、
之
に
接
し
て
連
績
す
る
二
峰
の
名
で
、
此
の
雨

峰
間
の
小
鞍
部
の
東
北
面
か
ら
，
小
菅
川
源
流
の
一
な
る
天
狗
棚
澤
が
稜
源
す
る
の
で
あ
る
。
二
峰
の
内
西
北
方
に
位

す
る
も
の
は
高
距

一
九
二
〇
餘
米
を
算
し
、
費
際
は
天
狗
棚
山
の
肩
部
に
営
る
一
大
隆
起
と
も
見
る
可
き
も
の
で
あ
ら

う
が
、
遠
望
甚
頴
著
な
も
の
で
、
東
京
か
ら
も
之
を
明
に
認
Ｕ
る
こ
と
が
出
泰
る
。
而
も
之
を
特
立
の

一
山
と
は
考
ヘ

得
な
い
故
、
今
椴
に
天
狗
棚
山
の
北
の
峰
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
、
他
の

一
九
四
〇
餘
米
を
算
し
て
、
東
南
に
位
す
る
も
の

(8)



一
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ｏ
ｏ
よ
―

主
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―
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―

‐

三
見

米

―
―
‥
１
‐

マ
キ

ョ
ｔ
山

―

―
‥

―

―

主
宦
笑
」

一〓
九
米

三
七
０
米
卜
‐
―
―
―

二

頭

山

―

―
―

―
‐

一口
ｏ
九
米
‐
‐

一二
六
五
業
Ｔ
‥

人

缶

山

一三
〇
０
↓
小

御
前
山

小
菅

り‐‐
‐

‥
‐

一二八
〈
ユ小
‐
‐
‐
‐
‐
‐

‐
ト
ミ

‐

望 東 りよ (峯 の来 ○ 四九 一 ち即)峯 の南 北 峠 薩 菩 大

を
南
の
峰
と
稀
す
る
こ
と
に
す
る
。
虜
で
此
の
北
の

峰
は
多
摩
川
の
上
流
の
小
菅
川
と
笛
吹
川
の
一
支
流

の
日
川
と
の
分
水
嶺
で
は
あ
る
が
「
相
撲
川
に
は
少

し
も
関
係
が
な
い
に
反
し
、
南
の
峰
は
天
狗
棚
山
の

最
高
鮎
で
あ
る
と
共
に
、
叉
多
摩
、
相
摸
雨
川
の
水

を
振
分
け
る
重
要
な
る
峰
で
あ
る
。
即
ち
此
の
峰
か

ら
は
前
述
の
通
り
、
東
に
向
つ
て
長
大
な
尾
根
が
涙

出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
萬
分

一
地
形
固
を
見
る
と
、
此
の
天
狗
棚
山
南

北
の
雨
峰
間
を
通
じ
て
、
東
西
に
交
通
し
得
る
小
征

が
記
入
し
て
あ
る
。
此
の
征
は
、
西
方
で
は
一
日
百

川
の
源
に
下
つ
て
か
ら
、
砥
山
（
一
六
〇
四
米
）に
上

り
つ
き
、
其
の
最
高
識
の
直
南
で
十
字
路
を
な
す
も

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
西
に
重
川
の
谷
に
下
る
路
は

カ
ミ

ニ
ツ
カ

ハ

即
ち
砥
山
峠
叉
は
上
日
川
峠
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ

る
。
天
狗
棚
山
か
ら
東
に
下
る
こ
と
敷
丁
で
、
小
征

は
二
岐
し
、
左
の
も
の
は
問
題
の
分
水
脊
を
辿
る
こ

と
約
二
里
で
、
大

マ
テ
ー
山
（
一
四
〇
九
米
）
の
少
し

手
前
か
ら
東
北
に
下
り
、
高
指
山
（
一
二
八
〇
米
）
を

タ
　

モ
ト

経
て
小
菅
村
の
字
田
元
に
出
づ
る
し
、
右
の
も
の
は

琥 第 年 五 十 第 岳 山

○
多
摩
川
相
摸
川
の
分
水
山
脈
　
　
武
田
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摸
川
の
分
水
山
脈
　
　
武
田

土
室
澤
小
金
澤
の
間
に
介
在
す
る
、
狭
く
て
細
長
い
長
峰
と

い
ふ
尾
根
を
辿
る
こ
と
三
里
許
で
、
土
室
澤
と
小
金
澤
と

の
合
流
駄
に
下
る
の
で
あ
る
。
此
の
長
峰
は
相
馬
辮
門
の
餘
類
が
忍
ん
だ
地
だ
と
言
樽

へ
ら
れ
た
も
の
で
、
甲
斐
國
志

窓
之
五
十
四
（古
蹟
部
第
十
六
下
）に
左
の
記
事
が
あ
る
。

〔長
峰
山
館
蹟
〕

金
澤
山
卜
土
室
山
卜
雨
山
ノ
間
フ
長
峰
山
卜
云
峰
平
坦
ニ
ン
テ
廣
シ
上
屋
敷
、
下
屋
敷
卜
云
地
ア

リ
土
人
相
偉
フ
古
相
馬
牌
門
ノ
餘
類
深
ク
世
フ
忍
ピ
フ
此
山
中

二
隠
ン
住
ミ
ケ
″
所
ナ
リ
ト
ゾ
時
人
長
峰
殿
卜
稗
ス

其
邊

二
麗
水
ノ
湧
出
ゾ
″
地
ア
リ
カ
ネ
ツ
ケ
水
卜
云
彼
婦
人
タ
チ
歯
フ
染
メ
ン
水
ナ
リ
ト
云
此
水
鐵
氣
ア
／
ニ
ヤ
今

モ
落
葉
ノ
水
二
散
浮
べ
／
ハ
忽
チ
勘
ミ
ケ
″
ト
ゾ
叉
馬
場
卜
云
地
ア
リ
不
地
ニ
ン
テ
長
百
間
許
此
長
根
殿
後

二
瀬
戸

村

二
下
り
移
ソ
フ
山
谷
ノ
間
二
住
居
セ
リ
今
ノ
和
田
村
是
ナ
リ
ト
云
弘
安
年
中
本
村
藤
本
善
兵
衛
卜
云
者
長
根

ヨ
ソ

十

一
面
観
世
音
ノ
銅
像
フ
掘
出
セ
ン
コ
ト
ア
ソ
長
四
寸
餘
重
九
十
八
匁
ア
リ
色
深
黒

ニ
ン
テ
滑
澤
ア
／
漆
ノ
如
シ
冶

工
甚
ダ
細
密

ニ
ン
テ
本
朝
ノ
物

ニ
ア
ラ
ズ
必
ズ
舶
ホ
ノ
物
ナ
χ
ベ
ン
是
蓋
シ
長
根
某
ガ
安
置
佛
ナ
χ
ペ
シ
後
二
小
祠

フ
建
テ
此
像
フ
安
置
シ
山
耐
卜
琥
シ
金
山
、
土
室
雨
山
ノ
守
護
耐
ト
シ
毎
蔵
十
月
十
七
日
フ
以
テ
祭
ロ
ト
メ
近
世
毛

其
地
ヨ
ソ
陶
器
フ
掘
出
セ
シ
ヨ
ト
ア
ツ
ト
云
水
瓶
ナ
ド
ニ
ヤ
ア
リ
ケ
ン
水
五
升
許
モ
入
／
ベ
ン
村
民
ノ
家

ニ
ア
リ
シ

ガ
後

二
破
裂
ン
テ
共
破
片
フ
存
ヌ
″
ノ
ミ
是
亦
長
根
ガ
家
具
ナ
″
ベ
シ

同
書
に
又
い
ふ

〔相
馬
膳
門
裔
苗
〕

瀬
戸
村
ノ
支
村
和
田
二
居
住
ヌ
此
村
ハ
本
村

ヨ
リ
西
ノ
山
中

二
入
χ
コ
ト
一
里
餘
民
戸
僅

二
十

四
軒
其
七
戸
ノ
者
ハ
皆
惣
髪
ナ
リ
相
俸

ヘ
フ
膳
門
ノ
子
孫
ナ
リ
ト
云
フ
氏

ハ
相
馬
紋

ハ
放
馬
フ
用
ヰ
此
七
戸
ノ
者
若

シ
惣
髪
フ
厭
ヒ
月
代
ス
／
者
ア
ン
′ヾ
必
ズ
残
フ
受
ク
χ
コ
ト
ア
リ
ト́
テ
世
々
如
此
或

ハ
他
謝
ネヘ
出
テ
他
ノ
家
フ
相
績

ス
″
者
ア
リ
ト
モ
其

一
人

ハ
生
涯
惣
髪
ナ
リ
左
ナ
ケ
ン
バ
狭
ア
リ
ト
ブ
近
村
ノ
者
俸

へ
云
金
澤
、土
室
山
、雨
山
ノ
間

フ
長
根
卜
云
古
相
馬
某
此
山

二
隠
ン
一ノ
久
ン
ク
長
根

二
住
居
セ
リ
土
人
長
根
殿
卜
稗
ン
キ
此
地
ハ
人
跡
絶
エ
タ
／
深

山
ナ
ン
バ
後
二
里
近
キ
所
フ
求
メ
テ
居
フ
移
ス
今
ノ
和
田
村
是
ナ
リ
ト
ゾ
此
地
二
住
居
セ
″
モ
猶
久
シ
キ
コ
ト
ナ
″

一　
〇
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ベ
ン
村
居
ヨ
ソ
西
二
丁
許

二
一
ノ
宮
卜
云
ノ
小
祠
ア
リ
除
地
七
畝
分
米
二
斗

一
升
凡

一
國

一
二
ノ
宮
ノ
外

一
ノ
宮
ト

構
ス
″
モ
ノ
ハ
古
某
地
ノ
領
主
或

ハ
故
ア
／
人
ノ
隠
ン
住
ミ
テ
私

二
紳
祠
フ
建
立
シ
・プ
一
ノ
宮
卜
櫓
ン
タ
″
コ
ト
ア

リ
ン
ト
ゾ
然
ン
ノヾ
此

一
ノ
宮
モ
其
類
言
ノ
相
馬
ノ
先
人
勘
諸
卜
聞

エ
タ
リ
叉

一
ノ
宮
ノ
　
ヽ
東
牛
丁
許

二
石
フ
築
キ
高
六

尺
許
上

二
五
輸
ノ
石
塔
ア
リ
文
字
ナ
シ
土
人
云
此
邊
不
浄
ナ
／
モ
ノ
フ
入
／
ン
バ
必
ズ
祟
ア
リ
故

二
昔

ョ
ソ
草
原
ノ

マ
マ
ニ
テ
長
ン
近
ゾ
ク
者
ナ
ン
ト
ブ
コ
ン
蓋
ン
其
先
祀
某
ガ
墳
ナ
／
ベ
シ
産
耐
ア
リ
八
満
天
耐
卜
櫓
ヌ
何
耐
夕
″
コ

ト
フ
知
ラ
ズ
耐
像
ア
ソ
面
目
手
足
腐
損
ン
タ
具

ハ
ラ
ズ
元
藤
十
七
年
彫
刻
ノ
新
像
ア
リ
蓋
ン
奮
フ
模
ン
タ
″
ナ
″
ベ

ン
束
帯
ン
テ
弓
フ
持
テ
／
像
ナ
リ
鰐
ロ
ノ
銘

二
大
永
十
八
年
子
八
月
吉
日
襲
奉
勘
鰐
口
妙
秀
敬
白
卜
此
外
古
記
録
ノ

類
絶
エ
テ
無
シ

此
の
上
屋
敷
「
下
屋
敷
、
馬
場
な
ど
い
ふ
地
は
現
今
知
る
に
由
も
な
い
が
、
カ
ネ
ツ
ケ
水
は
相
憂
ら
ず
湧
出
し
、
其
の

附
近
で

一
三
二
六
米
の
三
角
織
を
有
す
る
峰
は
カ
ネ
ツ
ケ
頭
と
呼
ば
れ
て
居
る
。
長
峰
全
部
は
深
い
密
林
で
、
上
部
に

は
カ
ラ
マ
ツ
や
す
ラ
サ
ダ
ウ
ダ
ン
の
Ｅ
木
な
ど
が
あ
り
、下
部
に
は
栗
の
大
木
多
く
、中
に
は
幹
の
直
径

一
間
内
外
の
も

の
さ
へ
あ
る
。
殊
に

一
〇
〇
〇
米
附
近
の
不
坦
に
近
い
地
で
栗
ノ
木
平
と
呼
ば
る
ゝ
あ
た
う
に
は
栗
が
殊
に
多
い
。
嶺

上
の
小
征
は
今
は
通
ふ
者
も
稀
で
あ
る
が
、昔
は
可
な
う
交
通
が
多
か
つ
た
と
見
え
て
、中
々
よ
く
踏
め
て
居
る
の
で
、

所
々
笹
が
深
い
が
、
通
過
の
困
難
や
危
険
は
な
い
。
密
林
で
あ
る
が
篤
に
夏
は
眺
望
は
な
い
が
、
春
か
秋
は
深
山
の
味

を
知
る
に
は
面
白
い
地
で
あ
る
。
但
之
を
東
か
ら
上
つ
た
ら
少
く
も
五
時
間
を
要
す
る
上
、
随
分
倦
き
る
上
う
で
あ
る

が
、
下
ウ
は
休
憩
時
間
を
除
い
て
三
時
間
は
た
つ
ぷ
り
掛
る
。

一
筋
路
で
別
に
迷
ひ
そ
う
な
箇
所
は
な
い
が
、
天
狗
棚

山
か
ら
急
に
下
る
こ
と
五
分
許
り
で
小
菅

へ
通
ず
る
路
と
分
れ
て
右
に
と
る
こ
と
ゝ
、
更
に
四
十
分
許
し
て
路
の
右
手

に
小
屋
（
工．
‥
べ
小
屋
と
い
ス
名
で
あ
る
そ
う
な
）
の
奮
趾
を
見
て
（此
の
附
近
ね
尋
ね
れ
ば
水
が
あ
る
と
い
ふ
）
か
ら
少

し
行
つ
て
、
小
凸
起
の
右
手
を
過
ぎ
た
ら
ば
、
急
に
左
に
、
掌
ろ
少
し
後
へ
戻
る
位
に
、
ま
が
つ
て
次
の
尾
根
に
移
る

所
と
、
更
に
三
十
分
も
行
て
一
二
七
〇
米
許
の
小
鞍
部
か
ら
右
に
下
ら
ｎ
様
に
注
意
す
れ
ば
、
外
に
は
迷
ひ
込
む
恐
れ

○
多
摩
川
相
摸
川
の
分
水
山
脈
　
　
武
田
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０
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の
あ
る
箇
所
は
な
い
と
思
メ
。
東
端
に
近
づ
い
て
か
ら
九
四
〇
米
の
三
角
肺
の
あ
る
峯
を
過
ぎ
る
と
、
現
今
の
路
は
小

金
澤

へ
下
う
な
い
で
、
小
金
土
室
雨
川
の
合
流
識
附
近
に
急
に
降
る
こ
と
に
な
る
。
其
庭
に
は
小
金
澤
橋
と
い
ふ
木
製

の
釣
橋
が
か
ゝ
つ
て
居
る
。
之
を
渡
る
と
伐
木
製
炭
何
々
商
會
な
ど
と
い
ふ
乱
の
掛
つ
た
小
屋
だ
の
、
人
夫
の
小
屋
等

が
幾
棟
も
あ
つ
て
、
土
室
澤
と
小
金
澤
と
か
ら
惜
氣
も
な
く
木
材
を
伐
う
出
し
て
居
る
。
板
小
屋
（人
家
二
軒
）か
ら
葛

野
川
の
左
岸
に
立
派
な
新
道
が
出
来
て
、
和
田
で
右
岸
に
移
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
土
室
及
小
金
澤
の
恩
賜
林
か
ら

伐
出
し
た
材
や
炭
を
運
ぶ
が
篤
め
に
、
大
正
八
年
の
春
山
梨
縣
で
拓
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
葛
野
川
の
恐
ろ
し
い
釜
を

見
な
が
ら
、
竹
ノ
向
あ
た
多
ま
で
の
景
は
中
を
よ
い
。

主
題
に
戻
つ
て
、
再
び
天
狗
棚
山
か
ら
分
水
脊
を
樺
ふ
こ
と
に
す
る
。
長
峯
の
路
と
分
れ
て
か
ら
、
左
に
切
れ
て
山

側
を
可
な
多
急
に
下
つ
て
行
く
と
、
二
十
分
許
で
小
鞍
部
に
出
る
。
其
東
北
に
営
る
黒
本
立
の
小
突
起
は
、　
一
七
〇
〇

餘
米
の
玉
蝶
山
で
、
此
の
峯
の
東
北
面
か
ら
、
小
菅
川
の
源
流
の
一
な
る
玉
蝶
澤
が
獲
源
す
る
の
で
あ
る
。
路
は
峯
の

南
面
を
経
て
、　
一
寸
急
に
下
る
と
尾
根
の
上
に
出
て
、
初
は
急
に
、
後
に
は
緩
に
下
つ
て
行
く
と
、　
一
四
二
九
米
の
三

角
鮎
の
あ
る
小
癌
起
に
ホ
る
。
是
が
即
ち
橿
の
尾
山
（宛
字
）と
い
ふ
峯
で
、
此
虎
か
ら
少
し
下
る
と
、
グ
ラ
長
い
尾
根

の
上
を
、
徐
々
に
上
る
こ
と
に
な
る
。
地
固
に

一
三
六
五
米
の
獨
立
標
高
鮎
の
記
慌
の
あ
る
峯
は
、
小
菅
村
役
場
に
よ

る
と
、
キ
ノ
ネ
山
な
る
名
が
あ
る
と
い
ス
が
、
聞
き
な
れ
な
い
者
で
あ
る
。
地
形
か
ら
言
へ
ば
牛
の
背
山
と
で
も
い
ふ

名
の
あ

，
そ
う
な
所
だ
。
此
の
頂
上
か
ら
北
へ
出
た
尾
根
の
、
西
側
か
ら
は
不
山
澤
が
出
で
、
東
か
ら
は
狩
場
澤
が
出

て
、
末
は
合
流
し
て
途
に
小
菅
川
に
注
い
で
居
る
。
此
の
狩
場
澤
の
頭
あ
た
り
に
、
狩
場
山
耐
の
祠
が
あ
つ
て
、
前
記

の
長
峰
山
中
よ
う
掘
出
し
た
、
十

一
面
観
音
の
像
を
安
置
し
た
と
い
ス
の
で
あ
る
。
前
に
引
用
し
た
甲
斐
國
志
の
記
文

に
よ
る
と
、
此
の
十

一
面
観
世
音
を
小
祠
に
安
置
し
、
之
を
山
神
と
琥
し
、
土
室
及
小
金
澤
山

の
守
護
耐
と
し
た
と

あ
る
が
、
祠
の
位
置
は
明
記
し
て
な
い
。
本
家
な
ら
ば
之
を
長
峰
の
山
中
に
で
も
安
置
し
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ

う
で
な
く
て
上
記
の
分
水
嶺
上
に
持
木
つ
た
の
は
、
何
の
故
か
明
で
な
い
。
然
に
現
今
長
峯
の
栗
ノ
木
手
の
少
し
上
に
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山
の
耐
の
小
祠
が
あ
つ
て
、
耐
艦
は
何
も
な
い
が
、
性
か
鐵
製
の
鳥
居
が
奉
納
し
て
あ
つ
た
と
記
憶
す
る
ｃ
祠
は
永
年

顧
る
者
が
な
か
つ
た
の
で
、
腐
朽
し
て
居
た
の
を
、　
一
昨
年
此
の
邊
の
伐
探
を
開
始
し
た
頃
、
新
に
造
螢
し
て
、
小
さ

い
な
が
ら
も
今
は
立
派
に
な
つ
て
居
る
。
こ
れ
に
因
つ
て
考
ふ
る
と
、
十

一
面
親
音
の
像
は
、
初
め
は
此
虎

へ
で
も
安

置
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
後
家
狩
場
澤
の
上
に
移
さ
れ
て
、
狩
場
山
耐
と
あ
か
め
ら
れ
た
で
は

な
か
ら
う
か
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
狩
場
山
耐
な
る
も
の
は
、
弘
法
大
師
を
高
野
山
中
に
導
い
た
耐
と
し
て
知
ら
る

る
も
の
で
、
一性
か
弓
を
肩
に
し
た
立
像
で
、
決
し
て
十

一
面
槻
世
音
と
は
何
の
開
係
も
な
い
と
思
ス
。
然
し
此
の
長
峰

か
ら
掘
出
し
た
十

一
面
観
世
音
を
、
狩
場
山
耐
と
し
て
崇
め
た
の
は
、
少
く
も
今
か
ら
二
百
年
以
上
も
前
か
ら
の
こ
と

で
、
甲
斐
國
志
悠
之
七
十
二
（
紳
祀
部
第
十
七
下
）
に
左
の
記
事
が
あ
る
。

〔狩
場
山
耐
祗
〕

大
菩
薩
峠
ノ
東
北
年
腹

ニ
ア
リ
耐
撻
十

一
面
槻
詈
唐
物
ノ
銅
像
長
四
寸
重
九
十
八
匁
色
深
黒
ニ
ン

テ
滑
澤
ア
リ
相
樽
フ
弘
安
年
中
藤
本
善
兵
衛
卜
云
者
長
峰
山
ョ
リ
掘
出
ス
所
ナ
フ
ト
享
保
八
腋
年
ノ
棟
札

ニ
モ
亦
同

之
長
峰

ハ
小
金
澤
卜
土
室
卜
雨
山
ノ
間

ニ
ア
リ
テ
其
峯
長
タ
ン
テ
不
地
ア
ソ
上
屋
敷
、
下
屋
敷
卜
云
地
ア
ソ
相
樽
フ

古
相
馬
落
門
ノ
一
族
此
ノ
山
中

二
隠
ン
テ
潜
居
セ
／
奮
趾
ナ
リ
ト
今
小
金
山
、
土
室
山
雨
山
ノ
守
護
紳
ト
ン
テ
毎
蔵

十
月
十
七
日
ノ
祭
艦

ニ
ハ
村
中
ノ
老
蒻
鐵
抱
フ
携
出
テ
此
山
林
二
入
り
終
日
遊
猿
ン
紳
酒
フ
開
キ
テ
相
互
二
酌
之
ト

云
宮
守
善
兵
衛

筒
右
狩
場
山
耐
に
開
し
て
、
小
菅
村
役
場
か
ら
の
同
答
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

狩
場
山
耐
ノ
耐
艦
往
昔
長
峰

言
ノ
螢
掘
セ
ツ
ト
樽
ノ
／
十

一
面
槻
世
舌

ハ
現
今
ナ
タ
祠
ノ
ミ
ア
リ
祭
濃

ハ
陰
暦
十

一

月
（
十
月
の
誤
？
）
十
七
日
ニ
ン
フ
年
々
有
志
相
集
リ
テ
施
行
セ
リ

牛
ノ
ネ
山
を
す
ぎ
、
次
の
四
五
十
米
も
高
い
峰
を
乙
え
て
、
鞍
部
に
出
る
と
、
棚
倉
澤
の
頭
を
通
つ
て
、
山
腹
を
東

北
に
行
く
路
が
あ
る
。
こ
れ
は
高
指
山
を
経
て
、
小
菅
村
の
田
元
に
通
す
る
も
の
で
、
上
に
引
用
し
た
甲
斐
國
志
に
、

大
菩
薩
峠
と
呼
ん
で
あ
る
峠
路
で
あ
る
ｏ
此
の
路
は
今
で
乙
を
通
行
す
る
者
が
殆
ん
ど
な
い
が
，
明
治
十
二
年
に
現
今

Ｏ
多
凛
川
相
摸
川

の
分
水
仙
脈
　
　
武

・
田

一
」

(13)



行 稜 月 八 年 九 正 大

０
多
凛
川
相
摸
川

の
分
水
山
脈
　
　
武
田

の
大
菩
薩
峠
路
が
開
通
す
る
迄
に
は
、
小
菅
村
と
國
中
と
の
主
要
な
る
交
通
路
で
、
之
を
丹
波
山
か
ら
同
じ
く
國
中
ヘ

越
え
る
大
菩
薩
峠
と
分
つ
た
め
に
、
小
菅
大
菩
薩
峠
と
し
て
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ざ
れ
ば
此
の
小
菅
大
菩
薩
峠
路

と
、
丹
波
山
大
菩
薩
峠
路
と
は
、
陸
地
測
量
部
の
輯
製
二
十
萬
の
地
岡
に
も
、
不
正
確
な
が
ら
載
つ
て
居
る
。
又
大
菩

薩
に
開
し
て
、
甲
斐
國
志
窓
之
舟
六
（
山
川
部
第
十
六
中
）
に
は
左
の
記
事
が
あ
る
。

〔大
菩
薩
坂
〕

是
小
菅
卜
丹
波
ヨ
ソ
山
梨
郡
萩
原
へ
越
ユ
／
山
路
ナ
リ
升
降
八
里
、
峠
二
妙
見
大
菩
薩
就
ニ
ツ
ア
リ

一
ハ
属
小
菅

，
ハ
属
萩
原
萩
原
ヨ
ソ
米
穀
フ
小
菅
へ
毬
χ
モ
ノ
此
峠
マ
デ
持
木
り
妙
見
祗
ノ
前

二
置
キ
テ
蹄
ル
小
菅

ノ
方

ヨ
リ
荷
フ
運
ブ
者
モ
亦
峠
二
置
キ
、
彼
ノ
萩
原

ヨ
ソ
所
毬
ノ
荷
物
フ
持
蹄
／
此
間
敷
日
フ
経
″
卜
雖
モ
絶
エ
フ

盗
去
″
者
ナ
シ
各
雲
降
ソ
フ
ニ
月
末

二
至
り
漸
ク
往
末
ヌ
″
比
互
二
荷
物
フ
逮
ル
ニ
去
各
ノ
置
ケ
″
物
紛
失
ス
／
コ

ト
ナ
ク
相
易

ヘ
テ
持
蹄
／
ナ
リ
峠
ヨ
ソ
東

へ
下
／
コ
ト
一
里
年
ニ
ン
テ
狩
場
山
耐
二
至
／
小
祠
ア
ア
耐
腱
十

一
面
糧

詈
ノ
銅
像
ナ
リ
崎
中
此
ヨ
ソ
分
ン
一ノ
一
里
餘
辰
ノ
方

へ
連
ル
峯
ア
リ
高
ぽ
山
卜
云
囀
中
未
申
ノ
方
敷
所
ノ
谷
間
フ
凡

テ
小
金
澤
卜
稀
シ
之

二
封
ン
テ
此
邊
敷
里
ノ
間
同
名
ナ
リ
峯
ノ
丑
寅
フ
土
室
澤
卜
云
ノ
金
澤
卜
同
ン
ク
材
木
フ
出
メ

此
雨
澤

ハ
瀬
戸
、
西
原
、
小
菅
三
村
の
入
含
澤
ニ
ン
フ
山
役
餞
永

一
貫
三
百
五
十
文
ハ
小
菅
ヨ
リ
永

一
貫
文
ハ
西
原

村
ヨ
リ
上
納
ス
土
室
山
ノ
内
巣
鷹
山
六
所
ア
ツ
サ
ギ
チ
ヤ
ク
尾
竪
三
十
丁
横
二
十
丁
栗
ノ
木
尾
縦
二
十
丁
横
十
丁
シ

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

■

■

ヽ

「

ラ
ヒ
ノ
油
尾
縦
三
十
五
丁
横
二
十
二
丁
タ
タ
ビ
ノ
尾
縦
三
十
二
丁
横
三
十
五
丁
ノ
ポ
リ
ノ
尾
縦
四
十
丁
横
二
十
五
丁

戸
澤
ノ
尾
縦
横
各
三
十
丁
、
小
金
澤
ノ
内
六
ケ
所
押
排
澤
ノ
尾
縦
三
十
五
丁
横
二
十
丁
大
カ
ン
ノヾ
尾
維
五
十
丁
横
二

十
丁
、
エ
ン
マ
小
屋
ノ
尾
縦
四
十
六
丁
横
二
十
丁
ナ
ラ
ノ
木
ノ
尾
縦
四
十
丁
横
二
十
丁
石
小
屋
ノ
尾
縦
横
各
四
十
丁

タ
ラ
カ
イ
場
縦
二
十
五
丁
横
二
十
丁
Ⅷ
浴
十
二
箇
所
小
菅
村
持
之
御
鷹
見
十
人
ア
リ
」
「
叉
巣
鷹
山
、
土
室
山
の
内

に
大
日
陰
、
釜
澤
、
小
金
澤
ノ
内
大
力

・ンバ
尾
、
峯
山
、
合
セ
テ
四
ケ
所
西
原
村
守
之

狩
場
山
耐
ョ
リ
東

へ
峰
績
キ
十
丁
許
ニ
ン
テ
又
辰
巳

へ
分
／
ヽ
峯
ア
リ
此
峯
績
キ
大
書
薩

ヨ
ソ
西
原
村

へ
下
／
道
ア

リ
佐
野
峠

言
ノ
小
菅
道

二
會
ヒ
叉
分
ン
テ
東

へ
下
り
西
原

二
出
ゾ
佐
野
峠
ヨ
リ
村
落

二
至
／
迄
三
里
此
峯
績
キ
山
耐

一
四
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ヨ
ソ
佐
野
峠
マ
デ
未
申
ノ
谷
々
フ
ル
一プ
土
室
卜
云
丑
寅
ノ
谷
々
ハ
小
菅
村

二
属
シ
山
澤
入
及
梨
子
蔵
入
■
云
大
菩
薩

峠
ヨ
ソ
小
菅
村

へ
下
／
間
戌
亥
ノ
間
ノ
山
谷
フ
几
テ
莉
澤
卜
云

右
は
小
菅
大
菩
薩
の
記
事
で
あ
る
が
、
多
少
丹
波
山
大
菩
薩
と
滉
同
し
た
駐
が
あ
る
ら
し
い
ｏ
峠
の
頂
に
妙
見
の
祠

二
つ
あ
る
と
い
ス
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
丹
渡
山
大
菩
薩
の
妙
見
山
と
混
同
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
が
、

勿
論
其
虎
に
は
少
く
も
荷
置
小
屋
は
あ
つ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
筒
丹
波
山
大
菩
薩
や
、
大
菩
薩
峠
全
般
に
亘
つ
て
は
、

他
日
大
菩
薩
連
嶺
全
般
に
つ
い
て
記
す
時
に
、
詳
説
す
る
こ
と
と
す
る
。

分
水
脊
か
ら
左
に
小
菅

へ
下
ら
ず
に
行
を
績
け
る
と
、
次
に
来
る

一
四
〇
九
米
の
大
Ｉ
ノ
ー
山
と
い
ふ
峰
に
上
ら
ね

ば
な
ら
な
い
ｃ
此
の
峯
及
び
乙
れ
か
ら
東
に
つ
ゞ
く
尾
根
の
北
面
か
ら
出
る
水
は
、
山
澤
川
と
な
つ
て
、
山
澤
と
田
元

と
の
間
を
流
れ
て
、
小
菅
川
に
流
入
す
る
の
で
あ
る
。

大

マ
テ
ー
山
か
ら
二
十
丁
許
東
に
営
つ
て
、
地
国
に
一
三
七
〇
米
の
標
高
の
記
入
し
て
あ
る
峰
に
は
、
ツ
／
ネ
山
な

る
名
が
あ
つ
て
、
こ
れ
か
ら
北
に
凸
出
す
る
尾
根
は
、
山
澤
川
と
井
狩
川
並
に
自
澤
に
合
流
す
る
小
永
田
川
や
大
白
澤

の
分
水
脊
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

ツ
″
ネ
山
か
ら
東
は
、
少
時
は
グ
ラ
７
熱
軒
う
で
あ
る
が
、
や
が
て
小
癌
起
を
二
つ
許
ウ
乙
し
て
、
最
後
の
可
な
う

長
い
上
り
を
昇
う
き
る
と
、
其
庭
に
は
御
坊
山
（宛
字
）
の

一
三
四
九
米
と
測
ら
れ
た
三
角
鮎
に
達
す
る
の
で
あ
る
が
、

此
の
峯
は
前
に
も
述
べ
た
如
く
、
此
の
連
脈
中
最
重
要
な
る
も
の
ゝ
一
で
あ
る
。
即
ち
本
版
は
益
々
東
南
に
連
る
に
か

か
は
ら
ず
、
此
の
峯
か
ら
東
北
に
向
つ
て
鶴
峠
の
頂
上
に
つ
ゞ
く
短
い
尾
根
が
、
多
摩
川
と
相
模
川
と
の
水
を
振
分
け

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

天
狗
棚
山
か
ら
御
坊
山
に
至
る
哉
で
は
、
山
脈
は
蓋
く
森
林
を
以
て
徹
は
れ
る
が
、
御
坊
山
の
頂
上
附
近
は
其
東
南

面
の
み
は
、
僅
の
Ｅ
域
だ
け
茅
戸
で
あ
る
。
山
名
は
或
は
そ
れ
か
ら
起
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
へ
る
。
峯
頭
か

ら
東
に
小
菅
の
支
村
長
作
に
下
る
路
が
あ
つ
て
、
そ
れ
が
佐
野
峠
の
道
と
十
字
路
を
な
す
所
に
、
石
像

一
基
と
、
其
の

琥 第 年 五 十 第 岳 山

○
多
摩
川
相
摸
川
の
分
水
山
脈
　
　
武
田

一　
二
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行 凌 月 八 年 九 正 大

○
多
摩
川
相
模

川

の
分
水
山
脈
　
　
武

田

一
六

側
に
古
い
小
道
標
石
が
あ
つ
て
、
そ
の
北
面
舞
林
「
此
方
小
す
げ
」
、東
面
に
は
「
此
方
長
さ
く
Ｌ
南
面
に
は
「
此
方
甲
州
」

と
刻
ん
で
あ
る
。
一
見
妙
に
考
へ
ら
れ
る
が
、郡
内
即
ち
都
留
郡
で
は
、
古
末
甲
州
の
他
の
三
郡

（
即
ち
山
梨
郡
、
八
代

郡
、
及
Ｅ
酸
郡
）
を
甲
州
と
呼
び
、
同
じ
甲
州
で
あ
り
な
が
ら
風
俗
習
慣
等
に
も
大
分
異
る
鮎
が
多
い
。
即
ち
有
名
な

甲
州
桝
も
、　
一
升
が
他
の
三
郡
で
は
京
桝
三
升
に
営
る
も
の
だ
が
、
都
留
郡
の
は
二
升
五
合
に
営
る
特
殊
の
も
の
を
用

ひ
た
賞
例
も
あ
る
。
郡
内
で
甲
州
へ
行
く
と
い
ス
は
、
他
の
三
郡
中
の
何
れ
へ
か
行
く
事
を
意
味
す
る
も
の
で
、「
此
方

甲
州
」
と
は
、
甲
州

へ
通
ず
る
街
道
へ
出
る
と
い
ス
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

御
坊
山
か
ら
先
は
、
主
脈
は
初
め
東
南
に
向
ス
が
、
直
に
殆
ん
ど
正
南
に
向
ふ
様
に
な
う
、
佐
野
峠
の
所
で
再
び
東

南
に
曲
屈
す
る
。
佐
野
峠
の
道
は
、
略

一
二
〇
〇
米
の
等
高
線
に
浩
う
て
、
鈴
ヶ
尾
山
の
東
面
を
走
う

，
、
や
が
て

一
二

三
五
米
の
三
角
識
の
あ
る
峯
の
少
し
手
前
で
此
の
尾
根
を
乙
え
る
と
、
急
に
西
方
の
眺
望
が
開
け
、
葛
野
川
の
谷
を
距

て
ゝ
雁
ヶ
腹
招
山
や
黒
岳
山
（
一
九
八
八
米
）
を
初
め
と
し
て
、
北
へ
大
菩
薩
岳
の
連
嶺
が

一
望
の
中
に
あ
る
様
に
な
る

（
此
虎
か
ら
の
西
望
の

一
部
は
、
本
誌
第
十
三
年
第
三
琥
七

一
頁
に
出
て
居
る
）。
此
虎
か
ら
道
は
だ
ら
ノ
ヽ
下
う
と
な

つ
て
、
東

へ
ま
は
う
乍
ら
略
年
園
を
描
き
、
高
距

一
〇
〇
〇
米
を
僅
に
超
え
る
鞍
部
か
ら
、
西
南
に
向
つ
て
ア
シ
澤
と

コ　
テ
ラ

小
寺
澤
と
の
間
の
山
岐
を
急
に
葛
野
川
迄
五
〇
〇
米
許
を
下
る
こ
と
に
な
る
。
此
庭
で
右
岸
に
移
り
、
和
田
の
部
落
か

ら
猿
橋
に
通
ず
る
道
に
合
す
る
の
で
あ
る
。

佐
野
峠
道
の
南
端
高
距
約

一
〇
〇
〇
米
の
地
激
か
ら
西
南
に
葛
野
川
に
下
ら
ず
に
、
東
北
に
山
脊
を
迪
る
と
西
原
村

の
飯
尾
に
通
ず
る
し
、
東
に
阿
寺
澤
の
谷
を
下
れ
ば
、
同
村
字
阿
寺
澤
に
出
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
佐
野
峠
は
七

保
村
か
ら
西
原
村
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、　
一
に
西
原
峠
の
名
を
所
有
す
る
、
そ
し
て
飯
尾
に
出
づ
る
路
に
は
小

佐
野
峠
の
名
が
文
献
に
見
え
て
居
る
。
此
峠
道
は
小
菅
村
に
も
通
ず
る
庭
か
ら
し
て
、
時
に
は
小
菅
峠
と
も
呼
ば
る
ゝ

が
、
元
家
は
小
菅
か
ら
の
道
は

一
二
三
五
米
の
測
鮎
の
あ
る
峰
か
ら
直
に
ア
ン
澤
の
右
岸
の
山
坂
を
葛
野
川
に
下
つ
た

も
の
で
、
ア
シ
澤
の
左
岸
の
山
波
を
通
行
す
る
も
の
を
西
原
峠
と
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
ｃ
然
し
現
今
で
は
小
菅
峠
の
道

( 16 )



琥́ 第 年ヽ五 十 第 岳 山

を
山
脊
上
で
西
原
峠
に
合
せ
し
め
て
、
ア
ン
澤
の
右
岸
の
山
城
を
通
行
す
る
道
は
履
道
と
し
て
し
ま
つ
た
か
ら
、
西
原

へ
越
す
も
、
小
菅

へ
越
す
も
皆
佐
野
峠
の
名
で
通
つ
て
居
る
、
そ
し
て
此
の
名
は
此
の
邊
の
山
を
佐
野
山
と
概
稀
す
る

こ
と
か
ら
起
つ
た
も
の
で
、
村
名
に
因
つ
た
も
の
で
は
な
い
と
考

へ
る
。

西
原
峠
の
道
と
小
菅
峠
の
道
と
分
れ
る
約

一
〇
〇
〇
米
の
小
鞍
部
を
経
て
、
主
脈
は
依
然
東
南
に
走
る
が
、
昔
は
ナ

ラ
、
タ
リ
、
ブ
ナ
、
ツ
ガ
等
に
飾
ら
れ
た
此
山
脈
も
、
今
は
概
ね
友
に
燒
養
さ
れ
て
、
ス
ヽ
キ
と
ナ
ラ
の
若
木
の
茂
る

哀
れ
な
も
の
と
な
つ
て
居
る
。
山
脈
を
辿
る
と
、
小
征
は
漸
く
上
う
と
な
つ
て
、
小
枝
の
間
か
ら
左
右
の
眺
望
が
盆
々

よ
く
な
る
。
五
万
分

一
の
地
国
に

一
一
六
六
米
の

ウ記
晰
の
あ
る
地
尉
は
殊
に
眺
望
が
よ
く
て
、佐
野
峠
道
か
ら
で
は
大
峯

（
一
四
二

一
米
）
に
妨
げ
ら
れ
て
見
え
な
か
つ
た
姥
子
の
岩
峯
が
、
雁
ヶ
腹
招
か
ら
東
南
に
引
く
山
稜
の
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
を
突
破
し
て
願
れ
る
。
此
虎
か
ら
東
菊
ヤ
積

い
て
響
え
る
一
二
二
〇
米
の
峯
は
、
大
寺
澤
の
セ
リ
の
大
寺
山
で
、
乙

れ
を
南
に
下
る
と
大
寺
澤
か
ら
西
原
の
尾
名
手
澤
に
通
ず
る
明
瞭
な
乗
越
路
が
あ
る
。
大
寺
山
の
南
に
績
く

一
二
四
〇

米
の
峰
は
、南
面
か
ら
見
る
と
牙
の
如
く
実
つ
た
峰
で
、
北
面
か
ら
登
る
細
征
に
は
獅
距
離
な
が
ら
岩
石
を
踏
ん
で
行
く

所
な
ど
も
あ
る
。
此
峰
か
ら
東
南
に
急
に
下
る
と
、
本
の
茂
つ
た
小
実
峰
が
現
は
れ
る
。

コ
イ
ず
ヵ
ゞ
ミ
に
識
綴
さ
れ

た
岩
壁
な
ど
を
踏
ん
で
上
る
と
、
ア
セ
ビ
や
ヒ
カ
グ
ツ
ヽ
ジ
の
叢
生
す
る
間
を
通
つ
て
、
更
に
こ
れ
に
類
似
し
た
実
峰

を
越
え
る
こ
と
に
な
る
。
や
が
て
間
も
な
く
尾
名
手
澤
か
ら
此
山
脈
を
越
え
て
駒
宮
に
通
ず
る
馬
道

（
地
岡
に
小
径
の

記
琥
あ
る
も
の
）
と
横
切
る
こ
と
に
な
る
が
、
此
邊
か
ら
路
は
良
く
な
つ
て
、
二
つ
山
稜
通
り
に
走
ら
ず
に
、
其
次
の

一
二
八
〇
米
の
峯
も
、　
一
二
六
八
米
の
三
角
駐
の
あ
る
峰
も
横
を
翔
ん
で
、
東

へ
／
ヽ
と
櫂
現
山
に
向
つ
て
行
く
。

扱
此
の
大
寺
山
の
南
の
実
峰
か
ら

一
二
六
八
米
の
測
識
の
あ
る
峰
の
一
つ
手
前
迄
に
は
、前
後
四
個
の
峰
が
あ
る
が
、

夫
等
と
此
内
の
最
初
の
峰
か
ら
西
へ
牽
く
山
稜
上
に
並
ぶ
三
四
の
実
峰
と
は
、
大
牙
の
如
く
実
つ
て
列
び
、
之
を
瀬
戸

か
ら
仰
ぐ
と
其
上
ヒ
樺
ふ
の
は
中
々
の
困
難
ら
し
く
思
は
れ
る
程
で
ぁ
る
。
是
等
牙
歯
様
の
峰
列
の
西
南
面
の
水
は
皆

一
つ
の
澤
に
楽
つ
て
、
駒
宮
の
部
落
で
葛
野
川
に
合
流
す
る
。
是
即
ち
肺
生
澤
で
、
甲
斐
國
志
に
よ
る
と
、
下
流
に
近

Ｏ
多
摩
川
相
摸
川
の
分
水
山
脈
　
　
武
田

一　
名

(、
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行 螢 月 八 年 九 正 大

Ｏ
多
摩
川
相
摸
川
の
分
水
山
脈
　
　
武
田

く
二
俣
木
川
及
び
大
ョ
ノ
澤
が
注
入
す
る
と
あ
る
が
、
源
は
崩
生
澤
か
ら
出
る
と
あ
る
。
此
臓
生
澤
の
セ
ソ
は
即
ち
臓

生
山
で
、
私
達
に
は
近
年
迄
疑
間
の
山
名
の

一
つ
で
あ
つ
た
。
勿
論
此
名
は
七
保
方
面
の
構
呼
で
あ
つ
て
、
西
原
方
面

か
ら
言

へ
ば
、
尾
名
手
山
の
機
ン
以
て
、
三
角
識
よ
う
も
少
し
東
迄
の
部
分
を
含
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
と
考
へ
ら
れ
る

（
甲
斐
國
志
窓
之
汁
六
）。

崩
生
山
の
東
に
連
つ
て
、
此
連
脈
中
の
最
高
識
を
な
す
も
の
は
大
室
山
又
の
名
権
現
山

（
〓
二
一
二
米
）
で
あ
る
じ

短
か
い
雑
木
で
薇
は
れ
た
稽
兜
形
の
峰
の
頂
上
稿
下
に
、
大
室
櫂
現
が
祀
ら
れ
て
あ
つ
て
、
祠
前
の
石
橙
は
砂
岩
（？
）

の

一
大
塊
を
十
敷
階
に
刻
ん
だ
雅
趣
あ
る
も
の
で
あ
る
。
大
室
権
現
に
つ
い
て
甲
斐
國
志

（窓
之
七
十
二
）
に
記
す
虎

を
紹
介
す
る
と

○
対
響
智
権
現
嘱
頬
射
舗
酬
だ
判
刊
翡
″
祗
人
和
見
村
名
主
耐
領
和
見
村

言
ノ
下
畑
式
畝
歩
但
シ
無
高
名
主
′
家
西
南
山

上
二
登
／
マ
デ
壼
里
式
拾
町
ナ
リ
此
耐
大
フ
使
フ
コ
ト
七
拾
五
匹
此
大
ヲ
頼
ム
時

ハ
能
夕
盗
難
火
難
フ
防
守
″
ト
フ

近
郷
ノ
農
人
犬
借

二
名
主
ガ
家

二
家
ソ
札
フ
請
フ
フ
婦
ン
′ヾ
大
必
ズ
家
リ
テ
家
内
田
畠
フ
守
″
卜
云
但
シ
其
形
人
ノ

ロ
ニ
見
ュ
″
コ
ト
ナ
シ
ヤ
ト
ヒ
木
″
日
限
迄
キ
リ
火
ニ
テ
飼
料
フ
作
ソ
供
置
ケ
バ
則
チ
喰
ツ
タ
ス
ト
云
。

大
室
を
大
勢
籠
に
作
る
こ
と
は
往
々
あ
る
虎
で
、
敢
て
珍
し
く
は
な
い
。
山
上
の
祠
に
は
大
勢
権
現
と
記
し
た
白
布
が

奉
納
し
て
あ
つ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
籠
の
字
を
脱
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
大
稽
荷
大
明
紳
云
々
と
記
し
た
自

布
を
見
た
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
山
麓
度
垣
の
鎮
守
な
ど
ゝ
混
同
し
た
も
の
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
現
在
の
耐
騰
は

一

尺
内
外
の
軍
茶
利
明
王
か
と
思
は
れ
る
木
像
で
あ
る
が
、
大
分
破
損
し
て
居
る
。

大
室
山
の
最
高
監

〓
二
一
二
米
り
地
鮎
は
、
陸
測
五
万
や
二
万
を
見
る
と
、
三
村
の
境
で
は
な
い
が
、
昔
は
境
界
で

あ
っ
た
と
見
え
て
、
先
に
引
用
し
た
甲
斐
國
志
の
記
文
に
も
し
か
見
え
て
居
る
し
、
甲
東
村
で

一
老
人
に
山
名
ヒ
尋
ね

た
折
も
、
大
室
山
を

一
に
三
境
と
呼
ぶ
と
聞
い
た
事
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
兎
も
あ
れ
、
山
の
主
脈
は
此
邊
か
ら
略
正
東

に
走
っ
て
、
終
に
鶴
川
の
右
岸
に
達
し
て
、
稽
急
に
川
に
臨
ん
で
了
る
こ
と
に
な
る
。
其
間
に
左
右
に
短
い
支
脈
を
出

一　
ハ
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す
が
、其
内
で
最
頴
著
な
も
の
は

一
一
七
四
米
の
四
等
三
角
識
の
あ
る
園
峰
雨
降
山
か
ら
東
南
に
派
出
さ
れ
た
も
の
で
、

仲
間
入
川
と
其
支
流
和
見
川
と
の
間
に
介
在
す
る
桑
窪
山

（
最
高
識
九
〇
六
米
）
を
起
す
も
の
で
あ
る
。
雨
降
山
其
者

は
餘
多
顧
著
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
山
脊
を
博
ふ
て
も
特
に
そ
れ
と
氣
づ
か
緻
程
で
あ
る
。
山
名
は
梅
窪
の
封
岸
で

鶴
川
に
注
ぐ
雨
降
澤
に
由
な
し
た
も
の
で
、
従
つ
て
南
麓
の
村
で
は
此
稀
呼
は
通
じ
な
い
ら
し
い
ｏ

此
庭
で
雨
降
山
及
麻
生
山
な
る
山
名
に
つ
い
て
筒

一
言
を
費
し
た
い
と
思
ふ
。
私
の
手
元
に
あ
る
日
で
雨
降
山
の
名

を
記
す
も
の
は
左
の
通
う
で
あ
る
。

一
、
甲
斐
國
全
国
　
　
　
　
明
治
九
年
八
月
製
固
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
丈
　

助

二
、
螂吟
甲
斐
國
全
国
　
　
剛
治廿導特
」用駈曜踊時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
丈
．
助

三
、
糧
江
甲
斐
國
全
国
　
　
硼
治
十
二
笹
雨
悧
田
師
膵
免
許
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
丈
　

助

四
、
東
京
国
幅
　
　
　
　
　
明
治
十
九
年
印
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

質

調

査

所

次
に
麻
生
山
の
名
を
記
す
日
は
左
に
引
用
す
る
東
京
国
幅
及
び
其
の
再
版

（
大
正
　
年
　
　
月
出
版
）
の
も
の
ゝ
ニ

つ
に
過
ぎ
な
い
。

森
丈
助
と
い
ふ
人
は
和
歌
山
縣
の
人
で
あ
る
が
、
甲
府
に
永
ら
く
居
て
甲
斐
の
地
理
に
通
じ
て
居
た
と
見
え
て
、
以

上
の
外
に

「
山
梨
縣
下
甲
府
之
固
租
れ
な
・凡
」
と
い
ふ
地
固
も
出
版
し
て
居
る

（
明
治
九
年
八
月
）。
上
記
三
日
の
中
明
治

十

一
年
四
月
二
十
日
出
版
の
も
の
は
自
峰
の
北
岳
な
る
名
稀
の
国
上
に
記
さ
れ
た
最
初
の
も
の
と
し
て
書
て
高
頭
兄
に

引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（『
山
岳
』
第
七
年
第
三
琥

一
三
〇
頁
）。
是
等
三
種
の
甲
斐
國
全
国
は
、俄
令
近
世
風
で
あ
つ
た

と
し
て
も
、賞
測
に
成
つ
た
も
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、五
万
分

一
の
地
形
国
の
様
に
、
名
稗
を
附
し
て
あ
る
山
岳
の
位

資
を
、正
確
に
突
止
め
る
乙
と
は
困
難
で
あ
る
。
然
し
地
質
調
査
所
．出
版
の
東
京
国
幅
は
、俄
令
ウ
ン
で
あ
つ
て
も
、
一ギ

賞
じ
や
か
に
等
高
線
で
地
形
を
表
し
て
あ
る
の
で
、
つ
い
ク
ス
／
ヽ
と
信
用
す
る
が

（尤
も
流
石
に
責
測
に
成
つ
た
も

の．だ
と
は
こ
と
は
つ
て
な
い
様
で
あ
る
じ
此
国
の
債
値
の
あ
る
監
は
、
雨
降
山
、航
生
山
共
に
掲
出
し
て
あ
る
こ
と
で
、

琥 第 年 五 十 第 岳 山

０
多
摩
川
相
摸
川
の
分
水
山
脈
　
　
武
田

一　
ル
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行 螢 月 八 年 九 正 大

０
多
摩
川
相
掩
川

の
・分
水
山
脈
　
　
武
田

其
代
う
に
そ
れ
か
と
思
ス
所
に
大
室
山
と
も
権
現
山
と
も
記
し
て
な
く
、
唯

一
三
四
五
米
の
高
距
が
記
入
し
て
あ
る
に

過
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
雨
降
山
の
方
は
少
し
西
に
寄
り
過
ぎ
る
か
と
思
は
れ
る
所
に
其
名
が
記
し
て
あ
る
が
、
臓
生
山
に

（
檬

部

丼

畔

ヽ

日

諄
）
け

腱

鮮

（淋
）
Ｅ

ト

ヨ

澪

（卦
）
Ｅ

冊

汁

ｓ

汁
目

一
一
爵

ョ

至
っ
て
は
、
大
室
山
と
屍
山
と
連
絡
す
る
山
稜
上
に
座
し
て
居
て
、
高
距
は

一
三
二
〇
米
と
あ
る
。
乙
れ
は
東
京
国
幅

の
初
版
の
方
で
あ
る
が
、
再
版
の
も
の
を
見
る
と
、
地
形
も
地
名
も
殆
ん
ど
測
量
部
の
帝
回
固
を
引
宙
何
し
た
の
か
と
思

は
れ
る
程
酷
似
し
て
居
て
、
只
等
高
線
が
恐
ろ
し
く
細
密
で
、
私
の
様
な
限
の
悪
い
者
に
は
中
々
よ
く
見
え
な
い
丈
が

異
る
駐
位
に
し
か
思
へ
な
い
。
此
再
版
を
見
て
殊
更
に
氣
の
付
く
の
は
、
初
版
に
掲
げ
て
あ
る
地
名
も
大
部
分
は
惜
氣

も
な
く
創
多
去
っ
て
、
線
て
測
量
部
の
地
名
に
従
つ
た

（
而
も
誤
謬
迄
ソ
ツ
ク
リ
具
似
て
あ
る
）
に
拘
ら
ず
、
餘
程
の

(20)
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慌 第 年 五 十 第 岳 山

自
信
が
あ
つ
て
か
ど
う
か
其
庭
迄
は
分
ら
な
い
が
、
測
量
部
獲
行
の
地
国
に
構
現
山
と
あ
る
の
に
従
は
ず
に
、
大
室
山

の
位
置
に
航
生
山
と
明
記
し
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
肌
生
山
な
る
名
稀
は
、
前
に
述
べ
た
が
如
く

大
室
山
よ
う
も
逢
西
に
連
ろ
峰
の
名
で
あ
つ
て
、　
一
三

一
二
米
の
峰
に
配
す
可
き
名
で
は
絶
封
に
な
い
。
叉
此
再
版
固

に
雨
降
山
な
る
名
稗
セ
制
去
つ
た
こ
と
も

一
向
に
賛
成
出
来
な
い
こ
と
で
、
こ
れ
で
は
帝
國
園
の
あ
る
上
更
に
存
在
の

必
要
を
認
め
る
乙
た
が
六
ケ
し
く
な
る
。

大
室
―！―
の
、最

高
織
か
ら
、
東
に
山
脊
と
樺
う
て
，、

九

一
〇
米
の
三
角
貼
の
稿
束
の
二
本
杉
迄
は
、
馬
の
通
ふ
立
派
な

道
が
立
つ
て
居
る
し
、
草
山
で
目
を
遮
る
も
の
が
な
い
か
ら
眺
望
も
甚
だ
良
い
し
、
晩
秋
か
ら
早
春
に
か
け
て
の
遊
山

地
と
し
て
は
推
美
に
値
す
る
地
で
あ
る
が
、
此
山
脈
の
最
興
味
あ
る
部
分
は
、
何
と
言
て
も
航
生
山
附
近
佐
野
峠
に
至

る
も
の
で
あ
ら
う
。
兎
に
娩
鶴
川
を
距
て
ヽ
武
甲
境
の
長
大
な
山
脈
と
略
平
行
し
て
走
る
工
合
は
、
南
北
秋
川
に
挟
ま

れ
て
而
も
類
似
の
地
勢
の
浅
間
尾
根
に
勝
る
も
劣
る
も
の
で
な
い
。

大
室
出
か
ら
南
に
派
出
す
る
山
波
を
樽
ふ
と
、
下
る
こ
と
五
〇
〇
米
未
満
で
、
屍
山
か
ら
北
に
出
る
尼
根
と
衝
突
し

て
、
此
虜
に
仲
間
入
川
と
漉
川
と
の
分
水
脊
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
此
の
鞍
部
の
最
低
部
に
到
ら
な
い
内
に
、
ゴ

基
の
鳥
居
が
建
て
ら
れ
て
あ
つ
て
、
大
室
山
の
登
葬
口
な
る
こ
と
を
示
し
て
居
る
。
し
か
し
夫
は
可
な
う
の
音
に
奉
納

さ
れ
た
も
の
と
見
え
て
、
現
今
で
は
カ
シ
ハ
の
叢
生
す
る
間
に
僅
に
餘
命
を
保
つ
に
過
ぎ
な
い
。

屍
山
は
鳥
澤
の
北
に
響
え
る
高
距

一
一
三
九
米
の
山
で
、
南
麓
か
ら
見
る
と
場
を
開
い
た
様
な
容
を
し
た
、
端
麗
な

孤
峰
で
あ
る
．
山
の
北
面
に
は
間
葉
林
が
あ
つ
て
、
新
線
の
頃
は
悪
く
な
い
景
で
あ
る
が
、
南
面
は
草
山
で
雑
木
の
外

に
は
植
林
さ
れ
た
杉
が
中
腹
以
下
を
飾
つ
て
居
る
。
山
頂
は
北
の
一
部
を
除
い
て
は
眺
望
が
廣
間
で
あ
る
か
ら
、
東
京

′
か
ら
日
縮
う
の
遊
山
地
と
し
て
は
適
営
な
地
で
あ
る
。
大
室
山
と
同
じ
く
山
頂
に
水
は
な
い
が
、
南
面
八
合
目
あ
た
う

に
雨
三
株
の
Ｅ
杉
が
あ
る
根
元
か
ら
、
清
水
が
湧
出
す
る

（
此
杉
を
水
呑
の
杉
と
い
ス
）。

屍
山
の
頂
上
に
は
何
も
祀
つ
て
は
な
い
が
、
南
麓
烏
澤
に
は
、
ガ
一ポ
明
耐
と
崇
め
ら
れ
た
立
派
な
正
が
あ
る
。
甲
斐

○
多
摩
川
相
摸
川
の
分
水
山
脈
　
　
武
田
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行 獲 月 八 年 九 正 大

○
多
摩
川
相
摸
川
の
分
水
山
脈
　
　
武
田

一〓

(影撮氏丸満本辻)む 望 を 面 西 の 山 扇 り よ腹 中 の 山 蔵 百

國
志
窓
之
七
十
二
に
載
す
る
庭
を
次
に
掲
げ
る
と

○
対
ポ
明
神
鵜
澤
本
村
産
耐
也
祗
地
四
百
式
十
四
坪
阻

地
耐
領
三
畝
歩
祭
濃
八
月
朔
日
天
文
十
七
年
ノ
棟
札
ア

リ
紳
餌
壼
振
銘
云
都
留
郡
小
西
郷
大
木
明
耐
篤
二御
魏
・

天
文
十
七
年
九
月
吉
日
於
二駒
橋
一元
近

作
レ
之
相

惇
ノ

古
駒
橋
村

二
鍛
冶
元
近
卜
云
者
三
拾
六
刀
ワ
鍛

へ
・プ
一

郡
ノ
神
戸
二
納
ム
ト
云
今
郡
中
ノ
諸
就
フ
一響
ヌ
″
二
存

ス
／
者
工
刀
耳
耐
主
山
口
因
幡

現
今
で
は
大
木
明
耐
と
は
呼
ば
ず
に
、
八
幡
と
か
い
ふ
乙

と
に
し
て
あ
る
。

屍
山
の
脈
も
略
大
室
山
の
様
に
東
に
引
い
て
、
大
目
の

北
を
経
て

（
此
邊
の
部
分
を
大
日
山
と
但
稗
す
る
様
で
あ

る
）
荻
野
に
下
り
、
其
餘
波
は
細
長
い
丘
陵
的
の
も
の
と

な
つ
て
、
其
尾
は
八
ッ
澤
に
迄
及
ん
で
居
る
．
奮
甲
州
街
道

の
内
大
欄
か
ら
野
田
尻
に
通
ず
部
分
は
此
岡
陵
的
の
上
を

過
る
も
の
で
、
地
勢
の
長
大
な
鮎
か
ら
、
是
に
長
峰
と
い

ふ
稗
呼
が
あ
る
。

屍
山
か
ら
西
南
に
曳
く
尾
は
袴
着
の
部
落
に
向
つ
て
低

下
す
る
が
、
西
北
に
曳
く
も
の
は
、袴
着
と
宮
谷
と
の
境
の

瀧
ノ
澤
の
源
に
東
西
に
連
る
屏
風
の
様
な
山
脊
に
績
き
、

( 22 )



一
旦
南
に
折
れ
て
か
ら
高
距

一
〇
〇
四
米
の
百
蔵
山
を
起
し
、
其
末
は
葛
野
川
の
左
岸
に
終
る
こ
と
に
な
る
。
此
の
屍

山
と
百
蔵
山
と
を
連
絡
す
る
約
八
〇
〇
米
の
長
い
尾
根
は
、
甲
斐
囲
志
に
よ
る
と
長
尾
山
な
る
稀
が
あ
る
様
だ
が
、
蓋

し
適
切
な
名
稗
と
思
は
れ
る
。
此
の
脈
の
西
端
で
脈
が
急
に
南
に

韓
ず
る
所
に
高
距
八
四
七
米
の
隆
起
が
あ
る
。
乙
れ
に
は

，
タ
ラ

山
の
名
を
配
す
可
き
も
の
で
、
此
か
ら
西
に
流
れ
る
短
い
澤
は
即

ち
コ
タ
ラ
澤
で
あ
る
。

百
蔵
山
の
頂
も
東
西
に
長
い
も
の
で
、
灌
木
の
外
に
樹
木
は
な

い
か
ら
暑
い
所
で
は
あ
る
が
、
眺
望
は
甚
よ
い
。
殊
に
大
室
山
か

ら
航
生
に
績
く
長
大
な
脈
を
手
近
に
望
Ｕ
に
は
甚
適
営
な
地
鮎
で

あ
る
し
、
西
に
は
大
書
薩
連
嶺
の
南
端
黒
岳
山
か
ら
瀧
子
山
に
至

る
長
大
な
山
稜
が
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
劃
す
る
を
仰
ぎ
、
両
南
に
は

御
坂
山
塊
の
東
端
や
道
志
山
塊
の
西
部
を
望
み
、
南
に
績
い
て
は

同
山
塊
の
主
部
か
ら
、
東
に
廻
つ
て
丹
澤
山
塊
の
盟
主
を
初
め
長

大
な
燒
山
連
山
が
明
に
認
め
ら
れ
る
。

百
蔵
山
上
に
ヽ
水
は
甚
だ
乏
し
く
て
、
只
、
東
南
面
八
合
目
邊

で
宮
谷
川
の
源
よ
う
も
相
上
部
に
営
つ
て
少
量
の
水
が
湧
出
す
る

所
が
あ
る
。
水
側
に
は
三
四
株
の
杉
が
あ
る
し
、
茶
碗
も
備
へ
て

あ
る
。
又
観
世
者
の
石
像

一
基
此
庭
に
立
つ
て
居
る
が
、
こ
れ
は

百
蔵
山
の
祭
紳
で
は
な
く
て
、
賞
際
の
祭
瀞
は
下
和
田
に
鎮
座
す
る
百
蔵
山
春
日
明
耐
で
あ
る
。
甲
斐
國
志
窓
之
七
十

二
に
記
す
庭
を
掲
げ
る
と
、

(影撮氏吉久日
｀
武)山蔵百び及山励るめ望りよ腹東山殿岩

号虎 第 年 五 十 第 岳 山

○
多
凛
川
相
摸
川
の
分
水
山
脈
　
　
武
田

( ヒ〔` リ



行 獲 月 八 年 九 正 大

Ｃ
大
町
よ
り
下
廊
下
ヽ
　
　
沼
井

○
百
蔵
山
春
日
明
紳
麻
二和
刑
嚇
本
村
氏
紳
ナ
リ
地
蔵
立
像
ア
ラ
ハ
ハ
キ
式
瞳
藤
飩
形
背
後
二
文
明
十
五
躾
ノ
銘
ァ
リ
十
六

善
神
登
幅
天
文
八
策
年
ノ
裏
書
ア
リ
紳
餌
壼
振
銘
日
甲
斐
國
都
留
郡
宮
谷
郷
百
蔵
大
明
耐
篤
二御
剣
一天
文
十
七
年
十

一
月
吉
目
於
二駒
橋
・元
近
作
レ之
　
△
花
井
寺

ハ
祗
ノ
両
隣

ニ
ア
ソ
安
貞
二
年
ヨ
ソ
賓
徳
年
中

マ
デ
書
篤
ス
／
所
ノ

大
般
若
経
六
百
窓
フ
蔵
ム
其
窓
末
二
筆
者
ノ
姓
名
及
神
主
ノ
名
ヲ
記
シ
タ
ン
ハ
此
経

ハ
明
耐
二
奉
納
シ
テ
花
井
寺

ハ

．祀
ノ
別
言
職
ナ
″
ベ
ン
此
寺
寛
和
二
畑
年
創
造
ト
ア
ン
バ
別
営
職
夕
／
コ
ト
久
シ
キ
ヨ
ト
ニ
ン
テ
此
祗
ノ
奮
キ
コ
ト

可
レ知
應
永
中
絶
學
祀
能
輝
師
住
持
タ
リ
シ
ヨ
リ
改
メ
テ
藤
刹
ト
ナ
ソ
堕
山
ノ
末
院
ト
ナ
／
今

ハ
祗
信
ナ
ク
紳
主
ノ

ミ
耐
領
畑
壼
段
四
畝
七
歩
祭
濃
七
月
二
十
六
日
十

一
月
十
五
日
耐
主
奈
良
大
和

百
蔵
山
は
下
和
田
か
ら
登
る
の
が
本
道
で
あ
ら
う
が
、
猿
橋
か
ら
で
は
大
紳
宮
の
側
か
ら
北
に
道
を
取
る
の
が

一
番

近
い
。
南
面
か
ら
登
る
道
も
あ
る
し
、
西
麓
葛
野
か
ら
の
路
も
あ
る
。
五
月
中
旬
に
は
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
花
で
全
山
赤
憂

す
と
云
ふ
へ
誇
張
で
は
な
い
位
で
あ
る
じ
叉
東
面
の
登
タ
ロ
か
ら
長
尾
山
を
経
て
屍
山
に
登
る
こ
と
も
易
々
た
る
も
の

で
あ
る
し
、
兎
に
角
路
は
縦
横
に
立
て
居
る
か
ら
、
何
れ
の
方
面
か
ら
で
も
上
下
出
来
る
。

大

町

よ

り

下

廊

下

へ

沼

井

鐵

太

郎

自
大
正
八
年
八
月
二
日
至
同
十
三
日
ｃ

大
町
―
―
鹿
島
川
―
―
五
龍
―

八
峰
―

東
谷
―
―
黒
部
川
―

棒
小
屋
澤
―
―
属
澤
―
―
大
町
。

案
内
者
、
佐
藤
静
品
。
人
夫
、
宮
原
勇
吉
、
内
山
忠
春
。

一　
鹿
島
谷
よ
り
五
龍
岳
へ

二
四
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も
う
私
達
は
大
町
か
ら
二
里
年
も
離
れ
て
居
た
。
塞
は
七
分
の
乱
雲
を
見
せ
て
ゐ
た
が
、
今
し
も
輝
く
太
陽
は
、
リ

ュッ
ク
サ
ッ
ク
か
ら
首
筋
に
掛
け
て
、
さ
つ
と
光
を
撒
き
散
ら
す
。
と
ぼ
ノ
ヽ
と
歩
Ｕ
間
に

「
何
の
篤
に
今
歩
い
て
ゐ
る
ん

だ
ら
ラ
」
と
思
つ
た
う
す
る
。
火
山
の
裾
野
と
違
つ
て
、
峡
間
の
陽
は
ぢ
多
ノ
ヽ
と
燒
３
付
け
て
は
ホ
な
い
。
け
れ
ど

も

一
週
間
の
蟄
居
が
終
に
汗
腺
を
爆
機
さ
せ
て
、
只
さ
へ
夏
負
け
の
私
は
う
ん
ざ
う
し
て
し
ま
ふ
。
今
朝
迄
緊
張
し
て

ゐ
た
心
は
、
唯
樹
蔭
具
清
水
躍
其
等
の
考
に
の
み
占
領
さ
れ
て
仕
舞
ふ
。
難
て
鹿
島
大
耐
の
官
に
ホ
て
、
荷
物
を
置
Ｘ

と
，
急
い
で
上
つ
て
祗
前
に
額
づ
い
た
。
納
凍
と
開
運
の
所
薦
が
ご
つ
ち
や
に
な
つ
た
、．
散
々
町
で
想
像
に
耽
つ
た
後

な
の
で
、
別
に
黒
部
の
話
も
出
な
い
。
其
内
日
は
影
つ
て
来
た
の
で
氣
が
付
い
て
復
た
北
を
指
す
。

午
後
二
時
二
十
分
ツ
メ
タ
澤
を
渡
う
、
更
に
本
谷
を
渡
つ
て
河
原
に

一
体
み
す
る
。
ツ
メ
タ
澤
の
奥
は
本
は
欝
蒼
と

し
て
雲
が
晴
い
。
見
廻
す
杢
ｔ
青
色
は
落
に
隠
れ
ん
と
す
る
。
さ
ア
と
先
達
の
馨
に
立
上
つ
て
、
小
屋
の
側
か
ら

一
二

間
上
の
林
道
に
上
つ
て
、
山
の
鼻
を
廻
る
と
、
鹿
島
の
流
は
見
２
つ
隠
れ
つ
私
達
の
左
を
せ
ゝ
ら
い
で
あ
る
。
掛
岸
の

山
腹
は

一
帯
に
開
葉
樹
林
で
相
憂
ら
ず
山
懐
の
線
も
美
し
い
。
道
は

一
尺
幅
ば
か
う
に
か
細
く
、
蛇
の
様
に
う
ね
つ
て

せ

車
の
繁
み
を
分
け
て
行
く
。
水
面
ま
で
約
二
三
間
、
其
か
ら
十
間
二
十
間
と
段
々
に
競
う
上
つ
て
、
時
に
は
静
か
に
下

い
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

る
事
も
あ
る
。
共
内
ボ
ツ
ソ
ノ
ヽ
と
厭
な
雨
が
や
つ
て
来
た
の
で
、
皆
着
呉
座
を
被
ふ
た
が
、
草
や
木
の
小
枝
が
擦
れ

て
、
い
く
ら
工
夫
し
て
も
其
不
快
な
革
音
を
兎
れ
る
事
が
出
木
な
い
。
三
時
五
十
分
に
鹿
島
槍
側
に

一
の
澤
を
見
る
。

此
邊
は
そ
ろ
ノ
ヽ
山
奥
ら
し
く
、尾
根
の
上
は
コ
ニ
フ
ア
ー
の
類
も
増
し
て
木
る
。
枷
の
林
を
通
つ
て
坂
を
上
り
詰
め
、

檜
・栂
・石
楠
等
が

一
箇
庭
に
蔓
つ
た
庭
に
家
る
。
之
か
ら
右
へ
だ
ら
ノ
ゝ
と
下
う
て
叉
一
つ
鼻
を
曲
る
と

一
寸
澤
ら
し

い
の
に
ぶ
つ
か
る
。
し
つ
と
う
濡
れ
た
丸
木
橋
を
ネ
１
／
ド
プ
ー
ツ
で
危
げ
に
通
う
越
し
て
山
懐
に
入
つ
て
行
く
ｏ
其

虎
が

一
寸
平
な
庭
で
道
の
右
に
一
軒
の
小
屋
が
潰
れ
か
ゝ
つ
て
ゐ
た
。

此
が
泊
場
で
、
ツ
メ
タ
澤
合
流
駐
か
ら
凡

一
里
竿
計
う
で
あ
ら

，
。
雨
は
止
ま
な
い
の
で
楓
の
下
に
開
ん
で
待
っ
て

ゐ
る
と
、
三
十
分
後
に
や
づ
と
上
る
。
先
づ
天
幕
を
張
る
。
其
か
ら
火
を
焚
い
て
、
草
の
下
敷
に
絲
立
を
布
い
て
、
曖

蹴 第 年 五 十 第 岳 山

○
大
町
よ
り
下
廊
下
へ
　
　
沼
井
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行 螢 月 八 年 九 正 大

〇
大
町
よ
り
下
廊
下

へ
　
　
沼
井

二
六

い
飯
と
ミ
ゾ
十
の
汁
を
食
べ
て
、
天
幕
に
潜
り
乙
み
雑
談
に
耽
る
事
型
の
如
し
だ
。
谷
ま
で
は
二
町
も
あ
ら
う
、
聞
え

る
も
の
は
澤
の
、
そ
れ
も
惧
し
や
か
の
忍
舌
、
駒
鳥
の
馨
が
夕
暮
の
室
氣
に
泌
み
渡
る
。
流
行
に
外
れ
た
庭
は
よ
い
、

初
日
か
ら
し
ん
み
う
し
た
心
持
を
味
ふ
乙
と
を
得
た
。

さ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｔｉ

つ
き
リ

昨
夜
は
薄
着
で
あ
つ
た
が
唆
か
に
寝
ら
れ
て
、
眼
が
覺
め
て
も
頭
が
剣
然
す
る
。
駒
鳥
の
鳴
く
澤
で
手
水
を
使
つ
て

縮
る
と
、山
．り
上
に
大
き
な
二
重
の
曇
が
見
え
る
。　
一
重
の
島
ぽ
雨
で
二
重
の
は
日υ
鳥
だ
と
静
馬
は
極
め
乙
ん
で
あ
る
、

娠
て
其
は
浩
え
て
、
谷
を
軍
め
た
水
蒸
氣
も
上
う
、
日
光
が
天
幕
を
照
す
頃
、
食
事
を
終
へ
て
ば
つ
ノ
ヽ
出
か
け
る
一

道
は
遠
く
東
側
に
入
り
込
ん
で
、
下
う
と
な
る
と
再
び
谷
へ
近
づ
く
ｏ
鹿
島
川
も
奥
山
の
裾
ヒ
縫
ふ
て
流
れ
る
の
だ
。

花
同
岩
の
河
床
、
海
漢
た
る
水
諄
、
樹
木
は
す
く
ノ
ヽ
と
立
ち
繁
う
、
地
岡
に
讀
む
西
側
の
崩
れ
も
岩
壁
も
露
は
で
な

わ
３

い
。
年
時
間
程
に
道
は
盆
こ
河
身
に
追
つ
て
、
左
手
、
鹿
島
北
槍
の
側
尾
根
か
ら

一
つ
の
澤
の
、
上
手
は
雪
漢
、
下
は

晴
き
洞
穴
の
如
く
な
つ
て
落
合
ふ
の
を
眺
め
て
過
ぎ
る
と
、　
一
叢
の
藪
で
立
ち
消
え
に
な
る
、
そ
こ
で
河
原
に
下
う
て

一
体
す
る
の
鹿
島
槍
側
は
如
何
に
も
急
に
反
う
か
へ
つ
て
、
恨
松
の
色
す
ら
打
仰
げ
な
い
。
此
か
ら
が
何
日
費
す
か
知

れ
な
い
無
人
境
の
旅
だ
。
然
し
二
股
迄
は
静
馬
に
、
そ
し
て
只
彼

一
人
に
新
し
い
記
憶
が
あ
る
。

去
年
の
夏
、
静
馬
は
慶
大
め
豊
邊
君
を
案
内
し
て
大
黒
か
ら
五
龍
に
登
う
、
南

へ
縦
走
し
や
う
と
し
た
時
、
濠
々
と

霧
が
懸
っ
て
し
ま
つ
た
、
ふ
と
東
方
が
開
け
る
と
、
鹿
島
川
が
自
く
光
つ
て
河
原
も
廣
く
見
え
た
の
で
，
下
る
氣
に
な

り
、
尾
根
か
ら
危
険
を
胃
し
て
三
股
に
下
つ
た
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
で
、
彼
に
よ
る
と
右
股
（
オ
ー
ゴ
澤
）を
上
り
つ
め

る
方
が
ま
か
ら
う
と
い
ふ
。
此
も
育
目
の
杖
の
様
な
も
の
で
、
う
ま
く
営
つ
て
呉
れ
ゝ
ば
い
ヽ
と
い
ふ
頗
る
勝
手
な
希

望
に
過
ぎ
な
か
っ
た
じ
夫
に
も
拘
は
ら
ず
私
が
か
う
い
ふ
迂
廻
路
を
撰
ん
だ
の
は
、
唯
だ
恐
ら
く
記
録
の
な
い
鹿
島
川

の
水
源
を
極
め
た
い
馬
で
あ
つ
た
。

其
か
ら
河
原
を
樽
つ
て
右
へ
左
へ
と
徒
渉
す
る
。
水
深
は
上
手
に
渡
る
と
膝
ま
で
も
な
い
。
川
幅
も
幾
ら
か
開
け
て

来
て
、
其
儘
十
町
計
う
進
む
と
、
遠
兄
山
か
ら
澤
の
落
合
ふ
度
い
河
原
に
出
る
。
其
庭
の
右
岸
に
高
さ
四
問
長
さ
五
間
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許
の
残
雪
が
横
は
つ
て
わ
る
。
海
抜
千
三
百
五
十
米
の
地
識
で
あ
る
。
廣
河
原
を
通
過
す
る
と

一
つ
の
夕
／
が
あ
る
。

傍
の
藪
を
越
え
て
上
の
河
原
に
出
る
と
、
も
う
鹿
島
川
も
下
流
の
稽
和
な
姿
を
見
せ
な
い
で
、
傾
斜
が
限
に
見
え
て
増

し
て
来
る
。

水
量
も
漢
谷
の
小
さ
い
割
に
豊
富
で
．
庭
々
徒
渉
し
切
れ
ず
に
岩
を
乗
り
越
え
た
り
、　
へ
つ
っ
た
０
す

る
。
其
内
谷
は
西
へ
急
に
曲
多
乙
ん
で
、
遠
見
山
の
側
の
山
腹
が
中
々
馬
鹿
に
な
ら
ｎ
悪
場
を
見
せ
始
め
る
。
静
馬
は

去
年
比
邊
ま
で
二
股
か
ら
山
腹
を
横
に
ま
い
て
家
て
、
瀧
の
あ
る
澤
か
ら
や
つ
と
谷
に
下
多
ら
れ
た
と
い
ス
。
私
達
は

食
事
し
な
が
ら
彼
の
話
仔
聞
い
た
。

再
び
出
螢
し
た
の
が
十

一
時
過
で
、
三
十
分
も
湖
る
と
右
か
ら
小
い
澤
が
落
合
ふ
。
其
庭
に
誰
か
泊
つ
た
と
見
え
て

焚
火
の
跡
が
あ
つ
た
。
川
は
筒
左
に
曲
つ
て
水
の
落
差
は
念
こ
増
し
て
家
る
。
四
五
町
も
進
ん
で
見
る
と
、
岩
は
更
に

大
く
流
も
深
く
岸
を
仲
ふ
事
が
和
危
険
を
威
ず
る
。

一
ケ
庭
美
し
い
瀧
が
あ
つ
て
堰
さ
落
ち
る
水
は
深
い
淵
に
蒼
渦
を

悠
い
て
復
た
波
々
と
温
れ
出
る
。
暫
く
眺
め
て
何
と
名
を
付
け
や
う
か
と
考
へ
た
が
、
ど
う
も
適
営
に
表
す
事
が
出
家

な
い
の
で
止
め
て
し
ま
つ
た
。

此
瀧
は
先
づ
無
難
に
左
側
か
ら
上
つ
て
暫
く
行
く
と
、
叉
谷
は
少
し
く
左
へ
よ
れ
る
。
其
庭
か
ら
十
町
程
の
距
離
に

二
股
を
分
つ
尾
根
が
見
え
る
。
川
幅
は

一
寸
廣
く
な
つ
て
ゐ
る
が
雨
方
と
も
深
く
て
通
れ
さ
う
も
な
い
。
静
馬
と
勇
吉

は
荷
を
も
ろ
し
て
左
側
の
岩
を
へ
つ
っ
て
先
を
見
に
行
く
。
暫
く
し
て
私
も
獣
つ
て
ゐ
ら
れ
な
く
な
つ
て
、
岩
壁
を
下

う
か
け
る
と
、

ふ
と
背
が
つ
か
へ
て
跳
ね
反
さ
れ
、
ど
つ
と
水
に
落
ち
こ
ん
だ
。

見
る
ノ
ヽ

一
問
計
う
流
さ
れ
た
が
、

運
よ
く
石
に
足
を
挟
れ
て
助
か
る
。
瀬
の
所
だ
か
ら
好
か
つ
た
も
の
ゝ
、
全
身
濡
鼠
と
な
つ
て
大
に
器
量
を
下
げ
た
。

其
内
静
馬
等
も
婦
つ
て
家
て
ど
う
も
先
が
悪
い
と
い
ス
。
鹿
島
川
の
夕
″
と
淵
、
吾
々
は
も
う
二
日
目
に
谷
か
ら
威
嚇

さ
れ
た
の
だ
。
無
理
に
も
行
け
ば
行
か
れ
る
だ
ら
う
が
、
第

一
の
目
的
か
ら
し
て
冒
険
が
件
ス
の
で
は
叶
は
な
い
↓
既

に
一
時
間
か
ら
愚
固
々
々
し
て
居
る
。
其
庭
で
右
岸
の
藪
を
上
る
事
と
し
た
し

五
十
米
位
府
尾
根
め
様
な
庭
を
登
つ
て
右

へ
下
う
氣
味
に
進
む
。
掻
き
分
け
る
事
几

一
時
間
牛
で
残
雲
の
ぁ
る
涸
澤

琥 第 年 五 十 第 岳 山

０
大
町
よ
り
下
廊
下
へ
　
　
沼
井

二
わ
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行 獲 月
・
八 年 九 正 大

○
大
町
よ
り
下
廊
下

へ
　
　
沼
井

に
出
て
体
む
ｃ
兵
正
面
に
高
く
右
股
の
雪
漢
が
雲
を
戴
い
て
眼
を
射
た
。
近
く
襲
・々
と
瀧
の
音
が
ず
る
。
念
こ
其
庭
が

二
股
だ
と
い
ス
の
で
、
大
虎
杖
の
中
を
斜
に
下
う
て
谷
底
に
下
り
、
封
岸

へ
徒
渉
す
る
。
木
レ
く
ゞ
わ
鼻

へ
出
て
見
る

あ
ば

ひ

と
、
左
般
の
瀧
が
間
隔
二
十
間
も
置
い
て
、
三
段
に
連
る
の
が
見
え
る
。
高
さ
は
合
せ
て
十
間
許
だ
が
、
中
段
は
二
條

に
分
れ
て
中
々
美
事
で
あ
る
ｃ
其
上
は
左
股
の
雲
漢
が
枝
を
債
げ
て
白
冷
の
光
を
投
げ
て
ゐ
る
。
峯
は
雲
の
内
だ
が
、

折
々
類
れ
る
小
尾
根
は
着
の
肌
も
荒
々
し
く
俄
か
に
高
山
景
を
示
す
。
然
じ
静
馬
は
景
色
所
で
は
な
い
、　
一
服
す
る
と

立
ち
上
つ
て
勇
吉
と
共
に
上
の
方
へ
泊
場
を
捜
し
に
行
く
。
若
い
人
夫
と
私
と
は
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
に
控
れ
な
が
ら
瀧
の

音
に
茫
然
と
し
て
ゐ
る
。

物
の
二
三
十
分
も
し
て
二
人
は
蹄
つ
て
家
た
。
雪
漢
ま
で
上
つ
て
見
た
が
い
ヽ
所
も
無
い
し
風
営
う
も
張
い
の
で
引

返
し
た
と
い
ス
。
止
む
を
得
ず
下
に
お
り
て
、
右
股
の
谷
が
落
ち
乙
唆
う
と
い
ふ
所
、
水
面
か
ら

一
間
程
上
つ
た
岩
の

間
を
均
ら
し
て
天
幕
を
張
る
。
今
日
も
ば
ら
／
ヽ
と
雨
が
降
つ
て
来
る
。
其
が
霧
れ
て
中
食
の
餘
ら
を
食
べ
終
る
と
今

度
は
本
降
う
に
な
つ
た
。
折
角
燃
え
た
人
が
蒻
く
な
つ
て
其
代
う
谷
の
水
は
忽
ち
濁
う
、
轟
然
た
る
響
を
獲
し
て
岩
を

撃
つ
。
三
階
の
瀧
も
醜
悪
な
相
貌
を
呈
し
た
。
其
南
側
の
崖
か
ら
泥
水
の
瀧
が
落
ち
始
め
る
。
ま
さ
か
天
幕
に
水
は
つ

く
ま
い
が
、
場
所
が
場
所
と
て
氣
味
の
い
Ｖ
も
の
で
は
な
い
。
人
夫
達
は
先
達
て
の
雨
績
き
に
自
馬
の
租
母
谷
で
悲
惨

な
目
に
逢
つ
た
話
を
す
る
。
早
く
上
れ
ば
い
ゝ
。
其
ば
か
う
思
つ
て
ゐ
る
と

一
時
間
位
は
遠
慮
な
く
過
ぎ
去
る
。
何
だ

か
左
の
手
首
が
痛
い
。
思
出
す
と
其
は
今
日
墜
落
し
た
時
に
痛
め
た
の
だ
。
尾
根
の
雨
は
冷
く
恐
し
い
が
、
谷
の
雨
は

ヒ
ュ
ー
ム
ス

今
に
も
身
艦
が
腐
っ
て
腐
楠
質
に
で
も
な
つ
ち
ま
ひ
さ
う
で
不
快
極
ま
る
も
の
だ
。
然
し
其
内
に
大
雨
は
小
雨
と
な
う

清
え
か
け
た
火
が
自
ら
燃
え
出
し
て
、
到
営
霧
れ
て
呉
れ
る
。
午
後
七
時
年
で
あ
る
。
山
の
中
の
者
は
正
直
で
、
月
が

・雲
を
破
つ
て
出
る
頃
に
は
、
谷
の
水
は
再
び
清
く
な
つ
た
。
九
時
近
く
夕
食
を
終
る
。
蕗
の
味
嗜
汁
で
腹

一
杯
心
粥
を

吸
つ
た
。

四
日
の
朝
は
晴
い
内
か
ら
度
々
眼
が
覺
め
た
。
雲
が
赤
い
な
と
窓
か
ら
覗
い
て
見
て
叉
う
と
／
ヽ
す
る
。
其
内
に
日

一一
〈
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琥 第 年 五 十 第 岳 山

が
出
て
来
る
壼
梅
な
の
で
起
き
て
顔
を
洗
ム
。
七
時
頃
朝
食
が
済
ん
で
岩
の
頭
に
腰
か
け
て

一
服
し
て
ゐ
る
と
、
何
だ

か
杢
が
ど
ん
よ
り
し
て
来
て
、
高
い
峰
に
は
霧
が
懸
つ
て
し
ま
ふ
。
風
は
西
北
か
ら
吹
い
て
来
る
。
今
日

一
日
無
事
に

過
せ
ば
第

一
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
の
だ
。
思

へ
ば
鹿
島
川
の
源
が
大
正
八
年
の
今
と
な
つ
て
始
め
て
自
分
の
様
な
者

を
一　
か

に
探
ら
れ
る
と
い
ふ
の
は
可
笑
し
い
。
た
と
へ
其
が
深
さ
に
於
て
高
瀬
に
劣
多
背
景
に
於
て
籠
川
に
及
ば
ず
と
も
、
此

谷
ば
か
う
が
「
つ
ま
ら
な
い
」
と
い
ふ
賃
證
も
な
し
に
関
却
さ
れ
て
わ
た
の
は
事
ろ
不
思
議
で
あ
る
。

八
時
年
頃
出
獲
。
藪
を
上
つ
て
直
ぐ
上
の
夕
／
を
避
け
て
右
股
の
河
原
を
上
る
。
去
年
静
馬
が
家
た
時
は
二
股
■
で

雪
漢
が
あ
つ
た
さ
う
で
、
左
股
の
三
階
の
瀧
の
上
か
ら
右
股
の
落
口
附
近
へ
下
う
た
と
い
ふ
。
時
候
も
憂
つ
て
ゐ
る
し

又
今
年
は
残
雪
の
多
い
場
所
が
去
年
と
は
異
る

（屍
澤
な
ど
が
さ
う
で
あ
る
事
を
後
に
認
め
た
）。
二
三
町
上
か
ら
獲
雲

が
現
れ
る
。
雪
漢
は
ひ
ど
く
割
れ
て
一
寸
通
過
困
難
の
所
も
あ
る
。
左
か
ら
瀧
の
あ
る
澤
が
落
ち
合
つ
て
、
其
か
ら
左

へ
曲
る
あ
た
り
か
ら
稿
こ
長
い
彗
漢
が
始
ま
る
。
傾
斜
は
二
十
度
計
う
で
あ
ら
う
。
同
じ
水
仲
間
で
も
固
般
と
な
る
と

俄
か
に
取
り
す
ま
し
て
風
物
を

一
憂
す
る
。
五
龍
岳
は
折
々
雲
の
切
目
に
盤
の
跡
も
荒
を
し
く
大
岩
塊
と
な
つ
て
憤
起

す
る
。
恨
松
の
青
さ
も
見
え
漁
恐
し
さ
、復
た
霧
が
舞
ひ
上
つ
て
、足
許
の
雪
漢
の
み
が
徒
ら
に
生
白
い
。
雲
の
波
形
に

踵
を
押
へ
て
歩

一
歩
高
く
登
る
、
左
側
は
草
の
柔
い
島
の
様
な
虎
だ
。
中
に
は
野
螢
に
適
す
る
平
ら
な
所
も
あ
る
。
見

る
か
ら
旨
さ
う
な
莉
が
生
え
て
ゐ
る
。
人
夫
は
早
速
東
に
摘
ん
で
荷
の
間
に
扶
む
。
雪
漢
は

一
寸
切
れ
て
、
再
び
始
ま

る
と
今
度
は
少
し
く
急
に
な
つ
た
。

左
手
の
岩
蔭
に
体
ん
で
わ
る
と
、
盗
は
段
々
い
け
な
く
な
つ
て
、
今
迄
見
え
て
ゐ
た
五
龍
績
き
の
ぼ
ろ
ノ
ヽ
の
岩
峰

も
全
く
濃
霧
に
開
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
相
透
い
て
見
え
る
の
は
村
界
か
ら
二
股
迄
下
り
て
行
く
尾
根
の
側
面
で
、
谷
は

此
の
虎
廣
く
、
三
條
ば
か
ら
彎
曲
し
た
雪
漢
の
分
岐
路
に
な
つ
て
わ
る
。
晴
天
な
ら
ば
営
が
つ
く
と
い
ふ
も
の
だ
が
、

い
　

か

　

さ

‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

と
静
馬
は
私
の
方
を
薇
み
た
が
、
如
何
様
五
萬
分
二
の
地
形
聞
で
剣
断
し
や
う
に
は
せ
め
て
十
町
位
も
見
通
し
が
利
か

な
く
て
は
な
ら
ｎ
ｏ
後
で
考
へ
る
と
、
此
か
ら
左
の
雪
漢
を
上
れ
ば
豫
定
の
如
く
五
龍
の
南
方
に
達
せ
ら
れ
た
の
だ
。

Ｏ
大
町
よ
り
下
廊
下

ヽ
　
　
沼
井

二
九
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０
大
町
よ
り
下
廊
下
、
　
　
沼
井

が
、今
は
徒
ら
に
考
へ
に
耽
る
時
で
も
な
い
。
何
で
も
早
く
國
境
に
取
り
着
い
て

一
夜
の
避
難
所
を
得
る
必
要
が
あ
る
、

其
庭
で
岩
蔭
を
出
て
、
な
せ
に
な
つ
た
草
原
を
西
北
に
越
え
て
、
中
央
と
覺
ゆ
る
雪
漢
に
取
う
か
ゝ
る
。
そ
の
線
に
水

が
小
走
う
し
て
ゐ
た
が
、
誰
も
属
付
け
や
う
と
す
る
者
な
く
、
雪
と
土
の
境
を
無
言
の
内
に
踏
み
上
る
。
ふ
と
頭
を
上

げ
る
と
ば
つ
ル
霧
が
開
い
て
、
再
び
五
龍
附
近
の
特
に
崩
潰
せ
ん
と
す
る
が
如
き
岩
峰
が

，
つ
と
出
る
。
忽
ち
其
は
厚

い
幕
に
隔
て
ら
れ
る
。
霧
小
便
が
遠
慮
な
く
注
い
で
服
の
毛
先
に
細
い
玉
と
な
つ
て
附
着
す
る
。
さ
と
打
排
ス
と
脆
く

，
　

　

　

て

の

ひ

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

，
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ひ

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・げ

も
碑
け
て
掌
は
汗
の
如
く
濡
れ
て
し
ま
ふ
。
そ
の
友
色
の
中
に
獨
―
岳
雀
と
鶯
の
馨
の
み
が
、
何
の
憂
へ
氣
ち
な
い
。

せ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」ヽ

一
つ
の
崚
岩
の
上
か
ら
、雪
漢
は
盆
こ
急
に
益
こ
狭
ま
る
。
腿
尺
を
排
ぜ
口
霧
も
、幅
三
間
と
い
ス
立
て
籠
ん
だ
雪
の

往
家
で
は
″
左
右
雨
面
岩
の
根
が
今
に
も
抜
け
て
ご
九
落
々
々
と
崩
壊
す
る
の
で
は
あ
る
哉
い
か
と
見
え
る
。
雪
面
の

傾
斜
は
三
十
五
度
に
も
及
ん
だ
。
折
悪
し
く
カ
ン
ジ
キ
を
用
意
し
な
か
つ
た
足
許
は
、
と
も
す
る
と
浅
い
渡
形
か
ら
滑

ゥ
勝
ち
で
あ
る
。
霧
小
便
は
中
々
止
ま
ず
、
気
温
も
餘
程
低
下
し
た
の
で
あ
ら
う
、
足
の
指
は
感
じ
が
鈍
く
な
う
か
ゝ

っ
た
。
見
返
る
と
今
年
始
め
て
山
に
入
つ
た
と
い
ふ
若
い
内
山
は
、
滑
る
足
を
持
て
餘
し
な
が
ら

「
こ
ん
な
目
始
め
て

だ
、
俺

い
や
ん
な
つ
た
ね
」
と
苦
笑
す
る
。「
何
あ
に
、
こ
れ
式
」
と
元
氣
の
い
ゝ
勇
吉
が
立
上
る
と
、
そ
れ
で
も

「
豪

こ

は

え
も
ん
だ
の
、

説
字
見
践
た
ら
猫
更
恐
く
て
登
れ
ね
え
ず
ら
ご
と
威
心
す
る
。「
さ
う
と
も
ノ
ヽ
。
剣
の
長
次
郎
谷
の
様

だ
。」
と
静
馬
が
煙
管
を
喰
は
へ
出
す
。

か
う
や
つ
て
何
度
息
を
入
れ
た
か
分
ら
な
い
。
立
壁
の
雪
漢
、
足
を
入
れ
た
ら
其
儘
上
る
か
下
る
か
二
つ
の
内

一
つ

だ
。
然
も
尾
根
の
那
邊
へ
出
る
か
、
又
此
最
後
に
雪
が
清
え
て
綱
も
懸
け
ら
れ
な
い
崩
れ
た
絶
壁
に
突
営
る
か
も
知
れ

な
い
け
れ
ど
．
約
十
町
も
登
つ
て
右
側
の
壁
が
丸
く
後
退
少
し
て
行
つ
て
、
其
庭
に
最
早

自
檜
の
孤
影
も
見
え
な
く

な
つ
た
時
の
事
だ
。「
も
う
尾
根
に
近
い
の
だ
」
と
思
つ
て
、
人
夫
達
の
体
む
暇
に
、
試
み
に
右
側
の
灌
木
の
影
を
目
標

に
ザ
ラ
を
攀
ぢ
登
る
と
、
あ
つ
と
ば
か
多
私
は
躍
多
上
つ
た
。
其
庭
に
霧
に
濡
れ
て
生
々
と
し
た
ウ
″
ッ
プ
ナ
ク
が
険

い
て
居
る
。
霧
小
便
は
終
に
岳
の
冷
い
雨
と
な
る
。
絲
立

一
枚
被
っ
て
ぢ
つ
と
し
て
ゐ
る
と
，
ひ
ゆ
つ
ノ
ヽ
と
飛
ん
で

三
〇
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来
る
風
は
又
も
雨
を
吹
き
下
し
て
、　
一
時
ち
ら
と
本
尾
根
を
現
は
す
。
と
う
ノ
ヽ
無
事
に
家
ら
れ
た
と
、
彼
等
に
知
ら

せ
る
楽
し
み
を
豫
想
し
て
待
つ
て
居
る
と
一
班
て
ざ
ら
／
ヽ
ツ
と
氣
味
の
悪
い
音
を
立
て
な
が
ら
、
荷
の
重
い
三
人
が

養̈
つ
て
来
る
。
私
は

「
ｂ
ｌ
い
、
尾
根
は
具
上
だ
ぞ
」
と
ど
な
つ
た
。
返
事
は
微
で
あ
つ
た
が

一
同
も
元
氣
ら
し
い
。

四
人
揃
つ
て

一
先
づ
安
心
し
て
此
の
デ
ラ
尾
根
を
斜
に
翔
ん
で
行
く
。
本
尾
根
へ
は
十
分
も
立
た
な
い
内
に
出
ら
れ

た
。
け
れ
ど
も
霧
は
霧
れ
さ
う
も
な
い
。
信
州
側
か
ら
颯
々
と
襲
ふ
て
家
る
。
さ
ア
か
う
な
つ
て
は
泊
場
す
ら
見
付
け

る
の
が
容
易
で
な
い
。
既
に
三
時
年
頃
だ
。
其
庭
で
今
立
つ
地
騰
が
何
庭
で
あ
る
か
考
へ
る
餘
裕
も
無
く
、
越
中
側
に

野
螢
の
準
備
を
す
る
。
丁
度
尾
根
の
縁
に
岩
角
が
少
し
ば
か
り
高
曖
つ
て
信
州
側
か
ら
の
風
を
幾
分
避
け
ら
れ
る
庭
で

鳶
と
ア
″
ベ
ン
・
シ
ュ
ト
ツ
ク
で
石
を
掘
り
返
し
「
手
に
し
て
や
つ
と
天
幕
を
張
る
。
霧
は
復
た
雨
と
な
つ
て
家
る
。
と

問
も
無
く
雨
風
は
張
く
な
つ
て
、
終
に
焚
火
す
る
事
も
絶
望
と
な
る
。
腹
に
容
漁
た
も
の
は
中
食
の
残
だ
け
だ
。
其
れ

も
直
ぐ
食
べ
終
っ
て
、
僅
か
に
敷
い
た
恨
松
の
上
に
ご
ろ
う
と
な
る
。
何
か
か
う
恐
し
い
物
を
期
待
し
て
ゐ
る
と
夕
の

家
る
の
も
早
い
。
何
時
の
間
に
か
人
の
顔
も
見
え
な
く
な
つ
て
、
天
に
吠
え
岩
角
に
擦
れ
る
風
音
の
み
が
あ
は
れ
な
宿

う
と
包
園
す
る
。

二
　
五
龍
よ
り
入
峰

へ

兎
に
角

一
夜
は
寝
た
も
の
と
見
え
る
。
氣
が
付
い
て
見
る
と
風
は
何
時
し
か
越
中
側
に
廻
つ
て
、
間
断
な
く
天
幕
に

吹
き
付
け
る
。
晴
れ
て
呉
れ
れ
ば
い
ゝ
が
、
さ
う
し
た
ら
雪
を
溶
か
し
て
米
を
煮
て
と
か
ゝ
る
場
合
の
想
像
は
陽
光
と

曖
い
食
物
の
他
に
移
ら
な
い
ｏ

一
時
間
二
時
間
と
時
は
用
捨
な
く
過
ぎ
て
、
も
う
正
午
の
頃
で
あ
る
。
退
屈
は
不
安
以

上
に
心
を
占
め
て
、
色
々
な
食

へ
さ
う
な
物
を
引
き
ず
う
出
す
。
魚
煎
餅
・干
鱈
・干
杏
・黒
砂
糖
・白
髪
昆
布
。
人
跡
未

到
の
谷
へ
入
る
と
い
ふ
の
で
食
糧
も
絶
腱
必
要
品
の
他
は
大
制
限
を
加
へ
た
か
ら
、
中
型
の
私
の
ソ
ニッ
タ
サ
ッ
ク
か
ら

０
大
町
よ
り
下
廊
下
へ
　
　
沼
井
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０
大
町
よ
り
下
廊
下
へ
　
　
沼
井

は
魔
術
で
も
使
は
な
け
れ
ば
殆
ど
出
る
物
は
無
い
。
終
に
生
米
を
噛
う
出
し
た
が
、
忽
ち
歯
が
浮
い
て
痛
い
か
ら
止
め

て
し
ま
ふ
。
瀬
戸
引
の
水
呑
に
雨
水
を
入
瀞
て
、
噛
燭
の
焔
て
氣
永
に
曖
め
る
事
を
工
夫
し
た
の
も
此
時
だ
。
湯
氣
が

立
つ
迄
は
ぢ
つ
と
見
て
ゐ
る
が
い
天
幕
の
垂
布
に
営
つ
て
水
漬
い
た
足
先
か
ら
づ
き
ん
ノ
ヽ
と
冷
氣
が
乙
み
上
げ
て
木

て
、
最
早
我
慢
仕
切
れ
ず
飲
み
乾
し
て
し
ま
ふ
。
ビ
ス
ケ
ッ
ト
乙
そ
持
つ
て
な
る
べ
き
で
あ
つ
た
が
、
何
分
私
は
餘
多

好
か
な
い
の
で
上
し
た
が
、
今
に
な
つ
て
思
ひ
営
つ
た
。

午
後
か
ら
盆
々
猛
烈
に
な
つ
て
、
天
幕
の
支
桂
が
屡
々
倒
れ
さ
う
に
な
る
。
其
度
に
勇
吉
が
素
速
く
這
つ
て
出
て
、

綱
の
押

へ
に
重
い
石
を
載
せ
て
家
る
。
其
が
復
た
ぐ
ら
ノ
ヽ
す
る
。
天
幕
の
屋
根
の
雨
面
は
風
力
が
加
は
る
と
び
た
び

た
と
打
合
つ
て
、
最
早
水
に
飽
満
じ
切
つ
た
布
か
ら
は
、
寝
て
ゐ
る
顔
の
上
に
飛
沫
を
浴
び
せ
る
。
轟
と
鳴
る
。
そ
ら

た

ヽ

今
度
乙
そ
、
と
決
絡
す
る
。
が
金
二
十

一
園
也
の
屋
根
型
天
幕
も
中
々
張
い
。
あ
を
ら
れ
、
叩
か
れ
な
が
ら
四
人
の
生

命
を
抱
い
て
中
し
網
も
切
れ
や
う
と
は
せ
ｎ
。

不
安
の
第
二
夜
が
来
た
。
頭
と
足
は
水
に
濡
れ
て
、
僅
か
に
腰
か
ら
胸
の
あ
た
う
迄
後
生
大
事
と
毛
布
に
く
る
ま
つ

て
、
苦
し
い
睡
眠
を
取
ら
う
と
す
る
。
物
も
言
は
な
い
。
管
の
日
と
ろ
。ど
ヽ
と
寝
か
け
る
と
、
寒
氣
の
篤
か
燥
気
の
篤

か
、
ぞ
く
つ
と
身
に
泌
み
て
叉
々
眼
を
見
開
く
。
何
か
夢
を
見
た
様
で
あ
つ
た
が
忘
れ
て
し
ま
つ
た
。
上
を
仰
ぐ
と
吐

息
を
つ
い
て
叉
張
い
て
眼
を
つ
ぷ
る
。

い
や

性
か
午
前
三
時
の
頃
、
魔
夢
か
ら
放
さ
れ
て
意
識
が
明
瞭
に
な
る
と
、
第

一
あ
の
耳
に
つ
く
嫌
な
基
氣
の
震
音
が
は

た
と
止
ん
で
わ
た
。
窓
か
ら
見
る
と
、
澄
み
か
へ
つ
た
塞
に
星
光
が
き
ら
め
い
て
居
る
。
も
う
大
丈
夫
だ
と
、
俄
に
手

は
リ
ュッ
ク
サ
ッ
タ
の
底
を
探
つ
て
ク
キ
ス
キ
ー
の
栓
が
開
か
れ
た
。
飲
め
な
い
静
馬
達
も
心
か
ら
の
就
盃
を
攀
げ
た
。
方

二
坪
に
も
足
ら
ｎ
天
幕
内
も
何
虎
と
な
く
賑
か
に
な
つ
て
、
私
の
心
は
只
管
暁
天
の
美
し
き
色
が
慕
は
れ
た
。
そ
し
て

威
謝
の
合
に
満
ち
て
ゐ
た
。

終
に
夜
が
明
け
た
。
も
う
誰
も
窮
屈
な
天
幕
内
に
長
く
な
る
者
も
な
い
。
肺
に

一
杯
ノ
ン
ッ
シ
ユ
な
大
氣
を
吸
ひ
込
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ん
で
、
静
か
に
山
と
塞
に
封
し
た
。
南
方
近
く
甕
立
す
る
鬼
面
の
如
き
大
岩
塊
は
豫
想
通
ウ
五
龍
岳
で
あ
つ
た
ｏ

一
昨

日
上
つ
て
家
た
折
ち
ら
と
見
え
て
浦
え
た
、
あ
の
胸
に
残
雪
を
光
ら
し
た
峯
が
夫
で
あ
る
。
も
し
吾
々
が
東
面
を
下
隊

す
れ
ば
分
か
る
様
に
、
こ
の
潰
滅
に
近
い
山
稜
の
他
の
場
所
に
取
付
か
う
と
し
た
な
ら
、
ど
れ
程
の
危
難
に
遭
遇
し
た

か
知
れ
な
い
。
私
の
や
哉
は
つ
へん
ま
と
外
れ
た
が
（
後
に
入
峰
ま
で
歩
い
て
了
解
し
た
如
く
）
、
其
が
反
て
好
い
事
に
な

つ
た
。

八
月
六
日
。
早
朝
五
龍
岳
に
登
つ
て
、
東
谷

（
カ
ハ
ラ
ゴ
ヤ
澤
）
の
様
子
を
眺
め
て
か
ら
引
返
し
て
朝
食
を
済
し
、

濡
れ
た
も
の
ヽ
仕
末
を
し
て
豊
寝
と
す
る
。
午
後

一
時
頃
出
獲
ｃ
五
龍
山
頂
で
は
霧
の
篤
何
も
見
え
な
い
。
風
は
越
中

側
か
ら
吹
い
て
木
る
。
十
五
分
休
憩
し
て
下
う
に
向
ふ
。
下
多
は
中
力
悪
い
。
下
り
切
つ
て
一
峯
に
差
し
か
ゝ
る
と
傾

斜
緩
に
な
つ
て
稿
安
定
を
威
ず
る
。
之
か
ら
幾
つ
か
の
小
峯
を
上
下
し
乍
ら
高
度
は
次
第
に
減
ず
る
。

小
ギ
ァ
ッ
ト
と
稗
す
る
所

（
有
名
な
る
八
峰
の
ギ
ヤ
ッ
プ
附
属
の
も
の
と
異
る
）
を
通
り
過
ぎ
て
、
泊
場
所
に
着

い
た
。
此
先
に
も
泊
場
は
あ
る
が
、
此
庭
に

一
泊
す
る
事
に
す
る
。
四
時
牛
頃
で
あ
っ
た
ら
う
ｃ
静
馬
は
去
年
比
虜
か

ら
鹿
島
川
の
二
股
に
下
う
た
の
だ
と
い
ふ
乙
と
で
あ
る
。
夜
に
な
る
と
月
が
出
た
が
忽
ち
ま
た
臓
れ
て
し
ま
つ
た
り
蝙

蝠
と
思
は
る
動
物
の
飛
ぶ
の
を
見
た
。
寝
た
の
は
九
時
頃
で
あ
る
。

八
月
七
日
。
午
前
八
時
頃
出
残
し
て
伝
松
と
石
に
包
ま
れ
た
尾
根
を
上
う
、
凡
十
五
分
程
で
第
二
の
泊
場
に
出
た
。
東

側
は
霧
か
深
い
。
間
も
な
く
八
峯
小
ギ
ン
ッ
ト
の
手
前
に
着
い
て
、
荷
を
下
る
し
て
キ
ン
ト
の
見
物
に
行
き
、
引
返
し

て
下
ら
に
向
つ
た
。

三
　
八
峰
よ
り
東
谷
へ

も
う
十
時
を
餘
程
過
ぎ
た
か
と
思
は
れ
る
。
念
々
石
の
谷
を
下
る
と
ざ
ら
ノ
ヽ
と
崩
れ
て
全
く
氣
味
が
悪
い
。
右
手

に
少
々
藪
が
あ
る
の
で
成
る
べ
く
其
を
樽
つ
て
行
く
。
凡
二
百
米
も
下
つ
て
其
ナ
ギ
は
涸
澤
の
形
に
狭
ま
つ
た
。
最
早
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○
大
町
よ
り
下
廊
下
ヽ
　
　
沼
井

靴
で
は
足
許
が
危
い
の
で
草
軽
に
穿
告
かヽ
え
る
。
小
さ
な
懸
崖
を
下
つ
て
間
も
無
く
雪
漢
に
移
る
。
此
邊
が
入
峯
迂
廻

路
の
最
低
所
で
、
小
さ
い
枝
澤
が
岩
壁
の
か
げ
か
負
幾
つ
と
な
く
忍
び
寄
つ
て
家
る
。
雪
漢
は
左
程
急
で
は
な
い
が
、

周
目
の
状
態
が
安
心
出
来
な
い
上
に
、
片
方
に
傾
斜
し
て
ゐ
る
の
で
歩
３
づ
ら
い
。
加
之
八
月
に
入
つ
た
事
と
て
が
ば

と
割
れ
て
ト
ン
ネ
″
を
成
し
て
ゐ
る
所
も
あ
る
。
用
心
深
い
静
馬
は
幾
重
に
も
注
意
を
典
へ
乍
ら
私
達
を
導
い
た
。
雪

漢
が
蓋
３
る
と
小
流
と
な
つ
て
岩
か
ら
岩

へ
た
跳
び
下
う
る
。
左
右
は
線
の
尾
根
が
何
時
の
ま
に
か
ひ
し
ノ
ヽ
と
迫
つ

て
来
て
、
豫
期
し
て
わ
た
恐
怖
を
目
の
あ
た
う
見
る
の
か
と
思
ス
と
、
俄
然
其
庭
に
第

一
の
瀧
が
現
れ
た
。「
木
た
な
」

と
私
は
誰
に
い
ふ
と
も
な
く
云
つ
た
。

瀧
は
水
も
有
る
か
無
し
か
の
細

い
も
の
で
あ
る
が
、
其
懸
崖
は
高
さ
四
五
間
も
あ
ら
う
ｏ
綱
を
掛
け
る
に
も
便
う
が

な
い
。
瀧
壺
は
貧
蒻
で
あ
る
が
、
其
か
ら
水
條
は

一
段
を
経
て
直
ち
に
直
下
し
、
終
に
其
儘
鹿
島
槍
側
の
赤
死
の
澤
に

到
る
あ
た
う
迄
、
姿
を
見
せ
な
い
の
は
、
如
何
に
深
く
如
何
に
急
轄
し
て
、
山
腹
を
走
う
下
る
事
か
。
第
二
第

三
と
盆

々
大
く
な
る
瀑
布
の
連
績
が
営
然
聯
想
さ
れ
た
。
其
庭
で
私
達
は
方
針
を
憂
へ
て
別
方
面
を
探
る
事
に
決
し
た
ｏ

再
び
八
峯
ギ
ャ
ッ
プ
迂
廻
路
の
最
低
所
に
戻
つ
て
、
南
側
に
上
る
と
人
の
踏
ん
だ
跡
が
あ
る
。
白
檜
ｔ
唐
檜
の
森
中

に

一
條
の
小
径
が
尾
根
の
方

へ
浦
え
て
ゆ
く
ｏ
其
口
に
野
螢
の
跡
が
あ
つ
て
、
傍
の
木
に
知
名
の
登
山
家
の
姓
名
が

見
え
る
。

一
服
す
る
と
静
馬
は
南
方
に
傾
斜
を
翔
え
で
偵
察
に
行
く
。
其
影
が
木
立
に
隠
れ
て
し
ま
ふ
と
、
残
つ
た
者

は
本
に
登
つ
た

，
、
彼
方
此
方
歩
い
た
う
し
て
様
子
を
見
る
Ｊ
東
谷
奥
の
河
原
が
ち
ら
と
見
え
る
。
上
方
に
は
例
の
大

ギ
ン
ト
の
頭
が
重
多
あ
っ
て
高
省
し
、
私
達
を
威
嚇
す
る
。
じ
め
ノ
ヽ
し
た
ヒ
ユ
ー
ム
ス
の
臭
に
耐
え
ら
れ
な
く
て
頻

う
に
煙
草
を
ふ
か
し
て
ゐ
る
と
、
凡
三
十
分
の
後
に
静
馬
が
編
っ
て
家
た
〔「
ど
う
だ
」
と
聞
く
と
、
極
め
て
自
信
あ
る

ら
し
く
餘
う
多
く
は
語
ら
な
い
で
、
も
少
し
南
へ
移
つ
ｆ
成
る
べ
く
キ
ン
ト
の
澤
を
避
け
な
け
れ
ば
危
険
だ
と
い
ふ
。

ま
た

一
服
す
る
と
っ　
一
同
は
や
を
ら
立
ち
上
つ
て
、
南
方
鹿
島
槍
側
へ
、
左
を
山
に
し
て
密
林
を
横
切
つ
た
。
直
き
に

す
つ
の
涸
澤
を
越
え
て
藪
と
が
さ
ノ
ヽ
や
つ
て
行
く
と
、
復
た
も
石
の
涸
澤
に
出
る
。
之
を
少
し
下
つ
て
林
叢
の
間
に

三
四
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潜
多
乙
む
。
其
庭
は
シ
ラ
ベ
、
タ
ク
ヒ
、
ミ
ヤ
マ
バ
ン
ノ
キ
等
の
間
に
、
珍
し
く
も
低
く
移
住
し
た
ハ
ヒ
マ
ツ
が
に
よ

き
ノ
ヽ
と
立
つ
て
、
丁
度
東
北
地
方
の
山
の
様
だ
。

ハ
ヒ
マ
ツ
は
中
々
深
い
が
、
さ
う
長
い
距
離
で
は
な
い
の
で
墜
落

を
免
れ
る
ｏ
す
る
と
尾
根
は
急
に
木
が
疎
に
な
つ
て
左
寄
う
に
下
つ
て
行
く
。
し
ゝ
の
道
ら
し
い
跡
を
辿
つ
て
左
側
に

下
る
と
直
ち
に
草
生
の
急
傾
斜
と
な
つ
た
。
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
林
の
間
几
五
間
の
幅
を
以
て
一
二
町
が
程
、
険
く
花
は

立
山
ウ
ツ
ボ
グ
ナ
、
ウ
ス
ユ
キ
サ
ウ
、
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
サ
ウ
、
ナ
ツ
ユ
キ
サ
ウ
、
ヤ
グ
／
マ
サ
ウ
、
＞
８
ュ
〓
日
選
・
及
一

び
莉
の
一
種
等
で
あ
る
。
賓
は
あ
は
れ
な
心
花
畑
だ
が
、
今
迄
羅
何
た
る
岩
石
と
闇
黒
な
針
葉
樹
林
の
み
見
慣
れ
て
末

た
眼
に
は
非
常
に
優
美
な
も
の
で
あ
つ
た
。
此
草
地
の
左
上
に
は
高
さ
五
六
十
尺
の
幕
′、石
壁
）が
は
だ
か
つ
て
ゐ
る
。

草
地
を
殆
ど
滑
り
下
う
て
立
木
の
間
に
荷
を
置
く
と
、
又
も
先
達
の
二
人
は
偵
察
に
出
か
け
た
。

最
う
峯
か
ら
谷
へ
か
け
て
几
三
分
の
二
も
下
つ
た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
た
。
け
れ
ど
先
に
見
て
引
き
返
し
た
あ
の
連

績
す
る
瀧
の
相
貌
が
、
な
ほ
も
色
々
新
奇
の
想
像
ヒ
生
ん
で
。
こ

・ゝ
の
地
盤
の
力
な
さ
以
上
に
心
の
落
付
が
保
て
な
い
。

幕
の
上
は
繁
う
に
茂
つ
て
、
峯
の
上
は
元
よ
う
仰
が
れ
ず
、
只
正
面
に
ど
つ
か
と
坐
し
た
鹿
島
槍
の
牛
首
山
尾
根
が
、

線
じ
て
赤
く
或
は
自
く
死
げ
た
ま
ゝ
の
す
ギ
を
垂
れ
て
、
其
足
許
に
何
事
か
あ
り
さ
う
な
氣
配
を
示
す
。
二
人
が
蹄
つ

て
家
て
下
の
様
子
を
報
告
す
る
と
、
勿
論
異
議
は
な
く
、
再
び
「
東
谷
へ
」
と
い
ふ
唯

一
の
希
望
を
以
て
出
稜
す
る
。

草
地
の
下
は
惟
し
げ
な

一
つ
の
石
の
鉢
と
な
つ
て
居
た
。
下
う
か
け
る
所
が
、
土
も
石
も
草
の
根
も
、
皆
ぼ
ろ
ノ
ヽ

と
崩
れ
て
仕
末
が
悪
い
。

一
人
々
々
離
れ
て
、
よ
く
や
る
様
に
、
細
心
の
注
意
を
排
つ
て
下
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

兎
に
角
之
を
下
う
て
お
づ
ノ
ヽ
と
石
漢
に
い
ヽ
る
。
線
じ
て
岩
石
は
堅
い
が
、
急
さ
も
急
な
う
、
が
ら
／
ヽ
の
石
塊
が

あ
つ
た
う
、
苔
が
生
へ
て
居
た
う
し
て
、
業
で
は
な
い
。
行
け
ど
も
ノ
ヽ
同
じ
調
子
な
の
で
卿
か
氣
が
緩
ん
で
末
た
。

す
る
と
急
に
異
様
な
音
が
螢
し
て
誰
か
顛
倒
し
た
「
起
き
や
う
ノ
ヽ
と
も
が
く
内
早
く
も
二
三
間
ご
ろ
ノ
ヽ
こ
ろ
が
つ

て
や
つ
と
頭
を
上
に
し
て
岩
角
に
即
響
み
付
く
。
其
が
一
番
元
氣
な
勇
吉
だ
つ
た
の
で
は
っ
と
思
つ
た
が
、
幸
ひ
擦
多

傷
も
無
い
。「大
丈
夫
か
」
と
覗
く
の
を
「何
の
ノ
ヽ
」
と
例
の
調
子
で
あ
る
の
は
嬉
し
い
。
だ
が
餘
多
疲
勢
し
て
は
と
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○
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よ
り
下
廊
下
ヽ
　
　
沼
井

少
し
下
つ
て
左
に
切
れ
て
灌
木
の
間
に
荷
を
下
ろ
さ
し
た
。
午
後
三
時
頃
で
あ
ら

，
ｏ
異
郷
セ
探
る
旅
の
心
は
、
安
ら

か
な
宿
′，
へ
、
谷
間
の
水
へ
と
急
が
れ
る
が
、

一
時
の
体
み
に
も
上
方
を
仰
ぎ
、「
こ
れ
だ
け
ホ
た
の
だ
」
と
自
ら
慰
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ｏ

石
の
涸
谷
は
な
ほ
ヽ
遠
く
、
急
に
績
い
た
。
ふ
と
前
面
を
見
る
と
、
こ
の
澤
の
先
は

一
段
と
急
に
な
つ
て
最
早
本
谷

に
落
ち
乙
Ｕ
ら
し
く
、
雪
漢
が
ち
ら
ｏ
と
見
え
る
。
石
か
ら
石
へ
と
踏
み
下
つ
て
、
時
に
は
草
地
と
ま
い
て
進
む
事
も

あ
る
。
小
さ
な
瀧
は
敷

へ
も
切
れ
緻
。
そ
ろ
ノ
ヽ
水
が
湧
い
て
ゐ
る
。
最
後
の
崖
を
下
う
て
、
も
う
本
谷
に
近
い
と
思

ふ
頃
、
ふ
と
見
れ
ば
私
達
の
運
命
も
終
に
恐
し
い
断
谷
に
陥
ら
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

私
達
の
足
下
の
澤
は
日
前
敷
十
間
の
庭
で
ぐ
た
う
と
折
れ
落
ち
る
。
先
に
見
た
雲
漢
は
賞
は
森
に
包
ま
れ
た
澤
の
も

一
つ
向
ふ
に
あ
る
。
目
が
か
げ
つ
て
寂
然
と
し
た
山
の
塞
氣
は
、
其
庭
に
ざ

…

ざ

…
…
ざ
…
…
と
鳴
る
水
音
に
震

ヘ

て
、私
の
耐
経
に
氣
来
の
悪
い
誘
惑
の
響
を
樺
へ
た
。
誘
惑
が
次
第
に
意
識
に
上
る
と
、
復
も
此
が
箕
な
き
者
の
立
ち
得

る
最
後
の
場
所
で
は
な
い
か
と
苦
悶
し
た
。絆
馬
と
勇
吉
は
と
う
に
何
庭
へ
か
斥
候
に
出
か
け
て
、残
る
内
山
Ъ
澤
を
下

つ
て
ゐ
る
。
を
乙
で
私
も
身
軽
に
岩
を
跳
び
、
傍
の
藪
に
忍
び
入
つ
た
、
密
か
に
瀧
の
上
に
立
つ
て
見
る
と
、
驚
い
た

事
に
は
、
足
下
五
六
十
間
の
庭
に
黒
ず
ん
だ
岩
片
の
散
乱
し
た
稽
平
な
雪
漢
が
あ
つ
て
、
其
れ
か
ら
極
め
て
低
い
尾
根

を

一
つ
越
え
る
と
、
其
庭
に
上
で
見
た
雲
漢
が
自
蛇
の
如
く
の
た
う
つ
て
ゐ
る
。
筒
ほ
近
く
の
雪
漢
に
は

一
つ
の
澤
が

四
五
十
尺
の
二
段
の
瀧
と
な
つ
て
ど
う
ノ
ヽ
と
落
ち
込
む
。
そ
の
岩
の
色
が
丁
度
特
種
の
火
山
地
方
に
見
る
谷
の
様
に

具
赤
だ
。
今
迄
説
界
の
狭
い
、
危
か
し
い
石
の
漢
を
下
多
て
家
て
、
此
の
光
景
が
展
開
し
た
篤
、
身
騰
の
節
々
が
づ
き

ん
ノ
ヽ
す
る
や
う
な

一
種
の
痙
攣
を
覺
え
た
。
け
れ
ど
も
最
早
谷
の
見
え
る
庭
迄
来
た
、
水
音
の
高
く
聞
え
る
庭
迄
下

う
た
と
い
ふ
事
は
、
近
き
瞬
間
的
の
未
末
を
想
像
せ
し
む
る
よ
う
寧
ろ
、
静
に
頭
を
振

，
上
げ
て
、
自
ら
韓
ぶ
が
如
く

下
う
た
跡
を
無
量
の
感
慨
を
以
て
慕
ひ
眺
め
る
動
作
を
生
ん
だ
の
で
あ
つ
た
。

荷
を
置
い
た
所
へ
戻
つ
て
一
行
が
勢
揃
ひ
す
る
と
、
日
は
餘
程
傾
い
て
長
、い
体
も
出
来
な
い
の
で
、
雅
て
右
手
の
ヤ

〓
六
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プ
を
抜
け
て
暫
く
万
南
に
延
び
た
府
尾
根
を
樽
ふ
事
に
す
る
ｃ
藪
を
く
ゞ
う
笹
の
菫
を
手
に
し
、
散
々
な
思
ひ
で
栂

の
森
に
移
る
と
、
其
尾
根
は
車
に
左
手
の
本
谷
と
右
手
の
澤
の
間
の
障
壁
に
過
ぎ
な
い
の
で
、足
場
の
悪
い
事
影
し
い
。

岩
塊
を
銑
く
積
み
上
げ
た
上
に
ふ
わ
ら
と
葎
苔
り
毛
髭
を
掛
け
た
様
な
も
の
で
、
そ
の
毛
藍
た
る
や
う
つ
か
う
す
る
と

股
ま
で
落
ち
乙
む
か
ら
堪
ら
な
い
ｏ
あ
っ
と
驚

い
て
栂
ら
枝
を
っ
か
む
と
、
此
が

又
臼
枯
れ
に
枯
れ
て
ゐ
て
ぼ
き
っと

折
れ
る
ｃ
幾
ら
テ
″
ベ
ン
の
香
が
好
き
だ
と
い
つ
て
、
か
う
矢
鱈
に
虐
待
さ
れ
て
は
嫌
に
な
つ
て
し
ま
ふ
。

尾
根
は
盆
こ
府
骨
を
曇
揮
し
て
雨
側
は
崎
壁
と
な
る
。
右
手
の
澤
が
見
え
て
、
其
庭
に
電
光
形
の
瀧
が
飛
沫
と
散
ら

す
。
更
に
下
る
と
大
き
な
岩
塊
が
尾
根
を
横
領
し
て
「
其
先
が
二
間
程
断
絶
し
た
虎
に
ホ
た
。
静
馬
は
例
に
よ
つ
て
先

を
見
に
行
く
。
折
か
ら
駒
鳥
が
美
し
く
囀
づ
る
。
見
上
げ
る
と
八
峯
績
き
の
飢
杭
歯
の
様
な
奇
怪
な
姿
が
、
太
い
・落
葉

松
の
枝
間
に
望
ま
れ
た
。

私
達
は
も
う
尾
根
を
見
限
つ
て
谷
へ
直
下
す
る
事
に
な
つ
た
。
谷
に
面
し
た
山
腹
に

一
本
の
枯
れ
た
カ
ン
パ
が
あ
る
、

其
れ
を
目
あ
て
に
猿
の
様
に
、
手
は
本
か
ら
木
へ
と
樽
つ
て
下
う
る
。
樺
ら
下
は
豪
い
崖
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
、
之
を

右
に
し
て
ス
グ
の
類
ば
か
う
生
え
た
草
地
の
回
み
を
下
る
。
其
れ
が
又
怪
し
く
な
る
と
二
人
の
先
達
は
叉
も
先
を
見
に

行
く
。
も
う
河
原
迄
彼
是
二
十
問
許
だ
。
彼
等
が
齢
る
と
私
の
ア
／
ベ
ン
・
シ
ュ
ト
ッ
ク
を
借
せ

・と
云
つ
て
、
二
人
は
草
地

の
急
傾
斜
に
斜
に
段
々
を
付
け
て
英
れ
る
。
凡
竿
町
許
の
庭
だ
が
草
の
根
が
ず
る
ノ
ヘ
抜
け
て
極
の
悪
場
だ
が
、ま
ア
無

事
で
之
も
通
う
越
す
。
四
人
の
顔
は
緊
張
し
切
つ
て
，
ヾ゙
し
も
の
難
所
も
滑
つ
た
う
し
な
か
つ
た
。
静
馬
は
煙
草
入
れ

を
落
し
た
と
か
で
む
づ
か
し
い
顔
を
し
て
居
る
ｃ
そ
れ
で
も
若
い
者
の
．足
に
一
々
眼
を
と
め
て
は
、「
気
付
け
て
呉
れ
よ

う
」
と
注
意
を
悔
ら
な
い
ｏ

私
達
は
其
草
地
か
ら
石
の
量
壁
を
越
え
て
、終
に
東
谷
最
奥
の
積
に
駈
け
下
う
た
ｏ
谷
か
ら
谷
へ
、あ
の
鹿
島
川
最
後

の
夜
か
ら
敷

へ
て
今
日
は
四
日
目
に
な
る
。
唯
だ
谷
と
い
ふ
者
に
親
し
み
た
い
篤
に
、
地
表
の
格
ぐ
不
安
な
暗
黒
な
入

峯
山
腹
を
わ
ざ
と
撰
ん
で
、
絶
間
な
く
苦
し
い
般
験
の
幾
時
間
を
経
て
、
此
慮
に
な
た
。
四
人
の
眼
は
夕
べ
の
光
に
輝

○
大
町
よ
り
下
廊
下

へ
　
　
沼
井

三
七
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井

い
て
、
熊
の
様
な
顔
に
も
安
堵
の
微
笑
が
漂
つ
た
。

時
刻
は
大
約
五
時
年
と
覺
え
る
。
も
う
夜
螢
の
準
備
に
取
う
か
ゝ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
ｏ
其
虎
で
敷
町
下
の
不
さ
う
な

所
を
目
懸
け
て
谷
を
下
る
。
下
う
た
邊
は
丁
度
上
で
見
た
雨
雪
漢
の
落
ち
合
ふ
附
近
で
、
雪
は
湾
え
て
間
も
無
い
が
、

露
は
の
積
の
大
岩
は
皆
不
安
定
に
足
ｒヽ
ぐ
ら
つ
か
せ
る
。
此
の
傾
斜
は
十
度
程
と
思
へ
る
。
野
螢
地
は
虎
々
探
し
た
攀

句
積
の
中
の
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
の
林
の
中
と
決
め
て
、

一
服
す
る
暇
も
な
く
、
石
を
起
し
木
を
伐
多
米
を
研
ぎ
に
か
ゝ

る
。
嬉
し
い
宿
り
の
用
意
だ
が
、
此
谷
間
の
タ
ベ
は
殊
更
幸
一臓
を
威
じ
た
。

氣
が
落
付
く
と
私
は

一
人
仕
事
場
か
ら
離
れ
て
、　
一
つ
の
岩
に
腰
か
け
、
鉢
の
景
観
と
峯
の
仰
望
を
心
ゆ
く
迄
眺
め

た
。
難
は
几

一
町
程
の
幅
で
、
岩
の
大
な
る
は
征

一
間
に
も
及
ぶ
も
の
が
あ
る
。
皆
未
だ
荒
砥
に
も
か
け
ら
れ
な
い
銑

い
ま
ゝ
の
物
が
、

一
様
に
蓋
ふ
て
、
南
側
に
行
寄
る
水
は
懐
し
い
音
を
立
て
ヽ
落
ち
て
行
く
。
野
螢
地
の
上
流
二
三
町

の
庭
か
ら
雲
漢
が
Ｓ
字
形
に
つ
ね
り
登
る
。
其
庭
に
高
さ
二
百
尺
ば
か
０
何
々
ホ
／
ン
と
も
名
付
く
べ
き
岩
峰
が
全
く

山
腹
と
は
離
れ
て
屹
立
し
て
ゐ
る
形
が
痛
快
だ
。
澤
か
ら
峰
へ
限
と
上
ぐ
れ
ば
、
夕
映
の
鹿
島
槍
が
雄
々
し
く
立
つ
て

ゐ
る
。
そ
ゝ
り
立
つ
八
峯
五
龍

一
帯
の
或
は
眼
を
剥
き
、
或
は
肩
を
怒
ら
し
、
幾
條
に
も
割
れ
残
つ
た
峯
角
の
乱
舞
、

其
下
に
線
の
衣
剥
げ
て
露
は
な
る
大
岩
壁
、
又
か
の
ギ
ヤ
ッ
プ
の
南
と
思
は
れ
る

一
つ
の
澤
に
二
條
に
連
る
高
い
瀑
布
、

そ
の
瀧
は
三
百
尺
も
あ
る
か
と
思
は
れ
る
。
遠
目
に
確
か
な
事
は
分
ら
な
い
が
、
思
ひ
が
け
な
く
珍
し
い
も
の
を
見
た

課
で
あ
る
。
そ
し
て
若
し
私
達
が
キ
ン
ト
の
澤
下
り
を
固
執
し
た
な
ら
ば
、
之
に
類
し
た
豪
批
な
瀑
布
に
営
つ
て
ど
ん

な
恐
し
レ
ロ
に
逢
つ
た
事
か
と
今
更
慄
然
と
し
た
。

泊
場
に
蹄
る
と
静
馬
は
高
く
饗
え
た

一
の
岩
壁
を
指
し
て
、む「
ぁ

の
上
に
俺
が
登
つ
て
谷
の
様
子
を
見
た
の
で
す
」
と
赤
黒
い
顔
に
得
意
の
色
を
浮
べ
る
。

一
行
を
案
内
す
る
時
は
難
か

し
い
顔
を
し
て
ゐ
る
が
、
野
螢
地
に
着
く
と
き
ま
つ
て
に
乙
ノ
ヽ
し
て
ゐ
る
の
が
彼
だ
。

夕
飯
が
出
来
た
。
谷
の
莉
と
干
瓢
を
汁
の
賞
に
し
て
お
い
し
く
頂
戴
す
る
。
日
は
こ
の
時
暮
れ
て
、
信
州
に
は
月
が

出
た
の
か
、
鹿
島
槍
の
上
の
浮
雲
は
金
色
に
色
付
い
た
。
星
も
ち
ら
ノ
ヽ
見
え
て
木
た
。
最
早
安
眠
の
他
に
慾
は
無
い
ｃ

一貢
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天
幕
の
中
に
は
木
の
若
い
枝
を
積
ん
で
、
其
上
に
莉
や
其
他
の
草
を
敷
い
た
の
で
大
憂
上
等
な
ベ
ツ
ト
に
な
つ
た
。
け

れ
ど
も
糠
て
草
の
葉
か
ら
の
そ
ノ
ヽ
尺
取
最
が
這
ひ
上
う
、　
又
入
日
か

・ら
小
さ
な
効
贔
が
飛
び
込
ん
で
木
て
煩
い
の

で
、
無
暗
に
蚊
取
香
水
を
振
多
曖
く
と
、
餘
う
の
匂
高
さ
に
乙
つ
ち
ま
で
興
奮

し
て
暫
く
は
寝
ら
れ
な
い
で
困。
つ
た
。

四
　
東
谷

（カ
ハ
ラ
ゴ
ヤ
澤
）

午
前
三
時
頃
悪
夢
に
目
が
覺
め
て
再
び
横
に
な
つ
た
。
三
度
目
に
氣
が
付
い
た
時
は
夜
は
自
々
と
明
け
て
、
谷

一
杯

に
岳
雀
と
駒
鳥
が
韓
ら
交
は
し
て
ゐ
る
。
三
十
分
位
は
う
と
ノ
ヽ
し
て
、
起
床
。
朝
霧
は
深
く
な
い
の
で
、
天
幕

ヽ
草

ヽ
十
分
乾
い
て
ゐ
る
。
煙
草
を
ふ
か
し
乍
ら
振
り
仰
ぐ
と
。
鹿
島
槍
綾
き
の
尾
根
に
日
が
照
う
初
め
て
紅
く
、
北
の
方

五
龍
と
相
当
し
て
タ
ペ
に
も
勝
る
景
色
で
あ
る
。
や
が
て
日
の
光
が
射
し
乙
ん
で
末
る
。
室
に
は

一
黙
の
曇
も
な
い
快

晴
で
、
営
分
天
氣
は
定
ま
つ
た
も
の
と
見
え
た
。

ｒ

に

疲
勢
し
て
ヾ
っ
す
う
寝
込
ん
で
わ
た
人
夫
達
も
起
き
て
、
飯
と
煮
る
。
米
は
先
日
の
暴
風
雨
の
際
水
漬
し
に
な
つ
た

篤
三
割
方
赤
く
な
つ
て
ゐ
る
。
其
儘
で
は
悪
臭
を
獲
す
る
が
、
好
く
洗
つ
て
炊
く
と
幸
ひ
臭
み
が
脱
け
た
の
で
、
名
物

櫻
飯
だ
と
笑
つ
て
日
に
入
れ
た
。
食
糧
も
草
撻
も
ま
だ
十
分
あ
る
の
で
頗
る
氣
が
張
い
。

午
前
八
時
（？
）出
獲
。
今
日
は
八
月
の
八
日
で
あ
る
。
右
岸
を
偉
つ
て
行
く
。
北
に
廻
つ
た
谷
を
敷
町
進
む
と
、
右

手
の
山
足
か
ら
キ
ン
ト
の
瀑
が
水
量
も
可
成
豊
か
に
と
っと
と
流
れ
落
ち
る
。
河
原
は
鹿
島
川
の
二
三
倍
も
あ
つ
て
、

乱
石
は
泊
場
程
ひ
ど
く
も
無
く
。
割
合
に
歩
き
易
い
。
石
は
皆
花
商
岩
の
類
で
、
此
が
山
上
か
ら
白
く
光
つ
て
誘
惑
し

た
の
だ
。
段
々
下
つ
て
行
く
と
、
落
合
ふ
水
は
何
れ
も
日
が
瀧
に
な
つ
て
居
て
登
う
難
い
。
又
谷
は
山
足
を
廻
つ
て
西

寄
り
に
流
れ
る
と
、
下
に
向
つ
て
谷
の
杢
は
猫
又
、
釜
谷
、
仙
人
の
山
々
や
、
大
窓
の
頭
に
遮
ら
れ
る
。
遠

い
山
は
後

の
獲
虐
な
姿
に
当
し
て
は
其
崎
嘔
た
る
脈
も
如
何
に
も
優
婉
に
眺
め
ら
れ
る
。
又

一
つ
の
少
し
く
大
き
い
澤
が
右
か
ら

落
ち
て
家
る
。
此
は
五
龍
の
南
方
か
ら
流
下
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
澤
を
過
ぎ
る
と
今
迄
見
え
て
ゐ
た
餌
以
北
の
山

琥 第 年 五 十 第 岳 山

○
大
町
よ
り
下
廊
下
ヽ
　
　
沼
井

三
れ
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山
は
見
え
な
く
な
つ
て
、
限
は
只
河
原
の
飛
石
の
み
―こ
。注
が
れ
る
。
川
楊
の
傍
に
砂
地
が
あ
つ
て
、
其
虎
に
ン
ナ
ノ
ナ

デ
シ
ョ
が
美
し
く
険
い
て
ゐ
た
。
乙
の
時
杢
と
仰
ぐ
と
少
し
く
雲
が
出
て
、
澤
の
奥
に
は
取
う
す
ま
し
た
五
龍
と
其
南

の
嶺
ウ
何
の
化
粧
も
せ
緻
素
肌
が
見
え
た
。

其
か
ら
三
四
町
行
く
と
固
ら
ず
も
山
裾
に
添
う
て
人
の
泊
つ
た
跡
が
あ
る
。
是
は
と
驚
い
た
が
、
岩
に
落
ち
て
ゐ
た

物
は
、
正
宗
の
四
合
罐
と
燃
え
残
う
の
木
の
み
で
ｂ
野
陣
場
は
凡

一
坪
、　
一
方
ン
」石
で
園
つ
て
寝
ら
れ
る
様
に
し
て
あ

る
ｃ
そ
の
焚
木
の
友
の
所
に
蘇
が
生
ｔ
ゐ
ム
程
で
、
少
く
と
も
三
年
は
立
つ
ら
し
い
と
い
ふ
静
馬
達
の
鑑
定
で
あ
る
。

が
登
山
若
で
無
い
事
は
確
か
で
、
つ
ま
ら
な
い
事
だ
が
大
に
安
心
し
た
。
同
時
に
東
谷
即
大
町
人
の
所
謂
カ
ハ
ラ
ゴ
ヤ

澤
北
城
人
の
所
謂
南
ゴ
リ
ュ
澤
は
全
然
人
の
茶
な
い
虎
で
は
な
い
と
い
ふ
賞
證
を
得
て
、
行
先
の
暗
雲
が
散
じ
た
様
な

安
心
と
自
信
ケ
抱
い
力
。

泊
場
の
跡
か
ら
少
し
下
る
と
叉
右
か
ら
澤
が
入
つ
て
来
る
。
澤
の
下
部
は
岩
石
の
押
出
し
で
、
谷
の
積
も

一
町
許
な

ほ
廣
く
な
つ
て
ゐ
る
。
平
ら
さ
も
平
ら
だ
、
日
は
餘
程
高
く
峯
の
上
に
登
つ
て
五
艦
は
稿
熱
し
て
来
る
。
な
ほ
進
む
と

右
手
に
高
さ
数
十
米
の
自
糸
瀑
又
は
自
簾
澪
と
で
も
言
ひ
た
げ
な
飛
瀑
が
懸
つ
て
ゐ
る
。
其
を
見
て
行
け
ば
今
度
は
同

じ
側
に
立
壁
が
現
れ
る
。
左
側
に
も
小
さ
な
の
が
あ
つ
て
、
夕
″
に
で
も
な
つ
て
や
―
・′な
い
か
と
思
っ
た
が
、
近
づ
い

て
見
る
と
至
極
無
事
だ
。
但
し
深
い
徒
渉
は
嫌
つ
て
右
側
の
大
虎
杖
の
中
を
分
け
た
。
此
の
崖
は
地
形
団
丈
見
る
と

一

寸
考

へ
さ
せ
ら
れ
る
が
、
賓
際
何
の
事
は
無
い
ｃ
野
螢
地
出
螢
か
ら
彼
是

一
時
間
程
で
あ
る
。

杢
は
自
雲
が
湧
き
立
つ
た
が
、大
部
分
は
海
の
底
の
様
に
興
青
だ
。
積
の
砂
地
に
シ
ヽ
の
足
跡
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
周

日
は
再
び
開
間
と
な
つ
て
、
腫
は
深
維
の
山
肘
の
上
に
重
つ
た
小
窓
の
頭
に
吸
ひ
付
け
ら
れ
る
。
右
に
注
ぐ
廊
下
式
の

一
澤
を
過
ぎ
行
け
ば
、
泄

ｔ
谷
の
位
置
は
具
合
よ
く
も
動
の
聖
壇
を
通
葬
す
る
続
に
な
る
。
然
し
東
谷
は
地
国
で
跡
づ

け
た
程

一
本
調
子
に
黒
郡
の
Ｉ
墾
に
向
つ
て
邁
進
す
る
の
で
は
な
い
ｃ
積
の
廣
）ご
、
小
尾
根
の
遠
近
、
歎
の
方
向
　
ワて

ん
な
も
の
ゝ
瑣
細
な
違
ひ
か
ら
、
・不
団
、豫
想
せ
ざ
る
雪
の
面
″
仰
ぎ
、峨
々
た
る
岩
面
を
掠
め
見
る
の
で
あ
る
。

四
〇
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叉

一
つ
の
澤
が
北
側
に
現
れ
る
と
、
谷
は
左
へ
廻
う
乙
Ｕ
。
河
原
は
以
前
に
も
培
し
て
廣
や
か
に
な
つ
て
、
暫
ら
く

四
五
町
の
間
は
婉
挺
と
流
れ
る
、Ｄ
其
先
が
馴
か
狭
ま
つ
て
ゐ
る
が
。
も
う
牛
首
山
か
ら
来
る
大
き
い
支
流
の
落
合
で
あ

ら
う
ル
思
は
れ
る
。
此
邊
が
入
峯
の
泊
場
か
ら
憧
憬
の
眼
を
以
て
眺
め
た
虎
で
あ
る
。
山
際
に
蔓
延
し
た
森
ほ
闊
葉
針

葉
相
年
し
、
山
毛
欅
「
白
樺
、
板
谷
楓
等
の
構
に
は
、
山
蝉
の
鳴
き
盤
が
姦
し
き
迄
に
耳
柔
セ
撃
つ
た
。
恐
ら
く
千
古

の
秘
密
を
蔵
し
た
と
豫
想
さ
れ
る
黒
部
國
有
林
は
、
未
だ
此
虎
で
は
陽
の
光
明
る
く
洩
れ
て
ハ
人
間
の
血
の
通
ふ
曖
さ

が
あ
つ
た
。

最
早
十
時
を
過
ぎ
た
で
あ
ら
う
。
背
は
流
汗
に
し
と
ゞ
濡
れ
て
、
長
い
休
憩
が
懸
し
く
な
つ
た
。
廣
河
原
は
突
然
ぐ

つ
と
窮
迫
し
て
家
て
、
川
の
幅
五
六
間
と
な
る
。
双
方
の
養
の
如
き
石
の
壁
が
右
岸
に
打
ち
連
る
。
左
岸
に
移
つ
て
見

る
と
、
流
は
今
迄
に
な
だヽ
激
し
て
、
突
出
し
た
岩
の
鼻
を
、　
一
間
計
ウ
の
夕
／
と
な
つ
て
喚
諄
を
基
げ
る
。
最
初
の
瀑

布
と
奔
滞
だ
。
封
岸
を
何
の
氣
な
ｔ
′に
見
る
と
、
腹
の
デ
ブ
ノ
ヽ
し
た
割
に
足
の
細
く
失
つ
た

一
個
の
戦
が
立
つ
て
ゐ

る
．
玲
羊
だ
。
此
方
も
驚
い
た
が
、
先
方
も
キ
ヨ
ト
ン
と
し
た
顔
で
人
間
を
見
つ
め
て
わ
る
。
静
馬
が
ゾ
ド
ン
と
鐵
砲

の
異
似
を
し
て
嚇
す
と
、
発
羊
は
暫
く
考
へ
た
末
、
草
の
ち
よ
ば
／
ヽ
生
へ
た
急
斜
面
に
駈
け
上
つ
て
し
ま
つ
た
。
随

分
年
を
と
つ
た
奴
で
十
二
三
貫
が
も
の
は
あ
る
だ
ら
う
と
云
ふ
。

夕
″
は
左
岸
の
ヤ
ブ
か
ら
無
事
に
通
過
し
て
、　
一
二
町
も
す
る
と
左
か
ら
大
き
な
澤
が
落
ち
合
つ
て
来
た
Ｊ
即
ち
牛

首
山
と
鹿
島
南
槍
鈴
間
か
ら
流
れ
る
谷
で
、
地
形
固
に

」じ
、
と
水
準
に
示
し
た
ド
ウ
で
あ
る
。
其
庭
に
五
六
人
は
人

れ
る
岩
小
屋
が
自
然
に
出
木
て
ゐ
る
。
槍
澤
の
赤
澤
小
屋
よ
う
は
国
ひ
の
あ
る
丈
好
い
と
思
ス
が
、
燥
氣
が
あ
つ
て
雨

の
日
は
悪
い
に
違
ひ
な
い
。
然
し
外
で
は
若
く
て
ぢ
つ
と
し
て
居
ら
れ
な
い
か
ら
、中
に
入
つ
て
行
厨
に
箸
を
付
け
る
。

今
日
は
ひ
ど
い
目
に
も
逢
は
な
か
つ
た
が
矢
張
町
の
飯
よ
う
は
旨
い
。
終
つ
て
草
軽
を
穿
き
か
へ
る
。
大
町
を
出
て
か

ら
此
が
三
足
目
で
、
其
中
二
日
間
は
靴
、　
一
日
午
は
嵐
で
滞
在
と
い

′
イ、課
だ
が
、
と
ま
れ
、
黒
部
へ
入
つ
て
も
不
足
の

憂
は
な
い
。

琥 第 年 五 十 第 岳 山
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再
び
外
に
出
て
、
屋
根
を
な
し
た
岩
上
に
上
つ
た
。
大
岩
澤

（
澤
に
大
岩
横
は
り
、岩
小
屋
等
も
あ
る
の
で
、
俄
に
斯

う
命
名
し
て
置
く
）
は
本
流
よ
う
も
ず
つ
と
傾
斜
が
つ
い
て
線
の
山
腹
に
伸
び
上
つ
て
行
く
。
其
奥
に
二
五
二
七
米
の

地
形
国
の
所
謂
牛
首
山
が
恨
松
の
色
鮮
か
に
静
座
し
て
ゐ
る
。
鹿
島
南
槍
は
惜
い
哉
そ
の
東
谷
に
下
し
た
長
大
の
尾
根
．

に
遮
ら
れ
て
見
え
な
い
。
此
邊
の
谷
の
樹
木
は
梅
ヾ
水
檜
の
さ
ま
で
大
木
な
ら
ｎ
闇
裏
樹
が
主
な
る
も
の
で
、
澤
筋
は

例
の
川
楊
が

一
列
に
又
は
散
在
し
て
立
ち
列
ん
で
ゐ
る
。
草
の
繁
み
は
ク
ガ
イ
サ
ク
．
シ
ナ
ノ
ナ
デ
シ
ヨ
の
優
し
い
花

に
綴
ら
れ
る
。
醸
つ
て
本
流
に
封
す
れ
ば
直
ぐ
下
で

一
段
落
ち
込
み
、
上
室
に
は
剣
直
北
の
実
峰
と
三
窓
、
小
窓
の
頭

及
仙
人
山
の
一
部
が
見
え
た
。
今
迄
徒
渉
は
僅
か
に
三
四
同
の
み
で
あ
つ
た
が
、
念
々
黒
部
に
近
づ
い
て
家
た
と
い
ス

こ
と
は
線
て
の
風
物
に
よ
つ
て
晴
示
さ
れ
た
ｃ
恐
ら
く
今
日
中
に
本
流
に
接
す
る
事
は
出
木
な
い
で
あ
ら
う
が
、
間
も

な
く
那
落
の
底
を
狂
奔
す
る
水
を
見
得
る
事
を
想
像
す
る
の
が
又
楽
し
か
つ
た
）

ド
ウ
に
着
い
た
の
が
十

一
時
頃
で
、
中
食
の
篤
に
凡
四
五
十
分
も
経
過
し
た
、
結
束
し
て
立
つ
と
、　
一
町
計
り
下
に

至
つ
て
右
岸
に
高
さ
二
三
間
、
長
さ
二
十
間
程
の
岩
壁
が
、
之
か
ら
下
廊
下
の
領
分
だ
ぞ
と
言
は
緻
ば
か
り
に
立
ち
は

だ
か
る
。
左
岸
を
倅
ふ
事
暫
時
、
雨
岸
と
ヽ
直
立
し
て
ゐ
る
。
今
度
は
比
較
的
歩
み
易
い
右
岸
に
渡
つ
て
見
る
と
、
又

悪
い
庭
が
出
る
の
で
左
岸
へ
徒
渉
す
る
。
斯
く
し
て
徒
渉
敷
同
の
後
終
に
高
さ
十
五
間
以
上
の
小
廊
下
と
な
つ
た
。
其

虎
で
先
達
二
人
は
、
八
峰
か
ら
下
る
時
試
み
た
様
に
、
杢
身
に
な
つ
て
偵
察
に
出
懸
け
る
。
此
虎
は
五
萬
の
国
で
見
る

と
、
凡
東
谷
山
の
南
西
か
ら

一
九
〇
〇
、
一
七
〇
〇
三

二
〇
〇
と
敷
字
を
記
し
た
側
尾
根
の
麓
に
あ
る
と
思
は
れ
る
。
，

二
人
が
帰
つ
て
其
の
短
い
距
離
な
る
事
を
報
告
す
る
と
、　
一
行
は
右
岸
を
揚
ん
で
大
岩
の
上
に
出
る
。
谷
は
此
か
ら
右

へ
一
寸
曲
つ
て
再
び
左
に
廻
つ
て
行
く
。
岩
の
下
は
二
三
間
の
垂
直
面
に
な
つ
て
ゐ
て
、
僅
か
に
足
懸
う
手
懸
う
が
あ

る
ば
か
り
だ
。
始
め
て
綱
を
取
ら
出
す
。
勇
吉
が
金
剛
力
に
支
へ
る
と
静
馬
、
私
、
内
山
の
順
に
下
う

る
。
最
後

の

勇
吉
は
下
か
ら
足
に
手
を
あ
て
が
つ
て
も
ら
つ
て
、
無
事
に
下
り
る
。

一
同
が
揃
ス
と
二
三
間
幅
の
流
を
渡
う
切
つ
て

封
岸
に
添
う
て
下
つ
た
。

一
町
ば
か
ら
斯
う
し
た
廊
下
が
績
い
た
。
そ
れ
か
ら
よ
岩
壁
あ
う
、
夕
″
あ
り
、瀬
あ
り
、
水

四
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量
も
増
し
て
思
ふ
様
に
徒
渉
も
成
う
条
ね
る
の
で
、
右
側
の
薄
の
中
に
分
け
入
り
、
約
十
分
の
後
、
山
葡
萄
の
彩
し
い

斜
面
を
横
切
る
。
中
に
は
白
樺
の
幹
と
言
は
ず
小
枝
と
言
は
ず
、
べ
つ
た
う
と
翔
み
付
い
た
美
事
な
の
が
あ
る
。

一
粒

つ
ま
ん
で
舌
に
戴
せ
る
と
未
だ
酸
味
が
張
く
て
食
べ
ら
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
の
青
い
房
々
し
た
賞
は
見
た
丈
で
も
立

派
な
物
で
あ
る
。

再
び
河
原
に
下
り
立
つ
た
時
は
日
は
中
天
に
炎
々
と
輝
い
て
、
入
道
雲
か
ら
反
射
す
る
眩
し
い
光
は
五
鎧
を
臭
い
汗

の
氣
で
悉
く
取
り
ま
い
た
。
も
う
二
時
頃
で
あ
る
。
綱
を
使
ふ
頃
か
ら
此
調
子
で
は
谷
は
益
々
急
に
盆
々
瞼
悪
に
な
る

で
あ
ら
う
と
い
ス
の
で
、
行
々
泊
場
を
求
め
つ
ゝ
下
つ
た
が
、
私

一
人
は
そ
れ
は
餘
う
に
惧
重
に
過
ぎ
る
と
思
ス
カ
。

何
し
ろ
暑
く
て
叶
は
な
い
。
冷

い
水
を
心
地
よ
く

一
二
同
徒
渉
し
て
左
岸
を
歩
口
と
、
五
六
町
が
程
は
無
事
な
の
で
、

其
先
ま
で
行
つ
て
樹
蔭
に

一
体
み
す
る
。
静
馬
と
勇
吉
は
叉
も
や
活
動
を
開
始
す
る
、
背
後
に
は
鹿
島
の
南
槍
が
雄
々

し
く
饗
え
て
、
北
槍
と
結
ぶ
か
の
釣
尾
根
も

一
部
分
手
に
取
る
様
に
見
え
た
。

や
が
て
蹄
つ
て
来
た
静
馬
は
、
此
下
に
ま
う

一
段
平
ら
な
虎
が
あ
る
と
い
ふ
の
で
、
私
達
は
筒
も
前
進
を
績
行
す

る
。
果
し
て
積
は
可
成
う
廣
や
か
に
水
手
に
績
い
て
、
終
始
危
惧
の
合
に
駆
ら
れ
た
昨
日
と
は
異
ひ
、
身
も
心
も
眠
る

様
に
過
ぎ
て
し
ま
ふ
。
け
れ
ど
も
其
は
間
も
無
く
山
腰
に
し
め
ら
れ
て
、
念
こ
谷
は
深
く
急
に
落
ち
乙
む
氣
配
が
し
て

家
た
。
流
は
積
と
云
ふ
よ
う
も
稿
午
か
に
石
の
重
昼
し
た
段
の
左
を
小
深
く
引
つ
て
沿
々
と
走
る
。
左
手
の
山
の
開
葉

林
の
端
に
果
木
が
ヽ
や
ノ
ヽ
生
へ
て
、
そ
の
尾
根
に
寄
う
か
ゝ
る
も
の
ゝ
如
く
仙
人
山
の
大
崎
壁
が
日
前
に
追
つ
て
来

る
。
地
国
に
Ｙ
字
形
に
水
條
の
描
れ
た
仙
人
山
の
澤
の
窪
が
あ
多
ノ
ヽ
と
眼
底
に
映
る
。
懐
し
い
黒
部
川
は
其
下
に
碧

玉
の
深
渾
を
湛
え
、
自
龍
の
舞
ふ
如
く
水
沫
を
飛
ば
し
て
瀧
と
落
ち
る
の
で
あ
ら
う
。
も

，
直
ぐ
其
庭
だ
）
然
し
、
後

門
の
狼

（
八
峯
）
は
追
駈
け
で
は
木
な
い
が
、正
に
虎
穴
に
入
ら
ん
と
す
る
。
無
心
の
山
蝉
が
ブ
ナ
の
森
に
鳴
く
詈
も
、

や
た
け
に
逸
る
心
の
緒
払
格
う
動
か
し
て
止
ま
な
い
。
「
下
廊
下
へ
Ｈ
」
其
夢
が
現
賞
に
開
さ
か
ゝ
る
時
、
「
此
庭
ら
で

泊
う
ま
せ
う
」
と
先
達
の
深
切
な
諄
が
聞
え
た
。
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四
四

静
馬
の
い
ふ
に
は
、
此
か
ら
下
る
程
悪
場
に
な
る
の
は
火
を
賭
る
よ
う
明
か
で
あ
る
、
寧
ろ
ゆ
つ
く
う
と
此
庭

へ
泊

つ
て
明
日
一
杯
に
も
黒
部
の
岸
に
出
た
方
が
得
策
で
あ
る
。
其
れ
ヽ
さ
う
だ
。
食
糧
は
十
分
に
あ
る
し
、
昨
日
難
所
を

通
過
し
て
今
晩
も

，

一
夜
静
養
す
る
必
要
も
あ
る
。
五
町
や
十
町
進
ん
だ
虎
で
大
―
′た
差
は
な
い
と
考
へ
る
ｃ
が
、
未

だ
物
足
う
な
い
の
で
幕
螢
の
準
備
は
後
の
者
た
任
せ
て

一
人
谷
を
下
つ
て
見
よ
う
ル
思
ふ
。
泊
場
と
決
め
た
の
は
大
虎

杖
の
草
藪
の
中
で
、
其
か
ら
林
ャ
抜
け
、
小
流
を
飛
び
越
え
、大
岩
の
押
出
し
を
羊
冷
の
如
く
と
び
ノ
ヽ
に
越
え
る
と
、

封
岸

一
二
町
の
下
に
白
い
大
き
い
も
の
が
見
え
る
。
凝
就
す
る
と
共
は
天
幕
だ
）
乙
ん
な
虎
で
自
分
達
の
持
物
以
外
に

人
臭
い
物
を
見
よ
う
と
は
豫
期
し
な
か
つ
た
が
、若
し
や
木
暮
さ
ん
の

一
行
で
は
あ
る
ま
い
か
と
大
馨
に
呼
び
乍
ら
、右

岸
に
添
う
て
駈
け
つ
け
る
　
澤
に
は
粗
末
な
が
ら
巧
み
に
橋
が
架
け
て
あ
る
。
之
を
渡
つ
て
封
岸
の
一
段
高
い
庭
に
あ

る
の
が
、
道
路
普
請
等
で
よ
く
使
ふ
普
通
の
大
天
幕
だ
。
側
に
篭
を
作
う
、
焚
物
も
置
い
て
あ
る
が
、
天
幕
の
中
に
も

附
近
に
も
猫

一
匹
居
な
い
。
天
幕
は
十
人
以
上
ら
く
に
寝
ら
れ
る
廣
さ
で
あ
る
が
、
荷
物
な
ど
も
ろ
く
に
置
い
て
な

い
。
勿
論
私
達
仲
間
の

「
他
愛
な
く
山
を
駈
け
づ
う
谷
の
水
に
ひ
た
る
篤
の
巡
艦
者
」
で
な
い
事
は
明
か
で
あ
る
。
小

林
面
の
役
人
か
し
ら
、
又
は
先
日
鐘
釣
に
某
會
祗
の
水
力
調
査
除
が
入
つ
て
其
内
の

一
人
は
上
流
を
探
瞼
す
る
と
い
つ

た
様
な
記
事
と
新
聞
で
見
た
が
、
其
等
の
人
で
あ
ら
う
か
、
不
審
は

一
方
私
の
獨
専
と
い
ふ
子
供
じ
み
た
野
心
を
傷
け

る
と
共
に
、
誰
か
に
逢
つ
て
谷
の
様
子
を
聞
き
た
い
と
い
ス
希
望
を
も
生
ん
だ
。
然
し
大
町
を
出
て
一
週
日
後
に
な
つ

て
も
未
だ
に
淋
し
い
と
思
ふ
程
大
自
然
の
威
に
ひ
れ
伏
し
て
は
居
な
か
っ
た
。
兎
に
角
通
郷
丈
は
し
て
置
か
う
と
、
ノ

ー
ト
の
紙
を

一
枚
破
い
て
五
六
行
の
文
字
を
認
め
た
。
此
手
紙
ャ
天
幕
の
中
に
投
げ
込
ん
で
直
ち
に
私
達
の
陣
屋
に
引

返
し
た
。

締
つ
て
見
る
と
既
に
天
幕
は
ビ
ン
と
張
ら
れ
て
、
忠
賞
な
彼
等
は
丁
々
と
木
を
伐
つ
て
ゐ
る
。
私
は
息

も

つ
が
ず

「
か
う
ノ
ヽ
だ

」と
話
す
と
、
皆
も
不
思
議
が
つ
イ
其
の
内
静
馬
は
出
か
け
て
ゆ
く
。
几

一
時
間
も
し
て

一
寸
小
雨
が
降

つ
た
が
直
ぐ
舞
れ
て
、
其
庭
へ
静
馬
は
の
つ
そ
う
現
れ
る
。
「艦
分
長
い
か
ら
心
配
し
た
ぞ
」
と
言
ス
と
、「
へ
え
、賞
は



橋
の
あ
る
所
か
ら
北
側
の
尾
根
へ
上
る
切
開
が
あ
つ
て
、
そ
れ
へ
つ
い
て
行
く
と
え
ら
い
所
ま
で
登
つ
た
。
ま
だ
ん
ヽ

高
く
上
つ
て
行
く
様
子
だ
け
ど
い
ヽ
加
減
に
蹄
つ
て
家
ま
し
た
。
）ご
う
と
も
／
ヽ
黒
部
の
谷
も
見
え
ね
え
位
高

い
所

だ
。
何
で
も
此
切
開
は
猿
飛
の
邊
へ
出
る
と
思
ふ
だ
が
、
の
う
」
「
ふ
―
む
、
し
て
み
る
と
何
の
篤
に
来
た
だ
か
」
「
山

林
の
役
人
づ
ら
、
國
有
林
が
ど
の
位
あ
る
だ
が
測
量
に
来
た
」「
さ
ラ
づ
ら
」・と
三
人
は
具
面
目
に
な
つ
て
彼
等

一
流
の
辮

で
話
し
乙
む
。
静
馬
の
手
に
は
毒
々
し
い
幌
が
木
の
枝
の
楔
に
狭
多
へれ
て
ゐ
る
。
之
も
其
道
で
と
つ
て
家
た
の
だ
と
い

ふ
。
其
を
・残
酷
に
ヽ
皮
を
剥
い
て
騰
と
と
る
。
卵
が
あ
る
か
ら
雌
だ
ル
営
り
前
の
事
と
い
ス
。
内
臓
を
す
つ
か
り
詫
♪

と
つ
て
白
む
け
に
な
つ
た
奴
が
、
人
に
妨
さ
れ
る
と
恐
し
い
事
、
能
ふ
限
う
の
た
う
つ
て
逃
れ
や
う
と
す
る
。
蛇
と
い

ふ
長
最
、
元
家
人
間
の
惜
ま
れ
者
だ
が
、
皮
を
剰
か
れ
腹
わ
た
を
と
ら
れ
て
迄
も
生
に
執
着
す
る
根
張
さ
に
は
並
居
る

者
皆
威
心
し
た
。

到
着
が
三
時
年
頃
だ
つ
た
か
ら
、
夕
飯
を
食
べ
た
後
も
夕
日
が
赤
々
と
射
し
■
ゐ
た
。
夕
暮
に
天
幕
に
入
る
時
頭
を

上
げ
る
と
、
鹿
島
槍
の
上
に
憂
な
雲
が
現
れ
た
。
す
る
と

一
閃
の
紫
電
が
眼
を
く
ら
ま
し
て
、
遠
雷
の
響
が
大
鼓
の
如

く
聞
え
て
家
る
。
昨
日
よ
う
も
な
ほ
低
い
所
で
曖
い
の
は
結
構
だ
が
、
其
代
う
尺
取
贔
や
物
晟
が
猛
烈
に
襲
家
す
る
の

で
、
例
に
よ
つ
て
三
越
の
蚊
除
け
香
水
を
振
り
ま
く
。
思
は
ず
知
ら
ず
小
田
原
提
灯
に
ひ
つ
か
ゝ
る
と
、
忽
ち
火
を
呼

ん
で
ば
つ
と
燃
え
上
が
つ
た
。
驚
い
て
た
ヽ
き
清
す
。
紙
は
も
う
め
ら
ノ
ヽ
に
燃
え
て
し
ま
つ
た
が
針
金
は
何
か
の
用

に
な
る
だ
ら
う
と
取
つ
て
置
く
。
時
計
を
修
繕
し
や
う
と
努
力
し
た
が
や
つ
ば
り
駄
目
だ
。
そ
れ
も
止
め
て
毛
布
を
引

被
る
と
、
訪
れ
る
も
の
は
遠
雷
の
ど
よ
め
き
と
進
か
の
水
音
の
み
で
あ
る
？
然
じ
今
夜
も
星
が
さ
ら
め
く
。
さ
ア
寝
る

事
だ
と
思
つ
た
の
が
九
時
近
く
で
あ
ら
う
。

八
月
九
日
。
昨
日
は
誤
つ
て
早
起
し
た
せ
い
か
、
今
朝
は
人
夫
達
の
起
き
た
の
も
知
ら
な
か
つ
た
ｏ
念
こ
今
日
は
黒

部
入
う
と
な
る
諄
だ
が
、
尾
根
の
旅
と
違
つ
て
何
虎
か
呑
氣
で
や
は
ら
か
い
氣
持
が
あ
る
。
食
事
の
際
に
は
日
が
既
に

山
の
端
に
上
つ
た
。
櫻
飯
は
今
朝
で
書
き
て
、
米
は
残
多

一
斗
も
あ
る
。
昨
夜
か
ら
人
に
あ
ぶ
つ
て
あ
つ
た
崚
の
肉
を

琥 第 年 五 十 第 岳 山
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分
け
て
食
つ
て
、
出
残
し
た
の
が
八
時
年
頃
。
日
の
出
前
の
西
南
の
雲
は
綿
を
ち
ぎ
つ
て
投
げ
た
様
で
、
夕
立
の
模
様

が
あ
る
と
の
事
で
あ
っ
た
が
、
兎
も
角
連
日
澄
み
渡
つ
て
英
氣
颯
爽
た
る
も
の
が
あ
る
。

三
四
町
に
し
て
大
天
幕
の
傍
に
出
る
。
今
朝
も
人
は
居
な
い
の
で
、
右
手
切
開
が
十
間
餘
う
高
所
に
あ
る
の
を
眺
め

て
、
只
管
河
身
に
随
つ
て
下
る
。
主
に
左
岸
を
拾
つ
て
行
く
と
、
そ
の
下
が
直
ち
に
小
廊
下
と
な
つ
て
、　
一
氣
に
進
む

事
が
出
泰
な
い
。
徒
渉
は
膝
上
迄
も
あ
つ
て
、
水
勢
も
可
成
♭
張
く
、
注
意
に
注
意
を
重
ね
て
行
く
。
川
幅
は

一
間
位

の
庭
も
あ
れ
ば
、
三
間
位
に
な
つ
た
庭
も
あ
る
。
雨
岸
は
花
同
岩
類
の
堅
牢
な
急
壁
を
な
し
て
、部
分
的
で
は
あ
る
が
、

次
第
に
黒
部
式
を
獲
揮
し
て
家
る
。
開
葉
樹
は
髪
の
如
く
崖
を
掩
び
、
浅
い
日
射
し
が
下
草
に
燃
え
映
る
。
所
々
岩
登

３
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
岩
が
し
つ
か
う
し
て
ゐ
る
の
で
不
氣
だ
ｏ
其
狭
い
谷
が
念
こ
狭
ま
つ
て
何
事
か
あ

う
さ
う
に
思
は
れ
る
と
、
先
進
の
二
人
は
例
に
よ
つ
て
先
を
見
に
行
つ
た
。
二
十
分
の
後
二
人
は
戻
る
。

一
行
は
今
度

は
主
に
右
岸
に
添
う
て
再
び
左
岸
に
移
る
。
此
邊
に
な
る
と
流
も
相
営
に
深
ヽ
、
夕
″
と
釜
と
が
連
績
す
る
し
、
も
う

本
氣
で
水
底
の

一
石
毎
に
踏
み
し
め
な
け
れ
ば
な

ら

な

い
ｏ
や
が
て
川
は

一
旦
左
に
屈
曲
し
て
Ｓ
字
状
に
右
に
う
ね

り
、　
一
つ
の
大
き
な
夕
／
と
な
る
。
雨
岸
の
絶
壁
は
俄
然
百
尺
の
高
さ
に
連
う
始
ま
つ
て
、
正
面
の
仙
人
山
の
大
斜
面

も
見
る
事
は
出
来
な
い
。
無
言
で
荷
を
下
ろ
し
た
静
馬
は
、
岩
を
飛
び
下
う
、
流
を
押
し
切
つ
て
先
を
見
に
行
く
。
勇

吉
も
績
く
。
内
山
も
我
慢
し
さ
れ
ず
後
を
追
パ
。
私
は
岩
上
に
座
し
て
　
（^
ｌ
欝
蒼
た
る
針
葉
樹
の
下
に
蛇
身
の
如
く
う
ね

♭
行
く
河
を
眺
め
や
つ
た
。
其
は
三
四
十
間
進
ん
で
物
凄
い
夕
″
と
な
つ
て
、
其
先
は
右
に
打
ち
返
す
の
で
も
う
分
ら

な
い
。
丁
度
此
庭
は
左
の
山
腹
か
ら
今
の
今
割
れ
た
ば
か
う
と
も
思
は
れ
る
、
ひ
ど
い
澤
が
二
條
直
下
し
て
合
す
る
庭

で
あ
る
。
そ
の
左
の
澤
は
、
正
に
入
峯
ギ
ヤ
ッ
プ
の
様
に
凄
惨
た
る
掘
れ
溝
に
な
つ
て
、
岩
の
層
理
の
一
つ
ノ
ヽ
が
如

何
に
大
き
な
運
動
量
を
示
す
事
か
と
考
へ
ら
れ
た
。
然
し
そ
の
源
頭
の
尾
根
は
見
上
げ
る
程
高
く
、
黒
々
と
喬
木
が
幕

の
上
を
飾
つ
て
ゐ
る
。
本
流
の
右
手
か
ら
ヽ
同
じ
様
な
澤
が
此
は
石
の
流
を
押
し
流
し
て
居
る
。

更
に
木
を
便
０
に
高
く
登
つ
て
見
る
と
、
雨
岸
の
角
度
は
七
十
度
に
垂
ん
と
し
ｔ
、
水
は
脚
下
に
谷
の
塞
氣
を
窓
き

四
六
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込
ん
で
豪
批
の
共
鳴
を
稜
す
る
。
屈
曲
す
る
庭
必
ず
急
滞
、
澱
む
庭
必
ず
深
淵
、
其
ほ
私
を
脅
威
す
る
繁
谷
の
始
め
の

貌
で
あ
つ
た
ｏ
も
う
ぢ
つ
と
し
て
ら
れ
な
い
の
で
、
三
人
が
帰
つ
て
来
る
と
静
馬
を
促
し
て
、
身
軽
に
右
岸
を
偉
ふ
。

だ
　
に

徒
渉
も
股
迄
あ
つ
て
う
つ
か
り
す
る
と
倒
れ
さ
う
に
な
る
。
夕
″
の
手
前
か
ら
岩
角
に
牛
孤
の
如
く
獅
噛
み
つ
い
て
、

そ
ろ
ノ
ヽ
と
瀧
を
覗
３
に
か
ゝ
る
。
二
股
に
分
れ
て
二
間
ば
か
り
崩
れ
落
ち
た
水
の
塊
は
直
ち
に
右
手
に
反
撥
し
て
轟

然
と
落
下
す
る
。
も
う
其
先
は
見
え
な
い
。
只
軽
轄
の
響
が
断
績
し
て
聞
ゆ
る
庭
、
恐
ら
く
此
か
ら
は
書
な
ほ
晴
き
森

の
中
を
深
↑
ノ
ヽ
何
段
と
な
く
連
績
急
韓
す
る
東
谷
落
日
の
瀧
と
な
る
の
で
あ
ら
う
。
静
馬
も
私
も

「
豪
い
事
だ
」
と

し
ば
ら
く
は
果
然
と
し
て
ゐ
た
。
背
後
に
は
残
つ
た
二
人
が
岩
上
に
焚
火
し
て
ゐ
る
。
具
直
に
立
ち
昇
つ
た
人
焔
は
恰

か
も
山
耐
の
霊
人
の
様
に
思
は
れ
る
。

も
う
谷
に
は
つ
い
て
行
け
な
い
。
岩
は
堅
い
が
、
丁
度
黒
部
の
谷
が
さ
う
で
あ
る
様
に
、
水
に
磨
か
れ
た
花
商
岩
は

悉
く
丸
味
ケ
・持
つ
て
、
綱
を
掛
け
る
一
突
起
す
ら
な
い
の
で
あ
る
。
何
れ
の
側
に
せ
よ
、
東
谷
の
落
口
迄
は
、
高
く
峯

を
登
つ
て
牛
日
行
程
以
上
で
あ
る
。
地
形
国
で
見
る
と
、
東
谷
落
合
に
瀑
布
の
記
琥
が
あ
つ
て
夫
れ
か
ら
二
三
分
東
の

庭
に
澤
の
窪
が
讀
ま
れ
る
で
あ
ら
う
ｏ
丁
度
我
々
の
営
惑
し
た
の
は
此
邊
で
あ
る
と
思
ふ
。
野
螢
地
は
更
に
三
四
分
右

に

一
七
七

丁
六
米
の
三
角
駐
か
ら
上
部
の
た
る
ん
だ
尾
根
の
直
下
す
る
裾
あ
た
う
で
あ
る
。
私
は
絶
性
に
陸
測
五
万

分

一
国
の
地
勢
表
現
を
信
じ
た
い
が
、
然
し
ど
う
も
此
邊
に
な
る
と
、私
の
威
覺
の
誇
張
と
聯
想
に
ヽ
よ
る
だ
ら
う
が
、

随
分
と
分
ら
な
い
パ
五
萬
分
之

一
の
ス
ケ
ー
″
で
然
も
等
高
線
許
り
で
絶
壁
に
近
い
地
勢
を
表
は
す
事
は
不
可
能
で
あ

る
と
思
ス
が
）。
そ
し
て
黒
部
川
の
水
面
の
標
高
と
位
置
が
詳
細
な
鮎
は
賞
際
に
不
明
な
の
だ
か
ら
、
此
か
ら
本
流
迄
距

離
如
何
と
い
ふ
事
も
云
ひ
た
く
な
い
が
、
大
艦
落
口
迄
は
三
四
町
位
の
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
せ
思
ふ
。
兎
に
角
進
む

べ
き
道
は

一
つ
よ
う
無
い
。
即
ち
左
手
の
廊
下
に
つ
い
て

一
旦
尾
根
に
登
う
、
岩
頭
を
翔
ん
で
行
く
ば
か
ら
だ
。
も
う

大
分
時
間
を
基
費
し
て
し
ま
つ
て
基
腹
を
慮
じ
た
の
で
中
食
を
済
ま
す
。
念
こ
東
谷
に
分
れ
る
残
惜
し
さ
に
、
思
切
う

澤
山
水
を
飲
ん
だ
。
谷
そ
の
も
の
の
様
に
皆
の
顔
も
静
か
に
引
き
締
つ
て
行
つ
た
。

琥 第 年 五 十 第 岳 山

○
大
町
よ
り
下
廊
下
へ
　
　
沼
井

四
七

(47)



行 獲 月 八 年 九 正 大

○
大
町
よ
り
下
廊
下

ヽ
　
　
沼
井

五
　
下
廊
下

（東
谷
下
部
よ
り
鋼
澤
落
合
ま
で
）

斯
様
な
標
題
を
掲
げ
た
虚
で
、賞
は
水
面
か
ら
逸
か
高
い
山
腹
を
へ
つ
っ
て
歩
い
て
、終
に
餌
澤
落
合
附
近
迄
水
に
鯛

れ
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
然
し
地
形
固
を
見
て
も
分
る
通
少
、
雄
大
な
鹿
島
槍
の
山
足
が
仙
人
山
の
そ
れ
と
か
ち
合

ふ
庭
は
、
等
高
線
の
つ
ま
う
方
の
特
に
甚
だ
し
い
庭
で
、
其
庭
を
ど
う
や
ら
か
う
や
ら
通
過
し
て
剣
澤
落
合
に
出
ら
れ

た
と
云
ふ
事
は
、
私
と
し
て
先
づ
類
例
の
無
い
事
で
あ
る
。
恐
ら
く
私
は
三
度
と
あ
ん
な
馬
鹿
げ
た
苦
し
い
放
を
し
や

う

・
と
思
ふ
ま
い
ｃ

東
谷
最
後
の
体
息
地
か
ら
谷
を
離
れ
て
、左
側
の
急
な
涸
澤
を
登
る
事
と
な
る
。
大
岩
の
所
か
ら
深
い
徒
渉
を
や
つ

て
、
封
岸
の
崩
れ
か
ヽ
つ
た
草
地
を
登
り
、
右
手
の
澤
に
移
る
ｃ
黒
部
の
本
流
が
見
た
い
心
が

一
杯
だ
つ
た
の
で
、
ど

う
い
ふ
風
に
登
つ
た
か
詳
し
い
事
は
忘
れ
て
し
ま
つ
た
が
、
ノ
ー
ト
を
見
る
と

「
右
澤
よ
う
痩
尾
根

一
つ
越
し
て
カ
ラ

澤
の
急
と
上
り
、
右
の
ブ
ナ
の
下
に
家
る
、
約
百
五
十
米
の
上
り
」
と
あ
る
。
何
で
も
急
な
所
で
、
必
死
に
な

つ
て

登
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
岩
の
割
れ
目
を
樽
つ′た
♭
、
革
の
根
に
捕
つ
て
殆
ど
手
足
で
掻
き
上
つ
た
う
し
た
事
も
記
憶
す

る
。

一
息
入
れ
た
後
又
も
押
上
つ
て
四
抱

へ
位
あ
る
Ｅ
大
な
ク
ロ
ベ
の
根
元
に
立
う
た
り
尾
根
は
政
だ
高
い
。
丁
度
東

谷
落
合
に
向
つ
て
、
さ
し
も
長
い
鹿
島
槍
の
大
尾
根
の
末
端
が
支
離
滅
裂
し
て
崩
落
す
る
庭
だ
か
ら
、
何
虎
が
具
の
郡

境
だ
か
分
ら
な
い
（”
成
る
べ
く
本
流
の
方
に
向
つ
て
初
ん
で
行
く
と
、
石
楠
の
藪
が
Ｆ
石
と
黒
木
の
抱
き
合
つ
た
切
れ

切
れ
の
尾
根
の
下
に
現
れ
る
。
其
ケ
・や
つ
と
の
事
に
分
け
上
つ
て
ク
ロ
ベ
ｐ
ツ
ガ
等
の
生
へ
た
岩
角
に
侍
つ
て
西
に
下

蹴
す
る
と
、
初
め
て
黒
部
の
本
流
が
見
え
た
、
そ
の
深
い
碧
漂
と
白
い
瀬
の
し
ぶ
き
。
森
と
岩
の
底
に
輝
く
谷
。

ど
れ
程
今
迄
英

一
瞥
が
待
た
れ
た
で
あ
ら

，
ｏ
見
え
る
庭
は
三
四
町
に
過
ぎ
な
い
が
、着
壁
は
養
の
目
に
刻
み
上
げ
．

或
は
赤
く
或
は
自
く
、
其
間
を
物
凄
い
程
徹
明
な
藍
青
色
の
水
の
帯
が
悠
然
と
流
れ
る
。
明
る
い
谷
だ
。
そ
し
て
積
と

名
の
つ
く
庭
も
作
ら
な

い
大
量
の
水
だ
。「
お
―
い
黒
部
」
と
私
は
一舜
を
張
り
上
げ
た
。
人
夫
達
も

「
先
生
、
せ
め
て
満

四
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足
し
て
下
さ
い
」
　
と
私
を
顧
み
た
。
兎
も
角
見
た
丈
で
最
が
納
ま
つ
た
。
東
谷
は
此
庭
か
ら
は
到
底
見
え
な
い
。
も

少
し
尾
根
を
下
つ
て
と
思
つ
た
が
、
下
は
恐
し
い
一
大
岩
壁
に
な
つ
て
ゐ
る
ら
し
い
ｏ
崖
は
東
谷
に
面
し
た
方
が
素
晴

ら
し
い
大
さ
だ
。
翼
が
無
け
れ
ば
て
ん
で
行
か
れ
な
い
。

黒
部
に
面
し
た
斜
面
は
危
険
で
歩
け
な
い
の
で
、
も
少
し
尾
根
を
登
る
事
と
す
る
。
二
十
分
ば
か
う
し
て
不
固
先
頭

が
立
上
つ
た
。
見
る
と
タ
ロ
ベ
の
大
木
で
根
元
か
ら
餘
程
上
部
に
何
か
几
物
で
切
つ
た
跡
が
残
つ
て
ゐ
る
。
跡
は
古
い

物
と
思
は
れ
る
。
昔
積
雪
時
に
越
中
の
者
で
も
盗
伐
に
入
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
兎
に
角
乙
ん
な
虎
迄
人
が
入
つ
て

ゐ
る
の
だ
。
人
跡
未
到
と
い
ふ
言
葉
は
色
々
の
但
書
が
無
け
れ
ば
安
心
し
て
使
へ
る
文
字
で
は
無

い
と
思
つ
た
。

な
ほ
も
登
る
。
尾
根
は
清
せ
細
つ
て
所
々
に
岩
塊
が
あ
る
。
元
よ
う
深
造
岩
の
類
で
、
隙
間
に
は
小
粒
の
水
品
の
結

ど
け

品
な
ど
が
あ
る
。
石
楠
の
藪
は
思
は
ｎ
所
に
引
懸
つ
て
恨
松
以
上
に
厄
介
だ
。
其
も
時
に
は
歩
３
易
い
蘇
の
道
に
憂
つ

て
、
ほ
の
暗
い
立
木
の
間
を
擦
う
抜
け
て
は
心
地
よ
く
脂
の
匂
を
嗅
ぐ
。

其
内
に
乗
越
の
様
な
庭
に
来
る
。
左
側
は
東
谷
か
ら
私
の
登
つ
た
澤
の
右
の
窪
の
取
つ
き
で
あ
る
。
近
藤
氏
も
此
を

通
過
さ
れ
た
事
は
後
で
直
接
に
聞
い
た
が
、
私
達
は

一
の
足
跡
す
ら
獲
見
し
得
な
か
つ
た
。

一
度
見
夕
て
隠
れ
た
黒
部

の
本
流
は
四
五
町
も
長

ヽ
見
え
る
。
東
北
の
方
に
は
五
龍
岳
が
緑
の
裾
ま
で
露
は
し
て
あ
る
。
海
抜
千
二
三
百
米
の
庭

で
あ
る
、
腹
ヽ
減
つ
て
来
た
の
で
、
恰
好
な
体
場
を
華
ひ
中
食
の
餘
ケ
・食
べ
る
）
之
か
ら
上
方
は
少
し
く
ナ
セ
に
な
つ

て
、
四
邊
の
樹
は
ッ
ガ
。
ク
ロ
ベ
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
等
美
事
な
の
が
あ
る
。
線
じ
て
黒
部
谷
は
ク
ロ
ベ
（
ネ
ズ
）が
多
い
の

で
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
も
亦
少
く
な
い
。
．先
か
ら
綸
は
怪
し
い
風
音
に
鳴
つ
て
ゐ
た
が
、
ふ
つ
と
吹
き
止
む
と
目
が
か
つ
と

照
つ
て
、
里
一部
川
の
水
聾
が
幅
廣
く
響
い
て
木
た
。
此
虎
か
ら
少
し
登
る
と
容
易
に
又
平
ら
な
庭
に
来
る
。
樹
間
を
仰

ぐ
と
。
磨
尾
根
の
右
手

一
面
に
大
岩
壁
が
あ
る
の
で
、
も
う
尾
根
樽
ひ
は
止
め
ｔ
、
今
度
は
谷

へ
下
る
道
を
求
め
よ
う

と
試
み
た
。

大
岩
壁
の
下
は
し
ん
ノ
ヽ
と
茂
つ
た
森
と
な
つ
て
、
定
か
に
分
ら
な
い
が
、
南
側
の
一
尾
根
に
到
る
間
に
例
の
隠
れ

三
〇
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谷
で
も
利
ウ
作
る
ら
し
い
ｏ

一
行
は
燕
返
し
に
方
向
を
韓
じ
て
。
尾
根
か
ら
灌
木
の
茂
み
に
身
を
投
じ
た
。
勿
論
其
は

尾
根
樽
ひ
よ
う
ら
く
な
事
で
は
な
い
。
革
軽
は
何
時
し
か
片
方
に
捻
れ
曲
つ
て
家
る
ｃ
手
は

一
刻
も
放
し
て
立
つ
て
は

居
ら
れ
な
い
。
さ
う
し
て
藪
か
ら
藪
へ
、　
一
の
涸
澤
を
渡
つ
て
目
指
し
た
尾
根

・に
立
つ
。
途
中
で
見
た
黒
部
川
に
は
大

井
川
奥
の
鳥
森
山
に
似
た
小
中
島
が
あ
つ
て
、
川
筋
は
其
右
手
に
廻
る
。
山
裾
か
ら
再
び
現
れ
る
流
は
青
黒
い
淵
に
な

つ
て
は
ゐ
る
が
、
遠
目
に
も
湧
３
返
る
水
の
生
氣
渡
洲
た
る
態
は
東
谷
の
落
合
ス
篤
で
あ
ら
う
。
尾
根
に
立
つ
て
南
面

す
る
と
．
其
庭
に
も
黒
部
の
碧
流
が
ち
ら
と
し
て
、
通
か
彼
方
の
剣
澤
と
思
は
れ
る
絶
墾
が
、
燦
と
し
て
陽
に
輝
く
仙

人
山
側
面
の
大
崎
壁
の
蔭
に
割
れ
て
見
え
た
。

最
早
日
は
傾
い
て
来
た
。
今
日
の
宿
う
は
雲
と
つ
か
し
よ
り
的
の
無
い
話
で
あ
る
。
再
び
草
軽
を
締
め
直
し
て
、
此

尾
根
の
側
面
を
南
下
す
る
ｏ
向
ふ
に
叉

一
尾
根
が
谷
に
落
ち
て
ゐ
る
。
草
地
を
滑
う
、
窪
に
近
づ
く
と
此
虎
に
ヽ
水
は

無
い
が
、
ひ
よ
つ
と
し
た
ら
本
流
に
下
う
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
、
暫
く
は
汗
み
づ
く
に
な
つ
て
木
に
つ
か
ま
う
石

を
跳
び
下
り
て
行
く
。
も
う
先
か
ら
百
米
は
下
う
て
家
た
。
山
毛
枠
の
根
元
に
跨
つ
て
一
体
す
る
と
、
静
馬
は
尾
根
を

越
え
て
水
を
求
め
に
行
く
。
泊
る
庭
を
捜
す
べ
き
時
刻
だ
か
ら
で
あ
る
。
斯
様
な
所
だ
と
何
時
木
り
か
げ
か
ら
岩
塊
が

韓
び
出
な
い
も
の
で
も
な
い
。
人
間
の
血
を
吸
つ
た
事
の
無
い
蚊
の
群
が
得
た
う
と
押
し
寄
せ
て
来
る
。
木
立
に
す
か

せ
ば
仙
人
山
の
凄
絶
極
ｔ
る
赤
裸
々
の
岩
壁
が
、
手
の
屈
く
様
に
近
い
。
黒
部
川
は
樹
に
遮
ら
れ
て
水
音
も
逢
か
に
な

つ
た
。
静
馬
は
婦
つ
て
来
る
と
無
言
で
荷
を
負
ふ
て
先
に
立
つ
。
私
も
後
の
二
人
も
押
し
獣
つ
て
一
尾
根
越
え
て
掴
澤

に
下
る
。
乙
の
澤
で
は
仙
人
山
の
絶
壁
が
前
よ
う
廣
く
見
渡
さ
れ
る
。
中
央
に
引
掻
い
た
様
な
カ
ラ
澤
は
、
ボ
ツ
ン
と

残
雪
ら
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
其
上
下
は
恐
し
い
高
い
瀧
で
、
水
が
限
に
見
え
る
程
あ
つ
た
ら
さ
ぞ
壮
観
で
あ
ら
う
と

思
ふ
。
之
か
ら
筒
下
う
氣
味
に
叉

一
尾
根
越
え
る
と
稿
大
き
い
石
漢
が
あ
る
。
散
々
に
猿
の
具
似
と
し
て
跳
び
下
多
る

い
や

と
．
之
に
も
水
は
無
い
。
折
か
ら
日
は
暮
れ
か
ゝ
つ
て
、
嫌
な
事
に
は
ボ
ツ
／
ヽ
と
雨
が
降
つ
て
家
た
υ

此
時
程
嫌
に
な
つ
た
事
は
無
い
。
今
朝
ス
と
見
付
け
た
怪
し
の
雲
は
約
束
通
り
降
ら
し
た
か
ら
だ
。
よ
う
こ
の
澤
を

○
大
町
よ
り
下
廊
下
ヽ
　
　
沼
井
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０
大
町
よ
り
下
廊
下
へ
　
　
沼
井

下
る
よ
り
他
は
な
い
。
黒
部
の
本
流
迄
は
百
米
位
と
思
は
れ
る
の
で

（賓
際
は
も
つ
と
あ
つ
た
様
だ
）、綱
を
出
し
て
、

先
づ
足
下
の
二
間
の
棚
を
下
り
る
。
雨
は
本
降
う
に
な
つ
て
、
大
粒
で
は
無
い
が
見
る
ノ
ヽ
内
に
襟
元
か
ら
燥
つ
て
行

く
。
暫
く
が
た
ノ
ヽ
に
な
つ
て
下
る
と
、基
瀧
は
二
つ
も
三
つ
も
績
い
て
見
え
る
。
厄
介
と
は
思
つ
た
が
仕
方
が
な
い
。

三
間
計
う
の
綱
を
二
重
に
し
て
下
る
と
、
十
間
ば
か
う
に
し
て
又
高
い
瀧
に
な
る
。
之
も
無
事
に
吊
う
下
が
っ
て

一
先

づ
休
憩
す
る
。
左
右
の
出
腹
は

一
寸
攀
ぢ
難
い
程
に
切
迫
し
て
来
る
。
雨
は
用
捨
な
く
張
さ
を
増
し
て
、
と

，
ノ
ヽ
タ

立
の
本
性
を
あ
ら
は
す
。

此
雨
で
は
岩
角
も
綱
も
つ
る
ノ
ヽ
と
滑
つ
て
、
本
流
の
絶
壁
を
胃
瞼
し
て
下
る
事
も
決
行
し
策
ね
る
、
と
云
つ
て
休

ん
で
居
る
所
は
極
め
て
不
安
な
様
子
だ
。
滴
々
の
雨
水
が
く
っ
ゝ
き
あ
つ
て
一
水
を
成
す
時
に
は
其
庭
此
庭
の
岩
片
が

何
時
摩
擦
を
減
じ
ｆ
頭
上
に
ぐ
わ
ら
と
飛
家
す
る
か
も
固
ら
れ
な
い
。
其
庭
で
頭
が
痛
い
迄
に
氣
を
配
つ
て
更
に
下
つ

た
。
三
度
綱
を
使
つ
た
が
、
最
後
の
瀧
で
は
雨
が
更
に
張
く
注
Ｃ
の
で
滑
る
事
甚
し
く
、
三
間
の
急
所
が
命
の
瀬
戸
際

の
様
に
思
は
れ
た
。
然
し
乙
の
涸
澤
に
は
岩
角
の
堅
い
の
や
、
倒
木
等
が
あ
つ
て
人

一
人
支
へ
る
に
は
十
分
で
あ
る
の

は
せ
め
て
も
の
手
頼
り
で
あ
る
。
な
ほ
下
に
豪
い
直
立
の
瀧
が
現
れ
た
が
、
其
庭
に
は
大
木
の
未
だ
朽
ち
な
い
も
の
が

梯
子
の
様
に
立
て
か
ゝ
つ
て
居
た
の
で
．
綱
も
使
は
な
い
で
済
ん
だ
。
其
が
十
間
ば
か
う
で
再
び
高
い
崖
と
な
る
。
餘

程
下
り
て
は
家
た
が
、
時
は
遅
い
し
雨
は
土
砂
振
り
で
、
行
先
が
果
し
て
ど
う
な
つ
て
居
る
か
知
れ
な
い
。
丁
度
乙
の

棚
の
上
が
工
合
よ
く
大
岩
石
を
負
う
て
上
方
か
ら
の
墜
石
を
避
け
る
に
十
分
な
の
で
、
泊
る
事
と
す
る
。

乙
ん
な
虎
乙
そ
記
念
の
撮
影
を
し
て
置
き
た
か
つ
た
し
天
幕
も
ど
う
や
ら
張
る
事
が
出
来
て
、
勇
吉
は
雨
中
に
熱
心

に
な
つ
て
火
を
起
す
。
内
山
と
静
馬
は
焚
物
を
集
め
た
う
、
天
幕
を
張
多
直
し
た
う
す
る
。
不
固
氣
が
付
い
て
私
は
有

う
と
有
ら
ゆ
る
容
器
を
出
し
て
、
天
幕
か
ら
滴
る
水
、
苔
蘇
の
飽
和
し
切
つ
て
洩
ら
す
票
を
氣
永
に
集
め
る
。
其
が
漸

く

一
合
か
ら
二
合
足
ら
ず
溜
つ
た
時
、
夕
立
は
上
つ
て
、
人
は
岩
頭
に
勢
よ
く
燃
え
出
し
た
。
其
庭
で
ず
ぶ
濡
れ
の
衣

を
乾
し
て
、
明
日
は
ど
う
し
た
も
の
だ
か
、
此
庭
は
ど
の
邊
だ
か
評
議
し
た
。
仙
人
画
の
上
に
は
雲
が
紅
く
色
付
い
て
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明
日
も
好
晴
な
る
事
を
豫
想
せ
し
め
た
。
谷
の
奥
で
は
孤
獨
を
歌
ふ
木
兎
（？
）
の
馨
が
ボ
ッ
′
ヽ
と
聞
え
た
。
雨
は
全

く
止
ん
で
、
仙
人
山
の
情
壁
を
前
に
し
た
猫
額
大
の
岩
上
は
早
く
も
間
に
包
ま
れ
て
家
る
。
夕
食
は
辛
じ
て
集
め
得
た

二
合
の
雨
水
を
湧
か
し
て
蕎
参
か
き
を
作
つ
て
嘗
め
た
。
静
馬
自
前
の
六
十
尺
許
の
補
助
綱
が
其
を
預
け
た
内
山
の
荷

の
中
に
な
い
の
で
、
年
若
な
彼
は
頻
う
に
氣
を
揉
ん
で
、
明
日
あ
さ
で
も
さ
が
し
て
来
る
と
い
ふ
の
と
、
何
だ
、
つ
ま

ら
な
い
事
で
大
事
な
身
騰
を
乙
わ
す
な
と
元
氣
を
付
け
て
や
る
。
月
が
出
た
ら
し
く
、
峯
は
明
る
く
浮
き
出
た
が
、
黒

部
の
水
音
を
近
く
耳
に
し
な
が
ら
終
に
好
き
な
茶
も
煮
ら
れ
ｎ
と
い
ス
、
極
め
て
う
ら
寂
し
い
一
夜
で
あ
つ
た
。

八
月
十
日
の
曙
の
色
は
、
谷
底
の
岩
の
上
に
も
音
づ
れ
て
な
る
。
天
幕
を
」出
て
見
る
と
、
よ
く
も
乙
ん
な
所
に
泊
れ

た
も
の
だ
と
思
ふ
。
涸
澤
の
幅
は
三
間
に
も
足
り
な
い
。
五
性
を
体
め
た
岩
面
は
天
幕

一
つ
が
せ
い
ん
ヽ
で
、
そ
れ
も

園
錐
形
の
天
幕
な
ら
仝
↑
張
場
に
困
つ
て
仕
舞
ふ
。
つ
く
ん
ヽ
と
屋
根
形
切
妻
の
小
型
が
大
切
に
思
は
れ
た
。
前
面
仙

人
山
の
尾
根
に
は
既
に
朝
日
が
照
つ
て
、
塞
は

一
抹
の
雲
も
無
い
。
涸
澤
は
蓬
か
尾
根
の
頂
か
ら

一
直
線
に
下
り
て
来

る
。
石
に
は
皆
蘇
が
生
へ
て
ｔ
不
断
水
の
な
い
澤
だ
と
い
ふ
事
が
分
か
る
。
綱
は
盛
に
使
つ
た
が
、
八
峯
の
様
に
地
盤

が
脆
蒻
で
は
な
く
て
、
足
下
の
不
安
の
合
は
更
に
無
か
つ
た
。
た
ヽ
念
こ
本
流
に
臨
む
庭
が
廊
下
の
名
に
負
か
ず
垂
直

な
叉
寧
ろ
例
れ
た
岩
面
に
終
る
で
あ
ら
う
と
の
心
配
の
み
が
あ
つ
た
。
序
で
に
此
澤
の
位
置
を
地
形
日
で
示
す
と
、
東

谷
剣
澤
雨
落
合
の
中
間
か
ら
少
し
く
南
方
に
よ
つ
て
明
か
に
認
め
る
事
が
出
来
る
其
の
窪
で
あ
る
。

出
螢
し
た
の
は
仙
人
の
尾
根
の
下
ま
で
日
の
射
す
頃
で
、
午
前
七
時
と
見
積
る
。
直
ぐ
左
（南
）
の
藪
の
急
傾
斜
を
押

し
上
つ
て
、
斜
に
本
流
に
向
つ
て
山
腹
を
ま
い
て
行
け
ば
、
川
音
近
く
轟
ぐ
庭
に

一
の
切
開
が
見
え
る
。
ど
う
も
昨
日

か
ら
の
天
幕
と
い
び
乙
の
切
開
と
い
ひ
、
最
近
誰
か
入
つ
て
ゐ
る
に
違
ひ
な
い
の
で
、
其
を
樽
つ
て
下
る
と
、
中
々
通

う

一
邊
の
切
開
で
は
な
い
。
急
な
庭
は
段
々
に
な
ら
し
て
あ
つ
て
少
く
と
も
十
日
か
二
十
日
前
に
作
つ
た
も
の
ら
し
い

け
れ
ど
此
が
二
十
米
計
う
に
し
て
蓋
き
て
し
ま
つ
た
。
確
か
に
何
庭
へ
か
績
く
筈
だ
が
捜
ｔ
て
も
分
ら
な
い
ｏ（
後
で
き

く
と
此
は
東
谷
か
ら
剣
澤
落
合
へ
山
越
え
に
木
る
道
の
途
中
か
ら
分
れ
て
ゐ
る
も
の
で
、
賞
は
此
方
を
始
め
切
多
下
げ

競 第 年 五 十 第 岳 山
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大
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よ
り
下
廊
下
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沼
井

て
行
つ
た
虎
下
が
悪
い
の
で
中
止
し
た
の
だ
さ
う
だ
。
）其
庭
で
左
方
に
棚
ん
で
急
壁
を
下
る
と
ゝ
ミ
ネ
カ
ヘ
デ
の
多
い

林
を
抜
け
て
、
花
商
岩
の
自
く
光
つ
た

一
つ
の
石
漢
を
得
た
。
此
虎
に
も
人
の
家
た
様
な
形
跡
は
無
い
が
、
何
に
せ
水

を
水
を
と
い
ふ
欲
求
が
烈
し
い
の
で
近
寄
る
と
、
ち
よ
ろ
ノ
ヽ
と
鼠
の
尾
に
も
似
た
る
小
流
が
岩
の
隙
を
狙
つ
て
落
ち

る
、
勿
化
の
幸
と
荷
を
下
ろ
し
て
朝
飯
を
た
く
事
に
な
つ
た
。

澤
の
幅
は
泊
つ
た
所
と
同
じ
く
二
三
間
あ
る
が
全
性
の
規
模
は
ず
つ
と
小
さ
く
見
え
る
。
上
下
に
は
矢
張
夕
χ
が
あ

つ
て
、
黒
部
迄
は
三
十
間
位
の
も
の
か
と
思
は
れ
る
。
室
腹
な
の
で
覗
き
に
も
行
か
な
い
。
日
は
嚇
々
と
照
る
。
宵
か

ら
や
け
に
煙
草
ヒ
ふ
か
し
た
の
で
舌
は
熱
を
持
つ
て
、
水
で
洗
つ
て
も
洗
つ
て
も
ざ
ら
ノ
ヽ
す
る
。
飯
が
出
木
る
迄
長

い
事
だ
Ｄ
ぢ
っ
と
し
て
ゐ
る
の
も
馬
鹿
げ
て
居
る
の
で
、
澤
を
下
つ
て
見
る
。
前
面
の
左
は
絶
壁
に
な
つ
て
居
て

ｒ
寸

通
れ
さ
う
も
な
い
が
、
ひ
よ
つ
く
り
出
て
来
た
静
馬
は
さ
ら
ノ
ヽ
と
木
の
枝
か
ら
枝
へ
身
證
を
渡
し
て
巧
み
に
下
う
て

ゆ
く
。
瀧
の
上
に
立
つ
て
見
て
ゐ
る
と
も

，
彼
の
姿
は
隠
れ
て
し
ま
つ
た
ｏ
谷
の
風
は
北
東
か
ら
吹
い
て
来
る
が

、
、
仙

人
山
の
上
の
雲
は
南
西
か
ら
勤
い
て
行
く
。
私
も
静
馬
の
後
を
追
は
う
と
思
つ
て
瀧
の
左
か
ら
下
う
か
け
る
と
、
鹿
の

様
に
静
馬
が
上
つ
て
泰
て
、
澤
の
落
日
は
豪
い
崖
に
え
ぐ
れ
て
居
る
、
此
方
側
の
岸
は
見
え
な
い
、
中
々
綱
も
使
へ
さ

う
に
思
は
れ
な
い
が
、
黒
部
の
流
は
其
頂
に
立
つ
て

一
寸
石
を
投
げ
て
も
封
岸
に
層
く
位
の
幅
だ
と
い
ス
。
景
色
は
ど

う
だ
と
聞
く
と
、
ど
う
も
水
量
の
多
い
つ
た
ら
無
い
と
語
る
。
彼
も
今
飯
を
た
い
て
ゐ
る
所
は
水
面
か
ら
三
十
間
位
の

高
さ
だ
と
云
つ
た
。
私

一
人
で
其
庭
迄
行
く
の
は
一
寸
躊
躇
さ
れ
た
。
其
時
煮
え
た
煮
え
た
と
い
ふ
叫
び
が
再
び
猛
烈

々
食
慾
を
刺
戟
し
た
の
で
、
岩
の
上
に
戻
ら
ざ
る
と
得
な
か
つ
た
。

晩
い
朝
御
飯
は
内
山
の
探
つ
て
末
″
カ
ヘ
ロ
ッ
パ

（
ギ
パ
ク
ン
の

一
種
）
の
味
噌
汁
で
大
憂
旨
か
つ
た
ｏ
段
々
腹
が

出
来
る
と
、
そ
の
カ
ヘ
ロ
ッ
パ
の
甘
い
緻
る
ノ
ヽ
し
た
汁
が
氣
持
悪
く
な
る
。
さ
う
す
る
と
取
つ
て
置
き
の
澤
庵
と
厚

切
に
し
て
御
茶
漬
で
流
し
込
む
。
意
地
の
汚
い
話
だ
が
ほ
ん
と
に
よ
く
食
べ
た
。
そ
し
た
ら
だ
る
く
な
つ
て
し
曖
つ
た

の
で
、
い
ゝ
氣
な
も
の
で
日
蔭
に
ご
ろ
う
と
な
る
。

■
四
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三
度
目
に
た
い
た
飯
が
ぶ
つ
ノ
ヽ
音
を
立
て
る
時
眼
を
醒
ま
し
た
。
既
に
午
前
は
餘
す
所
二
時
間
し
か
な
い
。
昨
日

と
同
じ
く
夕
立
雲
が
家
た
が
、
今
日
は
何
で
も
飢
澤
．
棒
小
屋
澤
の
落
口
邊
迄
行
つ
て
、
地
国
に
も
見
え
る
ナ
セ
な
所

に
泊
れ
る
だ
ら
う
と
高
を
括
つ
て
、
場
所
柄
に
も
似
あ
は
ず
再
び
桃
源
の
夢
を
貧
る
。
其
れ
や
是
れ
や
で
、
水
無
の
野

螢
の
お
蔭
に
と

，
ノ
ヽ
今
日
は
書
ま
で
室
費
し
て
し
ま
つ
″
。

正
午
の
頃
、
蝉
の
馨
姦
し
浄
山
腹
を
分
け
上
つ
た
。
今
日
の
陽
は
特
別
に
暑
い
。
尾
根
は
急
に
し
て
小
灌
木
の
繁
う

は
慄
停
な
抵
抗
を
す
る
。
振
り
返
る
と
飯
場
の
澤
の
北
尾
根
は
到
る
庭
大
岩
が
重
り
合
つ
て
、
来
た
道
の
も
少
し
上
を

通
っ
た
ら
。
ど
ん
な
に
苦
し
ん
だ
事
か
と
思
ふ
。
行
々
黒
部
の
激
流
が
見
え
て
家
た
。
幅
は
三
四
間
、
手
に
取
る
様
に

近
い
。
封
岸
の
仙
人
山
の
崖
は
一
段
と
悪
魔
的
な
瞼
悪
な
面
を
形
作
つ
て
、
剰
さ
へ
樹
木
は
少
く
、
到
底
へ
っ
る
事
は

出
来
な
い
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
賞
に
根
張
く
張
つ
た
森
林
が
あ
つ
て
乙
を
今
の
今
迄
無
事
で
あ
つ
た
の
だ
。

叉

一
つ
の
小
尾
根
に
出
る
。
先
か
ら
少
し
宛
上
う
氣
床
に
来
た
が
、
此
庭
に
立
つ
て
見
る
ル
延
々
二
里
に
も
餘
る
長

大
な
岩
小
屋
澤
岳
の
支
脈
は
、
ば
つ
た
０
快
け
落
ち
て
、
頭
上
に
戴
く
黒
い
密
林
、
其
下
の
何
百
尺
の
急
壁
は
下
に
渦

ま
く
碧
渾
の
物
々
し
さ
を
語
る
様
で
あ
る
。
そ
の
手
前
の
ナ
セ
尾
根
も
針
葉
の
色
濃
く
下
つ
て
家
て
、
谷
の
流
は
落
ち

合
ふ
水
の
ま
ざ
り
あ
ふ
庭
に
あ
る
の
か
、
東
谷
の
あ
た
う
に
見
た
色
と
は
異
つ
て
、
活
渡
に
瀬
を
な
し
岸
を
撃
つ
て
居

る
。小

尾
根
か
ら
下
う
て
山
腹
に

一
息
つ
く
。
流
汗
瀧
の
如
し
と
云
ひ
た
い
。
目
的
の
地
が
見
え
初
め
て
心
の
み
が
せ
か

れ
る
。
も
う
平
尾
根
の
一
つ
に
入
つ
て
行
く
も
の
と
見
え
て
、
山
腹
の
傾
斜
は
足
に
痛
く
威
じ
な
く
な
っ
た
が
、
ャ
ブ

は
依
然
と
し
て
蜘
妹
の
網
よ
う
甚
だ
し
い
。
又

一
尾
根
を
越
え
る
と
，
黒
部
川
は
さ
ら
に
あ
り
／
ヽ
と
夕
χ
の
あ
多
か

迄
は
つ
き
う
と
す
る
。
少
し
進
ん
だ
庭
に
又
も
例
の
怪
し
の
切
開
が
忽
然
と
現
れ
た
。

此
虎
に
於
て
私
達
は
異
議
な
く
切
開
を
下
る
事
と
す
る
。
殆
ど

一
直
線
に
、
几
そ
五
六
町
も

（貧
際
は
其
牛
分
も
無

か
つ
た
ら
う
と
思
ス
が
）
駈
け
下
う
る
。
谷
の
響
音
は
鼓
膜
を
震
動
し
て
途
に
水
に
鯛
れ
得
る
可
能
を
信
じ
さ
せ
る
）

○
大
町
よ
り
下
廊
下
へ
　
　
沼
井
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行 獲 月 八 年 九 正 大

〇
大
町
よ
り
下
廊
下
ヽ
　
　
沼
井

「
今
度
は
ほ
ん
も
の
ず
ら
」
と
人
夫
は
い
ふ
。
積
の
石
が
見
え
出
し
て
、
左
す
る
と
怪
し
い
生
物
の
形
が
日
前
に
迫
つ

て
木
る
。
其
は
人
だ
。
正
に
人
だ
。
草
を
刈
る
鎌
の
手
を
体
め
て
、
此
間
の
発
羊
の
驚
き
よ
う
は
更
に
妙
な
、
不
審
な

顔
を
向
け
て
立
つ
て
居
る
。
前
方
ヒ
見
る
と
岩
角
に
大
天
幕
が
張
ら
れ
て
あ
る
。「
今
日
は
」
と
草
刈
男
に

一
言
挨
拶
し

て
い
き
な
ウ
天
幕
に
駈
け
寄
つ
た
。
中
に
は
和
服
を
着
た
八
字
髭
の
人
が
横
臥
し
て
ゐ
て
、
之
も
獣
つ
て
私
を
見
つ
め

た
。
簡
単
に
含
畔
し
て
私
の
行
路
と
目
的
と
、又
東
谷
の
天
幕
の
事
等
語
る
と
、其
人
は
「
や
ア
夫
は
え
ら
い
」
と
微
笑
に

憂
つ
て
、
中
に
招
じ
て
呉
れ
る
。
交
換
し
た
名
刺
ヶ
見
る
と
「
古
河
合
名
會
祗
櫻
井
清
美
」
と
あ
る
。
噂
に
聞
い
た
測
量

の
人
で
あ
つ
た
。
登
山
者
の
影
す
ら
見
え
漁
黒
部
上
流
の
時
に
、斯
様
な
人
に
逢
は
う
と
は
思
ひ
も
よ
ら
な
ん
だ
事
だ
。

到
着
し
た
の
は
ま
だ
午
後
二
時
頃
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。
鹿
島
槍
、
岩
小
屋
澤
岳
、
黒
部
別
山
、
仙
人
山
の
ひ
し
′
ヽ

と
詰
め
寄
せ
た

一
角
、
萬
無
の
雪
溶
水
の
、
人
を
も
山
を
も
呑
ま
ん
ば
か
う
に
吠
摩
し
て
疾
走
す
る
峡
流
の
傍
に
、
安

ん
じ
て
足
を
投
げ
出
し
得
る
小
さ
な
避
難
所
が
あ
つ
た
。
耳
を
撃
ち
眼
に
映
ず
る
物
は
、
只
絶
大
な
力
を
以
て
長
駆
す

る
水
流
と
、
其
れ
に
呼
應
し
て
震
ふ
岩
壁
と
森
林
と
の
み
で
あ
る
。
人
も
草
も
塞
氣
も
、
其
猛
威
の
内
に
包
ま
れ
て
、

此
世
か
ら
遠
く
隔
た
つ
た

一
回
の
精
力
に
他
な
ら
な
い
ｏ

最
初
に
受
け
た
シ
ョ
ッ
タ
は
多
分
其
程
の
物
で
あ
つ
た
。
然
も
吾
々
が
も
し
櫻
井
氏
に
先
じ
て
此
地
に
下
つ
た
と
し

た
な
ら
ば
、如
何
に
階
喜
の
涙
に
濡
れ
た
眼
は
谷
の
魔
力
に
魅
せ
ら
れ
て
勝
手
な

ロ
マ
ン
ス
を
作

，
上
げ
た
で
あ
ら
う
０

人
は
自
然
に

一
人
封
す
る
時
其
心
懸
の
如
く
、
二
人
以
上
に
し
て
始
め
て
理
智
的
な
批
剣
に
入
る
。
た
し
か
そ
ん
な
事

を
吉
江
孤
雁
氏
の
著
書
に
見
た
事
が
あ
る
。
私
と
雇
備
関
係
を
結
ん
だ
静
馬
達
に
封
し
て
は
、
其
立
場
と
分
持
つ
事
は

出
来
な
か
つ
た
。
妓
に
櫻
井
氏
と
面
會
し
た
と
云
ふ
事
は
、
私
の
燃
え
さ
か
る
好
奇
心
を
鎮
め
、
盲
目
の
ア
ム
ビ
シ
ヨ

ン
ケ
治
す
る
に
特
効
が
あ
つ
た
。
己

一
人
水
に
近
づ
い
た
時
は
、
恐
ら
く
谷
の
妖
精
が
私
の
意
識
す
る
暇
あ
ら
せ
ず
不

可
思
議
の
彩
筆
を
振
つ
た
で
あ
ら
う
。
其
丈
私
の
現
貧
は
今
複
雑
と
な
う
、
ち
ヾ
は
ぐ
の
心
理
が
作
用
し
、
其
結
果
筆

の
取
り
難
い
事
と
な
つ
た
。

五
六

(156)



琥 第 年 二 十 第 岳 山

測
量
除
の
一
行
は
櫻
井
氏
の
他
に
人
夫
が
八
人
程
居
た
。
皆
珍
し
さ
う
に
集
つ
て
木
て
二
人
の
封
話
を
聞
く
。
草
刈

男
は
こ
ん
な
所
へ
木
る
人
間
は
無
い
筈
だ
が
と
驚
い
た
事
を
話
し
た
。
私
が
氣
儘
な
山
谷
の
巡
艦
者
で
あ
る
事
が
了
解

す
る
と
、
相
手
の
人
達
も
隔
意
な
く
質
問
に
應
じ
て
呉
れ
た
。
人
夫
は
皆
越
中
愛
本
村
の
者
で
あ
る
。
何
日
か
此
虜
に

滞
在
し
て
食
糧
が
無
く
な
つ
た
か
ら
、
念
こ
明
日
は
切
開
ヒ
樺
つ
て
下
る
と
い
ふ
。
あ
の
切
開
は
租
母
谷
か
ら
此
迄

一

日
行
程
で
あ
る
と
い
ふ
。
水
力
測
量
は
未
だ
十
分
に
行
は
れ
た
も
の
で
は
無
い
ら
し
い
が
、
大
約

一
秒
間
に
入
百
八
十

立
方
尺
流
れ
る
、
三
百
あ
れ
ば
電
力
は
十
分
に
取
れ
る
ん
だ
さ
う
だ
。
水
速
は
此
附
近
で
秒
速
八
尺
、
水
量
は
目
下
の

所
不
時
よ
う
は
多
い
と
い
ス
ｃ
水
は
剣
澤
落
日
の
邊
か
ら
引
い
て
祀
母
谷
の
附
近
迄
持
つ
て
行
く
見
込
だ
と
い
ふ
が
、

賞
際
ど
う
い
ふ
形
式
の
下
に
運
水
す
る
か
、
其
駐
は
不
明
で
あ
つ
た
。
人
に
よ
る
と
日
本
帝
國
の
貧
乏
國
な
る
の
も
忘

れ
て
頻
う
と
風
景
絶
艦
保
存
論
を
構

へ
る
が
、
山
岳
ヒ
崩
し
、
美
し
い
森
林
を
燒
却
し
な
い
限
り
、
黒
部
川
の
様
な
天

然
の
大
動
力
は
大
に
利
用
し
た
が
い
、
と
思
ふ
。
話
に
聞
く
と
既
に
鐘
釣
附
近
は
古
河
、
三
井
、
三
共
の
會
祀
で
占
有
し

て
、
古
河
が
最
へ
奥
に
あ
る
所
か
ら
今
度
の
賞
測
を
始
め
た
わ
け
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は

一
種
の
廣
告
に
過
ぎ
は

じ
哉
い
か
と
私
は
密
か
に
恐
れ
る
。
徹
底
し
た
計
蓋
の
な
い
事
業
の
宣
博
乙
そ
山
の
紳
聖
を
汚
す
事
大
な
る
も
の
が
あ

ら
，

ｏ
未
だ
日
は
高
か
つ
た
が
、
越
中
の
人
は
此
か
ら
先
に
良
好
な

野
螢
地
の
無
い
事
を
説
い
て
、
頻
う
に
忠
告
す
る
の

で
、
私
達
も
今
育

一
夜
賑
や
か
な
時
を
過
さ
う
と
い
ふ
事
に
な
つ
た
。
そ
こ
で
先
づ
身
軽
に
な
つ
て
剣
澤
落
合
あ
た
う

迄
行
つ
て
見
る
事
と
す
る
。
私
達
の
下
０
た
虎
は
赦
澤
落
合
の
下
流
約
五
六
町
の
庭
で

（歩
い
て
見
る
と
十
町
位
に
威

ず
る
）、
ナ
セ
尾
根
の
北
端
の
流
に
望
む
庭
に
あ
る
ｕ
幸
に
も
下
廊
下
の
凄
絶
さ
も
此
の
小
部
分
だ
け
は
東
側
が
稿
こ
積

ら
し
く
な
つ
て
ゐ
て
、
天
幕
の
張
ら
れ
た
岩
上
か
ら
水
面
迄
は
三
間
位
の
も
の
で
あ
ら
う
。
流
の
幅
は
五
六
間
乃
至
十

問
。
色
濃
藍
に
花
間
の
大
塊
に
映
じ
ｔ
、
水
の
深
さ
も
知
ら
れ
ず
、深
淵
が
其
儘
落
下
す
る
と
云
つ
た
ら
よ
か
ら
う
か
。

天
幕
場
か
ら
悪
魔
の
行
場
の
様
に
乱
雑
に
実
多
あ
ひ
寄
り
つ
ど
ス
岩
壁
の
隙
と
ね
ら
つ
て
、
大
分
草
装
の
泥
の
跡
が
つ

○
大
町
よ
り
下
廊
下
へ
　
　
沼
井

五
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行 螢 月 八 年 九 正 大

○
大
町
よ
り
下
廊
下

へ
　
　
沼
井

い
て
ゐ
る
。
其
が
積

へ
の
通
路
で
あ
る
。
積
口
に
下
う
る
と
、
其
庭
に
は
竃
が
二
つ
も
し
つ
ら
へ
て
あ
つ
て
，
選
し
い

赤
銅
の
胸
を
あ
ら
は
に
し
た
男
が
何
か
煮
て
ゐ
る
最
中
で
あ
る
。
封
岸
に
は
樹
を
二
つ
三
つ
束
ね
た
橋
が
架
し
て
あ
る

が
、
水
量
が
増
し
た
篤
か
、
川
の
中
央
の
Ｅ
岩
か
ら
封
岸

へ
渡
る
庭
が
夕
／
の
飛
沫
を
蒙
つ
て
危
険
で
通
れ
さ
う
も
な

い
。
其
先
に
ニ
ケ
所
ば
か
０
手
の
小
屋
で
見
た
様
な
針
金
渡
し
が
あ
る
が
、
其

一
方
は
危
険
だ
か
ら
其
内
太
い
の
に
架

け
か
え
る
と
云
つ
て
ゐ
た
。

積
か
ら
直
ち
に
浅
い
然
じ
冷
い
水
を
渡
つ
て
、
幕
々
た
る
大
岩
の
累
壁
に
攀
ぢ
登
つ
た
。
著
く
す
る
と
左
上
か
ら
ど

え
ら
い
薙
が
振
う
か
ゝ
つ
て
来
る
。
地
国
で
見
る
と
大
し
た
事
は
無
い
様
だ
が
、
ど

う

し

て
見
上
げ
る
首
が
痛
い
位

だ
。
そ
の
中
腹
を
へ
つ
る
と
が
ら
み
ヽ
と
石
が
流
れ
て
危
険
で
仕
様
が
な
い
。
夫
で
叉
流
の
方
に
下
る
と
、
岩
壁
の
彩

し
く
浸
蝕
さ
れ
た
る
間
に

一
條
の
針
金
が
十
敷
間
も
下
ま
で
斜
に
張
多
渡
し
て
ぁ
る
↓
其
を
手
繰
つ
て
再
び
流
の
傍
に

出
る
。
見
る
と
右
岸
百
尺
許
の
高
所
に
森
に
惨
ま
つ
て
一
條
の
赤
旗
が
刷
観
と
風
に
靡

い
て
ゐ
る
ぅ
其
が
剣
澤
を
見
る
地

鮎
な
の
だ
ｃ
し
ば
ら
く
岩
壁
登
攀
を
や
つ
て
ゆ
く
と
ヤ
プ
が
ひ
ど
く
な
る
。
不
固
振
り
返
る
と
期
澤
は
傾
け
る
陽
に
燦

と
輝
い
て
黒
部
川
に
臨
ん
だ
。
あ
つ
と
言
つ
て
私
は
思
は
ず
手
を
放
す
虜
で
あ
つ
た
。
元
よ
う
ほ
ん
の
一
部
し
か
見
え

な
い
。
然
じ
ど
う
に
も
か
う
に
も
も
が
き
の
取
れ
な
い
悪
場
次
の
で
ゝ
止
Ｕ
を
得
ず
元
に
戻
つ
て
ヽ
岩
を
と
び
ん
ヽ
南

進
す
る
ｔ
そ
の
岩
壁
が

一
き
わ
急
に
取
り
つ
く
事
も
出
来
な
い
断
崖
と
な
つ
た
突
端
に
、
静
馬
達
は
腰
を
下
ろ
し
て

ゐ
た
。

餌
澤
の
落
合
は
封
岸
の
岩
の
鼻
が
邪
魔
に
な
つ
て
見
え
な
い
が
、
沿
々
と
浪
立
ち
温
る
ヽ
本
流
は
、
岩
小
屋
澤
岳
尾

根
の
末
端

か
ら
廻
つ
て
剣
澤
を
合
し
、

一
層
精
力
に
満
ち
て
押
し
流
る
、
も
の
と
見
え
る
。、
到
底
牛
の
渡
し
に
見
る
様

な
生
優
し
い
も
の
で
は
な
い
。

暫
く
は
悦
惚
と
水
の
色
調
と
舌
律
に
身
を
任
し
て
わ
た
が
、
野
螢
の
準
備
も
あ
る
の
で
、
も
少
し
先
へ
又
は
封
岸

ヘ

も
渡
つ
て
見
た
い
の
を
我
慢
し
て
、
蹄
路
に
つ
く
。
寝
覺
の
床
岩
を
敷
倍
に
払
渡
げ
た
様
な
白
い
丸
み
あ
る
岩
の
配
置

二
〈
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と
碧
い
渦
流
は
や
ヽ
も
す
れ
ば
五
尺
の
瞳
を
夢
幻
の
内
に
引
入
れ
ん
と
し
た
。
何
庭
か
ら
落
ち
た
ヽ
の
か

一
匹
の
大
墓
一

が
夕
／
を
越
え
岩
に
あ
た
つ
て
流
れ
て
木
る
。
岸
に
上
ら
ん
ｔ
四
肢
を
弾
い
た
が
途
に
及
ば
ず
、
白
い
腹
を
上
に
向
け

て
中
央
の
大
濤
に
な
き
込
ま
れ
て
し
ま
つ
た
。

白
い
大
天
幕
た
添
う
て
鶯
色
の
隙
間
の
な
い
小
天
幕
が
張
ら
れ
た
。
食
前
の

一
浴
を
試
み
や
う
と
下
に
お
う
て
、
は

る
ん
、
携

へ
末
つ
た
水
泳
着
を
身
に
つ
け
て
、
入
江
に
な
つ
た
淵
の
中
に
ど
つ
ぷ
う
漬
る
。
見
る
ノ
ヘ
敷
間
流
さ
れ
て

本
流
に
押
し
遣
ら
れ
ま
う
に
な
る
。
懸
命
に
片
抜
手
を
切
つ
て
石
に
と
り
つ
く
と
、
夕
の
風
に
身
燈
の
組
織
は
氷
る
様

に
思
は
れ
た
。
越
甲
の
人
夫
は
、
黒
部
で
泳
が
う
と
い
ス
に
は
、
手
を
水
上
に
出
し
て
は
駄
目
だ
、
水
を
抱
く
様
に
し

て
泳
げ
ば

い
ヽ
と
か
言
つ
て
ゐ
た
。
其
の
荒
川
に
慣
ら
さ
れ
た
彼
等
と
て
も
、
櫻
井
氏
が
叱
咤
す
る
迄
は
容
易
に
跳
び

込
み
得
な
か
つ
た
さ
う
だ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

夜
が
来
る
と
流
は

一
層
物
凄
い
怒
嘘
を
摯
げ
た
。
時
を
惜
ん
で
櫻
井
氏
の
馳
走
に
な
る
コ
ヽ
ア
入
粉
ミ
／
ク
等
を
飲

み
乍
ら
、
谷
の
話
や
山
越
え
の
話
に
時
は
過
ぎ
て
、
寝
た
の
は
九
時
頃
で
あ
ら
う
ｏ

六
　
棒
小
屋
澤
湖
行

夜
中
屡
々
漢
難
に
夢
を
破
ら
れ
た
り
其
都
度
静
か
に
首
を
控
げ
る
と
．
陰
森
た
る
谷
の
気
が
猥
る
内
に
、
那
落
の
底

か
ら
響
く
怨
恨
の
如
く
水
詈
は
心
を
歴
し
て
、
今
に
も

一
沫
の
波
頭
に
碑
け
か
、
る
か
と
も
思
は
れ
る
、
そ
し
て
氷
冷

の
水
が
直
ぐ
指
の
先
に
鯛
る
ゝ
様
に
も
覺
え
た
。

起
床
し
て
岩
頭
に
立
つ
と
、
今
日
も
憂
ら
ず
の
た
う
ち
ま
は
る
岐
龍
は
銀
鱗
を
光
ら
し
て
、
其
の
喩
ス
る
物
な
さ
青

玉
の
肌
は
明
く
輝
く
花
間
の
岩
壁
に
擦
り
寄
つ
て
、
所
狭
し
と
小
瀑
に
飛
下
す
る
。
里
（部
川
は
全
部
瀧
の
連
績
と
い
つ

て
よ
い
、
い
や
瀑
布
と
か
夕
／
と
か
い
ふ
言
葉
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
ｏ
昨
日
も
言
つ
た
様
に
、
深
淵
が
其
儘
に
落
下
ず

る
の
だ
。
然
も
其
は
大
井
川
の
様
に
重
々
し
く
澱
Ｕ
事
は
な
い
。
飽
く
迄
猪
突
、
飽
く
迄
明
徹
に
大
量
の
水
を
遠
く
日
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行 螢 月 八 年 九 正 大

Ｏ
大
町
よ
り
下
廊
下
へ
　
　
沼
．井

本
海
へ
吐
く
の
で
あ
る
。
ク
ゴ
１
／
の
詩
も
恐
ら
く
此
虎
で
は
生
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
動
的
な
、
見
れ
ど
も
見
れ
ど
も

飽
か
緻
水
そ
の
も
の
の
姿
だ
。

古
河
測
量
除
の
一
行
は
朝
と
く
鐘
釣
に
向
つ
て
行
つ
て
し
瑣
つ
た
。
私
共
は
分
け
て
も
ら
つ
た
御
飯
と
蕗
の
味
嗜
汁

ヒ
食
べ
て
、　
一
時
年
も
後
れ
て
出
嚢
し
た
。
既
に
日
ほ
弊
間
に
も
照
つ
て
、
岩
の
峡
に
残
る

一
片
の
雪
塊
か
ら
蒸
氣
が

立
上
る
。
食
糧
喘
安
心
・
る
程
十
分
に
残
つ
て
は
居
な
い
の
で
、
最
初
の
豫
定
通
り
棒
小
屋
澤
を
上
る
事
と
し
た
が
、

其
落
日
の
悪
場
、
大
瀧
の
連
る
深
い
隧
道
を
ど
う
し
て
避
け
た
も
の
か
が
問
題
で
あ
つ
た
、
愛
本
の
人
達
は
よ
く
は
分

ら
な
い
が
棒
小
屋
澤
落
日
か
ら
十
町
許
ｏ
上
流
に
落
合
ふ
澤
も
悪
い
ら
し
い
か
ら
、
ず
つ
と
其
上
を
通
つ
て
行
つ
た
ら

よ
か
ら
う
と
い
つ
た

．
然
し
静
馬
は
昨
日
見
た
時
赤
旗
の
手
前
か
ら
林
に
包
ま
れ
た
崖
を
登
つ
て
成
る
べ
く
本
澤
に
つ

い
て
行
か
う
と
云
ス
。
私
も
、
多
少
の
胃
瞼
は
あ
つ
て
も
や
は
う
飯
の
う
■
く
た
け
る
。
水
と
焚
物
の
豊
富
な
谷
を
訪

れ
て
行
き
た
い
。

其
虎
で
静
馬
を
先
に
立
て
て
、
積
を
少
し
行
つ
て
か
ら
、
ナ
ギ
を
左
に
見
て
崖
を
攀
ぢ
登
る
。
岩
の
根
に
楊
み
あ
つ

た
樹
木
の
枝
は
、
黒
部
を
覗
く
恐
し
さ
に
畏
縮
し
た
の
か
、
中
●
堅
く
て
押
し
分
け
ら
れ
な
い
。
手
は
脂
に
に
た
ブ
、

し
て
、
顔
も
幾
同
と
な
く
弾
か
に
る
。

一
間
位
の
岩
壁
は
右
に
も
左
に
も
頭
上
を
腿
し
て
、
そ
の
意
地
悪
く
も
抵
抗
す

る
木
が
無
か
つ
た
な
ら
、
ど
う
し
て
ヽ
登
れ
な
い
箇
庭
が
あ
る
。
斯
く
し
て
僅
々
五
十
米
の
高
距
を
得
る
に
四
五
十
分

は
優
に
か
か
つ
た
。

一
息
つ
い
て
後
を
見
る
と
．
黒
部
の
奔
端
は
冷
笑
の
ど
よ
め
き
凄
哉
じ
く
、
今
に
ヽ
落
ち
て
来
よ

と
巌
命
す
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
餌
澤
の
窪
が
見
え
て
末
た
が
何
と
深
く
割
れ
た
も
の
で
あ
ら

，
。
黒
部
別
山
、
仙
人

山
の
封
時
す
る
側
面
の
絶
壁
は
正
に
九
十
度
に
及
ぶ
庭
も
あ
つ
て
、
身
の
毛
の
よ
だ
つ
鎧
の
感
を
抱
く
。
谷
の
塞
は
叉

怪
雲
が
銅
ひ
出
し
た
が
、
昨
日
は
無
事
だ
つ
た
の
で
別
に
心
配
も
し
な
い
。

叉
登
攀
を
始
め
る
。
ヤ
ブ
は
依
然
と
し
て
繁
茂
し
て
ゐ
る
が
、
其
が
命
の
綱
で
あ
る
。
二
同
体
ん
で
か
ら
禿
げ
た
額

の
下
に
出
て
右
の
方
へ
楊
ん
で
行
く
。
其
途
端
尖
つ
た
枝
の
折
先
で
限
を
撃
つ
た
の
で
氣
が
韓
倒
し
て
し
ま
ふ
し
先
づ

六
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負
傷
も
な
く
十
間
許
り
進
む
と
、
再
び
剣
澤
は
か
つ
と
開
い
て
最
下
の
瀑
布
、
自
馬
の
尾
の
如
き
貌
は
、直
下
の
藍
を
湛

え
た
壷
に
ざ
ん
ぶ
／
ヽ
と
落
下
す
る
の
が
見
え
る
。
黒
部
の
本
流
は
餌
澤
落
合
の
方
に
ず
つ
と
迂
同
し
て
ゐ
移
い
の
ら

し
く
思
は
れ
る
。
次
に
中
段
の
狭
い
、
純
自
の
飛
瀑
が
見
え
る
。
瀑
布
と
瀑
布
の
間
は
湖
の
如
～
廣
ま
つ
て
渾
々
と
水

を
湛
え
、
勢
餘
つ
て
ニ
ノ
瀧
に
落
下
す
る
批
親
は
筆
紙
に
蓋
し
難
い
。
仙
人
山
の
頂
も
此
か
ら
見
え
た
。

更
に
尾
根
の
突
端
に
這
ひ
上
るヽ
と
飢
澤
の
殆
ど
線
て
は

一
日
に
集
ま
る
。
其
下
部
の
水
勢
烈
し
き
事
と
水
量
の
多
き

事
と
は
驚
く
可
き
程
だ
。
櫻
井
氏
の
話
に
、
黒
部
川
の
水
量
は
英
七
分
を
上
流
よ
う
其
三
分
を
飼
澤
と
棒
小
屋
澤
よ
り

齋
す
と
い
ふ
事
で
あ
つ
た
が
、
剣
澤
の
水
は
よ
し
其
量
に
於
て
本
流
に
及
ば
ず
と
も
、
其
質
た
る
や
、
あ
の
天
留
労
く

餌
、
別
山

一
帯
の
大
雪
漢
か
ら
滴
ら
出
し
て
柳
か
の
寸
隙
も
な
く
階
段
的
に
飛
射
す
る
、
恐
ら
く
あ
の
水
を

一
掬
し
た

ら
百
年
も
命
が
延
び
る
で
あ
ら
う
と
思
つ
た
。

仙
人
山
か
ら
落
日
近
く
剣
澤
に
入
る
雪
漢
も
小
さ
く
な
い
。
黒
部
別
山
と
仙
人
山
の
さ
し
挟
ん
だ
大
障
壁
は
鳥
も
と

ま
り
得
ｎ
程
崚
直
に
屹
立
す
る
。
仰
げ
ば
三
窓
の
雪
漢
い
や
高
く
、
剣
の
本
嶽
は
見
え
な
い
が
其
右
肩
の
死
突
た
る
岩

峯
は
過
か
に
我
々
を
腕
ま
え
て
わ
る
。

尾
根
は
棒
小
屋
澤
の
左
に
創
澤
落
合
に
向
つ
て
几
物
の
如
く
銑
角
に
切

，
さ
い
な
ま
れ
た
遺
物
で
あ
つ
た
。
棒
小
屋

澤
は
水
諄
も
忍
ん
で
米
る
様
に
恐
し
く
深
く
隠
れ
て
居
る
。

一
刻
も
早
く
見
な
け
れ
ば
氣
が
済
ま
な
い
。
そ
乙
で
黒
部

と
飢
澤
に
別
を
告
け
て
尾
根
の
頂
を
越
え
た
。
午
前
十
時
年
頃
と
思
ふ
。

其
か
ら
は
主
に
開
葉
樹
で
、
ネ
ズ
、
ツ
ガ
な
ど
の
黒
木
も
混
つ
て
ゐ
る
。
下
草
の
代
う
に
ひ
ど
い
石
楠
の
藪
が
あ
っ

て
、
今
朝
か
ら
績
け
て
の
努
働
に
五
鯉
は
爆
螢
し
き
う
に
暑
い
。
其
か
ら
ホ
ツ
ツ
ジ
の
藪
と
な
つ
た
が
、
此
が
又
細
い

癖
に
無
暗
に
弾
い
て
仕
末
に
終
へ
な
い
。
叉
小
体
を
試
み
て
上
う
、
棒
小
屋
澤
に
面
す
る
側
に
下
う
て
、
岩
壁
の
上
、

ク
ロ
ベ
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
の
大
木
の
根
元
に
開
ま
る
。
そ
し
て
中
食
の
箸
を
と
つ
た
。
今
迄
乙
の
や
う
な
烈
し
い
運
動
を

し
た
事
が
無
い
の
を
思
ひ
浮
べ
、
然
も
其
が
下
廊
下
よ
う
抜
け
出
る
唯

一
の
豫
定
線
な
る
事
を
考
へ
て
は
、
あ
の
神
秘
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行 螢 月 八 年 九 正 大

Ｃ
大
町
よ
り
下
廊
下
へ
　
　
洛
井

境
が
如
何
に
固
く
門
戸
を
閉
し
■
わ
る
か
に
驚
喫
し
た
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ
す

食
を
終
つ
て
東
を
見
る
と
、
棒
小
屋
澤
本
流
と
手
許
の
支
流
ケ
分
つ
尾
根
が
見
え
る
、
樹
に
攀
ぢ
て
小
手
を
妨
と
、

本
流
の
水
は
深
緑
の
葉
が
く
れ
に
さ
ら
う
と
光
つ
た
。
水
の
流
る
ヽ
庭
岸
は
Ｖ
字
状
に
迫
つ
て
、
矢
張
廊
下
の
態
を
な

し
て
居
る
。
ま
だ
ノ
ヽ
棒
小
屋
澤
の
樽
ひ
難
い
事
が
瞭
然
で
あ
る
。
封
岸
の
尾
根
の
先
端
は
黒
木
の
頭
の
、
是
も
悪
絶

な
る
瞼
崖
に
連
っ
て
、
全
く
人
外
境
と
思
は
れ
る
。
岩
壁
は
イ
ハ
タ
ケ
で
も
生
之
て
わ
る
の
で
あ
ら
う
、
黒
い
肌
を
所

所
に
示
し
た
。
先
に
見
た
支
流
を
分
つ
尾
根
は
翡
然
と
プ
ナ
Ｌの
純
林
が
は
び
乙
つ
て
、
熊
の
棲
家
で
ゞ
も
有
り
さ
う
に

思
は
れ
た
。

再
び
荷
を
し
よ
つ
て
、
此
側
は
下
れ
な
い
か
ら
、尼
根
に
戻
つ
て
ヤ
プ
を
分
け
る
。
す
る
と
鞍
部
の
様
な
所
へ
出
た
。

支
流
の
澤
は
此
時
見
え
て
、
本
澤
に
落
合
ふ
上
に
十
間
以
上
の
高
い
瀧
も
見
え
る
。
本
流
の
一
部
に
は
残
雪
が
自
冷
の

光
を
投
げ
る
ｏ
少
し
進
む
と
叉
鞍
部
め
い
た
庭
に
出
た
が
、
其
か
ら
は
地
形
国
の
所
謂
西
澤
小
澤
持
小
屋
澤
の
間
の
尾

根
が
見
え
た
。
下
敵
す
る
と
樹
の
間
に
河
原
が
見
え
て
大
し
て
危
険
ら
し
く
も
感
じ
な
い
の
で
、
念
ミ
下
る
事
と
決
し

た
。
駒
鳥
が
し
き
う
に
旅
情
を
誘
う
て
、
谷
の
水
が
又
と
な
く
懸
し
い
。

例
に
よ
つ
て
本
に
ぶ
ら
下
う
な
が
ら
ど
ん
ん
ヽ
滑
う
落
ち
る
じ・
百
米
位
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
、
経
に
棒
小
屋
洋
の
上

に
立
つ
た
。
其
庭
ほ
と
の
大
岩
に
堰
か
れ
た
水
が
漆
々
ル
温
れ
る

一
瀑
の
頭
で
あ
る
。
下
流
は
直
ち
に
瀧
が
連
績
し
て

十
四
五
間
先
は
三
段
に
落
ち
て
左
折
す
る
の
で
も
う
分
ら
な
い
。
そ
の
角
に
ど
う
と
落
ド
し
韓
々
す
る
有
様

は
、
此
ぞ

黒
部
に
注
ぐ
敷
段
又
は

一
段
に
高

い
大
瀧
を
晴
示
し
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。
今
下
つ
た
虎
は
業
部
川
か
ら
恐
ら
く
五
町

に
及
ば
緻
近
距
離
に
あ
つ
て
、
私
達
は
再
度
幸
運
に
も
豆
粒
大
の
安
全
地
に
選
近
し
た
わ
け
で
あ
る
。
上
流
は
遠
か
ら

ず
右
方
に
屈
曲
し
て
し
哉
ス
。

一
般
に
水
量
は
東
谷
よ
う
少
い
が
、
絶
壁
ほ
流
石
下
廊
下
の
中
心
と
て
、
夏
に
偉
大
に

響
立
す
る
。
先
づ
谷
に
も
下
ｈ
ら
れ
た
ル
萬
蕨
を
叫
ん
で
、
安
心
の
煙
草
を
ふ
か
し
た
。
谷
の
人
口
か
ら
凍
風
が
さ
っ

と
吹
き
寄
せ
て
舞
ひ
上
つ
た
瀧
の
し
ぶ
３
を
上
身
に
浴
び
る
。
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其
か
ら
左
方
に
岩
を
翔
ん
で
、
流
に
下
り
立
ち
、
左
岸
に
渡
つ
て
少
許
、
再
び
右
岸
に
徒
渉
す
る
。
川
は
右
方
へ
曲

つ
て
行
く
。
徒
渉
股
間
に
達
す
る
庭
も
あ
つ
て
ル
十
間
ば
か
り
邁
進
し
た
、
す
る
と
眼
前
に
三
段
に
連
る
瀧
が
わ
つ
と

ヽ
め
い
て
落
ち
か
ゝ
つ
た
。
瀧
の
高
さ
は
合
せ
て
五
間
位
。
唆
だ
ん
ヽ
下
廊
下
の
領
分
を
脱
し
て
ゐ
な
い
ｃ
す
ぐ
と
そ

の
先
が
支
流
の
落
合
ふ
場
所
で
、
其
を
通
過
し
な
け
れ
ば
ど
う
も
安
心
が
な
ら
な
い
と
悟
つ
た
ｏ

其
虜
で
左
岸
を
少
し
へ
つ
っ
て
、適
営
の
所
か
ら
山
腹
を
登
つ
た
。
中
々
其
登
夕
も
悪
い
の
で
、
や
つ
と
左
へ
切
れ
て
、

水
面
上
五
十
米
許
の
虜
か
ら
山
の
鼻
を
廻
う
か
け
る
。
支
流
の
澤
は
高
い
瀧
が
三
段
に
連
つ
て
大
几
百
二
十
尺
も
あ
ら

う
。
清
尾
根
の
突
端
か
ら
山
腹
を
べ
づ
つ
て
暫
く
す
る
と
い
よ
ノ
ヽ
本
流
と
い
ふ
虜
で
、
危
い
岩
壁
の
上
に
出
た
。
澤

の
流
域
は
も
う
危
な
げ
な
い
の
で
下
り
る
事
に
決
め
た
が
、
綱
を
二
重
に
し
て
は
到
底
も
足
少
な
い
、
性
か
カ
ン
′ヾ
の

類
で
あ
つ
た
と
思
ふ
、
其
根
元
に
十
分
ま
き
つ
け
て
、

一
重
に
し
て
投
げ
る
と
、
百
二
十
尺
も
あ
る
も
の
が
先

一
間
程

足
う
な
い
。
だ
か
ら
几
百
尺
の
崖
と
思
は
れ
る
。
傾
斜
は
七
十
度
位
又
は
共
に
も
足
う
な
い
位
で
あ
る
が
、
蘇
の
水
氣

ふ

が
、
綱
に
鯛
れ
て

，
る
ノ
ヽ
と
滑
る
。
静
馬
、
私
、
内
山
の
順
に
下
う
て
、
最
後
の
庭
は
綱
を
放
し
様
駈
け
下
う
て
ほ

つ
と
す
る
。
勇
吉
は
と
見
る
と
、
結
ん
だ
綱
を
二
重
に
直
し
て
握
つ
て
三
分
の
一
程
下
う
て
家
た
が
、
も
う
ど
つ
ち
も

素
手
で
は
下
れ
な
い
の
で
、
恐
々
足
場
を
爪
先
に
さ
ぐ
つ
て
ゐ
る
。
静
馬
は
左
手
の
危
岩
に
裏
か
ら
よ
ぢ
牡
つ
て
大
馨

に
ど
な
る
。
私
は
氣
床
が
悪
く
て
見
て
ゐ
ら
れ
な
い
の
で
、
流
に
足
を
ひ
た
し
て
日
笛
を
張
く
な
ら
し
て
外
方
を
見
て

ゐ
た
。
け
れ
ど
勇
吉
は
無
事
に
下
多
ら
れ
た
と
見
え
て
、「
よ
か
つ
た
の
う
」
と
い
ふ
静
馬
に
封
し
て
「
豪
い
ぞ
ん
ヽ
。
俺

川
ン
中

へ
と
び
乙
ん
で
し
ま
は
う
か
と
思
つ
た
」
と
賑
や
か
に
私
の
傍
に
や
つ
て
来
る
。

一
同
は
祀
頑
の
水
を
飲
ん
で
、

馬
の
様
に
長
い
息
を
吸
ひ
こ
ん
だ
。

此
の
庭
川
幅
は

一
二
間
の
狭
き
に
押
し
詰
っ
て
雙
崖
な
ほ
小
廊
下
の
趣
が
あ
る
が
、
水
量
は
驚
く
群
で
に
な
く
、
傾

斜
も
緩
い
の
で

一
寸
安
心
が
出
来
る
。
も
う
日
暮
に
問
も
な
い
、
何
と
か
こ
の
閉
ぢ
籠
め
た
屏
風
の
中
か
ら
線
の
草
敷

く
廣
い
河
原
に
出
て
行
き
た
い
。
異
常
な
興
奮
に
限
尻
の
上
つ
た
静
馬
は
、

し
つ
か
と
荷
梯
子
を
く
ヽ
う
つ
け
て
、

○
大
町
よ
り
下
廊
下

へ
　
　
沼
井

大
三
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「
さ
ア
、
氣
付
け
て
呉
れ
よ
」
と
先
に
立
つ
。
瀬
の
音
は
冷
く
骨
の
髄
迄
泌
み
て
、足
は
忙
し
な
く
右
へ
左
へ
と
渡
る
。

一
庭
胸
迄
つ
か
う
さ
う
な
深
み
が
あ
つ
て
辛
じ
て
、
ア
／
ベ
ン
・
シ
ュ
ト
ツ
ク
を
足
場
に
し
て
岩
に
取
６
付
く
。
流
は
中

々
急
で
あ
る
。
丈
も
立
た
な
い
深
淵
が
到
る
庭
に
口
を
開
け
る
。
水
に
親
し
み
の
な
い
彼
等
の
顔
は
不
動
明
王
の
侍
者

の
様
な
緊
張
を
示
し
て
、
可
笑
し
い
と
笑
ひ
で
も
し
た
ら
そ
れ
乙
そ
渦
の
具
中
に
叩
き
込
曖
れ
さ
う
だ
。
尤
も
内
山
は

大
町
か
ら
二
三
里
東
の
山
に
よ
つ
た
庭
の
者
で
、
こ
の
旅
行
中
時
々
水
錬
の
話
を
持
ち
か
け
た
が
、
其
都
度
静
馬
は
今

に
も
彼
が
水
に
と
び
乙
み
で
も
す
る
か
の
如
く
思
つ
て
淳
々
と
其
不
心
得
を
論
す
様
子
が
面
白
か
つ
た
。
早
く
切
０
抜

け
た
い
と
い
ふ
希
望
の
み
が
心
ヒ
占
め
る
。然
し
流
は
敷
町
に
し
て
雨
岸
の
絶
壁
見
る
か
ら
に
凄
ま
じ
く
天
を
開
し
て
、

一
つ
の
谷

一
杯
に
落
下
す
る
飛
瀑
に
突
き
あ
た
つ
た
。
瀑
の
上
に
は
残
雪
が
ア
ー
チ
型
に
残
つ
て
、
岸
と
岸
と
の
間
に

危
橋
を
波
し
て
ゐ
る
。
も
う
そ
れ
に
つ
い
て
進
む
事
は
絶
艦
に
出
来
な
い
。
そ
こ
で
無
言
の
↓
＾ゝ

、
ア
／
ベ
ン
・
シ
ュ
ト

ツ
ク
の
心
蔭
で
上
れ
た
夕
／
つ
上
に
戻
つ
て
、
左
岸
（
南
西
側
）
の
砂
地
に
荷
を
下
ろ
し
た
。

私
達
は
初
め
餘
う
に
早
く
下

，
過
ぎ
た
の
だ
。
誰
の
顔
に
も
血
管
は
太
く
青
く
張
り
切
つ
て
、
眼
光
畑
々
と
岩
壁
を

院
ん
だ
。
乗
て
棒
小
屋
澤
の
下
部
が
悪
い
と
い
ふ
事
は
聞
い
て
ゐ
た
が
、
成
程
其
は
死
の
谷
で
あ
つ
た
し
私
達
は
必
死

に
な
つ
て
街
後
し
た
豊
句
、
終
に
こ
の
猫
額
大
の
秒
上
、
水
は
足
と
洗
ひ
、
頭
上
に
は
何
時
落
ち
ん
や
ヽ
国
ら
れ
漁
破

岩
を
戴
い
て

一
夜
明
か
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
。

や
が
て
日
は
と
つ
ぷ
り
暮
れ
た
。
夕
食
は
書
飯
の
残
と
味
嗜
汁
で
す
ま
し
、
出
家
損
ひ
の
片
栗
を
食
べ
て
天
幕
に
入

っ
た
。
用
を
足
し
に
外
へ
出
る
と
、
渫
々
た
る
漢
流
は
蝙
蝠
の
物
箕
・の
や
う
な
形
に
か
ぎ
ら
れ
た
狭
い
塞
に
封
し
て
、

嘗
て
威
じ
た
事
の
な
い
魅
追
と
、
物
の
氣
に
と
り
憑
か
れ
た
様
な
心
持
を
ば
威
じ
た
。
乙
れ
程
狭
い
塞
を
見
た
事
も
な

い
、
ニ
メ
ラ
／
ド
に
輝
く
星
の
敷
も
指
折
う
敷

へ
ら
れ
る
。
毛
布
に
く
る
ま
る
と
、
水
音
が
耳
に
つ
い
て
し
ば
ら
く
は

寝
ら
れ
な
い
。
何
か
鳥
の
晴
く
馨
で
も
聞
え
は
し
な
い
か
と
耳
を
省
だ
て
て
ゐ
る
内
、
疲
労
は
全
身
に
廻
つ
て
前
後
不

覺
に
陥
つ
て
し
曖
ふ
。

六
四
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八
月
十
二
日
。
私
と
内
山
は
ぐ
つ
す
う
窯
ら
れ
て
気
持
よ
か
つ
た
が
、
静
馬
ど
勇
吉
は
頭
上
の
岩
が
心
配
で
十
分
眠

ら
れ
な
か
つ
た
さ
う
だ
。
昨
夕
は
興
奮
し
切
つ
た
後
で
あ
つ
た
か
ら
恐
し
い
響
に
聞
え
た
が
、
今
朝
は
如
何
に
も
優
し

い
川
の
流
で
あ
る
。
朝
飯
は
片
栗
を
混
入
し
て
炊
き
上
げ
た
ら
味
が
頗
る
上
等
で
あ
つ
た
。
恐
怖
の
谷
に
も
ゝ
豊
富
な

水
と
燃
料
と
が
あ
る
事
は
、
書
間
の
奮
岡
を
償
ス
に
充
分
で
あ
る
。
昨
日
迄
三
日
間
下
廊
下
の
附
近
を
う
ろ
つ
き
ま
は

つ
て
、
貴
い
難
行
を
積
ん
だ
代
う
、
行
程
は

一
寸
ち
捗
つ
て
居
な
い
。
食
糧
の
関
係
上
、
明
日
は
是
非
と
も
大
町
に
蹄

ら
ね
ば
な
ら
ｎ
。
共
に
は
今
日
は
成
る
べ
く
時
間
を
節
約
し
て
、
尾
根
に
上
り
、
少
く
と
も
棒
小
屋
澤
の
上
部
迄
出
る

必
要
が
あ
る
。
も
う
散
々
な
目
に
あ
つ
て
、
明
い
灯
の
色
が
懸
し
い
。
出
螢
は
午
前
七
時
時
分
、
砂
地
の
傍
の
澤
を
上

る
。
澤
と
い
ふ
よ
り
や
は

，
岩
壁
の
ひ
だ
と
い
つ
た
方
が
よ
い
。
足
場
は
し
つ
か
う
し
て
ゐ
て
石

一
つ
ゆ
る
が
な
い
。直

ち
に
五
十
米
も
登
つ
て
、
側

へ
草
を
分
け
て
行
く
ｃ
再
び
窪
に
出
て
一
体
す
る
ｃ
そ
れ
か
ら
先
は
岩
の
間
や
つ
と
人

一

人
入
れ
る
位
の
狭
さ
で
．
傾
斜
は
身
騰
を
直
立
し
て
指
の
先
が
岩
面
に
届
く
程
の
も
の
だ
。
カ
ラ
澤
を
大
分
上
つ
て
か

ら
草
の
間
を
右
に
悠
い
て
痔
尾
根
に
獅
噛
み
つ
い
た
。
石
楠
が
忽
ち
包
園
攻
撃
を
始
め
て
手
も
足
も
も
ぎ
取
ら
れ
る
様

だ
。
藪
か
ら
稽
平
ら
な
庭

へ
出
て
ほ
つ
と

一
息
。
百
五
十
米
は
登
つ
た
で
あ
ら

，
。
時
間
は
約

一
時
間
経
過
し
て
居
る
。

傍
の
栂

（で
あ
つ
た
と
思
ふ
）
の
幹
に
大
き
な
鳥
の
具
ヒ
稜
見
す
る
。
内
山
が
本
に
登
つ
て
た
ヽ
き
落
す
の
を
拾
つ
て

見
る
と
、
誰
も
何
鳥
が
菓
く
つ
て
わ
た
か
剣
断
を
下
し
得
な
い
が
、
兎
に
角
古
い
物
で
あ
つ
た
。

又
ヤ
ブ
に
入
る
。
昨
日
よ
う
は
ら
く
だ
が
、
蹄
心
の
前
し
た
時
な
の
で
元
氣
が
無
い
。
稿
上
る
と
本
尾
根
に
達
し
て

信
州
境
の
山
が
稽
や
か
な
物
腰
で
私
と
向
き
あ
つ
た
。
更
に
上
る
と
背
後
か
ら
剣
澤
と
、小
窓
、
三
窓
の
雪
漢
、
そ
れ
か

ら
久
し
振
う
で
餌
の
実
頭
が
自
ら
足
を
停
め
さ
せ
る
。
北
に
は
自
馬
か
ら
西
す
る
清
水
手
の
績
き
の
山
が
見
え
渡
る
じ

近
く
は
例
の
瀧
の
荒
澤
が
全
豹
を
表
は
し
て
、
崚
瞼
な
落
ち
込
み
が
い
と
ゞ
凄
ま
じ
く
見
え
る
。

山
が
見
え
た
の
で
喜
ん
だ
が
、
藪
は
更
に
根
曲
ウ
笹
が
加
つ
て

一
行
の
旺
を
は
ぢ
く
。
苦
心
惨
惜
の
末
や
つ
と
不
ら

か
な
庭

へ
家
た
。
之
を
突
破
し
て
少
し
く
下
れ
ば
、
爺
ケ
岳
の
淡
緑
の
肌
と
棒
小
屋
澤
中
部
か
ら
上
の
廣
や
か
な
河
原

琥 一 第 年 五 十 第 岳 山
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が
展
開
し
た
。
大
抵
見
営
が
つ
い
た
の
で
谷
に
下
ら
う
と

一
決
し
て
、
山
を
左
に
溺
み
二
三
の
小
尾
根
と
窪
を
越
え
下

つ
て
、
狭
か
ら
緻
草
の
蓬
々
と
生
へ
た
涸
澤
の
源
頭
に
来
た
。
谷
の
水
か
ら
五
十
米
許
上
方
で
あ
る
。
川
は
見
え
た
が

頻
う
に
基
腹
を
感
じ
た
の
で
、
ど
つ
か
と
岩
の
上
に
腰
を
も
ろ
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

中
食
を
終
る
や
直
ち
に
岩
壁
を
這
ひ
下
う
て
、
再
び
本
流
の
水
際
に
立
つ
た
。
最
早
下
廊
下
の
Ｅ
域
は
全
く
脱
し
て

河
原
は
先

へ
・／
ヽ
と
績
く
様
で
あ
る
。
い
や
な
ヤ
ブ
よ
う
飛
石
を
樽
ス
方
が
逃
か
に
政
し
だ
。
三
四
町
に
し
て
右
側
の

山
側
に
泥
塗
れ
の
小
雪
田
を
見
る
。
左
側
か
ら
は
山
崩
れ
し
て
流
に
落
ち
乙
む
。
雲
の
傍
に
軟
か
い
蕗
が
群
生
し
て
ゐ

る
の
で
、
今
晩
の
お
薬
に
と
大
分
探
集
し
た
。

水
流
の
徒
渉
も
容
易
に
な
つ
た
が
、
連
日
の
過
勢
に
膝
開
節
が
が
く
′
ヽ
す
る
。
西
澤
小
澤
の
分
れ
尾
根
が
見
え
て

来
た
の
で
休
み
も
せ
ず
に
行
く
と
、
間
も
な
く
其
合
流
識
に
達
し
た
）
支
流
の
水
量
は
貧
蒻
で
は
あ
る
が
、
奥
深
く
森

に
包
ま
れ
て
の
び
上
つ
て
ゐ
る
。

落
合
の
直
ぐ
上
に
本
流
の
夕
″
が
Ｓ
宇
状
に
三
つ
績
い
て
あ
る
。
局
部
的
で
は
あ
る
が

一
寸
晴
い
峡
を
な
し
て
、
其

上
は

一
枚
岩
が
覆
ふ
。
左
側
の
ヤ
プ
を
分
け
て
ゆ
く
と
、
邪
魔
に
な
る
木
を
伐
つ
た
跡
が
あ
つ
て
、
近
い
事
で
は
な
い

が
兎
に
角
人
が
通
過
し
た
證
篠
は
十
分
で
あ
る
。
岩
の
は
ざ
ま
か
ら
直
き
に
岩
壁
は
打
開
い
て
前
よ
う
も
廣
い
積
が
績

い
た
。
三
四
町
で
左
側
の
山
の
間
か
ら
澤
が
流
れ
て
ホ
る
。
地
形
国
に
は
こ
の
澤
に
営
る
庭
に
水
條
の
記
琥
が
な
い
が

其
水
量
か
ら
見
て
、
営
然
入
れ
て
よ
い
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
ｃ
な
ほ
十
町
ば
か
り
は
ぐ
ん
ノ
ヽ
と
ば
し
て
上
流
に
進

ん
だ
。

谷
そ
の
も
の
は
至
つ
て
不
几
だ
。
駄
々
廣
い
と
い
ふ
丈
で
、
流
も
小
さ
い
な
ら
、
石
の
奇
も
な
い
。
其
虎

へ
思
出
し

た
様
に
小
岩
壁
が
現
れ
た
が
、
此
は
難
な
く
右
手
に
登
つ
て
叉
河
原
に
下
う
る
。
布
引
の
頭
の
邊
が
よ
く
見
え
る
。
奮

友
に
め
ぐ
う
逢
つ
た
様
な
喜
ば
し
さ
が
静
馬
達
の
類
に
も
浮
ん
だ
。
豫
想
外
に
歩
き
易
い
の
で
今
日
は
棒
小
屋
乗
越
か

ら
出
る
澤
の
ド
ウ
に
泊
ら
う
と
決
す
る
ｏ
大
塞
は
年
ば
雲
に
お
ほ
は
れ
た
が
、
其
は
夏
の
晴
室
の
常
だ
。
漢
は
美
し
い

六
六
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琥 一 第 年 五 十 第 岳 山

ブ
ナ
の
林
に
包
ま
れ
て
河
原
の
石
は
徒
ら
に
白
い
ｏ
左
手
に
林
の
日
む
平
ら
な
押
出
し
を
見
て
ゆ
く
と
、
其
隣
に
鹿
島

南
槍
か
ら
長
駆
す
る
澤
が
滉
濃
た
る
音
を
立
て
ヽ
落
ち
あ
つ
て
な
た
。
水
は
但
し
ひ
ど
く
濁
つ
て
居
て
不
思
議
に
思
ヘ

た
。
こ
の
あ
た
う
か
ら
再
び
布
引
の
頭
が
眺
め
ら
れ
た
。

終
に
乗
越
澤
の
合
流
鮎
に
ホ
て
し
ま
つ
た
。
本
流
を
十
五
六
間
行
つ
た
庭
に
程
好
く
茂
つ
た
ヤ
マ
ハ
ン
プ
キ
の
林
が

あ
つ
て
、
第

一
流
の
野
螢
地
だ
。
河
原
の
縁
に
陣
取
つ
て
天
幕
も
綺
麗
に
張
る
。
積
づ
た
ひ
は
凡
そ
三
時
間
以
内
の
も

の
で
あ
つ
た
ら

，
。
五
時
年
の
頃
と
お
ぼ
え
て
、
安
楽
な
泊
場
に
は
、
本
を
伐
る
勇
吉
の
唄
が
な
ど
や
か
に
反
響
し
て

鳴
う
響
い
た
。

河
原
は
本
流
の
先
ま
だ
可
成
う
不
ら
で
、
襟
足
心
と
な
し
い
山
に
か
く
れ
て
ゆ
く
。
爺
の
峯
は
赤
冗
が
所
々
に
あ
る

が
、
線
て
今
日
迄
荒
を
し
い
骨
格
の
み
を
見
綾
け
て
来
た
眼
に
は
、
優
美
な
京
の
東
山
に
封
す
る
様
な
心
地
が
す
る
。

翡
筆
の
色
の
肌
に
は
残
雲
ら
し
い
も
の
も
見
え
な
い
。
下
流
に
面
す
る
と
仙
人
山
と
郷
の
一
部
が
上
塞
を
占
め
て
ゐ
る
。

此
の
庭
川
幅
几
三
十
間
で
あ
ら
う
、
但
し
流
は
一
間
に
も
及
ば
な
い
。
封
岸
に
行
つ
て
山
足
の
岩
に
腰
か
け
て
再
び
餌

を
見
る
。
夕
焼
し
た
西
杢
に
は
、
英
の
厳
乎
と
し
た
山
容
は
な
ほ
北
に
も
及
ん
で
、
小
窓
、
三
窓
の
頭
も
カ
ン
ノ
ヽ
と

た
ゝ
け
ば
金
音
を
螢
す
る
様
だ
。
其
内
に
日
は
三
窓
小
窓
の
間
に
岩
峯
に
入
つ
て
行
く
。
黄
昏
前
の
陽
の
散
光
、
や
が

て
雲
赤
く
仝
天
に
走
つ
て
、
最
後
の
挽
餐
を
就
す
る
如
く
見
え
る
ｏ

婦
る
と
焚
人
の
上
に
蕗
が
ぐ
つ
ノ
ヽ
煮
え
立
つ
て
ゐ
る
。
十
分
に
ア
ク
を
と
つ
て
汁
の
責
に
す
る
。
残
つ
た
物
は
明

日
の
耕
営
の
お
楽
に
取
つ
て
お
く
。
尾
根
か
ら
は
霧
が
下
う
て
家
て
ブ
ナ
の
林
を
や
ん
は
少
と
具
綿
の
や
う
に
く
る
む
。

シ
ホ
カ
ラ
が
多
い
事
は
閉
日
だ
が
、
何
し
ろ
氣
は
の
び
ん
ヽ
し
た
。

此
旅
行
で
最
も
贅
澤
な
夕
食
が
終
る
頃
、
赤
雲
は
黄
に
ぼ
か
さ
れ
、
其
が
淡
々
と
治
え
て
行
つ
て
、
夜
が
家
た
Э
月

の
光
は
峰
か
ら
射
し
て
来
る
。
流
石
に
夜
氣
は
薄
着
の
肌
に
追
つ
て
ゾ
ク
ノ
ヽ
す
る
。
天
幕
に
入
つ
て
取
つ
て
置
き
の

方
ヰ
ス
キ
ー
を
乾
盃
し
て
、
櫻
井
氏
に
分
け
て
も
ら
つ
た
粉
ミ
χ
ク
だ
の
、
大
町
仕
込
の
肉
桂
、乾
杏
等
を
賞
美
し
た
。
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六
〈

其
は
楽
し
い
晩
で
あ
つ
た
が
、
又
暁
の
待
た
れ
る

一
夜
で
も
あ
つ
た
。

七
　
大
町
に
蹄
る

八
月
十
三
日
。
起
き
て
窓
外
に
立
つ
と
、
日ヽ
は
剣
の
あ
た
う
に
射
し
て
、
赤
味
さ
す
窓
層
雲
は
形
面
白
く
室
に
あ
つ

た
。
谷
の
自
樺
に
も
日
は
照
つ
て
家
る
。
蹄
る
日
の
朝
の
長
閑
け
さ
。
意
氣
揚
々
と
し
て
朝
飯
を
炊
き
、
残
ン
の
焚
木

を
山
の
如
く
積
Ｕ
。
人
は
忽
ち
青
塞
を
嘗
め
て
、
爺
の
あ
た
う
に
谷
を
見
下
す
人
も
や
と
思
ふ
。
米
は
二
三
合
餘
つ
た

丈
だ
。
大
抵
の
物
は
浩
費
し
て
し
ま
づ
た
が
、
只
食
糧
策
雨
の
日
の
附
本
の
代
う
と
し
て
携
帯
し
た
パ
タ
一
鍵
と
紫
蘇

の
粉
だ
け
が
残
つ
た
。
昨
日
と
つ
た
薫
の
い
ゝ
蕗
は
味
噌
あ
へ
に
し
て
お
薬
箱
に
詰
め
た
。

午
前
九
時
頃
出
獲
「
上
天
に
雲
が
か
ゝ
つ
た
が
西
の
方
剣
の
塞
は
深
碧
だ
。
泊
つ
た
庭
は
秋
に
し
ヽ
と
う
に
木
る
庭

で
、
も
う
そ
れ
か
ら
は
難
所
も
あ
る
ま
い
、
難
の
旅
は
徹
底
的
に
水
條
ば
か
ら
偉

へ
と
、
乗
越
の
澤
を
踏
み
登
つ
た
。

十
五
度
か
ら
三
十
度
の
傾
斜
で
あ
る
。
二
三
町
に
し
て
雪
漢
ｏ
右
か
ら
小
澤
が
落
ち
あ
ふ
。
小
さ
な
夕
／
が
あ
る
が

果
部
か
ら
泰
た
吾
々
に
は
朝
飯
前
の
仕
事
だ
。
し
か
し
決
し
て
い
ゝ
場
所
で
は
な
い
。
徒
渉
す
る
程
の
事
も
な
く
、
四

五
町
で
岩
影
に
体
む
。
も

，
汗
が
背
筋
を
流
れ
て
暑
く
る
し
い
。
逸
か
上
方
を
見
る
と

一
つ
の
大
瀧
が
飛
沫
を
あ
げ
て

ゐ
る
。
哉
は
り
の
尾
根
は
針
葉
の
小
樹
林
。
岩
は
小
さ
い
が
崩
れ
や
す
い
。
澤
の
幅
は
三
四
間
の
も
の
で
あ
る
。

岩
影
を
出
て
少
し
く
上
れ
ば
又
残
雲
が
あ
る
、
其
上
は
水
が
濁
つ
て
ゐ
る
。
夕
／
が

一
つ
現
れ
た
。
稿
々
危
険
の
思

ひ
と
し
て
這
ひ
上
る
と
、
体
場
で
見
た
大
瀧
が
眼
前
に
迫
つ
て
来
た
。
す
で
に
百
米
以
上
も
登
つ
た
で
あ
ら
う
。
棒
小

屋
の
谷
を
隔
て
ヽ
牛
首
山
が
見
え
る
。
其
峰
は
優
松
、
自
檜
の
色
が
胸
の
あ
た
う
ま
で
濃
く
、
頭
の
近
く
か
ら
は
美
し

い
草
地
と
な
つ
て
ゐ
る
。
瀧
は
高
さ
五
六
間
で
水
さ
へ
無
け
れ
ば
登
れ
る
位
傾
斜
し
て
ゐ
る
。
其
を
左
に
か
ら
ん
で
上

る
と
、
そ
ろ
′
‘ヽ

お
馴
染
の
草
花
が
現
は
れ
て
く
る
。
大
サ
ク
ラ
サ
ク
、
ヨ
ツ
バ
ン
ホ
ガ
マ
、
タ
チ
ア
ク
ロ
等
。

一
段

上
に
出
て
右
側
を
樽
ふ
。
そ
の
上
は
少
し
平
ら
と
な
つ
て
雪
漢
が
横
は
つ
て
ゐ
る
。
右
か
ら
又
も
水
が
落
ち
て
来
る
。
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手
は
二
三
町
も
績
い
て
又

一
つ
の
瀧
と
な
つ
た
。
澤
は
二
段
と
な
つ
て
私
逹
は
右
方
の
瀧
を
登
る
。
高
さ
五
六
間
、
岩

角
が
多
い
の
で
濡
鼠
に
な
つ
て
攀
ぢ
た
。
不
動
明
王
の
瀧
上
う
だ
と
い
つ
て
一
同
は
笑
ふ
。

暫
く
衣
を
日
に
乾
し
て
出
か
け
た
。
後
に
は
牛
首
山
が
見
え
る
。
夏
に

一
つ
の
瀧
と
な
つ
た
が
、此
は
わ
け
は
な
い
、

一
枚
岩
の
緩
傾
斜
面
を
上
つ
て
、
そ
の
上
の
小
瀧
か
ら
右
に
か
ら
む
。
此
邊
か
ら
鹿
島
槍
の
上
学
部
が
限
に
映
ず
る
。

牛
首
山
は
頭
の
上
か
ら
爪
先
ま
で
眺
め
ら
れ
た
ｏ
小
瀑
の
連
績
は
し
ば
ら
べ
績
い
て
心
持
長
い
と
思
ふ
頃
、
澤
は
更
に

二
岐
に
分
れ
る
。
右
を
取
つ
て
も
早
源
と
覺
え
る
水
の
隠
れ
る
庭
に
到
つ
て
、
中
食
の
篤
に
荷
を
お
ろ
し
た
。
布
引
の

頭
か
ら
鹿
島
槍
ま
で
雄
渾
な
尾
根
の
屈
曲
を
見
る
。
霧
が
少
し
出
て
来
た
が
大
し
た
事
は
な
い
。
四
邊
は
岳
樺
が
行
列

し
て
物
も
言
は
ず
に
私
達
を
覗
き
乙
む
。
十
時
年
か
ら
十

一
時
頃
の
事
で
あ
る
の

蕗
の
床
嗜
漬
で
越
中
側
最
後
の
食
事
を
済
し
た
。
汗
が
冷
え
て
廃
が
出
る
。
三
十
分
の
後
に
立
上
つ
て
カ
ラ
ノ
ヽ
の

細
漢
を
天
上
に
向
ふ
。
左
か
ら
澤
の
窪
が
落
ち
あ
ふ
。
右
手
に
上
つ
て
雪
漢
を
踏
み
、
穴
の
や
う
な
所
を
通
う
漁
け
る

と
、
な
つ
か
し
い
草
本
帯
が
ば
つ
と
開
け
た
。
爺
も
見
え
る
。
心
は
足
よ
う
も
急
い
で
草
地
の
上
ク
は
苦
し
か
つ
た
。

が
、
終
に
山
岳
巡
濃
の
常
道
に
辿
ヶ
着
い
た
嬉
し
さ
は
疲
労
を
癒
や
す
事
が
速
い
。
私
達
は
豫
定
の
如
く
棒
小
屋
乗
越

に
立
つ
た
の
で
あ
る
。

國
境
か
ら
は
申
す
迄
も
な
く
餌
、
立
山
の
大
連
嶺
が
望
ま
れ
た
。
天
上
の
楽
園
五
色
ケ
原
の
高
原
も
見
え
る
。
岩
小

屋
澤
岳
は
尾
根
績
き
に
温
和
に
、
五
龍
は
鹿
島
槍
の
側
尾
根
を
越
え
て
怪
異
な
姿
を
類
は
し
た
。
立
山
東
面
の
内
蔵
助

平
は
笹
の
色
も
あ
ざ
や
か
に
望
ま
れ
た
が
、
タ
ン
ポ
澤
の
山
腹
の
高
原
（此
は
先
年
冠
松
次
郎
氏
に
依
つ
て
探
ら
れ
た
）

は
見
え
な
い
。
山
に
雲
が
行
き
過
ぎ
る
と
、
私
達
は
荷
を
背
負
ひ
上
げ
て
、
黒
部
の
深
谷
に
最
後
の
別
を
告
げ
た
。
幾

度
か
峰
の
上
に
立
つ
て
翼
無
き
を
慨
い
た
私
は
、新
く
し
て
鹿
島
川
を
振
多
出
し
に
谷
か
ら
谷
へ
と
さ
ま
よ
つ
て
家
た
。

そ
し
て
今
は
未
知
な
り
し
境
地
か
ら
再
び
人
里
へ
下
つ
て
行
く
。

琥 第 年 五 十 第 岳 山
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附
記
　
行
程
摘
要

八
月
二
日
。
午
前
九
時
大
町
出
癸
、
立
山
銀
行
鵜
殿
氏
、
立
山
餌
自
馬
行
の
四
高
教
授
某
英
人
、
自
澤
よ
り
爺
鹿
島
槍
行
の
宮
川
氏
等
も
同
じ
く
出
稜
、
鹿

島
漢
谷
に
入
り
林
道
を
簿
ひ
て
鹿
島
川
に
注
ぐ
小
な
る
澤
の
傍
、
林
中
に
野
管
、
到
着
午
後
五
時
、
夕
立
あ
り
、
此
地
難
ツ
メ
タ
澤
よ
り
几
二
里
。

三
日
。
野
螢
地
出
資
午
前
八
時
四
十
分
、
林
道
は
十
町
餘
に
し
て
霊
き
、
之
よ
り
漢
中
屋
々
徒
渉
を
以
て
進
む
、
廣
河
原

日
上
川
の
甚
だ
屈
曲
せ
る
庭
）よ

つ
二
股
ま
で
壁
と
タ
ル
少
か
ら
ず
、
右
岸
林
中
を
進
み
二
股
に
到
り
（
凡
三
時
頃
）岩
上
に
野
誉
と
決
す
、
此
日
急
流
に
墜
落
し
て
時
計
を
破
損
し
、
爾
後

緯
て
正
確
な
る
時
間
記
録
を
取
る
能
は
ず
、
復
た
タ
エ
あ
り
Ｏ

四
日
ｏ
午
前
八
時
牛
、
右
股
を
上
り
雪
漢
を
階
み
て
五
龍
岳
に
登
る
、
曇
漢
思
ひ
の
外
長
く
ュ
其
上
端
は
甚
だ
急
に
し
て
狭
し

・、
此
日
霧
か
ヽ
り
処
尺
を
辮

ぜ
ず
、
初
め
五
龍
の
南
方
に
出
で
ん
と
せ
る
が
方
向
を
失
し
北
方
小
鞍
部
に
出
り
、
こ
の
上
り
に
迷
ひ
て
却
つ
て
容
易
な
り
し
を
幸
ひ
と
す
、
尾
根
着
凡

午
後
三
時
牛
、
藩
に
天
候
瞼
悪
な
ら
ん
と
し
急
ぎ
天
幕
を
張
る
、
普
通
な
ら
ば
泊
り
得
べ
き
地
識
に
非
ず
、
果
し
て
風
雨
烈
し
く
な
る
ｏ

五
日
ｏ
朝
に
至
る
も
止
ま
ず
、
正
に
暴
風
雨
な
り
、
正
午
の
頃
最
も
甚
し
く
天
幕
の
支
柱
量
々
倒
さ
れ
ん
と
す
。

六
日
。
午
前
三
時
頃
風
雨
止
み
蒼
天
に
星
斗
を
見
る
、
約
四
十
時
間
目
に
陽
光
を
井
し
、
人
を
た
き
食
を
と
る
を
得
た
る
也
、
午
前
中
は
乾
燥
と
休
息
に
費

し
午
後
よ
り
五
龍
に
登
り
、
南
下
し
て
入
峯
手
前
の
油
場
に
到
る
、
年
後
四
時
頃
、
野
管
、
東
谷
平
ら
か
に
見
ゆ
。

七
日
ｏ
天
氣
晴
朗
、
午
前
八
時
頃
出
稜
、
．八
峯
ギ
ヤ
ツ
プ
の
頭
ま
で
辿
り
、
少
し
く
引
返
し
て
普
通
縦
走
大
迂
回
路
の
下
端
に
下
り
、
之
よ
り
街
八
峯
の
澤

を
下
ら
ん
と
し
て
数
丈
の
瀑
布
（
水
殆
無
）
連
額
せ
る
に
出
會
ひ
失
敗
、
再
び
縦
走
路
の
下
端
に
戻
り
、
鹿
島
槍
側
密
林
の
癖
尾
根
を
翔
み
つ
ヽ
下
る
往
々

草
生
の
急
斜
に
か
ヽ
れ
ば
地
質
脆
蒻
甚
だ
危
険
を
感
ず
、
午
後
五
時
牛
頃
漸
く
に
し
て
東
谷
最
奥
の
河
原
に
下
ろ
を
得
た
り
、
几

一
八
四
〇
米
の
地
、
一漢

中
野
誉
。

八
日
ｏ
午
前
八
時
頃
出
資
、
東
谷
を
下
り
、
黒
部
本
流
に
落
合
ふ
所
よ
り
七
八
丁
上
部
に
野
誉
、
此
迄
は
先
づ
容
易
也
、
野
螢
地
の
敷
丁
下
に
古
河
測
量
隊

の
天
幕
稜
見
、
但
無
人
也
。

九
日
。
測
量
の
天
幕
よ
り
街
数
町
下
れ
ば
谷
は
愈
々
深
く
狭
く
瀧
は
瀧
に
連
り
到
底
下
る
を
得
ず
、
左
岸
カ
ラ
澤
を
上
り
黒
部
本
谷
よ
り
凡
四
百
米
の
高
距

に
達
し
、
之
よ
り
徐
々
に
下
り
つ
ゝ
急
斜
せ
る
密
林
の
山
腹
を
歩
く
、
相
封
す
る
仙
人
山
の
崖
物
凄
し
、
再
三
本
流
に
下
ら
ん
と
し
て
能
は
ず
、
水
面
上

凡
五
六
十
乃
至
百
来
の
地
を
ヽ
つ
り
進
む
。
既
に
日
暮
に
近
く
な
れ
ば
高

一
を
案
じ
て
一
の
カ
ラ
澤
を
下
り
、
筒
本
流
を
覗
く
に
至
ら
ず
し
て
岩
上
に
野

螢
す
、
此
澤
に
て
最
も
盛
に
綱
を
使
用
す
、
水
無
し
、
夕
立
を
集
め
辛
じ
て
二
合
を
得
た
る
の
み
。

十
日
。
早
朝
出
資
し
一
尾
根
を
越
ゆ
れ
ば
漸
く
水
を
得
、朝
食
と
休
憩
に
時
を
費
じ
午
前
十
時
頃
に
至
る
。之
よ
り
盤
々
谷
に
近
き
つ
ゝ
進
む
に
一
の
切
開
を

得
た
り
、
怪
み
つ
ヽ
下
れ
ば
偶
然
本
流
の
傍
古
河
測
量
隊
の
野
警
地
に
到
る
、
技
師
櫻
井
氏
並
人
夫
の
一
行
亦
大
に
驚
嘆
し
余
等

一
行
を
数
迎
す
、
時
に

七
〇
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午
後
二
時
頃
、
之
よ
り
進
む
も
良
好
な
る
野
管
地
無
か
る
可
け
れ
ば
、
此
庭
に
一
泊
と
決
し
天
幕
を
張
る
、
票
部
の
水
は
脚
下
に
流
る
、
右
岸
を
鱚
ひ
餌

澤
落
合
を
見
に
行
く
、
三
窓
の
頭
を
仰
ぎ
、
其
壮
親
言
語
に
絶
す
ｃ

十
一
日
。
櫻
井
氏
一
行
証
母
谷
に
下
る
、
余
等
は
午
前
八
時
頃
飢
澤
落
合
の
封
岸
よ
り
絶
壁
を
攀
奮
凡
二
百
来
の
高
度
を
得
る
に
敷
時
間
を
費
す
、
之
よ
り

一
旦
棒
小
屋
澤
に
下
れ
ば
急
流
と
瀑
布
勇
を
温
み
湖
る
べ
く
も
非
ず
、
当
岸
の
山
腹
を
ヽ
つ
り
復
た
危
険
を
胃
し
て
澤
に
下
る
、
湖
行
二
三
町
に
し
て
復

た
行
き
詰
り
、
上
む
を
得
ず
少
し
く
戻
り
て
猫
額
大
の
砂
地
に
天
幕
を
張
る
、
午
後
五
時
頃
。

十
二
日
。
前
日
の
失
策
に
鑑
み
一
旦
南
方
な
る
岩
小
屋
澤
尾
根
に
上
り
暫
く
し
て
澤
に
下
れ
ば
既
に
下
廊
下
の
範
園
を
腕
し
て
河
原
慶
く
平
ら
か
に
漢
水
の

徒
渉
容
易
也
、
午
後
四
時
頃
持
小
屋
澤
上
流
二
股
の
河
原
に
達
し
最
後
の
露
螢
を
張
る
、
夜
説
盃
を
上
げ
互
に
無
事
な
り
し
を
喜
ぶ
。

十
三
日
。
右
股
の
澤
を
上
り
つ
め
棒
小
屋
澤
乗
越
よ
り
左
下
し
ア
扇
澤
を
下
り
常
道
大
町
に
蹄
る
、
大
町
着
午
後
九
時
。

大

武

川

よ

り

三

峰

川

ま

で

柳

　

直
　
次
　
郎

大
正
六
年
七
月
二
十

一
日
。
再
度
甲
州
方
面

へ
と
志
し
て
、
例
の
夜
行
列
車
十

一
時
二
十
分
梅
凋
瞬
獲
に
乗
込
む
ベ

く
駆
着
け
る
と
、
偶
然
に
ヽ
停
車
場
で
登
山
委
の
朝
輝
記
太
留
氏
と
、
山
口
末
次
郎
氏
に
選
逓
す
る
。
．雨
氏
は
鹿
島
槍

の
方
面
へ
登
攀
と
の
事
で
、
竹
下
英

一
氏
や
外
に
四
五
名
の
見
送
が
あ
る
。
私
と
は
北
と
南
と
の
宗
旨
ち
が
い
で
、
落

着
く
先
は
異
つ
て
ゐ
る
が
、
獨
族
と
観
念
し
て
わ
た
私
に
は
、
汽
車
中
賞
に
得
易
か
ら
漁
好
侶
件
で
あ
つ
た
。

菫
尻
瞬
で
雨
氏
と
別
れ
て
午
後
四
時
過
豫
定
の
如
く
日
野
春
瞬
に
着
く
。
去
年
見
馴
れ
た
騨
頭
に
は
又

一
年
振
う
の

懐
か
し
さ
が
あ
る
。
構
外
へ
出
て
も
豫
期
し
た
柳
澤
か
ら
の
迎
の
者
が
見
え
漁
の
で
、
前
の
茶
店
で
馬
を
優
つ
て
貰
つ

て
荷
物
を
托
し
、
自
分
は
徒
歩
で
柳
澤

へ
と
向
ふ
。
途
中
は
例
の
焼
土
の
如
き
街
道
や
、
西
日
の
射
返
す
河
原
の
中

を
、
四
時
過
ぎ
と
云
ふ
て
も
日
永
の
頃
、
鳴
き
盛
る
蝉
の
聾
に
追
は
れ
て
、
柳
澤
の
小
池
屋

へ
着
い
た
の
は
夫
で
ヽ
六

○
大
武
川
よ
り
三
峰
川
ま
で
　
　
柳

七
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川
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で
　
　
柳

時
を
過
ぎ
て
ゐ
た
。
店
で
の
話
に
は
春
吉
の
子
供
等
が
、
馬
を
連
れ
て
迎
へ
に
馨
へ
出
て
ゐ
た
筈
だ
と
い
ふ
。

一
方
は

田
合
の
子
供
の
呑
氣
と
、
此
方
は
氣
が
急
い
た
篤
め
、
雙
方
で
気
が
付
か
な
か
つ
た
ら
し
い
ｏ
夫
に
し
て
も
餘
う
迂
間

だ
つ
た
と
自
か
ら
苦
笑
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
小
池
屋
に
は
幸
ひ
主
人
も
店
に
居
た
の
で
、
再
含
の
挨
拶
も
そ
乙
そ
乙

に
し
て
過
般
家
の
手
紙
で
交
渉
し
た
経
過
を
聞
き
、
又
顔
馴
染
の
家
内
の
心
置
き
な
き
待
遇
も
嬉
し
く
、
機
く
ろ
し
い

低
い
三
階
も
奮
知
の
心
地
し
て
、
導
か
る
ゝ
ま
ゝ
に
旅
装
を
解
き
、
例
の
露
天
の
据
風
呂
に
汗
を
流
す
と
。
早
速
野
茶

と
錐
詰
も
の
ゝ
夕
飯
を
す
ま
し
、
念
を
明
日
か
ら
の
日
程
を
熟
議
す
る
篤
に
春
吉
を
呼
寄
せ
る
ｏ
彼
は
昨
今
砂
防
工
事

の
方
へ
行
つ
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
健
康
が

思
は
し
く
な
い
の
で
、
帰
宅
体
養
中
に
て
頗
る
意
氣
鉛
沈
の
性
で
あ
る
。

今
度
は
到
底
も
い
供
は
出
来
哉
い
と
云
ふ
様
な
心
細
い
挨
拶
で
、
無
理
に
張
ゆ
る
も
氣
の
毒
と
は
思
つ
た
が
、
他
に
適

任
者
が
無
い
篤
め
、
折
角
の
企
国
を
水
泡
に
す
る
も
遺
減
で
あ
る
し
、
餘
う
無
理
を
せ
ｎ
事
と
し
て
懇
に
頼
ん
で
見
る

と
、
春
吉
の
末
弟
を
差
加
へ
る
事
に
し
て
、
兎
も
角
兄
弟
同
志
で
引
請
け
て
呉
れ
た
の
で

一
安
心
す
る
。
春
吉
に
は
食

料
品
の
取
纏
を

一
任
し
、
自
分
は
荷
物
丈
の
整
理
を
し
て
、
枕
に
就
た
の
は
も
う
か
れ
こ
れ
十

一
時
過
ぎ
、
低
い
窓
か

ら
見
ゆ
る
四
日
程
の
月
影
の
清
え
た
後
は
、
朧
氣
の
山
姿
な
が
ら
も
薔
知
に
逢
ふ
懐
か
し
さ
に
、
旅
と
云
ふ
事
も
忘
れ

て
、
朝
ま
で
は
夢
も
見
ｎ
程
に
熟
睡
し
た
。

大
武
川
の
赤
薙
澤
ま
で

七
月
二
十
三
日
。
柳
澤
を
出
離
れ
て
、
大
武
川
の
右
岸
に
滑
ふ
た
小
雀
に
差
懸
つ
た
の
は
午
前
六
時
頃
で
、
行
方
の

筆
轡
は
黒
戸
績
き
の
山
々
、
見
上
ぐ
る
奥
は
朝
典
か
ら
地
裁
邊
う
へ
延
く
山
脈
の
、
い
づ
れ
も
渡
瀾
重
昼
の
形
勢
を
な

し
て
、大
武
川
へ
の
千
谷
萬
鉢
を
な
し
て
ゐ
る
。
自
分
等
の
こ
れ
か
ら
辿
る
べ
き
深
谷
赤
薙
澤
は
、今
の
私
に
と
つ
て
は

大
な
る
謎
で
、
今
日
ま
で
少
し
も
参
考
と
な
る
べ
き
記
録
や
破
渉
談
を
見
聞
し
た
事
が
な
い
。
唯
春
吉
が
先
導
す
る
と

云
ス
丈
で
あ
る
。
楽
み
と
も
苦
み
と
も
、亦
不
安
と
も
豫
測
し
難
い
謎
で
あ
る
。
碧
杢
は
澄
渡
つ
て

一
片
の
雲
も
な
い
。
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大
武
川
の
河
原
に
は
、
昨
夜
知
ら
緻
間
に
降
つ
た
ら
し
い
夕
立
の
名
残
を
止
め
て
、
八
千
草
に
置
く
露
は
玉
と
輝
く
、

岩
間
に
険
く
薄
紅
梅
の
河
原
撫
子
の
可
憐
さ
、
遠
い
彼
方
の
森
蔭
に
高
鳴
く
小
鳥
の
聾
、
山
へ
行
く
身
と
は
思
へ
緻
程

の
静
的
な
情
景
で
あ
る
。

石
塞
川
の
合
流
尉
を
過
ぎ
た
頃
に
は
、
も
う
河
原
の
秘
礫
に
は
日
射
し
が
照
り
つ
け
て
、
徐
々
小
暑
く
な

つ
て
末

る
。
大
藪
温
泉
を
左
手
の
山
裾
に
見
て
、
大
武
川
の
本
流
を
右
に
渡
う
、
雑
木
交
う
の
松
林
を
通
抜
け
る
と
，
本
流
の

左
岸
を
奥
へ
通
す
る
路
が
あ
る
。
其
路
を
少
し
許
う
行
く
と
、
大
な
岩
を
切
割
つ
た
如
き
崖
の
下
に
出
て
、
左
へ
橋
を

渡
つ
て
叉
河
原
へ
下
う
立
つ
と
、
右
か
ら
大
き
な
澤
が
落
合
つ
て
家
る
。
駒
ケ
嶽
山
脈
概
念
国
に
汁
垂
澤
と
あ
る
も
の

で
、
其
奥
に
は
黒
戸
澤
や
、
駒
ケ
嶽
方
面
か
ら
出
る
篠
澤
な
ど
が
あ
多
、
是
庭
で
大
武
川
の
本
流
に
落
合
ふ
が
、
今
は

左
程
水
量
も
豊
富
で
な
い
か
ら
、
極
め
て
不
几
で

一
向
に
落
合
ら
し
い
慮
が
な
い
ｏ
夫
で
も

一
朝
大
荒
に
際
會
し
た
な

ら
ば
、
其
悽
絶
蓋
し
豫
想
外
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

路
は
流
を
離
れ
て
暫
く
は
山
の
根
寄
を
通
じ
、次
第
に
山
間
に
吸
込
ま
れ
て
、稿
狭
唆
ウ
つ
ゝ
あ
る
谷
を
左
へ
左
へ
と

進
む
。
密
叢
の
矮
林
は
河
岸
を
蔽
ひ
、
本
流
は
微
か
に
水
の
音
を
洩
ら
し
て
わ
る
。
路
は
平
坦
な
白
砂
に
通
じ
て
歩
み

心
地
が
至
極
良
い
、
然
し
ま
だ
山
懐
が
廣
く
、
日
光
を
遮
ぎ
る
程
に
迫
つ
て
も
ゐ
ず
、
又
森
林
も
な
い
の
で
、
具
向
に

う
け
る
朝
の
日
も
中
々
に
暑
く
、
額
に
汗
の
滲
Ｕ
を
覺
ゆ
る
け
れ
ど
も
、
別
に
文
句
を
云
ふ
程
の
苦
痛
で
は
な
い
。

春
吉
は
先
程
河
原
で
、
砂
防
係
う
の
役
人
ら
し
い
の
に
出
遇
つ
て
、
頻
う
に
話
合
つ
て
あ
る
の
で

一
足
先
き
に
ホ

た
が
、
待
合
せ
の
篤
め
是
庭
で

一
息
す
る
。
日
蔭
の
草
原
に
仰
臥
し
て
無
心
の
碧
塞
を
眺
め
て
ゐ
る
と
、
次
第
に
眠
く

な
つ
て
家
る
。
其
中
大
き
な
聾
が
聞
え
た
の
で
、
フ
ト
氣
が
付
い
て
見
る
と
春
吉
が
何
時
か
蹄
て
家
て
兄
弟
が
話
し
て

ゐ
る
。
自
分
は
う
と
ヽ
と
眠
う
か
け
て
ゐ
た
の
で
、
其
話
の
馨
が
耳
に
入
つ
た
ら
し
い
、
何
か
砂
防
の
役
人
に
陳
耕
で

ヽ
仕
て
家
た
の
か
と
思
ふ
と
、
素
直
な
男
丈
に
氣
の
毒
な
威
じ
も
す
る
。

其
庭
か
ら
二
三
町
も
行
く
と
、
谷
は
急
に
右
折
し
て
小
丘
を
抱
い
て
二
つ
に
別
れ
る
。
本
流
は
右
方
の
谷
を
奔
下
し
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よ
り
三
峰
川
ま
で
　
　
柳

て
、
路
は
左
方
の
種
落
た
る
崩
石
の
累
斜
面
を
可
な
う
急
な
勾
配
で
、
小
丘
の
頂
上
に
通
じ
て
ゐ
る
。
乙
の
雑
木
林
の

小
丘
は
砂
防
工
事
の
小
屋
の
あ
る
所
で
、
左
方
の
谷
は
小
丘
の
殆
ん
ど
上
ま
で
績
い
て
終
駐
は
左
方
の

一
小
峯
の
尾
根

か
ら
の
小
瀑
布
に
終
つ
て
ゐ
る
。
小
晴
き
雑
木
林
を
抜
け
、
茂
つ
た
露
の
下
草
を
踏
分
け
て
、
本
流
の
谷
へ
出
抜
け
る

と
、
難
谷
の
趣
が
全
然

一
憂
す
る
。
雨
岸
は
著
し
く
迫
つ
て
鬱
葱
た
る
樹
林
を
装
ひ
、
漢
水
は
激
流
奔
滞
の
勢
を
な
し

て
、
碁
布
の
二
岩
に
自
花
を
散
し
て
ゐ
る
。
最
早
此
庭
か
ら
河
原
の
徒
渉
は
絶
望
な
の
で
、
春
吉
は
具
先
に
右
岸
の

一

角
を
目
懸
け
て
、
驀
地
に
攀
上
つ
て
往
つ
た
が
、
様
子
如
何
に
と
脚
躇
す
る
自
分
等
を
手
招
す
る
、
績
い
て
進
め
ば
尾

根
の
中
腹
へ
と
出
づ
る
。
其
庭
に
は
落
葉
堆
高
く
、
青
苔
露
滑
か
な

一
路
、
微
か
に
木
下
闇
を
通
し
て
あ
る
。

一
昂

一

低
の
足
元
危
げ
に
約

一
時
間
も
辿
れ
ば
、
路
は
だ
ら
だ
ら
と
河
原
に
導
か
れ
た
ま
ゝ
誰
き
て
ゐ
る
。
此
邊
か
ら
谷
の
姿

は
稿
や
穏
に
な
つ
て
来
た
。
暫
く
河
原
の
右
岸
ヒ
樽
つ
て
往
く
裡
に
、
何
時
し
か
谷
の
様
が
明
る
く
眩
ゆ
い
程
に
打
開

け
て
。
廣
々
と
し
て
河
原
と
な
る
。
大
武
川
の
廣
河
原
、
そ
れ
は
自
分
等
の
俄
に
呼
ん
だ
名
稀
で
あ
る
が
、
場
所
に
相

應
し
い
名
稀
だ
か
ら
其
儘
呼
ぶ
こ
と
ヽ
す
る
。
両
岸
の
山
容
水
態
極
め
て
不
几
で
何
等
の
奇
趣
も
な
い
、
左
方
通
に
鳳

凰
山
の
実
頭
、
摩
天
の
勇
姿
が
こ
の
谷
の
成
容
を
保
つ
て
わ
る
。

廣ヽ
河
原
を
約
年
時
間
位
進
む
と
、
河
原
が
急
に
低
下
し
、
封
岸
は
著
し
く
土
砂
が
押
出
さ
れ
て
、
上
手
へ
か
け
て
小

山
の
如
く
堆
積
し
て
ゐ
る
。
路
は
丸
木
橋
に
よ
つ
て
右
岸
よ
う
左
岸
に
通
じ
、
丸
木
橋
の
下
は
河
床
の
最
凹
虎
で
、
幅

約
四
五
間
位
、
水
勢
頗
る
急
で
あ
る
か
ら
、
増
水
の
時
は
通
行
危
険
な
事
は
無
論
で
あ
る
。

封
岸
に
渡
っ
て
川
楊
の
涼
し
い
下
蔭
で

一
息
す
る
ｏ
雅
て
此
庭
を
越
ゆ
る
と
廣
河
原
は
素
の
鉢
谷
と
な
う
、
漸
次
急

崚
の
度
を
増
し
て
、
自
分
は
多
く
雨
岸
に
除
路
を
探
つ
て
前
進
す
る
。
其
間
の
谷
へ
は
左
方
か
ら
山
耐
の
澤
や
二
の
澤

と
云
ふ
の
が
落
合
つ
て
ゐ
る
の
だ
が
、
自
分
等
は
特
に
注
意
を
な
か
な
い
で
通
過
し
た
。
十

一
時
過
ぎ
に
は
念
こ
目
差

す
赤
薙
澤
の
落
合
の
下
に
行
営
つ
た
。

此
虎
は
谷
が
袋
の
底
の
如
く
に
、
狭
多
家
つ
た
最
後
の
行
詰
う
で
、
雨
岸
は
屏
風
の
如
く
聟
立
し
て
、
鬱
茂
た
０
森

七
四
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林
が
蓋
ひ
被
つ
て
ゐ
る
。
右
方
は
仙
水
峠
か
ら
木
る
本
流
、
左
方
正
面
は
赤
薙
澤
で
、
四
五
丈
の
飛
瀑
と
な
つ
て
岩
壁

を
奔
下
し
て
ゐ
る
。
恰
も
開
門
を
此
庭
に
構
え
て
、
其
耐
秘
を
永
久
に
知
ら
し
め
じ
と
す
る
か
の
如
く
に
、
行
手
を
塞

い
で
ゐ
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
奥
の
形
勢
は
無
論
豫
測
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
右
方
本
流
は
稿
水
量
が
少
な
い
様
に
見
え

る
の
で
、
其
下
の
岩
壁
に
足
懸
を
索
め
て
、
岩
角
裂
数
を
踏
締
め
て
、
幾
度
も
飛
沫
の
洗
腱
を
受
け
、
魚
貫
の
姿
で
辛

く
も
瀑
の
一
角
に
葡
上
つ
た
。
其
庭
か
ら
見
上
ぐ
る
右
方
の
本
流
は
非
常
な
傾
斜
を
な
し
て
、
通
か
の
上
か
ら
落
下
し

て
ゐ
る
が
、
幸
に
此
虜
で
も
水
量
が
極
く
少
な
い
の
で
、
左
程
の
危
険
も
威
ぜ
ず
し
て
通
過
し
た
。
水
量
の
豊
富
な
時

は
此
虜
の
通
過
は
餘
程
注
意
を
要
す
る
と
思
ふ
。

赤
薙
澤
の
瀑
の
上
を
左
岸
に
路
が
あ
る
。
元
家
大
武
川
は
仙
水
峠
か
ら
ホ
る
方
が
本
流
で
仙
水
澤
と
も
云
つ
て
わ
る

が
、
此
庭
で
は
赤
薙
澤
の
水
量
が
通
に
勝
れ
て
ゐ
る
。
春
吉
の
語
る
虎
に
よ
れ
ば
、
本
流
は
瀑
が
多
い
の
で
通
過
は
容

易
で
な
い
、
け
れ
ど
も
興
味
は
言
語
に
絶
し
て
ゐ
る
さ
う
で
あ
る
。
か
の
奇
抜
な
名
の
ヒ
ヨ
ン
グ
リ
の
瀑
な
ど
も
英

一

に
敷
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
今
は
瀑
壺
が
浅
く
埋
も
れ
て
、
落
下
す
る
水
勢
を
反
撥
せ
し
む
る
力
が
な
く
、
最
早
奮

時
の
奇
趣
を
見
る
事
は
出
来
な
い
さ
う
で
あ
る
。

さ
て
赤
薙
澤
の
本
舞
皇
は
此
虎
か
ら
初
瑣
る
。

一
町
許
行
く
と
左
岸
に
岩
小
屋
が
あ
る
ｃ
岩
壁
の
下
が
制
れ
て
、
五

六
人
位
は
裕
に
容
る
事
が
出
来
る
し
、
又
附
近
に
清
冽
な
る
岩
清
水
が
湧
出
し
て
ゐ
る
か
ら
、　
一
夜
の
宿
螢
地
と
し
て

は
至
極
良
好
の
場
所
で
あ
る
。
時
計
を
見
る
と
十

一
時
過
ぎ
、
そ
れ
で
岩
小
屋
の
前
に
焚
火
を
し
て
緩
々
と
書
飯
に
取

掛
る
、
煙
が
岩
壁
を
偉
ス

・
て
立
昇
る
の
を
眺
め
て
わ
る
と
う
と
う
と
眠
く
な
る
、
春
吉
の
掬
ん
で
来
た
清
水
を
，
試
に

口
に
含
め
ば
清
冷
唆
づ
歯
に
滲
ん
で
、
全
身
の
汗
が

一
時
に
引
込
ん
で
仕
舞
ふ
。

此
岩
小
屋
の
上
か
ら
澤
を
離
れ
て
早
川
尾
根
を
登
る
路
が
あ
る
。
さ
し
て
崚
路
で
も
な
い
と
の
事
で
あ
る
か
ら
、
自

分
等
の
や
う
に
赤
薙
澤
か
ら
野
呂
川
の
廣
河
原
へ′出
る
よ
う
も
、
早
川
尾
根
を
迂
廻
す
る
方
が
、
餘
程
李
易
で
危
険
と

云
ふ
憂
は
な
か
ら
う
が
、
時
間
の
経
済
は
果
し
て
何
方
が
利
益
で
あ
る
か
は
問
題
で
あ
ら
う
Ｑ
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豊
飯
を
了
つ
て
煙
草
を
喫
唆
漁
春
吉
は
、
す
ぐ
焚
火
の
前
を
離
れ
て
出
獲
の
準
備
を
す
る
。
左
岸
の
山
腹
を
縫
ふ
て

稽
急
崚
な
森
林
中
に
驀
進
す
る
、
と
早
や
赤
薙
澤
の
水
馨
は
足
下
よ
う
聴
ゆ
る
。
其
虎
に
は
路
が
微
か
に
績
い
て
ゐ

る
、然
し
行
洗
は
決
し
て
不
稽
で
は
な
い
、
崖
崩
れ
や
押
出
し
や
ら
で
、路
は
沿
え
た
多
す
る
。
木
の
根
草
の
葉
に
手
懸

り
足
溜
を
求
め
て
、
蟹
の
這
ふ
如
く
横
様
に
樽
ゆ
く
と
、
地
盤
は
概
ね
柔
い
腐
蝕
土
や
、
締
う
の
な
い
堆
石
の
累
積
で

あ
る
か
ら
、
さ
ら
さ
ら
と
音
を
た
て
ゝ
崩
落
つ
る
。
は
つ
と
思
は
ず
冷
汗
を
流
す
事
も
あ
る
。
又
其
先
に
は
二
間
許
り

も
陥
落
し
た
崖
か
ら
崖

へ
、
朽
か
け
た
丸
木
が
二
本
並
べ
て
懸
渡
し
て
あ
る
の
が
、
反
て
危
険
な
の
で
足
を
踏
出
せ
な

い
様
な
箇
所
も
あ
る
。
此
様
な
難
場
を
導
く
春
吉
の
苦
勢
は
大
抵
で
は
な
い
が
、
跡
に
引
添
ふ
て
お
づ
ノ
ヽ
進
む
自
分

等
も
餘
多
氣
業
で
は
な
か
つ
た
。
然
じ
踏
ま
れ
た
痕
跡
が
明
瞭
に
あ
る
の
で
、
迷
ふ
と
云
ふ
憂
は
差
営
つ
て
な
い
と
思

ス
の
で
安
心
が
出
来
る
ｏ

一
時
間
程
も
此
状
態
が
績
く
と
到
頭
路
は
澤
の
中
へ
治
込
ん
で
仕
舞
つ
た
が
、
幸
に
漢
流
が

不
稽
で
あ
る
か
ら
徒
渉
に
は
差
支
な
い
。
約

一
丁
位
は
岩
か
ら
岩

へ
、
洲
か
あ
浅
瀬
へ
と
同
じ
や
う
な
事
を
繰
返
し
て

行
く
う
ち
に
、
右
岸
の
崖
へ
攀
ぢ
て
山
腹
を
通
ず
る

一
路
へ
と
出
る
。
何
分
に
も
明
る
い
河
原
か
ら
、
幽
鬱
な
森
中
ヘ

突
入
す
る
の
で
全
で
闇
夜
を
行
く
心
地
が
す
る
。

一
時
は
説
覺
を
失
つ
た
か
の
如
く
に
足
許
が
危
な
か
つ
た
。
然
る
に

比
木
下
間
の

一
路
が
、
今
度
は
急
に
明
く
な
つ
た
と
思
ふ
と
、
恐
し
き
岩
壁
の
一
端
で
又
路
は
消
え
て
し
ま
つ
た
。
覗

い
て
見
る
と
下
は
絶
壁
の
高
さ
五
間
餘
も
あ
つ
て
、
此
虎
で
進
路
は
断
ち
切
ら
れ
て
ゐ
る
。
絶
壁
の
具
下
は
自
龍
の
如

３
奔
流
が
、
一
條
の
虹
を
立
て
ヽ
唸
つ
て
ゐ
る
物
凄
さ
に
、進
退
全
く
谷
ま
る
な
ど
ヽ
い
ふ
洒
落
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
赤

薙
澤
の
難
場
は
此
庭
か
ら
で
あ
る
と
春
吉
は
具
面
目
に
脅
す
様
な
口
振
を
見
せ
る
の
で
，
夫
は
面
白
い
と
負
惜
み
を
云

つ
て
も
、
心
中
に
は
順
る
僣
え
て
ゐ
る
の
を
除
し
お
ほ
す
わ
け
に
は
ゆ
か
ｎ
。
春
吉
は
荷
物
を
下
し
て
岩
角
を
物
色
し

初
め
た
が
、
絶
封
に
危
険
で
な
い
と
云
ふ
箇
所
は
見
営
ら
な
い
か
ら
、
少
し
で
も
足
懸
り
を
た
よ
う
に
し
て
下
る
事
に

せ
ね
ば
、
到
底
引
返
す
よ
う
外
に
道
は
な
い
。
先
づ
春
吉
は
蛙
の
如
く
岩
角
に
へ
ば
り
付
い
て
ず
り
下
う
な
が
ら
、
少

し
づ
ゝ
足
場
を
作
る
事
に
し
て
、
第

一
歩
を
踏
出
す
と
二
間
程
は
わ
け
な
ぐ
滑
多
落
ち
て
、
危
ふ
ぐ
岩
角
に
踏
み
止
ま

と
大
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る
。
其
下
に
は
立
木
の
切
倒
さ
れ
た
の
が
、
続
子
の
如
く
に
寄
掛
け
て
あ
る
の
が
見
え
る
、
誰
か
ゞ
足
懸
う
と
し
た
も

の
と
も
思
は
れ
る
が
、
最
近
に
は
無
論
通
過
し
た
も
の
が
な
い
筈
で
あ
る
か
ら
、
餘
程
古
く
な
つ
て
い
ゝ
加
減
に
腐
蝕

し
て
ゐ
る
か
も
知
れ
漁
恐
も
あ
る
。
何
分
外
に
仕
様
が
な
い
か
ら
夫
を
手
寄
う
に
し
て
、
漸
く
春
吉
は
下
ま
で
降
多
立

つ
た
、
其
次
は
自
分
の
番
で
あ
る
ｃ
春
吉
の
足
跡
を
辿
う
な
が
ら
相
憂
ら
ず
蛙
の
具
似
を
す
る
と
、
今
度
は
幸
に
滑
多

落
ち
も
せ
ず
、
無
事
に
本
の
梯
子
ま
で
這
ひ
付
い
て

一
思
す
る
。
其
立
木
の
梯
子
を
見
る
と
、
年
ば
朽
ち
て
ゐ
る
ら
し

く
安
心
は
出
来
な
い
が
、
全
然
是
を
手
寄
り
に
せ
漁
と
す
れ
ば
下
る
課
に
は
ゆ
か
ｎ
。
此
様
な
時
に
は
身
軽
な
も
の
ゝ

一
得
で
、
辛
く
も
無
事
に
梯
子
下
う
の

一
藝
が
す
む
。
春
吉
の
残
し
た
荷
物
と
、春
吉
の
弟
の
荷
物
を
組
で
下
し
て
、

最
後
に
下
つ
た
春
吉
の
弟
が
梯
子
の
年
頃
ま
で
木
る
と
、
果
し
て
上
の
細
い
部
分
が
折
れ
て
了
つ
た
。
然
し
皆
が
何
等

の
怪
我
も
な
か
つ
た
の
で
、
や
れ
や
れ
と
安
堵
の
胸
を
撫
で
る
。

今
下
つ
た
虎
は
上
か
ら
見
え
た
悽
ま
じ
い
奔
流
の
稿
上
手
で
、
澤
が
此
庭
で
二
段
と
な
つ
て
ゐ
る
。
頭
の
上
に
は
岩

壁
の
階
段
が
連
績
し
て
二
間
程
の
高
さ
が
あ
り
、所
々
隙
間
か
ら
上
段
の
漢
流
が
奔
下
し
て
、小
瀑
布
を
か
け
て
ゐ
る
か

ら
是
を
越
ゆ
る
に
叉

一
苦
努
で
あ
る
。
早
速
左
端
の
水
量
の
少
な
い
岸
壁
へ
、
例
の
折
れ
残
つ
た
梯
子
を
立
寄
せ
て
、

今
度
は
下
か
ら
乙
れ
を
攀
上
る
の
で
あ
る
が
、
距
離
が
短
か
い
か
ら
二
三
度
水
の
洗
濃
を
受
け
た
の
み
で
、
難
な
く

岩
階
の
上
に
出
る
。
此
庭
で
更
に
あ
つ
と
許
う
驚
愕
の
目
を
見
張
つ
て
立
辣
ん
だ
、
そ
れ
は
第
二
の
大
瀑
布
に
行
き
営

つ
た
か
ら
で
あ
る
。
正
面
の
大
瀑
布
は
即
ち
赤
薙
澤
の
本
流
で
、
左
か
ら
家
る
澤
は
鳳
凰
下
邊
う
か
ら
源
を
獲
す
る
ら

し
い
が
、
春
吉
も
名
を
知
ら
な
い
と
云
ふ
、
見
上
ぐ
る
ば
か
ら
急
峻
な
傾
斜
を
な
し
て
ゐ
る
。
此
場
の
光
景
は
恰
も
瓶

を
二
つ
に
割
つ
て
立
て
た
如
き
大
創
壁
が
、
抱
国
の
状
態
で
前
途
を
遮
断
し
て
ゐ
る
。
左
方
は
今
辿
多
家
つ
た
本
下
路

に
績
く
岩
壁
の
一
部
で
、
欝
蒼
た
る
針
葉
樹
の
大
森
林
が
鳳
凰
下
か
ら
な
る
今
の
無
名
の
澤
に
接
績
し
て
、
正
面
の
制

壁
が
其
澤
の
左
岸
迄
延
び
家
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
此
方
面
か
ら
は
到
底
登
る
べ
き
見
込
は
な
い
。
正
面
の
瀑
か
ら
右
方
ヘ

は
是
も
制
壁
の
一
部
が
手
を
横
げ
た
る
如
く
に
響
立
し
て
ゐ
る
か
ら
、
何
れ
の
方
面
か
ら
す
る
も
登
攀
不
可
能
を
思
は
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じ
め
る
。
唯
右
方
の
岩
壁
が
稽
薙
の
如
き
斜
面
を
見
せ
て
、
今
自
分
等
の
立
て
わ
る
岩
階
の
庭
ま
で
末
て
少
し
氣
勢
を

緩
め
て
ゐ
る
。
然
し
制
壁
の
上
部
は
密
林
が
薇
ひ
被
さ
つ
て
、
路
は
果
し
て
何
邊
に
通
じ
て
ゐ
る
か
分
明
で
な
い
。
春

吉
は
此
岩
壁
を
登
つ
て
正
面
瀑
の
上
へ
出
る
の
だ
と
云
ふ
が
、
岩
階
か
ら
其
岩
壁
の
斜
面
ま
で
は
彼
是
七
八
尺
位
の
岩

襖
で
、
な
か
ノ
ヽ
容
易
に
取
付
け
ど
う
に
も
な
い
。
叉
例
の
梯
子
を
引
上
げ
て
、
辛
く
も
岩
襖
の
下
方
の
少
し
季
坦
な

庭
ま
で
這
上
る
。
夫
れ
か
ら
は
三
人
共
殆
ど
四
這
の
姿
を
笑
ふ
餘
裕
も
な
い
程
の
緊
張
氣
味
で
、
岩
数
に
鎚
つ
て
十
敷

間
も
あ
る
急
斜
面
を
上
部
の
林
中
目
懸
け
て
突
入
す
る
。
春
吉
は
此
澤
第

一
の
難
場
な
り
と
云
つ
た
が
、
今
登
多
き
つ

た
上
方
か
ら
覗
ム
と
賞
際
目
が
眩
み
さ
う
で
あ
る
。荷
を
下
し
て

一
息
し
た
。
路
は
林
中
を
通
じ
て
瀑
の
上
を
廻
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
全
で
瓶
の
縁
を
樽
ふ
威
じ
が
す
る
。
階
つ
て
足
の
裏
の
榛
ば
ゆ
き
を
覺
え
つ
ゝ
も
無
我
夢
中
に
進
ん

で
、
本
流
の
手
前
の
小
さ
い
涸
澤
の
落
日
ま
で
行
く
、
此
虜
は
例
の
制
壁
の
絶
鮎
で
、
此
庭
を
越
せ
ば
ち
な
じ
崖
路
で

も
危
険
と
云
ふ
箇
虎
は
な
い
。

大
武
川
の
本
流
仙
水
澤
は
、
水
量
は
赤
薙
澤
に
及
ば
ん
様
に
思
は
れ
る
が
険
崚
の
度
に
於
て
勝
つ
て
わ
る
。
勿
論
自

分
は
仙
水
澤
を
通
過
し
た
経
験
が
な
い
の
で
、
確
と
し
た
こ
と
は
云
へ
な
い
が
、
春
吉
の
言
に
よ
つ
て
も
筒
又
仙
水
澤

の
合
流
難
か
ら
見
た
形
勢
か
ら
推
し
て
も
断
定
は
出
来
る
と
思
ふ
。
然
し
赤
薙
澤
の
方
へ
は
猟
師
を
除
い
て
、
奥
ま
で

入
つ
た
も
の
は
稀
有
と
の
事
で
あ
る
か
ら
、
確
賞
な
記
録
も
な
い
や
う
に
思
ス
。
尤
も
踏
ん
だ
路
ら
し
い
跡
は
随
庭
に

残
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
猟
師
ば
か
多
通
過
し
た
も
の
と
も
断
定
は
出
来
ｎ
。
適
営
の
案
内
者
が
あ
れ
ば

一
度
は
通
過
す
る

債
値
は
あ
る
と
思
ス
、
唯
水
量
の
多
い
時
は
所
々
に
瀑
が
多
い
か
ら
、
澤
と
崖
路
の
接
績
監
を
見
出
す
事
が
柳
か
困
難

と
推
量
す
る
。

時
計
を
見
れ
ば
午
後
二
時
少
し
過
ぎ
て
ゐ
る
。
本
澤
の
合
流
識
か
ら
約
二
時
間
を
費
し
て
ゐ
る
の
を
見
る
と
、
か
な

う
暇
ど
つ
た
課
だ
が
、
こ
れ
は
比
較
的
困
難
な
箇
所
が
多
か
つ
た
せ
い
で
あ
ら
う
。
此
庭
を
出
抜
け
る
と
叉
河
原
へ
降

う
立
つ
。
傾
斜
は
稿
緩
く
山
懐
は
少
し
寛
に
な
つ
て
、
澤
の
徒
渉
も
格
別
困
難
ヒ
威
ぜ
ず
足
取
も
業
に
、

一
時
間
程
で

お
〈

′|( 78 )



袋
澤
の
落
合
へ
出
た
。
此
庭
で
澤
が
二
つ
に
分
れ
て
具
上
よ
う
な
る
の
が
袋
澤
、
春
吉
は
奥
澤
と
云
ふ
て
ゐ
た
。
右
か

ら
家
る
の
は
奥
澤
よ
う
少
し
小
さ
い
や
う
に
見
え
る
が
、
是
が
本
澤
で
あ
る
と
云
ふ
た
様
に
記
憶
し
て
ゐ
る
。
自
然
の

形
勢
か
ら
は
奥
澤
は
廣
く
も
あ
多
、
大
分
奥
行
も
深
く
ゴ
ー
ロ
澤
の
頭
の
背
面
位
ま
で
入
つ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
し
、

赤
薙
の
本
谷
と
見
て
差
支
な
い
様
に
も
あ
る
。
然
し
右
方
は
顔
る
急
峻
で
、
藻
何
た
る
Ｅ
岩
に
小
飛
瀑
を
懸
け
て
水
量

も
順
る
豊
富
で
あ
る
。
此
澤
の
奥
は
野
呂
川
の
廣
河
原
乗
越
の
背
面
、
早
川
尾
根
の
頭
か
ら
接
績
す
る
山
脈
の
鞍
部
哉

で
食
入
つ
て
わ
る
。

此
合
流
駐
か
ら
自
分
等
は
廣
河
原
の
乗
越

へ
出
て
、
野
呂
川
へ
下
る
豫
定
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
尾
根
へ
登
れ
ば

水
を
得
る
便
宜
が
な
い
の
で
、
時
間
は
未
だ
四
時
位
な
も
の
で
大
分
早
い
が
此
虜
で
露
螢
と
決
し
、
先
づ
右
方
本
澤
の

入
口
に
懸
る
瀑
を
除
け
て
、
左
方
の
支
脈
を
少
し
登
つ
て
瀑
の
上

へ
出
て
、
澤
を

一
町
程
上
つ
て
左
岸
の
岩
蔭
に
恰
好

の
場
所
を
求
め
得
て

一
体
の
後
に
、
石
を
取
除
け
た
う
土
を
均
し
た
う
し
て
岩
小
屋
を
造
く
る
。
炊
事
に
か
ヽ
る
■
で

に
茶
を
煮
た
り
菓
子
を
出
し
た
う
し
て
、
今
日
の
経
過
を
何
呉
れ
と
な
く
語
り
合
ふ
。

赤
薙
澤
よ
り
大
樺
池
ま
で

二
十
四
日
。
午
前
六
時
年
に
結
束
し
て
出
機
。
澤
を
左
へ
渡
つ
て
昨
日
の
支
脈

へ
取
つ
き
、
雑
本
の
密
生
し
た
中
を

出
抜
け
る
と
直
ぐ
急
崚
な
登
う
と
な
る
。
朝
涼
に
引
緊
つ
た
心
持
で
遮
二
無
二
押
上
ら
ん
と
苛
つ
て
見
て
も
、
傾
斜
は

次
第
に
度
を
増
し
て
来
る
の
で

一
向
に
捗
取
ら
ｎ
。
反
つ
て
汗
が
際
限
な
く
流
れ
る
。
今
日
の
行
程
は
別
に
急
ぐ
程
で

も
な
い
の
で
、
途
に
は
良
い
氣
に
な
つ
て
和
の
氣
勢
に
も
似
ず
数
を
息
を
入
れ
る
。
針
葉
樹
の
生
茂
つ
た
日
影
も
漏
れ

，
や
う
な
林
中
で
、
途
と
云
ふ
て
は
な
い
か
ら
足
場
の
良
い
庭
を
選
ん
で
は
登
る
。
見
晴
ら
し
も
な
に
も
な
く
唯
赤
薙

澤
の
水
聾
の
次
第
に
遠
く
な
る
の
を
慕
き
な
が
ら
、約
二
時
間
ば
か
う
も
費
し
て
尾
根
ら
し
い
庭

へ
出
る
。赤
薙
の
頭
浚

で
は
登
ら
ず
に
今
度
は
左
方
へ
翔
ん
で
行
く
と
、
栂
や
檜
の
矮
林
に
雑
木
が
交
つ
た
恐
し
く
歩
き
に
く
い
茂
み
へ
入
込
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む
。
前
面
の
増
手
か
な
尾
根
へ
と
突
進
す
る
ま
で
は
、
全
で
個
松
の
中
を
脂
ぐ
様
で

一
町
足
ら
ず
の
間
を
、
縫
れ
廻
つ

た
揚
句
に
漸
く
目
差
す
尾
根

へ
出
る
。
其
庭
が
意
外
に
も
度
河
原
の
乗
越
で
、
出
モ
見
れ
ば
何
ん
だ
か
今
更
馬
鹿
に
せ

ら
れ
た
様
な
氣
が
す
る
。
然
し
出
獲
し
て
か
ら
は
殆
ん
ど
三
時
間
も
か
ゝ
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
今
乗
越
へ
家
た
か
ら
と
て

別
に
不
思
議
も
な
い
、
是
で
自
分
が
計
書
し
た
赤
薙
澤
探
見
の

一
幕
が
終
つ
た
事
に
な
る
。

廣
河
原
の
乗
越
は
、
早
川
尾
根
の
頭
か
ら
ゴ
ー
ロ
澤
の
頭
へ
通
ず
る
尾
根
の
低
下
し
た
虜
で
、
野
呂
川
か
ら
大
武
川

の
赤
薙
澤
へ
乗
越
す
唯

一
の
通
路
に
営
つ
て
ゐ
る
。
春
吉
の
語
る
所
で
は
今
は
通
行
す
る
者
は
無
論
な
い
し
、
案
内
者

も
道
筋
を
心
得
た
も
の
は
な
い
と
云
つ
て
も
良
い
位
で
あ
る
と
い
ふ
。
自
分
は
試
に
此
庭
を
選
ん
で
見
た
。
柳
澤
か
ら

駒
岳
ヒ
越
え
ず
に
北
岳

へ
登
山
す
る
者
は
、

一
度
は
通
つ
て
見
て
も
良
い
庭
で
あ
る
。

毛
露
の
如
き
柔

い
青
草
が

一
面
に
生
茂
つ
て
休
み
心
地
が
良
い
、
樹
立
を
透
せ
ば
具
正
面
は
北
岳
の
雄
姿
が
目
覺
む

る
ば
か
り
に
響
立
し
て
ゐ
る
。
少
し
右
寄
う
に
は
仙
丈
岳
の
三
頭
が
見
え
る
し
、
晴
い
様
な
木
立
の
中
か
ら
出
て
家
た

自
分
は
、
ま
の
あ
た
り
の
風
物
が
全
で

一
憂
し
た
威
じ
も
す
る
。
け
れ
ど
も
徳
本
峠
か
ら
穂
高
を
望
ん
だ
程
の
豪
壮
な

心
地
に
な
れ
な
い
の
は
少
し
物
足
ら
ぬ
が
、樹
の
間
を
透
し
て
暑
か
ら
ｎ
程
に
照
す
天
日
と
浴
び
て
、
そ
よ
吹
く
軟
風
を

青
草
の
金
に
飽
ま
で
貧
つ
て
、
際
涯
な
き
蒼
室
と
仰
ぎ
な
が
ら
も
眼
前
に
婉
挺
と
績
く
大
山
脈
に
目
を
移
す
と
、
魂
は

瓢
々
と
笏
化
し
去
つ
て
、　
一
切
の
煩
惜
は
何
時
し
か
離
脱
し
て
仕
曖
ふ
。
良
い
氣
持
だ
な
ど
ゝ
思
つ
て
ゐ
る
理
に
、
ラ

？
ノ
ヽ
眠
つ
て
呼
起
さ
れ
て
も
知
ら
ず
に
わ
た
。

前
途
遼
遠
な
う
い
ざ
出
残
と
重
い
腰
を
上
げ
て
、
廣
河
原
を
目
差
し
て
驀
地
に
馳
せ
下
る
。
勾
配
は
可
な
り
急
峻
な

の
で
足
の
運
び
は
速
い
が
、
生
茂
つ
た
針
葉
樹
林
に
朽
本
が
縦
横
に
倒
れ
て
ゐ
る
し
、
其
下
に
青
苔
を
帯
び
て
滑
か
な

岩
角
が
其
庭
に
も
此
庭
に
も
あ
る
。
幾
度
か
倒
れ
木
を
乗
越
し
又
岩
角
に
滑
つ
て
は
嫌
と
云
ふ
程
尻
餅
ケ
つ
く
、
何
分

に
も
今
朝
か
ら
三
時
間
以
上
も
費
し
、
勢
力
を
傾
倒
し
蓋
し
て
登
多
家
つ
た
も
の
を
、
約
壼
時
間
牛
位
で
廣
河
原
へ
馳

下
つ
た
の
だ
か
ら
、
尻
併
位
は
我
慢
せ
ず
ば
な
る
ま
い
と
諦
め
る
。
ま
だ
河
原
に
下
う
つ
か
緻
少
し
上
の
方
に
焚
人
の

〈
０
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跡
が
あ
る
。
な
ん
と
な
く
可
懐
し
い
。
此
庭
か
ら
廣
河
原
ま
で
二
町
許
多
も
あ
ら
う
、
野
呂
川
の
奔
流
は
音
ば
か
り
嘉

え
て
姿
は
ま
だ
目
に
入
ら
漁
。

野
呂
川
へ
出
た
の
は
十
時
過
ぎ
で
あ
る
ｏ
廣
い
河
原
を
川
に
浩
ふ
て
大
樺
澤
の
方
へ
下
る
少
し
手
前
の
封
岸
に
小
屋

が
見
え
る
。
去
年
は
此
邊
に
小
屋
ら
し
い
も
の
ゝ
影
も
な
か
つ
た
の
で
、
な
ほ
通
か
下
流
の
鐵
砲
の
跡
で

一
夜
を
明
し

た
。
春
吉
の
弟
の
談
に
よ
る
と
本
月
の
初
め
頃
に
、
外
国
人
が
二
人
程
と
案
内
者
が
滞
留
し
て
ゐ
た
の
を
見
た
と
云
ふ

か
ら
小
屋
は
多
分
其
時
に
出
来
た
も
の
で
あ
る
ら
し
く
、
北
岳
登
山
者
に
は
誠
に
結
構
な
る
賜
物
で
あ
る
。
此
小
屋
を

封
岸
に
見
て
稿
下
流
に
大
き
な
木
を
切
倒
し
て
、
枝
も
其
儘
に
流
れ
に
架
渡
し
て
橋
が
出
来
て
ゐ
る
。
是
も
誰
か
の
残

し
た
恩
恵
の
一
つ
で
、
今
の
自
分
等
に
は
世
界
最
新
式
の
鐵
橋
な
ど
よ
り
も
、
・通
に
有
意
義
で
性
に
賓
際
的
で
あ
る
と

思
つ
た
。
是
を
渡
つ
て
河
原
を
少
し
下
れ
ば
此
虎
に
も
小
屋
の
跡
が
あ
る
ｏ
も
う
康
頼
し
て
夏
草
が
丈
を
没
す
る
ば
か

ら
に
生
茂
つ
て
、
容
易
に
足
も
踏
入
れ
難
く
見
え
る
。
此
庭
を
通
過
す
れ
ば
大
樺
澤
の
落
口
で
、
本
年
は
谷
間
に
残
雪

が
多
い
篤
か
、
落
日
は
奔
騰
の
勢
凄
じ
く
沿
々
と
鳴
轟
い
て
ゐ
る
。

ま
だ
十

一
時
を
過
ぎ
て
は
わ
な
い
が
此
庭
で
書
食
を
と
る
。
手
に
掬
へ
ば
指
も
墜
つ
る
如
く
冷
た
い
雪
融
の
水
に
咽

喉
を
鳴
ら
し
て
、
小
兄
の
頭
ほ
ど
も
あ
る
握
飯
ヒ
噛
る
。
今
日
少
ｔ
疲
労
し
た
せ
い
か
ど
う
も
食
慾
が
な
い
の
で
、
牛

分
ば
か
り
漸
く
に
し
て
平
げ
る
。
然
し
澤
の
水
に
冷
し
て
置
い
た
林
檎
が
、
何
ん
と
も
云
へ
緻
美
味
な
の
で
是
は
心
も
残

さ
ず
噛
る
。
上
か
ら
照
る
日
射
は
も
う
な
か
な
か
暑
い
が
、
澤
を
渡
つ
て
泰
る
風
は
冷
た
い
程
涼
し
い
の
で
、
落
着
い

た
腰
は
急
に
上
ら
な
い
。
誰
か
ゞ
其
弾
に
出
螢
す
る
と
云
ふ
だ
ら
う
と
い
ゝ
氣
に
な
つ
て
ゐ

・る
と
、
正
直
な
春
吉
は
あ

ま
う
遅
く
な
ら
ん
中
に
出
懸
ま
せ
う
と
先
づ
立
上
つ
た
の
で
、
自
分
も
い
さ
ぎ
よ
く
尻
を
上
げ
る
。

大
樺
澤
の
落
口
を
岩
間
偉
ひ
に
少
し
上
手
に
湖
つ
て
、
今
度
は
水
馨
を
左
に
澤
を
離
れ
て
、
朽
ち
か
ゝ
つ
た
危
き
丸

木
橋
を
波
る
と
、
雑
木
や
ら
根
曲
う
竹
の
密
生
し
た
藪
が
あ
る
ｏ
其
庭
を
出
抜
け
る
と
直
ぐ
に
積
の
如
き
紺
季
坦
な
庭

で
、
路
は
左
方
に
通
つ
て
暫
く
行
く
と
深
林
帯
と
な
る
。
更
に
右
方
に
引
込
れ
て
傾
斜
の
度
が
増
し
て
な
る
虎
を
、
夫

０
大
武
川

よ
り

三
峰
川
ま
で
　
　
柳

〈
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か
ら
は
左
へ
右

へ
木
立
の
程
に
残
る
足
跡
を
探
つ
て
約
三
十
分
程
上
る
と
、
左
方
に
康
朽
し
た
神
蔵
の
建
物
が
残
つ
て

わ
る
。
是
は
名
取
氏
の
自
峰
耐
祗
建
立
の
跡
で
、
路
は
此
邊
か
ら
順
る
急
峻
と
な
つ
て

一
歩
に

一
喘
。
重
い
足
は
な
か

な
か
捗
取
ら
緻
。
腰
を
下
し
て
憩
ス
と
立
つ
の
が
嫌
に
な
る
か
ら
、
全
で
最
の
這
ふ
よ
う
も
な
ほ
遅
く
、
而
し
春
吉
は

一
本
も
立
て
ｎ
か
ら
体
ま
ず
追
ス
て
行
く
。
夫
で
も
小

一
時
間
も
登
ウ
詰
れ
ば
稿
不
坦
な
切
開
い
た
庭
に
出
る
。
其
庭

は
雨
乞
平
と
か
云
ふ
て
材
木
を
運
び
出
し
た
す
デ
の
跡
が
残
つ
て
ゐ
る
虜
で
、
路
は
此
虜
で
清
２
て
ゐ
る
か
ら
少
か
ら

ず
問
誤
つ
く
、
先
づ

一
体
し
て
春
吉
は
其
邊
の
様
子
を
見
に
行
く
。
暫
く
し
て
こ
の
サ
デ
を
渡
つ
て
行
け
ば
其
終
尉
か

ら
路
は
績
い
て
ゐ
る
由
を
見
き
は
め
て
家
た
の
で
安
心
す
る
。
サ
デ
は
可
な
う
長
く
績
い
て
其
上
を
歩
ん
で
も
危
険
の

な
い
程
に
残
存
し
、
其
終
駐
か
ら
山
腹
を
右
へ
と
路
は
立
派
に
拓
け
て
わ
る
。
右

へ
翔
ん
だ
稿
平
坦
な
小
路
は
蛇
の
如

く
紆
つ
て
何
虎
ま
で
も
績
く
、

一
時
間
餘
も
進
ん
だ
ど
思
ふ
頃
に
、
二
の
小
澤
が
右
手
か
ら
流
れ
て
大
樺
澤
へ
落
ち
て

ゐ
る
。
大
樺
澤
の
落
口
を
離
れ
て
か
ら
此
虎
ま
で
は
水
を
得
る
便
宜
が
な
い
の
で
、
乾
涸
び
た
咽
喉
ヒ
燥
し
て
又
も
前

途
を
急
ぐ
、
夫
か
ら
大
樺
池
の
畔
へ
出
た
の
は
約
二
十
分
程
も
過
ぎ
て
ゐ
た
。

今
迄
の
森
林
帯
を
出
離
れ
る
と
．
夏
草
の
一
面
に
生
茂
つ
た
平
原
が
其
虎
に
展
開
し
て
来
る
。
左
は
谷
に
面
し
た
絶

壁
で
、上
は
岳
樺
が
Ｅ
切
よ
く
生
連
つ
て
ゐ
る
し
、右
は
尾
根
の
方
へ
稽
延
び
て
、
大
樺
池
は
其
の
叢
の
中
に
あ
る
。
周

園

一
町
に
も
足
ら
緻
小
池
で
。
水
の
色
も
濁
つ
て
う
す
汚
く
、
何
等
耐
秘
的
の
威
も
起
ら
ぬ
、
北
ア
″
プ
ス
に
見
る
双

六
池
の
如
き
懐
か
し
み
は
更
に
な
い
嗜
賓
際
平
凡
至
極
の
も
の
で
あ
る
が
、
未
で
も
何
等
か
信
仰
的
な
由
泰
で
も
あ
る

の
か
、
周
国
の
本
に
紙
職
な
ど
が
結
付
け
ら
れ
て
あ
る
。
　

・

ま
だ
午
後
三
十
分
で
大
分
早
い
が
、
豫
定
の
宿
螢
地
で
も
あ
り
、
折
柄
北
岳
の
頂
上
を
右
へ
外
れ
て
一
抹
の
夕
立
雲

が
次
第
に
具
上
に
接
が
つ
て
、
果
は
雷
鳴
さ
へ
遠
く
近
く
に
轟
き
、
何
と
な
く
形
勢
頗
る
不
穏
な
の
で
、　
一
刻
も
早
く

宿
螢
の
準
備
を
要
す
る
か
ら
、
春
吉
は
池
の
手
前
の
大
樹
の
下
に
小
屋
掛
を
す
る
。
附
近
に
は
野
螢
の
跡
も
あ
る
手
坦

な
草
付
の
庭
で
、
宿
螢
地
と
し
て
は
絶
好
の
場
所
で
あ
る
。
直
ぐ
下
に
水
も
あ
う
、
南
西
北
の
三
方
は
風
を
ふ
さ
ぎ
、

ハ
ニ
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多
人
数
の
国
艦
で
も
決
し
て
都
合
の
悪
い
虜
で
は
な
い
。

近
づ
く
と
思
つ
た
夕
立
も
他
方
へ
外
れ
た
し
、
雷
鳴
も
遠
く
か
ら
威
嚇
す
る
の
み
で
、
其
裡
に
小
屋
も
出
来
て
荷
物

を
運
び
入
れ
た
う
、
汗
の
下
衣
や
窮
屈
な
洋
服
を
ネ
″
の
軍
衣
に
被
替

へ
て
、
悠
々
と
焚
人
の
前
に
車
座
と
な
う
、
茶

を
煮
た
う
汁
粉
を
作
つ
た
う
す
る
。
暮
需
の
立
軍
む
る
頃
に
は
夕
飯
も
終
つ
て
、
山
々
は
次
第
に
太
古
の
如
き
静
寂

ご゙

と
な
り
、
塞
に
は
雲
間
も
る
星
の
影
さ
へ
二
三
ツ
見
え
初
め
て
ホ
た
。
自
分
等
は
明
日
の
行
程
を
談
じ
な
が
ら
、
焚
火

の
燃
さ
か
る
蔭
に
そ
ろ
そ
ろ
寝
仕
度
を
す
る
。

北
岳
よ
り
大
横
川
の
源
頭
ま
で

二
十
五
日
の
暁
天
は
昨
夜
に
引
き
か
へ
て
朗
ら
か
に
晴
れ
亘
つ
て
わ
る
。
午
前
六
時
年
に
は
早
や
出
螢
の
用
意
が
調

つ
て
、
春
吉
は
名
残
の
茶
を
吸
つ
て
ゐ
る
。
露
繁
き
夏
草
の
生
茂
つ
た
中
を
掻
き
分
け
て
行
く
と
。
裾
の
方
は
雨
に
で

も
逢
つ
た
様
に
び
つ
し
よ
う
と
燥
る
。
池
の
周
囲
を
廻
つ
て
右
方
の
急
斜
面
を
具
向
に
登
る
。
柔
い
青
草
に
埋
も
れ
た

路
の
底
に
は
銑
い
岩
角
が
頴
は
れ
て
ゐ
る
の
で
、
足
の
指
を
打
っ
け
た
う
し
て
惜
さ
れ
る
の
み
で
な
く
、
傾
斜
が
急
な

上
に
頗
る
歩
き
に
く
い
。
夫
で
も
正
面
に
見
え
る
大
岩
の
根
竣
で
は

一
氣
に
攀
ぢ
登
つ
て
一
息
入
れ
る
。
朝
涼
に
も
開

ら
ず
浄
ば
ん
で
呼
吸
も
多
少
は
ず
む
で
末
た
ｏ
岩
を
左

へ
廻
つ
て
岳
樺
の
密
生
し
た
樹
帯
に
滑
ふ
て
、
漸
次
に
右
上
を

望
ん
で
進
む
と
急
崚
の
度
は

一
層
培
し
て
来
る
。
樹
帯
を
出
抜
け
る
頃
か
ら
背
後
よ
う
照
多
つ
け
る
日
射
が
張
烈
に
な

つ
て
、
夫
を
避
け
る
蔭
が
全
く
な
い
か
ら
、
燒
け
つ
く
様
に
熱
い
。
然
し
足
許
を
見
る
と
美
し
い
高
山
植
物
が
、
黄
紫

紅
白
、
と
う
ど
う
に
険
乱
れ
て
ま
だ
乾
緻
朝
露
の
濡
色
を
其
儘
に
、
日
光
に
輝
い
て
ゐ
る
。
夫
を
踏
み
つ
け
て
行
く
の

は
い
か
に
も
残
虐
な
氣
も
す
る
が
、
是
を
よ
け
て
進
む
程
の
餘
裕
が
な
い
。
黒
百
合
の
花
を

一
つ
手
折
つ
て
胸
に
と
さ

す
、
自
分
は
此
花
の
魔
性
め
か
し
き
色
が
ハ
山
の
耐
秘
を
語
つ
て
ゐ
る
如
く
に
思
は
れ
て
好
き
で
あ
る
。
漸
く
右
上
の

優
松
の
蔭

へ
迪
う
着
く
ま
で
に
は
可
な
う
の
苦
痛
を
覺
え
さ
せ
ら
れ
た
。
其
庭
で
荷
を
卸
し
て
緩
く
り
腰
を
据
ゑ
る
。

琥 第 年 五 十 第 岳 山

○
大
武
川
よ
り
三
峰
川
ま
ぜ
　
　
柳

〈
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ぜ
　
　
柳

何
庭
と
も
な
く

一
陣
の
凍
風
が
恒
松
を
亘
つ
て
来
る
の
で
、
ほ
て
つ
た
浄
の
顔
に
は
快
く
威
ず
る
。
今
迄
は
餘
庭
を
顧

み
る
餘
裕
も
な
か
つ
た
が
、
此
庭
に
休
ん
で
初
め
て
北
正
面
に
鳳
凰
山
脈

一
帯
の
大
親
が
目
に
入
る
。
乙
と
に
其
養
の

河
原
邊
う
の
自
砂
が
雲
の
如
く
眩
ゆ
く
見
え
る
。
野
呂
川
の
漢
谷
を
中
心
と
し
て
白
峯
山
脈
と
地
蔵

一
帯
の
山
脈
と
の

封
立
は
、
黒
部
川
を
披
ん
で
ゐ
る
北
ア
／
プ
ス
程
の
偉
観
は
見
出
し
得
な
い
事
を
遺
減
と
す
る
。

恒
松
帯
を
右
に
見
て
少
し
登
る
と
北
岳
頂
上
へ
の
尾
根
へ
出
る
の
で
あ
る
。
此
邊
は
廣
闊
な
る
高
原
般
を
な
し
て
、所

謂
お
花
畠
と
で
も
云
ひ
さ
う
な
虜
で
あ
る
。
左
上
を
指
し
て
登
れ
ば
低
い
恨
松
が
波
の
如
く
連
つ
て
ゐ
る
が
、
切
開
け

が
あ
る
か
ら
極
め
て
容
易
に
尾
根
の
上
へ
出
る
ｏ
是
か
ら
が
絶
頂
へ
の
上
う
と
な
る
の
で
、
し
か
も
絶
頂
は
直
ぐ
鼻
の

先
に
見
え
て
ゐ
る
か
ら
足
の
進
み
も
自
づ
と
早
ぐ
な
る
ｏ
今
朝
の
天
氣
が
又

一
憂
し
だ
し
て
泰
た
、
気
が
ヽ
多
の
夕
立

雲
が
頻
繁
に
雀
徳
す
る
し
、
時
々
遠
雷
の
音
も
聞
ゆ
る
。
降
込
ら
れ
で
は

一
大
事
と

一
向
に
前
途
を
急
ぐ
、
九
時
に
は

難
な
く
頂
上
小
祠
の
前
に
立
つ
た
。
曇
つ
た
塞
に
は
期
待
し
た
展
望
も
得
ら
れ
ず
、
僅
に
駒
岳
の
雄
姿
が
隠
見
し
て
わ

る
の
み
で
あ
る
。
塞
模
様
が
氣
に
な
る
の
で
腰
を
据
ゑ
る
間
も
な
く
出
獲
す
る
。
北
岳
の
頂
上
は
賞
際
不
几
で
あ
る
と

罵
る
。

北
岳
か
ら
間
岳
へ
の
山
稜
が
長
く
績
い
て
ゐ
る
。
其
山
稜
は

一
段
低
下
し
て
ゐ
る
が
、
其
先
は
天
梯
の
如
く
に
婉
興

た
る
登
う
と
な
つ
て
間
岳
の
頂
上
ま
で
延
い
て
ゐ
る
。
念
々
北
岳
南
の
逆
落
的
の
傾
斜
面
へ
第

一
歩
を
着
け
る
と
、
足

の
下
か
ら
墜
石
が
音
を
立
て
ヽ
な
だ
れ
て
行
く
、
そ
れ
を
踏
〆
な
が
ら
具

一
文
字
に
馳
下
る
。
滑
る
、
尻
餅
を
つ
く
と

散
々
の
艦
で
、
そ
れ
で
も
三
人
は
別
に
怪
我
も
な
く
鞍
部
ま
で
降
着
い
て

一
息
す
る
。
是
か
ら
は
例
の
急
瞼
な
天
縮
を

登
る
の
で
、
馴
か
情
氣
ざ
る
を
得
な
い
が
、
奮
働

一
番
、
疲
れ
果
て
た
膝
栗
毛
に
鞭
を
加
へ
て
登
る
。
荒
川
の
右
俣
左

俣
あ
た
り
の
尾
根
を
過
ぎ
て
、
今

一
息
と
前
途
を
見
渡
し
て
も
、
間
岳
の
頂
上
は
そ
れ
と
も
見
え
分
ら
漁
程
に
山
稜
が

延
び
て
ゐ
る
。
時
は
恰
度
十

一
時
、疲
れ
の
せ
い
で
塞
腹
な
の
か
、基
腹
で
な
い
の
か
自
分
で
も
解
ら
漁
。
然
し
春
吉
等

は
書
食
す
る
の
で
、
自
分
も
相
件
を
す
る
が
、
例
の
偉
大
な
る
握
飯
は
牛
分
以
上
も
残
る
。
北
岳
か
ら
約
二
時
間
を
費

〈
四
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し
て
ま
だ
間
岳
へ
は
登
わ
着
か
な
い
、
春
吉
は
仙
丈
か
ら
尾
根
通
を
重
見

へ
は
往
つ
た
が
、
間
岳
か
ら
其
尾
根
通
う
ヘ

出
る
の
は
、
今
度
初
め
て
ゞ
あ
る
か
ら
、
今
夜
の
宿
螢
地
は
未
だ
見
営
が
つ
い
て
ゐ
な
い
。
何
は
兎
も
あ
れ
間
岳
ま
で

は
早
く
到
達
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
特
別
急
行
で
驀
進
す
る
事
に
協
議
す
る
。
殊
に
是
か
ら
は

一
滴
の
水
を
得
る
虜

も
な
い
か
ら
と
、
春
吉
の
弟
を
尾
根
の
左
方
に
見
ゆ
る
雪
田
ま
で
雪
を
取
り
に
遣
つ
て
、
桐
油
紙
に
包
ん
で
是
を
背
負

つ
て
行
く
事
に
す
る
。
岩
階
の
如
き
尾
根
を
縫
ふ
て
躍
進
を
初
め
る
。
漸
く
四
五
町
ヽ
家
た
と
思
ふ
頃
、
間
岳
の
頂
上

邊
う
に

一
柔
の
黒
雲
が
立
ち
舞
ふ
と
見
る
間
に
、
雷
鳴
轟
き
銀
線
の
如
き
雨
が
さ
つ
と
注
ぎ
落
つ
る
。

一
瞬
は

一
瞬
よ

う
猛
烈
と
な
う
ま
さ
る
の
で
、
三
人
は
具
近
き
岩
蔭
目
懸
け
て
馳
上
多
、
日
白
押
の
如
く
に
居
辣
ま
つ
て
、
英
産
合
笏

な
ど
手
近
の
も
の
を
頭
か
ら
被
つ
て
、
申
合
せ
た
か
の
様
に
怨
め
し
げ
に
基
を
見
上
げ
る
。
露
震
の
舌
は
次
第
に
近
づ

き
家
つ
て
、
降
う
し
き
る
雨
脚
に
氣
勢
を
添
へ
、
岩
を
樽
ふ
雨
滴
は
隙
間
を
浸
し
て
、
頭
か
ら
襟
に
、
襟
か
ら
背
へ
と

流
れ
込
む
。
今
度
は
雨
が
霙
と
憂
じ
て
礫
の
如
く
、
日
と
云
は
ず
鼻
と
云
は
ず
面
を
叩
く
、
瞬
時
の
憂
化
は
驚
く
べ
き

氣
象
の
降
下
と
な
つ
て
、
奇
寒
ひ
し
と
身
に
追
つ
て
戦
慄
が
止
ら
緻
。
春
吉
等
は
最
早
堪
う
か
ね
て
、
降
頻
る
中
に
胴

着
な
ど
を
取
出
し
て
重
ね
着
を
す
る
。
二
時
間
程
を
不
安
な
恐
慌
の
理
に
過
す
と
、
雷
鳴
も
次
第
に
違
ざ
か
り
、
雨
も

小
歌
み
と
な
つ
た
の
で
、
漸
く
岩
陰
を
旬
ひ
出
し
て
身
仕
度
を
調
え
る
。
今
の
霙
は
新
雪
の
様
に
降
溜
つ
て
、
其
邊
は

自
銀
の
世
界
と
な
つ
て
ゐ
る
。
頂
上
近
く
カ
１
／
形
の
凹
地
に
来
た
頃
に
は
、
雷
も
聞
え
ず
雨
も
名
残
な
く
晴
れ
て
は

わ
た
が
、
濃
霧
が
襲
末
し
て
農
鳥

へ
の
尾
根
も
、
仙
丈
荒
川
は
勿
論
間
岳
か
ら
分
脈
す
る
尾
根
さ
へ
見
分
ら
れ
漁
。
寒

さ
に
咽
喉
の
渇
き
な
ど
は
疾
く
の
音
に
忘
れ
て
ゐ
る
の
み
な
ら
ず
、
此
虜
の
窪
地
に
は
多
量
の
残
雪
も
あ
る
。
重
い
の

に
御
苦
努
様
に
も
背
負
つ
て
家
た
雪
を
今
更
捨
場
も
な
い
始
未
で
、
稀
に
気
を
き
か
せ
る
と
此
様
な
ぶ
哉
を
す
る
。
遮

二
無
二
絶
頂
へ
辿
う
着
い
た
の
は
午
後

一
時
竿
過
。
此
庭
は
三
方
か
ら
末
る
尾
根
の
集
中
騰
で
、
南
は
通
に
農
鳥
の
長

大
な
る
尾
根
が
天
際
に
連
互
し
て
あ
る
し
、
北
は
今
通
つ
て
家
た
北
岳

へ
の
尾
根
績
き
、
西
が
今
自
分
等
の
目
指
す
尾

根
で
あ
る
が
、
其
尾
根
が
又
三
分
し
て
ゐ
る
様
で
、
何
方
が
正
営
の
も
の
か
其
先
の
連
績
識
が
霧
の
た
め
に
剣
明
し
な

統 一 第 年 五 十 第 岳 山
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大
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よ
り
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で
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O最
初
は
農
鳥
の
雄
姿
さ
へ
見
分
け
得
ｎ
程
の
濃
霧
で
、
尾
根
の
形
勢
な
ど
は
無
論
分
る
筈
が
な
い
、
可
な
り
に
迷
つ

た
塞
句
霧
の
切
れ
間
か
ら
西
の
左
の
尾
根
は
、
其
先
が
谷
に
落
ち
込
ん
で
ゐ
る
短
か
い
尾
根
で
あ
る
事
や
、
其
右
方
の

尾
根
を
性
と
見
定
め
る
迄
に
は
大
分
時
間
を
徒
費
し
た
。

初
の
程
は
頗
る
平
几
な
尾
根
と
見
く
び
つ
て
往
く
と
、
突
然
霧
の
時
間
に
大
き
な
岩
山
が
現
れ
て
木
る
。

一
見
越
ら

れ
さ
う
に
も
思
は
れ
な
い
の
で
、
三
人
は
顔
を
見
合
せ
て
件
立
し
て
ゐ
た
が
、
今
度
は
霧
が
次
第
に
薄
ら
い
で
雨
と
な

っ
て
来
た
の
で
、
前
途
は
篤
に
明
る
く
な
つ
て
見
定
が
き
く
様
に
な
る
。
此
岩
山
は
共
上
を
通
過
す
る
事
の
出
来
な
い

だ
け
は
剣
明
し
た
の
で
、
左
方
の
谷
へ
少
し
下
つ
て
通
路
を
見
出
す
べ
く
春
吉
を
先
に
岩
稜
を
偉
ひ
初
め
る
。
Ｅ
大
な

岩
壁
が
先
か
ら
先
へ
と
績
い
て
わ
る
の
で
、
今
度
は
後
へ
戻
つ
て
大
廻
り
と
な
し
、
短
い
恨
松
の
間
か
ら
谷
へ
下
つ
て

更
に
岩
稜
を
物
色
し
て
登
多
初
め
る
。
其
中
に
雨
は
張
く
降
つ
て
家
た
の
で
又
岩
陰
へ
逃
込
む
。
幸
ひ
十
分
許
う
で
小

歌
み
と
な
つ
た
の
で
、
其
庭
か
ら
十
間
許
う
も
岩
稜
を
上
下
し
、
岩
山
の
中
腹
を
右
へ
翔
ん
で
、
丈
の
短
い
優
松
の
急

斜
地
へ
入
る
と
、
雨
が
又
氣
勢
を
増
し
て
来
る
。
優
松
の
中
を
濡
れ
な
が
ら
滑
つ
て
ゆ
く
様
な
庭
で
、
足
掛
う
の
悪
い

瞼
暖
は
左
か
ら
足
を
出
せ
ば
右
の
足
が
出
し
得
な
い
様
な
庭
も
あ
る
ｏ
夫
で
も
時
間
に
す
れ
ば
二
十
分
程
で
此
岩
山
の

中
腹
を
廻
う
終
は
つ
た
。
今
度
は
是
迄
の
瞼
悪
を
忘
れ
た
か
の
如
さ
季
稽
な
尾
根
が
左

へ
績
い
て
ゐ
る
。

此
尾
根
は
恰
度
高
原
の
如
く
展
開
し
て
ゐ
て
、
優
松
の
波
が
遠
く
ま
で
績
い
て
ゐ
る
の
が
見
え
る
。
下
は
小
さ
な
岩

片
の
堆
積
し
た
所
や
、
さ
ら
さ
ら
し
た
砂
地
で
。
高
山
植
物
の
花
が
駐
々
険
い
て
ゐ
る
。
雨
は
上
つ
て
霧
が
全
く
晴
れ

る
と
、
農
鳥
の
雄
姿
が
目
醒
る
許
う
に
現
れ
て
来
る
。
何
と
云
ふ
立
派
な
尾
根
だ
ら
う
、
恐
ら
く
北
ア
／
プ
ス
で
も
是

程
長
大
な
尾
根
は
見
出
し
得
な
い
と
思
ふ
。
留
く
休
ん
で
見
て
ゐ
る
と

一
番
上
か
ら
二
つ
目
の
隆
起
駐
邊
か
ら
、黒
い
豆

程
の
物
が
三
つ
許
う
動
３
出
す
の
が
見
え
る
。
動
く
動
か
ぬ
と
三
人
が
押
間
答
し
な
が
ら
、
な
ほ
克
く
疑
説
し
て
ゐ
る

と
果
し
て
動
く
、
今
度
は
三
人
が
聾
を
合
せ
帽
子
ヒ
打
振
つ
て
吹
鳴
る
と
、
山
彦
か
あ
ら
緻
か
苺
が
聞
え
て
来
る
。
時
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は
最
早
三
時
過
ぎ
で
あ
る
か
ら
、
其
動
く
の
が
若
し
降
る
人
と
す
れ
ば
到
底
間
の
岳
ま
で
は
行
き
得
な
い
で
、
何
れ
尾

根
の
何
虎
か
で
露
宿
す
る
の
で
あ
ら
う
、
こ
の
天
氣
で
は
大
に
困
る
だ
ら
う
と
同
情
し
、
又
降
多
出
さ
漁
程
に
と
出
螢

す
る
。

此
方
の
下
り
も
な
か
な
か
長
い
、
優
松
の
切
開
に
連
ら
れ
て
次
第
に
低
下
し
て
往
く
と
，
大
横
川
方
面
の
絶
壁
の
上

に
出
る
。
右
方
は
恐
ろ
し
く
薙
落
ち
て
ゐ
る
が
、
其
薙
の
上
を
優
松
に
縫
う
な
が
ら
辛
く
も
通
る
。
し
か
し
切
株
が
縦

横
に
交
錯
し
て
足
を
引
き
か
け
た
０
跳
飛
し
た
う
す
る
の
で
、可
な
ら
歩
き
悪
い
。
懐
松
が
誰
き
て
路
は
岳
樺
の
林
中
ヒ

通
じ
て
左

へ
績
く
。
小
歌
に
な
つ
た
と
思
つ
た
雨
が
し
と
し
と
降
出
し
て
来
た
、
岳
樺
を
出
抜
け
る
と
柔
い
草
付
の
斜

面
で
興

一
文
字
の
下
う
と
な
つ
て
ゐ
る
。
雨
に
緻
れ
た
路
は
足
場
が
悪
く
、
春
吉
が
先
頭
で
韓
げ
る
と
、
後
に
績
く
二

人
も
申
合
せ
た
様
に
滑
う
韓
げ
る
。
生
茂
つ
た
草
の
丈
は
高
く
、
下
竿
身
は
濡
れ
に
濡
れ
て
滴
が
垂
れ
さ
う
、
足
は
千

釣
の
重
う
を
付
け
た
如
く
、
疲
勢
困
頓
全
く
物
を
云
ふ
の
も
嫌
な
位
で
あ
つ
た
。
此
庭
を
過
ぎ
る
と
馬
の
背
の
や
う
な

庭

へ
出
る
。
時
計
を
見
れ
ば
五
時
を
過
ぎ
て
わ
る
。
雨
と
疲
努
で
も
う
前
進
を
績
け
る
勇
氣
も
な
い
、
誰
が
云
ひ
出
す

と
も
な
く
野
螢
地
の
物
色
を
初
め
る
。
此
邊
は
澤
が
見
え
て
も
水
が
遠
い
、
今
少
し
水
の
便
利
の
よ
い
庭
で
な
い
と
困

る
の
で
、
春
吉
は
頻
う
に
其
邊
を
見
廻
し
て
わ
た
が
、
前
面
の
尾
根
の
中
腹
に
小
屋
ら
し
い
跡
が
あ
る
の
を
見
つ
け
出

し
た
の
で
．
弟
を
探
見
に
遣
る
間
を
立
ち
な
が
ら
休
憩
す
る
。
雨
は
又
小
歌
と
な
つ
て
家
た
が
、
濡
れ
て
ゐ
る
身
燈
は

な
く
ぞ
く
寒
さ
が
襲
つ
て
小
頭
す
る
。

春
吉
は
焚
火
を
し
や
う
と
努
力
す
る
が
な
か
ノ
ヽ
燃
つ
き
さ
う
に
も
な
い
、
其
中
に
奇
異
な
る
最
合
戦
を
見
出
し
た

の
で
大
に
興
味
を
催
す
。
虹
期
を
追
か
く
る
最
の
形
艦
が
是
迄
あ
ま
う
見
た
事
の
な
い
も
の
で
、
形
は
大
き
な
口
を
付

け
た
る
虹
期
に
似
て
ゐ
る
、
色
は
黒
味
が
勝
つ
て
ゐ
て
環
状
理
紋
が
な
い
。
逃
げ
や
う
と
す
る
虹
期
を
其
日
ば
か
う
の

様
な
最
が
追
廻
し
て
ゆ
き
、
所
き
ら
は
ず
其
大
き
な
口
を
以
て
吸
ひ
付
き
、　
一
呑
に
鳴
下
せ
ん
と
す
る
が
、
獲
物
が
餘

り
大
き
い
か
ら
自
由
に
な
ら
ん
の
。で
、
其
闘
争
の
有
様
が
非
常
に
滑
稽
に
見
え
る
。
二
人
は
不
思
議
な
も
の
を
見
付
け

○
大
武
川
よ
り
三
峰
川
ま
で
　
　
柳
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大
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川
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り
三
蜂
川
ま
で
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た
と
い
ふ
顔
を
し
て
見
詰
め
て
ゐ
る
と
、
其
庭

へ
弟
が
摘
言
な
場
庭
が
あ
る
と
報
告
に
家
た
の
で
立
上
る
。
専
門
の
學

者
に
は
大
に
研
究
の
債
値
の
あ
る
も
の
か
も
知
れ
漁
。

馬
の
背
を
越
ゆ
れ
ば
所
謂
三
園
岳
か
ら
安
部
荒
倉
へ
績
く
尾
根
の
鞍
部
で
あ
る
。
濡
れ
た
草
の
種
を
左
へ
二
町
許
多

上
つ
た
所
に
果
し
て
小
屋
の
跡
が
あ
る
。
然
し
小
屋
は
柱
ば
か
ら
を
残
し
て
崩
壊
し
て
ゐ
る
か
ら
、
其
儘
で
は
使
用
出

来
な
い
が
、
直
ぐ
附
近
に
清
水
が
湧
出
し
て
ゐ
る
か
ら
宿
螢
に
は
好
適
地
で
あ
る
。
春
吉
兄
弟
は
荷
を
卸
す
と
直
ぐ
小

屋
の
修
理
に
取
掛
る
。
天
幕
を
携
帯
し
な
い
篤
に
行
先
で
此
様
な
厄
介
な
手
数
を
要
す
る
の
で
あ
る
が
、
賓
際
彼
等
は

親
切
で
勢
を
吝
曖
ｎ
鮎
は
、
あ
る
虜
で
見
る
大
先
達
連
が
具
似
も
出
来
な
い
美
購
で
威
服
の
外
は
な
い
。
雨
人
は
暫
く

の
間
上
手
か
ら
木
を
運
ん
だ
多
、
小
屋
の
残
骸
ヒ
拾
集
め
た
り
、
こ
れ
に
絡
ま
る
針
金
を
丹
念
に
解
か
し
た
０
し
て
、

稿
完
全
に
近
い
小
屋
を
構
へ
て
、
剥
い
だ
木
の
皮
で
急
造
屋
根
や
床
が
出
来
る
。
其
程
に
人
は
盛
に
燃
え
て
く
る
、
銘

々
が
濡
れ
た
衣
類
を
周
国
に
吊
し
か
け
、
三
人
は

一
先
づ
其
小
屋

へ
韓
込
ん
で
疲
れ
き
つ
た
身
般
を
構
た
へ
た
。
さ
す

が
に
執
念
深
か
つ
た
雨
も
名
残
な
く
晴
れ
た
ら
し
く
、
農
鳥
の
上
あ
た
う
に
は
星
の
影
が

一
つ
二
つ
輝
き
初
め
て
、
四

邊
は
徐
々
に
夜
の
世
界
と
な
つ
た
。
今
夜
は
飯
の
出
木
も
非
常
に
良
く
、
鍵
詰
の
牛
肉
を
叩
き
込
ん
だ
床
嗜
汁
の
味
も

良
い
、
豆
の
錐
詰
も
出
し
て
見
た
が
、
塞
腹
に
は
何
れ
も
大
牢
の
味
を
思
は
し
め
る
。
揺
ら
め
く
嘘
燭
の
火
影
に
藤
聾

び
な
が
ら
、
今
日
の
出
来
事
や
去
年
春
吉
と
仙
丈
へ
往
つ
た
追
懐
談
な
ど
も
出
て
、
語
う
蓋
き
緻
裡
に
何
時
か
は
睡
魔

の
手
に
導
か
れ
て
寝
入
つ
て
仕
ま
つ
た
。
年
夜
焼
人
の
側
へ
延
し
た
足
先
が
、
あ
ま
♭
熱
い
の
で
夢
を
驚
か
し
た
外
に

は
、
何
も
知
ら
ず
に
暁
方
ま
で
熟
睡
し
た
。

安
倍
荒
倉
よ
り
南
荒
川
ま
で

二
十
六
日
。
午
前
六
時
三
十
分
出
螢
。
朝
の
天
氣
は
申
分
な
い
が
、
毎
日
の
日
和
癖
で
午
後
に
は
屹
度
夕
立
に
出
遇

ス
。
夫
が
必
ず
其
日
の
難
場
で
出
遇
ふ
や
う
な
嫌
な
廻
合
せ
に
な
る
。
今
日
は
安
倍
荒
倉
か
ら
堕
見
岳
を
越
え
て
南
荒

＾
〈
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川
ま
で
出
る
豫
定
で
あ
る
が
、
工
合
良
く
行
け
ば
三
峰
川
の
出
合
の
小
屋
で
寝
る
事
が
出
来
る
か
も
知
れ
ｎ
と
、
獲
ら

ｎ
狸
の
皮
算
用
で
、
前
途
を
薬
観
し
て
仕
度
が
調
ス
と
直
ぐ
出
獲
す
る
。
小
屋
か
ら
尾
根
へ
通
ず
る
小
征
が
あ
る
の

で
、
右
手
に
翔
ん
で
密
林
の
中
を
何
庭
ま
で
も
行
く
。
今
考
へ
る
と
先
き
の
小
屋
の
跡
は
．
測
量
部
の
人
が
永
く
宿
泊

し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
碩
巌
し
て
は
わ
た
が
便
所
な
ど
の
設
備
の
跡
も
あ
つ
た
し
、
又
今
歩
ん
で
居

る
様
な
路
も
小
屋
か
ら
績
い
て
ゐ
る
。
是
か
ら
尾
根
の
上
の
國
境
線
の
切
開
け
ま
で
は
迷
は
ず
に
出
ら
れ
る
。
恰
度
尾

根
の
上
へ
登
り
着
い
か
虎
は
、
地
国
に
二
六
九
二
米
と
あ
る
安
倍
荒
倉
の
北
方
で
、
左
は
優
松
が
生
茂
う
、
右
方
の
北

荒
川
の
谷
は
物
凄
い
程
に
薙
落
ち
て
あ
る
。
路
は
其
薙
と
便
松
の
接
績
駐
に
あ
る
の
で
、
僅
に
優
松
の
根
に
よ
つ
て
繋

ぎ
止
め
ら
れ
て
ゐ
る
様
な
危
難
な
虎
も
あ
る
。
此
邊
に
立
つ
て
右
手
を
見
る
と
木
曾
駒
の
雄
姿
や
、
通
の
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
に
御
嶽
か
ら
乗
鞍
岳
ら
し
い
の
が
漂
秒
と
し
て
浮
ぷ
が
如
く
現
れ
て
ヽ
殊
に
御
嶽
は
雪
の
輝
き
に
銀
色
を
見
せ
て
ゐ

る
。
北
ア
／
プ
ス
の
連
峰
は
全
く
影
を
見
せ
な
い
、
間
近
の
自
峰

一
帯
も
霧
の
間
に
隠
見
し
て
何
れ
も
全
幅
を
現
さ
な

い
、
唯
だ
農
鳥
だ
け
は

一
大
城
壁
の
如
く
、
婉
興
と
し
て
天
際
に
績
い
て
わ
る
。
路
は
一
昂

一
低
で
殆
ん
ど
等
高
線
を

ゆ
く
様
な
氣
が
す
る
。
安
倍
荒
倉
は
氣
が
付
か
ず
に
過
ぎ
て
仕
舞
つ
た
。

優
松
の
切
開
や
小
森
林
が
績
い
て
、
路
は
重
に
恨
松
の
中
を
通
つ
て
ゆ
く
。
東
俣
の
谷
は
何
庭
ま
で
も
左
手
に
見
え

て
、
二
六
六
七
米
突
と
あ
る
邊
の
東
俣
へ
大
薙
の
あ
る
庭
で
路
が
湾
え
て
ゐ
る
。
上
へ
廻
れ
ば
優
松
が
生
茂
つ
て
ゐ
る

か
ら
薙
の
縁
を
翔
ん
で
向
へ
渡
る
。
此
邊
で
東
俣
が
脚
下
に
廣
河
原
の
如
く
見
え
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
か
ら
末
も
次
第
に

廣
大
に
な
つ
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。
北
荒
川
岳
（伊
那
荒
倉
）
の
上
う
に
な
る
餘
程
手
前
か
ら
尾
根
は
低
下
し
て
、
候
松
が

委
を
隠
す
と
深
い
林
に
な
る
。
何
ん
で
も
確
か
と
場
所
の
記
憶
は
な
い
が
、
北
荒
川
か
ら
此
尾
根
へ
登
多
得
る
路
が
あ

る
ら
し
い
、
其
庭
に
は
露
螢
し
た
跡
が
あ
つ
て
、
大
井
川
の
東
俣

へ
乗
越
し
た
ら
し
い
形
跡
も
見
え
た
、
露
螢
の
跡
に

は
床
嗜
を
入
れ
た
ら
し
い
小
桶
や
錐
詰
の
基
錐
が
残
つ
て
ゐ
た
、
或
は
壼
見
岳
北
荒
川
岳
か
ら
仙
丈
岳
あ
た
多
へ
縦
走

し
た
も
の
か
も
知
れ
緻
が
、
自
分
等
よ
う
先
に
其
庭
を
通
過
し
た
も
の
が
あ
る
。
北
荒
川
岳
は
此
方
か
ら
見
る
と
、
背
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行 螢 月 八 年 九 正 大

○
大
武
川
よ
り
三
峰
川
ま
で
　
　
柳

面
を
恨
松
に
蔽
は
れ
て
な
だ
ら
か
に
東
俣
へ
延
び
て
わ
る
。
路
は
優
松
の
中
の
切
明
に
通
じ
て
、
二
六
九
七
米
の
三
角

駐
よ
う
南

へ
出
る
の
で
、
三
角
尉
は
知
ら
ず
に
通
り
過
ぎ
、
惨
酷
な
程
に
引
取
ら
れ
た
絶
壁
の
線
に
滑
ス
て
暫
く
行
く

中
に
何
時
し
か
曇
つ
た
塞
は
叉
雨
催
ひ
と
な
つ
て
、
は
ら
は
ら
と
降
つ
て
来
た
が
、
終
に
浦
然
た
る
瞬
雨
と
な
つ
て
勢

猛
烈
に
降
り
頻
つ
た
が
、
幸
ひ
雷
鳴
を
聞
か
な
い
か
ら
濡
れ
な
が
ら
悠
々
と
し
て
登
る
。

北
荒
川
岳
の
南
方
の
隆
起

へ
登
う
着
い
た
の
は
十
時
過
ぎ
で
、
こ
の
登
夕
だ
け
で
性
に
三
十
分
以
上
は
費
し
て
わ

る
。
頂
上
は
割
合
に
不
几
で
あ
つ
た
。
少
時
休
憩
し
て
直
ぐ
出
獲
す
る
。

此
虎
か
ら
壼
見
嶽

へ
は
、
恰
度
北
岳
か
ら
間
岳
へ
　
・
連
接
す
る
山
稜
を
稿
小
規
模
に
し
た
様
な
も
の
で
、
急
崚
な
る
ソ

ッ
デ
が
長
く
績
い
て
ゐ
る
。

北
荒
川
岳
を
越
え
た
虎
か
ら
右
手
の
南
荒
川
の
谷
へ
降
う
得
る
が
、
な
か
な
か
難
路
で
あ

る
ら
し
い
ｏ
壼
見
嶽

へ
の
登
う
に
か
ゝ
る
頃
に
は
雨
は
全
く
晴
れ
て
、
可
な
り
熱
い
程
の
日
が
照
ク
つ
け
て
ゐ
た
。
蝙

蝠
岳

へ
通
ず
る
瞼
崚
な
リ
ッ
プ
を
越
た
て
、
其
結
合
尉
を
過
ぎ
て
か
ら
東
南
を
顧
る
と
、
蝙
蝠
岳
は

一
大
城
壁
の
如
く

連
亘
し
て
、
大
井
川
の
東
俣
と

西
俣
の
中
間
へ
突
出
し
て
あ
る
。
其
庭
か
ら
少
し
登
る
と
壼
見
嶽
の
東
峰
に
達
す
る

が
、
此
虎
に
は
三
角
標
石
は
な
く
標
杭
が
立
て
ヽ
あ
つ
た
、
真
乾
割
れ
た
間
に
名
刺
が

一
葉
挟
ん
で
あ
る
、
慶
應
義
塾

の
山
岳
含
の
人
の
も
の
で
あ
つ
た
、
自
分
も
同
様
に
名
刺
を
残
し
て
直
ぐ
西
に
見
え
る
本
峰
へ
向
ふ
。
七
八
分
位
で
到

達
し
た
と
記
憶
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
で
も
其
間
は

一
た
ん
低
下
し
て
更
に
登
０
と
な
つ
て
ゐ
る
。
頂
上
の
三
角
識
へ
着

い
た
の
は
十
二
時
少
し
前
で
．
北
荒
川
岳
の
南
の
降
起
か
ら
は
彼
是

一
時
間
年
以
上
を
費
し
た
課
だ
。
此
庭
か
ら
も
亦

尾
根
が
分
岐
し
て
大
井
川
西
俣
の
中
俣
と
北
俣
の
間
へ
突
出
し
て
あ
る
。
今
自
分
等
は
三
千
五
十
米
突
近
い
頂
上
に
立

て
ゐ
る
が
、
今
日
迄
に
北
岳
の
三
千
百
九
十
二
米
突
を
手
初
め
と
し
て
、
間
岳
の
三
千
百
八
十
九
米
突
と
都
合
三
千
米

突
以
上
の
三
峰
を
上
下
す
る
事
に
な
る
。
自
分
等
は
別
に
専
門
的
に
研
究
す
る
科
學
の
知
識
も
な
い
か
ら
、
畢
・克
す
る

に
ビ
ー
タ
、
ハ
ン
タ
ー
で
満
足
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
。
雨
は
名
残
な
く
晴
れ
て
は
わ
る
が
、
期
待
し
た
赤
石
方
面
の

展
望
が
雲
の
た
め
に
全
く
な
い
、
唯
大
井
川
と
荒
川
の
難
谷
が
、
深
い
木
立
の
理
に
際
見
し
て
居
る
ば
か
う
で
あ
る
。

九
〇
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三
角
職
の
附
近
で
書
食
を
執
る
。
風
は
少
々
寒
い
が
日
営
う
が
い
ゝ
の
で
ゆ
つ
く
り
と
寛
ろ
ぐ
。
標
石
の
傍
に
は
石

を
載
せ
た
室
錐
に
名
刺
が
例
に
よ
つ
て
詰
込
ん
で
あ
る
。
今
は

一
々
記
憶
に
存
し
て
わ
な
い
が
、
最
近
の
ち
の
で
は
二

三
日
前
に
通
過
さ
れ
て
北
岳

へ
向
ふ
と
書
い
て
あ
つ
た
の
を
見
た
ｃ

一
時
過
ぎ
迄
も
体
ん
で
わ
た
け
れ
ど
も
、
遠
方
の
雲
は
晴
れ
な
い
の
で
出
獲
す
る
。
今
度
は
監
見
嶽
の
南
面
の
中
俣

へ
面
し
々
尾
根
の

一
端
で
、
垂
直
に
見
ゆ
る
様
な
懸
崖
を
惇
ふ
て
下
る
事
に
す
る
。
乙
の
盟
見
嶽
か
ら
本
谷
山
へ
績
く

尾
根
は
、
此
庭
で
断
絶
す
る
如
き
形
勢
で
決
裂
し
て
、
其
底
が
前
面
の
岩
山
に
績
い
て
わ
る
。
そ
れ
で
此
慮
を
下
る
に

は
中
俣
へ
の
尾
根
を
恨
松
の
程
へ
出
る
か
、
今
自
分
等
が
企
て
ゝ
居
る
其
懸
崖
を
無
理
に
降
る
か
、
何
れ
に
す
る
も
前

面
に
見
ゆ
る
岩
山
に
到
達
せ
ね
ば
な
ら
ｎ
の
で
あ
る
。

急
崚
な
傾
斜
の
上
に
足
掛
う
の
堆
石
が
ざ
ら
ざ
ら
と
崩
れ
落
つ
る
の
で
、　
一
再
な
ら
ず
謄
を
冷
し
な
が
ら
ず
ら
降
多

る
。
其
底
ま
で
降
う
着
い
て
見
上
ぐ
る
と
、
二
十
間
位
も
屹
立
し
た
絶
壁
で
・、
よ
く
怪
我
な
し
に
通
過
し
得
た
事
を
就

一職
す
る
。
そ
れ
か
ら
其
底
部
を
右
へ
廻
つ
て
見
上
げ
る
と
こ
れ
は
又
上
部
が
出
張
つ
て
底
部
に
至
る
程
凹
ん
で
あ
る
か

ら
、
登
る
も
降
る
も
全
で
手
寄
多
が
な
い
、今
自
分
等
の
通
過
し
た
虜
も
降
る
に
は
牛
ず
う
落
ち
て
、怪
我
の
な
い
様
に

と
注
意
す
れ
ば
好
い
諄
で
あ
る
が
、到
底
登
る
に
は
足
掛
り
が
悪
い
か
ら
無
理
で
あ
ら
う
と
も
思
は
れ
る
。皆
揃
つ
て
岩

山
へ
績
く
尾
根
ま
で
出
て

一
息
す
る
。
直
ぐ
下
の
岩
に
雷
鳥
が

一
笏
ゐ
た
、追
ふ
と
逃
げ
る
が
暫
く
す
る
と
叉
同
じ
元
の

庭

へ
戻
つ
て
来
る
。
何
で
も
其
邊
に
真
が
あ
る
に
違
い
な
い
と
探
し
て
見
た
が
容
易
に
見
営
ら
な
い
の
で
中
止
す
る
。

二
時
過
ぎ
ま
で
遊
ぶ
、
少
し
緩
う
し
過
ぎ
た
様
で
前
途
が
氣
遣
は
れ
緻
で
も
な
い
、
前
面
の
岩
山
に
取
付
く
篤
に
背

面
の
丈
の
低
い
恨
松
に
縫
つ
て
岩
稜
ヒ
樽
ふ
。
優
松
を
出
抜
れ
ば
直
ぐ
岩
山
の
上
へ
出
る
。
そ
れ
か
ら
の
下
多
は
別
に

危
険
は
な
い
、
先
年
山
岳
誌
上
で
武
田
先
生
と
梅
澤
先
生
が
霧
の
た
め
に
此
庭
で
困
ら
れ
た
事
を
葬
見
し
た
様
に
思
ふ

が
、
霧
で
も
あ
れ
ぼ
壼
見
嶽

へ
の
登
う
口
や
、

又
北
荒
川
岳

へ
の
ソ
ッ
デ
は
非
常
に
困
難
を
威
ぜ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
と

推
察
す
る
の
で
あ
る
。
自
分
等
は
岩
山
の
頂
識
ま
で
出
て
、
そ
れ
か
ら
岩
稜
を
樽
ふ
て
降
り
、
幾
虎
か
優
松
に
縫
つ
た
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行 獲 月 八 年 九 正 大

○
大
武
川
よ
り
三
峰
川
ま
で
　
　
柳

う
し
て
足
を
運
ぶ
様
な
虎
も
あ
つ
た
が
、
注
意
し
て
通
れ
ば
別
に
危
険
な
箇
所
は
な
い
。
其
庭
を
通
過
す
れ
ば
傾
斜
の

度
が
箱
緩
く
な
つ
て
、
恨
松
が

一
面
に
援
が
つ
て
く
る
。
，所
々
に
切
開
け
が
あ
る
か
ら
左
程
困
難
で
も
な
い
が
、
時
に

は
腰
位
ま
で
没
す
様
な
虎
も
あ
る
。
難
な
く
其
庭
を
降
り
き
つ
て
、
稿
季
坦
な
尾
根
で

一
息
す
る
。
都
合
で
は
本
谷
山

か
ら
大
黒
澤
へ
出
や
う
と
云
ふ
計
蓋
も
し
た
が
、
到
底
今
か
ら
其
様
な
時
間
は
あ
る
ま
い
し
、
そ
れ
に
例
の
夕
立
雲
が

又
立
騒
い
で
家
た
の
で
、
手
近
の
南
荒
川
の
奥
澤
へ
降
る
事
に
し
て
出
螢
す
る
。

堕
見
嶽
か
ら
の
降
う
が
す
む
と
優
松
の
小
さ
い
平
の
尾
根
が
、前
面
の
二
六
七
〇
米
突
の
邊
迄
績
い
て
居
る
。自
分
は

直
ぐ
右
の
方

へ
さ
れ
て
路
ら
し
い
跡
を
辿
つ
て
、
急
斜
な
白
樺
の
林
中
へ
突
入
す
る
。
何
分
に
も
下
は
草
深
く
岩
滑
か

で
歩
き
悪
い
、
其
上
に
本
の
枝
に
引
懸
つ
た
う
撥
ね
飛
さ
れ
た
り
し
て
、　
一
間
位
は
課
も
な
く
韓
落
す
る
。
今
度
は
左

手
へ
基
澤
が
見
え
た
の
で
乙
れ
が
楽
だ
ら
う
と
取
つ
い
て
見
る
と
、
こ
れ
も
中
々
急
峻
で
緊
う
の
な
い
足
許
の
石
は
ヽ

踏

む
に
つ
れ
て
崩
れ
落
ち
る
の
で
頗
る
危
険
で
あ
る
。　
叉
元
の
林
中
へ
逆
戻
う
と
し
て
行
詰
つ
た
邊
か
ら
、
今
度
は

右
手
に
水
音
が
す
る
の
で
其
澤
へ
出
る
と
、
比
較
的
傾
斜
が
緩
い
の
で
そ
れ
を
降
る
事
に
す
る
。
然
し
奥
澤
へ
出
る
邊

う
か
ら
岩
が
大
き
く
な
う
、
水
量
が
増
し
て
頗
る
期
む
だ
。
其
程
に
先
の
夕
立
雲
が
蔽
ひ
被
さ
つ
て
木
て
銀
線
の
如
き

雨
が
、
一音
を
立
て
ヽ
降
う
注
ぐ
の
で
、
岩
と
云
ふ
岩
は
足
溜
も
な
く

滑
る
か
ら
、
奥
澤
の
下
り
で

二
度
ば
か
う
倒
れ

る
。
奥
澤
か
ら
具
上
に
堕
見
嶽
が
見
２
る
が
其
庭
は
急
崚
な
薙
と
な
つ
て
ゐ
る
。
奥
澤
に
は
ま
だ
雪
が
残
つ
て
ゐ
て
、

右
岸
に
幅
二
間
程
の
廣
さ
で

一
町
許
う
も
績
い
て
ゐ
る
ｏ
時
間
は
も
う
五
時
を
過
ぎ
て
あ
る
の
で
、何
程
焦
つ
て
も
雨
荒

川
の
落
合
ま
で
は
到
底
も
明
る
い
中
に
は
六
ケ
敷
と
思
は
れ
る
か
ら
、
南
荒
川
の
奥
の
南
北
の
澤
の
落
合
ま
で
出
で
、

右
方
の
林
中
に
野
螢
地
を
定
め
て
又
小
屋
掛
を
す
る
。
雨
は
ま
だ
止
ま
な
い
が
小
屋
が
完
全
に
出
来
た
の
で
、
濡
れ
る

心
配
は
更
に
な
い
。
荷
物
な
ど
の
跡
仕
末
を
し
て
炊
事
の
終
つ
た
頃
は
、
そ
れ
で
も
全
く
晴
く
な
つ
て
、
林
中
は
文
目

も
分
ら
漁
鳥
笏
玉
の
夜
の
世
界
で
あ
っ
た
。
燃
料
を
山
程
も
積
み
上
げ
て
火
を
燒
き
付
け
る
。
谷
潤
の
深
林
中
で
あ
る

か
ら
風
も
営
ら
ず
唆
か
で
、ま
づ
好
適
の
露
螢
地
と
云
ふ
よ
も
よ
い
。
明
日
は
堕
平
ま
で
出
れ
ば
人
家
も
あ
る
し
、
市
野
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瀬
迄
は
往
き
得
な
い
と
し
て
も
露
螢
の
必
要
は
な
い
か
ら
、
錐
詰
類
は
全
部
始
末
す
る
事
に
し
て
、
唯
だ
果
物
の
一
鍵

を
残
し
て
置
く
。
秘
蔵
の
ウ
キ
ス
キ
ー
を
取
出
し
て
今
日
ま
で
無
事
な
う
し
を
就
頑
す
る
。

南
荒
川
よ
り
堕
平
ま
で

二
十
七
日
。
昨
夜
末
の
雨
は
名
残
も
な
く
晴
れ
て
、
深
林
中
ま
で
も
朝
ら
し
゛
明
る
さ
が
さ
し
て
来
る
。
名
も
知
ら

漁
小
鳥
が
囀
っ
て
わ
る
。
午
前
七
時
過
ぎ
に
結
東
し
て
出
螢
し
、
北
荒
川
の
落
合
ま
で
は
積
を
通
つ
た
り
林
中
ヒ
過
ぎ

た
り
す
る
が
、
な
か
な
か
急
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
左
程
危
険
の
箇
所
は
な
い
。
中
に
岩
魚
も
こ
れ
か
ら
は
上
る
事
が
出

来
な
い
と
云
ふ
小
さ
な
瀧
が
あ
つ
て
、
魚
留
の
岩
と
呼
ぶ
様
な
所
ヽ
あ
る
。
北
荒
川
の
落
合
ま
で

一
時
間
年
を
要
し

た
ｏ
そ
れ
か
ら
三
峰
川
本
流
へ
の
落
合
ヘ
ホ
た
の
は
十
時
過
ぎ
で
、
可
な
り
悠
々
と
し
て
歩
い
た
課
だ
。
此
庭
に
立
派

な
小
屋
の
あ

・
る
事
は
聞
い
て
は
ゐ
た
が
、
自
分
等
の
見
た
の
は
新
ら
ｔ
く
出
来
た
も
の
で
、
製
材
の
馬
で
あ
る
ら
し
い

が
、
小
屋
は
二
間
に
二
間
年
位
も
あ
う
、土
間
と
板
間
を
仕
切
つ
て
、
平
常
は
五
六
人
位
宿
泊
す
る
ら
し
い
調
度
も
備

ヘ

て
あ
つ
た
。
以
前
の
小
屋
は
是
よ
う
少
し
上
の
小
高
い
虎
で
、
今
も
残
つ
て
ゐ
る
が
殆
ど
盾
滅
に
蹄
し
て
わ
る
。
此
庭

か
ら
三
峰
川
の
本
流
を
約

一
里
程
湖
る
と
、
尾
根
通
を
東
風
窓
谷
へ
降
る
途
が
あ
る
。
距
離
に
於
い
て
は
本
流
を
下
る

よ
う
も
、
壼
平
へ
は
近
い
さ
う
で
あ
る
が
、
自
分
等
は
三
峰
川
大
山
う
の
難
場
を
見
る
篤
め
に
本
流
を
下
る
。
本
流
は

荒
川
よ
り
も
廣
く
水
量
も
多
ヤ
が
、
傾
斜
が
緩
い
か
ら
下
流
に
は
左
程
の
難
場
も
あ
る
べ
く
は
思
は
れ
漁
。
乙
の
合
流

鮎
は
廣
河
原
を
な
し
て
、
山
間
の
漢
谷
に
あ
り
得
な
い
程
の
不
和
の
氣
分
を
漂
は
し
て
ゐ
る
。
春
吉
は
釣
道
具
を
取
出

し
其
邊
か
ら
竿
を
見
付
け
出
し
て
、
汀．
の
石
を
掘
起
し
て
餌
最
を
補

へ
て
二
三
疋
紙
に
包
み
、
餌
を
付
け
た
る
針
を
流

し
て
、
岩
魚
の
潜
み
さ
う
な
岩
蔭
の
深
み
な
ど
を
注
意
し
て
下
る
と
、
急
滞
の
底
に
岩
魚
の
酵
ぐ
影
は
見
え
て
も
針
に

は
か
ゝ
ら
ｎ
ｏ
大
黒
澤
の
手
前
の
小
澤
を
越
ゆ
る
頃
か
ら
、谷
は
西
の
方
へ
大
曲
う
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、其
先
の
小
黒
澤

の
合
流
す
る
庭
あ
た
０
か
ら
大
山
う
の
難
所
の
耐
子
の
淵
が
初
哉
る
。
其
庭
で
荒
川
の
小
屋
へ
行
く
柚
が
三
四
人
体
ん

読 ■ 第 年 五 十 第 岳 山
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０
大
武
川
よ
り
三
峰
川
ま
で
　
　
柳

で
わ
る
の
に
逢
ふ
た
の
で
、
下
流
の
様
子
を
委
敷
聞
い
て
見
る
ｏ
そ
れ
か
ら
右
手
の
薙
の
如
き
庭
を
通
つ
て
、
大
き
な

岩
の
虎
で
自
分
等．
が
迷
つ
て
わ
る
と
、
後
か
ら
呼
ぶ
も
の
が
あ
る
の
で
振
返
つ
て
見
る
ｏ
小
黒
澤
の
あ
た
ヽ
か
ら
山
ヘ

入
る
柚
ら
し
い
の
が
、
左
岸

へ
と
手
具
似
で
教
え
て
わ
る
様
な
の
で
、
此
方
で
も
左
手
を
指

せ
ば
首

肯
し
て
見
せ

る
。
此
庭
は
右
手
の
岸
は
切
立
た
絶
壁
の
下
で
行
止
と
な
う
、
左
手
か
ら
ヽ
岩
壁
が
押
迫
つ
て
ゐ
て
、
縮
め
ら
れ
た
水

勢
は
奔
滞
矢
を
射
る
如
く
て
、高
廻
多
す
る
に
も
除
路
は
無
論
見
え
ず
、全
く
自
分
等
は
進
行
を
停
止
さ
れ
た
有
様
で
時

躇
し
て
ゐ
た
ゝ
め
で
あ
る
。
を
れ
で
後
へ
戻
つ
て
更
に
左
か
ら
出
直
し
て
見
て
も
、
矢
張
乙
の
急
滞
を
越
え
な
け
れ
ば

前
途

へ
進
み
得
ｎ
の
で
あ
る
　
徒
渉
す
る
決
心
し
て
さ
て
前
に
逢
ふ
た
柚
達
の
此
庭
を
通
過
し
た
跡
で
も
と
探
つ
た
け

れ
ど
も
見
営
ら
な
い
。
彼
是
し
て
十

一
時
頃
に
な
る
の
で
早
書
を
食
つ
て
其
上
で
の
事
と
し
て
落
つ
い
て
休
む
。
叉
杢

が
怪
し
く
な
つ
て
今
に
も
雨
が
末
そ
う
に
な
る
、
此
上
雨
に
降
ら
れ
て
は
全
く
悲
惨
な
課
だ
か
ら
と
思
切
つ
て
腰
を
上

げ
、
念
徒
渉
の
段
取
と
な
る
。
瀬
踏
み
と
し
て
春
吉
の
弟
が
先
づ
渡
る
と
、
奔
流
の
勢
は
丈
の
低
い
春
吉
の
弟
の
股
の

邊
ま
で
脅
す
、辛
う
じ
て
彼
岸
に
着
き
荷
物
を
卸
し
て
、此
方
の
様
子
を
見
守
つ
て
ゐ
る
。
今
度
は
春
吉
に
手
を
持
つ
て

貰
つ
て
自
分
が
踏
込
ん
だ
が
、
あ
ま
う
春
吉
の
弟
と
は
優
劣
の
な
い
自
分
は
、
矢
張
股
の
邊
ま
で
襲
ひ
来
る
水
勢
に
、

や
ゝ
と
も
す
れ
ば
押
流
さ
れ
さ
う
に
な
る
ｃ
水
底
に
は
格
別
邪
魔
に
な
る
様
な
石
が
な
い
の
が
饒
倖
で
漸
く
安
全
に
徒

渉
を
終
っ
て
ホ
ッ
ト
一
息
す
る
。
今
迄
我
慢
し
３
っ
て
ゐ
た
様
な
塞
が
、
最
早
持
切
れ
な
く
な
つ
た
如
く
、
清
然
と
し

て
夕
立
が
降
つ
て
来
た
ｏ
遠
雷
の
音
さ
へ
聞
え
る
の
で
、
岩
陰
に
雨
宿
り
し
て
時
間
を
待
つ
っ
徒
渉
識
は
幅
四
五
間
位

し
か
な
い
と
思
は
れ
る
位
で
あ
る
。
此
庭
が
奥
の
耐
子
と
云．
ふ
の
で
あ
ら
う
と
思
つ
て
春
吉
に
尋
ね
た
が
、
春
吉
も
耐

子
の
Ｅ
別
に
就
い
て
は
明
瞭
に
知
つ
て
わ
な
か
つ
た
。

雨
が
間
も
な
く
小
降
と
な
つ
た
の
で
、
其
虎
の
岩
陰
を
離
れ
て
河
原
に
下
う
立
つ
、
路
は
重
に
左
岸
を
通
じ
て
高
廻

の
箇
所
が
頗
る
多
い
ｏ
除
路
に
は
崩
れ
か
ゝ
っ
た
様
な
危
険
な
場
所
も
あ
つ
て
、
敷
を
行
惜
む
だ
、
又
河
原
で
は
身
長

よ
う
も
高
い
Ｅ
岩
が
幾
重
に
も
立
塞
っ
て
、
這
上
つ
て
も
飛
下
る
事
の
出
家
な
い
様
な
庭
も
あ
る
が
、
其
様
な
箇
所
に

力
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は
大
抵
流
木
な
ど
が
引
か
ヽ
つ
て
ゐ
て
兎
に
角
通
過
は
出
来
る
。
其
外
深
漂
を
下
に
見
な
が
ら
除
路
を
通
る
様
な
庭
は

幾
度
も
あ
つ
た
。
何
分
其
様
な
工
合
で
水
量
の
多

い
時
に
は
、
通
過
は
到
底
も
不
可
能
と
云
つ
て
も
よ
か
ら
う
。
営
時

の
日
記
に
詳
細
の
記
載
が
な
い
の
で
、
場
所
な
ど
に
つ
い
て
今
で
は
充
分
記
憶
に
存
し
て
ゐ
な
い
所
の
あ
る
の
は
遺
滅

で
あ
る
。
荒
川
の
落
合
の
小
屋
場
か
ら
難
場
を
通
過
し
終
る
ま
で
に
。
二
時
間
年
以
上
も
費
し
た
と
思
メ
。
其
虜
を
過

ぐ
れ
ば
全
く
平
凡
な
河
原
で
、
河
幅
も
ず
つ
と
廣
く
な
う
石
も
小
さ
く
、
水
流
も
寛
か
に
な
つ
て
歩
行
も
至
極
業
に
な

る
。
こ
れ
か
ら
路
は
河
原
か
ら
林
中
へ
、
林
中
か
ら
河
原

へ
と
績
い
て
平
坦

・
な
も
の
で
、
自
然
足
の
運
び
も
軽
く
な

る
Ｑ
此
邊
の
林
中
に
は
木
賊
が
非
常
に
多
く
、
虎
に
よ
る
と

一
二
町
も
群
落
を
な
し
て
察
生
し
て
ゐ
る
の
を
見
る
。

東
風
悠
谷
は
荒
川
の
落
合
の
上
手
か
ら
尾
根
越
に
通
ず
る
路
の
出
口
で
、
此
邊
か
ら
は
河
幅
は
街

一
居
廣
く
な
つ
て

稽
左

へ
曲
つ
て
あ
る
。
左
方
の
岸
に
は
古
び
た
三
階
建
に
接
績
し
た
不
家
造
が
見
え
る
。
是
は
小
瀬
戸
の
湯
場
だ
と
云

ふ
、
湯
の
煙
か
炊
煙
か
ゞ
薄
く
立
上
つ
て
わ
る
。
自
分
等
は
右
方
の
河
原
を
通
つ
て
湯
場
の
封
岸
位
の
庭
で
河
原
を
離

れ
る
と
、
製
板
所
の
前
へ
出
る
。
伊
那
製
材
會
祗
と
か
の
製
作
所
で
、
こ
の
谷
で
最
奥
の
製
板
小
屋
で
、
工
場
の
外
に

可
な
り
完
備
し
た
小
屋
が
七
八
軒
も
あ
る
。
男
は
山
へ
で
も
入
つ
た
か
影
も
見
え
な
か
つ
た
が
、
女
子
供
が
十
五
六
人

も
珍
ら
し
さ
う
に
自
分
等

一
行
を
見
て
ゐ
る
。
其
虎
か
ら
路
は
河
原
を
離
れ
て
右
万
の
山
腹
に
通
じ
て
漸
次
に
上
う
と

な
る
。
製
板
所
を
越
え
た
庭
に
右
か
ら
小
澤
が
落
ち
て
ゐ
る
が
、
其
の
澤
の
名
も
剣
然
と
は
記
憶
し
な
い
。
そ
れ
か
ら

平
瀬

へ
出
る
ま
で
に

一
二
箇
所
製
板
小
屋
も
見
受
け
た
が
、
平
瀬
は
此
谷
の
常
住
部
落
と
し
て
の
最
奥
の
も
の
で
あ
ら

う
、
畠
な
ど
が
可
な
う
開
け
て
ゐ
た
の
で
驚
ン
も
し
た
。
其
庭
か
ら
橋
を
渡
つ
て
左
へ
移
れ
ば
市
野
瀬

へ
往
く
道
で
あ

る
が
、
自
分
等
は
右
岸
の
細
路
ヒ
壼
平
指
し
て
急
ぐ
。
初
め
は
直
ぐ
市
野
瀬
へ
向
ふ
豫
定
で
あ
つ
た
が
、
も
う
五
時
に

近
く
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
明
る
い
中
に
市
野
瀬
迄
は
無
理
だ
と
す
れ
ば
、
堕
手
で
宿
う
ヒ
索
む
る
よ
う
外
は
な
い
か

ら
兎
も
角
も
壼
平
ま
で
出
た
上
で
、
時
間
の
餘
裕
が
あ
れ
ば
市
野
瀬
ま
で
飛
ば
す
と
云
ふ
計
蓋
で
急
ぐ
。
然
し
堕
平
か

ら
市
野
瀬
ま
で
は
三
時
間
は
か
ゝ
る
と
云
ふ
か
ら
、九
時
過
に
も
な
る
恐
が
あ
る
の
で
少
し
困
る
。然
し
臨
平
に
は
宿
屋

読 第 年 五 十 第 岳 山
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大
武
川
よ
り
三
峰
川
ま
ぞ
　
　
柳

力
六

は
な
い
か
ら
、
頼
ん
で
も
泊
る
家
が
な
け
れ
ば
是
非
な
い
が
、
前
に
春
吉
の
弟
が
頼
ん
で
泊
め
て
貰
つ
た
家
が
あ
る
と

云
ふ
の
を
心
頼
に
、
三
人
が
談
合
し
な
が
ら
ひ
た
す
ら
に
足
を
速
め
る
ｏ
山
問
僻
地
で
あ
る
此
邊
で
水
田
を
見
る
の
を

珍
ら
し
く
思
ふ
。
稀
の
生
立
も
な
か
な
か
見
事
で
、
清
測
な
谷
水
が
渫
々
と
し
て
流
込
ん
で
、
何
虎
と
も
な
く
凍
し
い

風
が
総
葉
を
渡
つ
て
来
る
。
菫
不
近
く
右
手
か
ら
大
き
な
澤
が
出
て
ゐ
る
。
其
手
前
の
尾
根
は
大
横
川
か
ら
の
柚
路
が

あ
る
虜
で
、
他
き
は
て
る
様
な
長
い
尾
根
で
あ
る
と
春
吉
は
話
し
た
。
小
高
い
土
手
の
上
で

一
体
み
す
る
と
、
璽
不
の

村
は
も
う
具
正
面
の
山
稲
に
散
見
す
る
。
乙
ゝ
か
ら
は
随
分
高
み
で
、
彼
庭
ま
で
登
る
に
は
大
骨
折
だ
と
悲
槻
す
る
。

然
し
夕
風
が
身
に
泌
入
る
ば
か
う
に
覺
ゆ
る
の
で
立
上
る
。
此
澤
を
越
え
て
右
方
の
峠

へ
上
れ
ば
堕
手
へ
の
正
路
で
あ

る
の
を
、
具

一
文
字
に
河
原
を
堕
手
の
直
下
哉
で
往
つ
て
、
小
流
を
飛
越
え
て
畠
の
中
の
小
路
を
ひ
た
上
う
に
登
る
ｃ

恐
し
く
傾
斜
が
急
な
の
で
大
に
苦
し
む
、
然
し
峠
路
を
迂
廻
す
る
よ
う
も
三
分
の
一
以
上
も
近
い
か
ら
、
直
ぐ
に
人
家

の
あ
る
虎

へ
出
る
。
春
吉
の
弟
が
知
て
ゐ
る
と
云
ふ
家
を
捜
し
た
が
直
ぐ
は
知
れ
な
か
つ
た
ｏ
ふ
と
路
の
傍
の
小
流
で

鍬
を
洗
つ
て
ゐ
ち
男
に
尋
ね
る
と
、
そ
れ
が
■
人
で
あ
る
と
云
ふ
奇
遇
で
、
六
つ
箇
敷
さ
う
な
泊
の
交
渉
も
難
な
く
落

着
し
て
、
六
昼
の
小
座
敷
へ
通
さ
れ
た
の
は
六
時
少
し
過
ぎ
。
汗
染
み
た
肌
着
を
脱
捨
て
ゝ
井
戸
端
で
水
搭
と
洗
濯
を

や
る
。
水
は
左
程
冷
く
は
な
い
が
、
流
石
に
嵐
氣
身
に
泌
み
て
覺
え
ず
戦
慄
す
る
。
夜
食
は
葱
汁
に
堕
鯖
の
水
煮
、
胡

瓜
も
み
に
醤
油
を
か
け
た
の
が
山
盛
ら
程
皿
に
入
れ
て
あ
る
。
飯
も
黒
い
が
大
し
て
不
味
い
事
も
な
い
。
是
迄
山
で
は

新
鮮
の
野
茶
は
日
に
入
ら
な
い
か
ら
、
胡
瓜
の
味
は
責
に
天
下

一
品
だ
と
賞
味
す
る
ｃ

何
で
も
無
事
で
目
出
度
と
云
ス
の
で
、例
の
ク
ヰ
ス
キ
ー
を
飲
む
。
元
本
酒
趣
を
解
せ
な
い
春
吉
は
え
ら
い
酒
だ
と
顔

を
し
か
め
る
。
自
分
も
酵
つ
た
勢
で
少
し
か
び
臭
い
蒲
国
の
裡
に
潜
う
込
み
、暁
方
ま
で
は
夢
も
見
漁
位
に
安
眠
し
た
。

二
十
八
日
は
市
野
瀬
高
速
を
経
て
、
伊
那
に
出
で
、
辰
野
瞬
を
経
て
上
諏
訪
温
泉
に
下
車
、
同
夜
直
ち
に
出
螢
大
月

瞬
に
向
ひ
。
二
十
九
日
排
暁
大
月
瞬
よ
う
馬
車
に
て
吉
田
に
着
き
、
そ
れ
よ
う
富
士
裾
野
を
馬
車
に
て
牛
週
し
、
御
殿

場
群
に
出
て
、
汽
車
に
て
下
阪
、
三
十
日
無
事
婦
宅
、
此
旅
行
を
終
る
。
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雑

　

録

“一

大
門
山
た
奈
良
ケ
嶽
と
は
、
金
澤
市
内
で
見
得
る
山
で

一
番
高
い
山
だ
。
越
中
の
立
山
は
、
極
く
よ
く
晴
れ
た
日

に
は
、
か
す
か
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
餘
稗
注
意
し
な
い

と
見
え
な
い
。

四
高
の
グ
ラ
ク
ン
ド
に
立
つ
て
見
る
時
あ
の
ゴ
シ
ッ
ク

式
の
屋
根
の
上
に
少
し
左
肩
を
そ
び
や
か
し
て
表
は
れ
て

ゐ
る
の
が
大
門
山
で
あ
る
。
晩
秋
の
寒
い
日
、．『
ち
や
、
雲

が
…
…
」
と
思
は
ず
、
見
つ
め
る
初
雪
は
、
そ
の
大
門
の

頂
に
降

小
雪
で
あ
る
。

奈
良
ケ
嶽
、
赤
靡
木
古
、
高
三
郎
、
大
門
、
大
倉
、
讐

王
山
の
一
帯
に
雪
が
降
う
積
つ
た
各
の
晴
に
た
日
は
、
ま

ぶ
し
い
程
鮮
か
な
壮
厳
な
景
色
で
あ
る
。
殊
に
そ
の
月
夜

の
鹿
な
ど
は
、
大
理
石
の
彫
刻
の
や
う
に
、
あ
る
凄
味
を

ハし

Fl

山

添
へ
て
浮
き
上
る
が
、
然
し
叉
天
地
の
間
に
あ
の
胎
蕩
た

る
春
風
が
眠
た
さ
う
に
吹
く
と
も
な
く
吹
く
四
月
下
旬
の

よ
く
晴
れ
た
日
、
蛙
難
が
陽
炎
を
通
し
て
響
く
小
立
野
の

郊
外
に
立
つ
て
、
奈
良
、
大
門
な
ど
が
具
白
な
大
き
な
残

雪
を
帯
び
て
、
蒼
省
に
タ
ツ
キ
リ
盛
う
上
つ
て
ゐ
る
の
を

見
た
者
は
、
此
の
時
が

一
年
中
で
金
澤
の
一
番
美
し
い
眺

め
で
あ
る
事
を
信
ず
る
で
あ
ら
う
。
後
谷
へ
行
く
途
中
、

小
倉
邊
か
ら
見
る
春
の
大
門
も
非
常
に
ア
ッ
ト
ラ
ク
テ
イ

ヴ
で
あ
る
。
自
分
は
二
月
の
初
め
高
畠
先
生
と
、
小
原
で

大
門
を
見
た
時
、『
先
生
、
あ
の
山
へ
是
非

一
度
登
う
ま
せ

う
ね
』
と
云
つ
た
。

二
千
七
百
米
の
自
由
が
、
脈
を
な
し
て
北
に
走
る
に
つ

れ
、
だ
ん
だ
ん
高
度
を
減
じ
、
瓢
筆
山
の
附
近
の
山
稜
の

中
に
は
、　
一
千
七
百
米
以
下
に
ま
で
下
る
所
も
あ
る
が
、

お
ひ
づるだ
ナ

笈

嶽
に
至
つ
て
一
度
び
一
千
八
百
米
以
上
の
高
度
を
示

す
ｏ
が
そ
れ
か
ら
再
び
高
度
を
減
じ
て
、
横
谷
、
板
谷
の

峠
の
所
に
行
く
と
三
百
米
位
に
ま
で
降
つ
て
し
ま
う
。
そ

い
　
わ
う
ぎ
ん

れ
か
ら
、
も
う

一
度
隆
起
し
て
磐
王
山
と
な
る
の
で
あ
る

が
、
も
う
一
千
米
に
は
遠
く
届
か
な
い
。

乙
の
自
由
々
脈
の
内
五
千
尺
級
に
、
最
後
の
ふ
ん
張
り

暁 第 年 五 十 第 岳 山

雑
　
　
錐
　
　
○
大
　
門
　
山

九
七
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行 螢 月 八 年 九 正 大

維
　
　
録
　
　
○
大
　
門
　
山

を
示
す
の
が
、
責
に
こ
の
大
門
山
で
あ
る
．
大
門
は
高
さ

一
千
五
百
七
十

一
米
六
。
加
賀
と
越
中
と
の
境
に
あ
つ
て

犀
川
の
上
流
を
な
し
、
北
谷
は
小
矢
部
川
と
な
つ
て
北
流

し
、
高
岡
市
の
附
近
で
射
水
川
と
合
す
る
。
南
谷
は
自
川

谷
と
な
つ
て
、
峡
流
界
川
を
な
し
て
東
流
し
、
西
赤
尾
の

上
流
で
庄
川
に
合
す
る
。

登
山
熱
勃
興
以
来
、
人
々
は
高
い
峯
ｔ
高
い
峯
と
群
集

す
る
が
、
そ
し
て
其
の
自
然
を
破
壊
し
て
行
く
の
で
あ
る

が
―
此
の
た
門
の
や
う
な
山
に
は
、
殆
ど
登
山
す
る
も
の

が
無
く
、
反
っ
て
原
始
の
ま
ゝ
に
保
存
さ
れ
て
わ
る
。

・大
門
の
登
山
路
と
し
て
は
、
加
賀
側
に
は
倉
谷
か
ら
の

路
と
、
越
中
側
に
は
下
小
屋
か
ら
の
路
と
、
二
つ
あ
る
の

で
あ
る
が
，
倉
谷
か
ら
の
路
は
、
十
数
年
前
に
開
か
れ
た

路
で
、
今
は
雑
木
の
繁
生
の
篤
め
、
通
過
不
可
能
に
な
つ

て
ゐ
る
。
殊
に
明
治
四
十
二
年
の
十
月
、
吾
々
の
先
輩
二

名
が
、
こ
の
大
門
ｔ
奈
良
の
方
面
で
行
衛
不
明
に
な
つ
て

か
ら
、
倉
谷
の
人
々
は
此
の
方
面
の
登
山
中
止
を
勘
告
す

る
ば
か
ら
で
な
く
、
山
案
内
を
拒
絶
す
る
。
だ
か
ら
大
門

登
山
を
企
て
る
者
は
、
越
中
側
の
下
小
屋
か
ら
行
か
ね
ば

な
ら
緻
ｏ
自
分
が
此
り
山
に
登
つ
た
の
は
、
大
正
八
年
の

七
月
で
あ
る
。

二

七
月
七
日
八
日
の
雨
日
は
非
常
な
雨
だ
つ
た
。
が
九
日

に
は
す
ば
ら
し
い
天
氣
に
な
つ
た
。
其
日
敷
人
の
友
達
と

大
野
に
ポ
ー
ト
を
漕
ぎ
に
行
つ
た
が
、
河
北
潟
か
ら
の
激

流
は
沿
々
と
し
て
ゐ
て
、
と
て
も
ボ
ー
ト
を
出
し
て
遊
ぶ

わ
け
に
は
行
か
な
か
つ
た
。
そ
れ
で
塞
し
く
婦
つ
た
が
、

墾
日
大
門
へ
登
ら
う
と
い
ふ
相
談
が
出
来
た
。
同
級
の
吉

田
と
高
杉
の
三
人
で
、
笙
朝
の
八
時
に
金
澤
を
出
螢
す
る

乙
と
に
し
た
ｏ

た
ち

十
日
の
日
も
い
ゝ
天
氣
だ
つ
た
。
小
立
野
も
過
ぎ
、
館
、

銚
子
日
の
邊

へ
行
つ
た
時
、
も
う
随
分
暑
つ
く
、
い
く
ら

拭
い
て
も
拭
い
て
も
汗
は
止
め
ど
な
く
流
れ
た
。

浅
野
川
の
上
流
は
あ
っ
け
な
い
程
貧
相
に
な
り
て
、
革

な
る
小
川
の
相
貌
を
呈
し

て
ゐ
る
に
過
ぎ
な

か
つ
た
。

湯
湧
街
道
は
何
時
通
つ
て
も
軍
調
で
長
い
の
で
あ
る
。
板

谷
の
峠
ヒ
七
分
ば
か
ら
登
つ
た
所
に
樋
で
清
水
が
引
い
て

あ
つ
て
ぼ
ち
や
／
ヽ
落
ち
て
わ
た
し
盆
だ
正
午
前
だ
つ
た

け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
三
人
し
て
排
営
を
開
い
た
Ｑ
汗
で
ぐ

っ
し
よ
う
濡
れ
た
シ
一
ツ
を
干
し
て
ゐ
る
間
に
、
キ
ヤ
ラ

九
〈
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号虎 第 年 五 十 第 岳 山

メ
″
や
ド
ロ
ッ
プ
を
し
や
ぶ
っ
て
休
ん
だ
。

峠
を
越
え
て
降
う
に
な
る
と
、
谷
か
ら
ス
ク
と
凍
し
い

風
が
吹
い
て
来
た
。
横
谷
を
通
つ
た
の
は
午
後

一
時
年
。

山
は
到
る
所
青
々
と
し
て
夏
の
粧
ひ
と
し
て
わ
た
。
更
に

上
つ
て
小
矢
部
川
の
谷
を
見
ち
ろ
し
た
時
は
、
只
わ
け
も

な
く
嬉
し
か
つ
た
。
葛
折
の
坂
道
を
走
り
下
つ
て
、
小
矢

部
川
の
橋
の
上
に
立
つ
た
時
、
刀
利
の
村
は
、
平
和
な
天

地
で
あ
る
と
思
つ
た
。
そ
の
あ
る
家
を
訪
ね
て
、「
お
湯
を

一
杯
下
さ
い
ま
せ
ん
か
」
と
願
つ
た
ら
、
お
ば
あ
さ
ん
が

賛
を
た
く
り
上
げ
で
、
湯
呑
茶
椀
で
も
茶
を
く
れ
た
。
ど

う
い
ふ
諄
で
贅
の
影
か
ら
姿
を
現
は
さ
な
い
の
か
分
か
ら

な
い
が
、
面
白
い
所
だ
と
思
つ
た
。
ｂ
ぢ
い
さ
ん
は
家
の

前
の
胡
瓜
畑
に
何
か
野
良
仕
事
を
し
て
ゐ
た
。
軒
端
に
は

黒
い
ゼ
ン
マ
イ
が
藁
む
し
ろ
の
上
に
干
さ
れ
て
あ
つ
た
。

刀
利
を
去
つ
た
の
は
三
時
近
く
で
あ
つ
た
。

三

瀧
谷
の
邊
う
か
ら
だ
ん
ノ
ー
ー景
色
が
面
白
く
な
つ
て
行

つ
た
。
道
は
右
岸
で
あ
る
が
、中
ノ河
内
の
大
門
橋
を
渡
る

と
左
岸
に
な
る
。此
の
大
門
橋
の
上
流
か
ら
小
矢
部
川
は
、

貌
を
急
に
憂
へ
て
全
く
の
峡
流
と
な
る
。
轟
々
と
い
ふ
流

雑
　
　
録
　
　
Ｏ
大
　
門
　
山

れ
の
響
き
、
雨
岸
の
絶
壁
、
賞
際
黒
部
川
を
小
さ
く
し
た

様
で
あ
る
。
越
中
生
れ
の
吉
田
は

「ヽ流
石
に
越
中
の
川
は

違
ふ
」
と
い
ふ
。
雨
岸
と
も
鬱
蒼
と
し
て
如
何
に
も
夏
の

山
ら
し
く
青
々
と
し
て
ゐ
た
。
殊
に
二
三
日
前
の
豪
雨
の

篤
め
、
方
々
に
水
の
豊
か
な
瀧
が
懸
つ
て
ゐ
た
。
吾
々
は

此
峡
谷
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ぶ
ら
ノ
ヽ
歩
い
て
行
つ
た
。

乙
の
邊
の
何
虎
か
に
、
確
か
ム
ン
ト
リ
ス
ミ
ン
が
生
え
て

ゐ
る
筈
だ
（
途
中
の
断
崖
で
大
き
な
石
ケ
落
し
て
見
た
が
、

そ
れ
は
賞
に
物
凄
い
音
を
立
で
ゝ
谷
底
の
川
に
落
ち
た
。

そ
し
て
そ
の
石
は
落
ち
し
な
に
崖
の
大
き
な
樹
の
皮
を
い

や
と
い
ふ
程
Ｕ
い
て
行
つ
た
。

下
小
屋
に
近
づ
く
と
谷
は
な
る
く
な
つ
て
、
畑
な
ど
も

０
　
０

　

　

　

　

　

　

　

　

・

あ
つ
た
。
筒
ほ
行
つ
た
ら
腰
に
か
ぶ
を
ぶ
ら
下
げ
た
女
達

が
畑
に
仕
事
を
し
て
ゐ
た
。
か
ぶ
と
い
ふ
の
は
、
藁
の
や

う
な
も
の
を
ま
る
け
て
、
そ
れ
に
火
を
つ
け
、
ぶ
す
ノ
ヽ

燻
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
や
う
な
山
地
に
は
、
ブ

ト
が
非
常
に
澤
山
ゐ
る
の
で
そ
れ
を
よ
け
る
篤
で
あ
る
ｃ

岩
魚
釣
う
に
行
く
子
供
に
含
つ
て
か
ら
直
Ｃ
下
小
屋
の
村

に
着
い
た
。，
六
時
牛
で
あ
つ
た
。

前
に
水
車
の
あ
る
家
へ
行
つ
て
「
今
夜
泊
め
て
下
さ
い
』

九
九
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行  螢  月  ノヽ  年  ノL  正。  大

雑
　
　
録
　
　
○
大
　
門
　
山

と
願
つ
た
ら
、
氣
の
好
さ
さ
う
な
お
ば
あ
さ
ん
が

『
心
ぞ

い
家
ぢ
や
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
よ
か
つ
た
ら
這

入
う
唆
っ

し
や
い
』
ル
云
つ
た
。

乙
の
邊
は
五
箇
ノ荘
と
餘
程
似
寄
つ
た
建
築
で
あ
る
ハ‘芽

喜
の
屋
根
は
東
西
の
二
面
で
、
部
厚
で
急
傾
斜
で
あ
る
。

そ
し
て
南
北
の
二
側
は
二
三
階
に
な
つ
て
高
い
所
に
明
い

窓
が
あ
る
ｃ
各
季
に
丈
餘
の
雲
が
降
る
相
だ
か
ら
で
あ
ら

う
り
夕
飯
に
は
葱
汁
に
岩
魚
の
心
楽
を
つ
け
て
く
れ
た
。

食
後
燎
ば
た
に
話
し
て
ゐ
る
と
、
近
所
の
も
ぢ
ゞ
が
末

た
。
そ
し
て
熊
狩
の
話
と
し
た
り
初
め
は

『
て
め
い
達
に

わ
か
る
か
い
っ
』

と
云
つ
て
話
ψご
う
と
し
な
か
つ
た
の
だ

す
が
め

が
、
砂
の
片

一
方
で
に
ら
み
付
け
る
や
う
な
顔
付
を
し
な

が
ら
。
随
分
面
白
い
話
を
し
た
。
其
の
間
、
こ
ゝ
の
家
の

―
此
の
家
は
谷
日
と
い
ふ
姓
で
あ
る
が
―
ヽ
ば
あ
さ
ん
が

疲
の
火
を
つ
っ
突
き
な
が
ら
、
南
無
阿
爾
陀
佛
の
名
琥
を

唱

へ
て
ゐ
た
。
其
の
話
尾
が
だ
ん
ノ
ヽ
小
さ
く
細
く
な
つ

て
行
く
。「
ナ
ム
マ
ン
ダ
ア
プ
ツ
、
ナ
ン
マ
ン
ダ
ブ
ツ
、
ク

ン
／ヽ
ヽ
、
シ
ン
ウ
ン
タ
ン
』
と
聞
え
る
。
そ
れ
が
若
い
時

か
ら
の
習
慣
を
見
え
、
立
ち
上
つ
て
室
の
晴
い
隅
へ
行
く

時
で
も
、
火
箸
で
火
を
突
く
時
で
も
、
欠
伸
を
し
た
後
で

も
、
常
に
蜂
わ
物
ば
た
き
の
や
う
な

『
ウ
ン
／

¨ヽ
ウ
ン
ク

ン
ウ
ン
ッ
」

と
云
ふ
物
に
包
ま
れ
た
や
う
な
響
き
を
．
鼻

の
奥
か
ら
出
ず
。
心
伽
晰
に
あ
る
山
奥
の
心
ば
あ
さ
ん
を

眼
の
あ
た
う
見
る
や
う
な
気
が
し
た
。
吾
々
は
九
時
過
ぎ

に
其
の
家
の
座
敷
に
ね
た
が
、
何
だ
か
堅
い
布
圏
で
あ
り

た
。
夜
は
し
い
ん
と
し
て
真
晴
で
あ
つ
た
。
ね
む
く
な
り

か
ゆ

か
け
た
頃
に
、
チ
ク
ノ
ヽ
手
足
が
痒
い
。
脊
中
が
痒
い
。

ど
う
も
寝
付
か
れ
な
い
。
外
の
二
人
も
寝
ら
れ
な
い
様
子

だ
。そ

れ
か
ら
噛
燭
を
つ
け
て

一
々
布
国
の
上
を
調
べ
て
見

た
け
れ
ど
も
何
も
ゐ
な
い
。
す
つ
か
り
目
が
覺
め
て
了
つ

た
。
が
仕
方
が
な
い
の
で
ね
た
。
暫
ら
く
す
る
と
叉
ち
く

／
ヽ
と
何
か
に
喰
は
れ
る
。
殆
ど

一
晩
中
牛
睡
状
態
で
過

ご
し
た
。
吉
田
は
夜
中
に
む
つ
く
り
起
き
上
つ
て
「
布
圏

を
振
う
廻
し
た
り
し
て
わ
た
。

四

哉
だ
晴
い
内
に
、
此
の
家
の
心
ば
あ
さ
ん
が
起
き
て
「
ナ

ム
マ
ン
ダ
ア
プ
ツ
、
ナ
ン
マ
ン
グ
ブ
ツ
」
と
初
め
た
。
も

う
寝
ら
れ
な
い
。
が
眠
い
の
で
床
の
中
に
痒
い
目
を
し
な

が
ら
も
寝
て
ゐ
た
ｏ
す
る
と
『
お
前
達
も
う
起
さ
ら
っ
せ
や

一
〇
〇
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い
』
と
起
し
に
来
た
。
脹
れ
ば
つ
た
い
限
を
し
な
が
ら
、

三
人
と
も
仕
方
な
し
に
起
き
た
。

顔
を
洗
つ
て
家
た
ら
も
う
飯
は
出
家
て
る
た
ｔ．‐
茶
碗
に

盛
ら
れ
た
飯
の
上
に
は
興
黒
に
胡
航
が
振
う
か
け
て
あ
つ

た
。
所
が
お
膳
に
向
つ
た
ら
、
そ
の
胡
肌
が

一
齊
に
飛
び

上
つ
た
。
胡
肌
だ
と
思
つ
た
の
は
蠅
だ
つ
た
。
飯
を
代

ヘ

る
と
黄
色
に
粟
が
少
し
づ
ゝ
混
じ
つ
て
ゐ
た
。

Ｌ
も
ご
　
や

吾
々
が
握
う
飯
を
持
つ
て
下
小
屋
の
乙

。の
家
を
出
た
の

は
七
時
年
で
あ
つ
た
。
案
内
に
家
た
の
は
宇
野
徳
蔵
と
い

ふ
十
六
蔵
の
少
年
で
あ
つ
た
。
腰
に
鎌
を
差
し
て
ゐ
た
。

夏
の
曲
は
恐
ろ
し
い
程
草
深
か
つ
た
。
身
を
浅
す
る
や

う
な
草
を
分
け
て
行
つ
た
。
陸
地
測
量
部
の
人
に
、
山
の

信
仰
か
Ｌ
容
易
に
案
内
し
な
か
つ
た
と
い
ふ
不
動
瀑
を
過

ぎ
て
、
ブ
ナ
オ
峠
に
差
し
か
ゝ
る
と
、
草
苺
が
路
の
雨
側

に
花
園
の
や
う
に
一
面
に
赤
く
熟
し
て
わ
た
。
案
内
の
少

年
は
勿
論
の
事
、
三
人
と
も
何
も
か
も
忘
れ
て
苺
を
採
つ

て
食
べ
た
。
鶯
萄
棚
の
下
で
房
々
と
し
た
葡
萄
を

一
粒
づ

つ
探
つ
て
は
日
に
入
れ
る
子
供
の
や
う
に
、
吾
々
は
互
に

日
も
利
か
な
い
で
食
べ
て
わ
た
。
い
く
ら
食
べ
て
も
書
き

な
い
楽
園
の
賞
で
あ
る
。
自
分
は
失
は
れ
た
子
供
心
の
淡

維
　
　
鉄
　
　
○
大
　
門
　
山

い
楽
し
い
幻
を
懐
し
ん
だ
。

ブ
ナ
オ
峠
に
着
い
た
の
は
九
時
十
分
。
途
中
に
キ
ヌ
ガ

か
つ
ら
　
に
し

・ら
か
ぞ

サ
サ
ウ
の
大
き
な
の
が
澤
山
生
え
て
ゐ
た
。
桂
と
西
赤
尾

へ
の
路
が
夫
か
ら
下
つ
て
ゐ
た
。

大
ヽ
な
掬
の
本
が
多

い
。
ブ
ナ
オ
峠
と
い
ふ
の
は
柳
が

多

い
峰
と
い
ふ
意
味
で
あ
ら
う
ｏ
柳
の
多

い
尾
根
即
ち
柳

尾
で
あ
ら

，
ｏ
だ
か
ら
ブ
ナ
オ
で
は
な
く
ブ
オ
フ
で
あ
ら

う
と
思
は
れ
る
。
然
し
陸
地
測
量
部
の
地
国
に
は
プ
す
オ

峠
と
書
い
て
あ
る
。

此
の
峠
の
上
か
ら
大
獅
子
山
、
猿
ケ
山
の
方

へ
も
林
道

が
つ
い
て
ゐ
る
。
叉
タ
カ
ン
ポ
ー
な
ど
も
よ
く
見
え
た
。

乙
の
峠
の
上
で
二
十
分
ば
か
う
体
ん
で
か
ら
大
門
の
方

ヘ

登
ら
出
し
た
。

ブ
ナ
オ
峠
か
ら
大
門
の
方

へ
行
く
路
が
三
つ
あ
る
。
右

た
　
プ
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か
な
　
つ
　
こ

は
多
津
子
、
月
ヶ
原
の
方
へ
行
く
路
。
左
は
赤
靡
木
古
の

方

へ
行
く
路
。
そ
し
て
そ
の
中
央
が
大
門
へ
の
路
で
あ
る
。

と
に
か
く
ブ
ナ
オ
峠
か
ら
尾
根
ば
か
り
樺
つ
て
行
け
ば
大

門
の
頂
上
に
行
く
。
小
林
Ｅ
の
つ
け
た
林
道
は
ｂ
登
攀
と

非
常
に
容
易
な
ら
し
め
る
。

路
は
比
較
的
業
で
あ
る
が
、
景
色
ほ
決
し
て
不
几
で
は

一　
〇
一
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雑
　
　
録
　
　
○
大
　
門
　
山

一　
〇
一一

な
い
。
山
又
山
の
飛
騨
、
越
申
の
界
、
殊
に
五
箇
ノ荘

の

桃
源
の
境
を
ほ
の
か
に
窺
ふ
事
が
出
来
る
。
境
川
の
峡
谷

は
オ
ゾ
ー
プ
と
タ
カ
ン
ポ
ー
と
の
間
に
深
く
切
れ
込
ん
で

ゐ
る
。
そ
し
て
其
の
上
流
に
越
中
桂
、
飛
騨
加
須
良
の
小

平
原
が
、
如
何
に
も
桃
源
の
境
ら
し
く
、
又
耐
仙
の
域
ら

し
く
、
吾
々
の
説
線
を
引
い
た
。
あ
の
山
中
の
別
天
地
に

自
分
は
幾
年
憬
れ
て
ゐ
る
こ
と
だ
ら
う
ｃ

そ
の
桂
村
が
今
見
え
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
、
自
分
は
耳

を
す
ま
し
た
な
ら
ば
、
鶏
の
聾
も
聞
え
は
す
ま
い
か
と
思

つ
た
。

路
は
雨
側
が
そ
げ
て
馬
の
脊
の
や
う
な
威
じ
で
あ
る
。

樹
は
柳
が

一
番
多
い
。
用
園

一
丈
も
あ
る
や
う
な
大
樹
が

枯
れ
て
朽
て
ゐ
る
の
な
ど
も
あ
つ
た
。
十

一
時
雪
を
見
た
。

『
あ
ヽ
あ
そ
こ
に
雪
が
あ
る
」
と

一
人
が
叫
ん
だ
。
赤
靡
木

古
と
大
門
と
の
間
の
谷
に
、
残
雪
が
自
く
見
え
た
の
で
あ

る
。
夏
の
山
に
雪
を
見
る
こ
と
は
　
・
、
賃
際
い
つ
も
な
が
ら

婦
省
し
て
健
や
か
な
母
の
顔
を
見
る
や
う
に
、
非
常
に
な

つ
か
し
い
事
だ
。

五

薄
赤
味
を
帯
び
た
餘
う
見
た
事
の
な
い
百
合
が
険
い
て

ゐ
る
邊
か
ら
、
赤
摩
木
古
の
方
へ
行
く
林
道
は
あ
る
が
、

大
門
の
頂

へ
の
路
は
な
か
つ
た
。
荷
物
を
置
い
て
わ
き
ヘ

そ
れ
、
ガ
サ
ノ
ヽ
頂
上
目
が
け
て
行
き
出
し
た
。
も
う
五

千
尺
の
高
さ
に
達
し
て
ゐ
ろ
。
な
つ
か
し
い
白
樺
が
貧
蒻

な
が
ら
生
え
て
ゐ
た
。
自
分
は
い
つ
で
も
自
樺
を
見
ふ
と

初
め
て
奥
山
へ
末
た
や
う
な
氣
が
す
る
ｃ
そ
れ
か
ら
行
か

う
と
し
た
ら
非
常
な
密
林
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
雑
木
の

間
に
篠
竹
が

一
ぱ
い
繁
茂
し
て
わ
た
。

折
も
悪
し
く
飛
騨
の
方
に
見
え
た
雲
が
濠
々
と
や
つ
て

来
た
。
そ
し
て
今
ま
で
照
つ
て
わ
た
太
陽
も
す
う
つ
ル
影

つ
て
し
ま
つ
た
。
身
の
廻
り
は
漠
々
た
る
雲
。
す
る
と
昨

夜
熊
狩
の
心
ぢ
ゞ
の
忠
告
が
、
銑
利
な
思
物
を
眼
前
に
チ

ラ
つ
か
せ
ら
れ
た
や
う
に
、
ひ
や
う
と
思
ひ
浮
ん
だ
。
そ

れ
は
昔

（
明
治
四
十
二
年
の
事
だ
）
金
澤
の
學
生
二
人
（
吾

々
の
先
輩
の
事
だ
）
が
奈
良
ケ
岳
で
死
ん
で
、
エ
ラ
イ
馳

ぎ
に
な
つ
た
事
が
あ
る
。
お
め
い
達
も
た
め
ろ
つ
て

（氣

を
つ
け
て
の
意
）
行
か
っ
し
や
い
と
い
ス
忠
告
で
あ
る
。
奈

良
ケ
岳
と
云
へ
ば
直
ぐ
隣
う
の
山
だ
。
が
今
更
引
き
返
す

の
も
非
常
に
残
念
だ
。
自
分
は
本
に
登
つ
て
し
ば
ら
く
形

勢
を
見
て
わ
た
。
す
る
と
雲
が
急
に
薄
く
な
つ
て
、
高
三
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郎
の
山
腹
の
す
ば
ら
し
く
大
き
な
岩

壁

が
す

う
と

現
は

れ
、
つ
い
で
奈
良
ケ
岳
の
山
の
数
に
残
雪
が
物
凄
く
見
え

た
。
と
思
ふ
ル
又
直
ぐ
凡
て
が
漠
々
た
る
雲
に
か
く
れ
て

し
唆
つ
た
。

し
ば
ら
く
の
協
議
の
結
果
、
頂
上
ま
で
行
く
こ
と
に
決

し
た
ｏ
そ
れ
か
ら
極
め
て
用
意
周
到
に
道
じ
る
べ
を
作
う

な
が
ら
、
其
の
密
林
を
進
ん
だ
。
持
つ
て
ゐ
る
紙
が
全
部

無
く
な
つ
た
時
、
や
ゝ
歩
き
よ
い
所
に
出
た
。
主
日
の
路
ら

し
い
虜
で
あ
る
。
其
庭
も
道
じ
る
べ
に
少
年
の
案
内
者
が

持
つ
て
わ
た
鎌
で
、
本
の
皮
を
け
づ
ら
せ
、
自
分
違
も
ナ

イ
フ
で
木
の
皮
を
け
づ
う
な
が
ら
行
つ
た
。

漸
く
頂
上
ら
し
い
所

へ
出
た
。
草
の

一
ば
い
生
え
た
不

得
要
領
な
頂
上
で
あ
る
。
不
恰
好
な
虐
げ
ら
れ
た
や
う
な

い
ぢ
け
た
自
樺
な
ど
も
生
え
て
ゐ
た
。
「
犀
川
の
上
流
に
菊

ケ
岳
と
い
ふ
山
が
あ
つ
て
、
野
菊
が
叢
生
し
て
ゐ
る
。
其

の
花
露
が
滴
多
流
れ
て
犀
川
に
な
る
。
故
に
犀
川
を

一
名

菊
水
と
い
ふ
。
』
よ
金
城
固
誌
に
書

い
て
あ
る
。
菊
ケ
岳
と

云
ス
の
は
恐
く
は
大
門
か
高
三
郎
を
指
す
の
で
あ
ら
う
ｏ

こ
の
菊
ケ
岳
の
野
菊
と
云
ス
の
は
、
あ
の
秋
更
け
て

の
上
流
を
散
策
す
る
時
、
雨
岸
に
険
３
飢
れ
て
ゐ
る

犀
川

う
す淡

紫

雑
　
　
録
　
　
○
大
　
門
　
山

の
野
菊
を
見
て
、
こ
の
川
の
水
源
地
の
山
に
も
、さ
ぞ
澤
山

険
い
て
ゐ
る
事
で
あ
ら
う
と
い
ふ
詩
的
塞
想
か
ら
、
山
の

名
ま
で
菊
ケ
岳
と
云
つ
た
の
で
あ
ら

，
ｏ
が
然
じ
こ
の
山

の
頂
上
に
は
、
野
菊
は
勿
論
の
事
、
美
し
い
花
の
険
き
そ

う
な
植
物
は
見
営
ら
な
か
つ
た
。

三
角
路
を
投
し
あ
て
ヽ
其
庭
へ
行
つ
た
も
の
ゝ
ゝ
雲
の

篤
に
何
も
見
え
な
か
つ
た
。
十
二
時
十
分
。
そ
乙
で
飯
を

食
つ
た
。

午
後

一
時
に
頂
上
を
出
螢
し
た
。
大
門
の
頂
上
へ
末
た

と
い
ふ
印
に
名
刺
を
三
角
識
に
張
り
つ
け
て
置
い
た
。

蹄
う
に
は
道
じ
る
べ
を
使
う
に
、
三
十
分
で
荷
物
を
置

い
た
所
へ
着
い
た
。
そ
れ
か
ら
さ
つ
き
見
え
た
雪
の
所
ヘ

行
つ
て
、
其
の
残
雪
を
食
つ
た
。
も
う
死
ね
氣
づ
か
ひ
は

な
い
と
思
は
れ
た
か
ら
暢
氣
に
遊
ん
で
ゐ
た
。
二
時
十
分

に
ブ
ナ
オ
峠
の
方
へ
降
り
出
し
た
。
下
う
は
走
つ
た
の
で

三
時
に
は
峠
へ
着
く
乙
と
が
出
来
た
。
タ
オ
／
に
雲
を
包

ん
だ
の
を
持
ち
な
が
ら
）

下
小
屋
で
泊
る
と
昨
夜
の
や
う
に
叉
蚤
に
喰
は
れ
る
か

ら
、
い
く
ら
遅
く
な
つ
て
も
い
ヽ
か
ら
、
金
澤
ま
で
婦
ら

う
と
い
ス
の
で
急
い
で
歩
い
た
。
下
小
屋
に
着
い
た
の
は

一　
〇
二
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雑
　
　
録
　
　
〇
七
倉
岳
と
不
動
堀
澤
岳

五
時
過
ぎ
。
塞
腹
で
歩
け
な
く
な
る
と
い
け
な
い
と
云
ふ

の
で
、
夕
飯
を
食
ほ
せ
て
貰
ス
事
に
し
た
。
所
が
山
へ
行

つ
て
ゐ
る
家
の
人
を
迎
び
に
子
供
が
行
つ
て
、
し
ば
ら
く

待
つ
た
結
果
が
、
朝
飯
の
残
う
が

一
膳
づ
ゝ
し
か
無
い
と

い
ス
み
じ
め
な
結
果
に
な
つ
た
。
そ
れ
で
吾
々
が
念
々
下

小
屋
を
出
残
し
た
の
は
六
時
近
く
で
あ
り
た
。

そ
れ
か
ら
走
る
の
ヽ
次
の
速
さ
で
歩
き
出
し
て
―
寧
ろ

走
つ
た
と
云
つ
た
方
か
賞
際
に
近
い
が
―
八
時
に
は
板
谷

に
着
い
た
，、
こ
の
村

り
あ
る
家
へ
這
入
つ
て
夕
飯
を
食
は

せ
て
貰
つ
た
。
そ
し
て
婦
み
時
自
分
達
が
置
い
だ
僅
か
な

金
が
多
す
ぎ
る
と
云
つ
て
、
向
で
は
非
常
に
恐
縮
し
て
ゐ

た
。
腹
が
出
家
る
と
歩
く
事
よ
う
も
、
眠
い
方
が
主
に
な

つ
た
。
昨
夜
の
睡
眠
不
足
に
今
日
の
疲
勢
。

Ｆ
寸
道
ば
た

Ｒ
体
む
と
直
ぐ
眠
る
。
蚊
に
喰
は
れ
て
叉
歩
■
出
す
。
三
人

と
も
金
澤
ＩＩ
近
づ
く
に
つ
れ
、
ひ
よ
ろ
／
ヽ

てヽ
末
た
。

夜
も
だ
ん
ノ
ヽ
更
け
て
行
く
。
地
べ
た
に
英
産
を
敷
い
て

横
に
な
る
と
、
す
ぐ
グ
ウ
と
眠
つ
て
し
ま

，
ｏ
す
る
と
蚊

が
プ
ー
ン
と
家
て
チ
ク
ツ
と
喰
ム
と
叉
歩
■
出
す
。
そ
の

や
お
に
し
て
金
澤
へ
着
い
た
の
は
二
時
牛
で
あ
つ
た
。

下
小
屋
で
夜
寝
ら
れ
な
か
つ
た
の
は
、
蹄
つ
て
か
ら
洋

服
と
概
衣
に
着
い
て
ゐ
た
小
動
物
に
よ
つ
て
武
で
あ
つ
た

事
ケ
知
つ
た
。
（
度
瀬
壽
雄
）

〇
七
倉
岳
と
不
動
堀
澤
岳

七
倉
岳
と

い
ふ
の
は
、
北
葛
乗
越
を
隔
て
ゝ
蓮
華
岳
の

南
に
甕
立
す
る
高
距
二
五
五

一
米
突
と
測
ら
れ
た

一
峰
の

名
で
あ
る
。
此
山
は
又
北
葛
ノ
頭
或
は
乗
鞍
岳
な

る
別
稗

を
有
し
て
ゐ
る
。
故
に
七
倉
・北
葛
・乗
鞍
な
る
三
の
名
稗

は
、
同

一
の
山
に
典
へ
ら
れ
た
異
名
に
外
な
ら
ぎ
る
こ
と

は
疑
を
容
れ
る
餘
地
が
な
い
。
然
る
に
近
頃
に
な
つ
て
此

山
を
単
に
北
葛
岳
と
栴
し
、
其
正
名
と
も
い
ふ
可
き
七
倉

岳
な
る
構
呼
を
反
て
此
山
の
両
南
Ｆ
在
る
頂
上
の
南
北
に

長
い
、
そ
し
て
南
端
に
二
四
五
三
・五
米
突
の
三
角
鮎
を

有
す
る
不
動
堀
澤
岳
に
冠
し
て
、
そ
れ
を
七
倉
岳
と
呼
ぶ

人
が
あ
る
の
は
、
如
何
な
る
理
由
に
接
つ
た
も
の
か
は
知

ら
な
い
が
、自
分
に
は
首
有
し
難
く
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

曾
て
本
誌
第
六
年
第

一
琥
の
附
録
と
し
て
、
中
村
清
太

郎
氏
が
日
本
北
ア
″
プ
ス
一
部
臆
測
固
を
作
成
し
た
。
其

時
三
角
貼
の
位
置
は
測
量
部
の
網
国
か
ら
富
―
取
つ
た
の

で
あ
る
が
、
二
四
五
三
米
突
の
測
識
に

「
七
倉
」
と
記
し

一
〇
四
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琥 第 年 五 十 第 岳 山

て
あ
つ
た
篤
に
、
網
個
の
測
鮎
の
名
は
符
琥
同
様
に
用
ゐ

ら
れ
て
あ
る
も
の
な
る
こ
と
を
営
時
は
知
ら
な
か
つ
た
の

と
、
此
附
近
の
山
峰
を
熟
知
し
た
人
が
ま
た
無
か
つ
た
乙

と
等
の
源
因
か
ら
、
そ
れ
を
大
町
邊
か
ら
よ
く
見
え
る
賓

際
の
七
倉
岳
の
三
角
鮎
で
あ
る
と
思
つ
て
、
其
三
角
鮎
と

七
倉
岳
と
し
、
別
名
な
る
北
葛
ノ頭
及
乗
鞍
岳
の
文
字
と

括
弧
の
中
に
記
入
し
て
置
い
た
の
で
あ
る
。
果
せ
る
哉
此

山
脈
を
最
初
に
縦
走
さ
れ
た
榎
谷
氏
か
ら
、
臆
測
日
の
七

倉
岳
は
賓
際
よ
う
も
位
置
が
南
に
寄
う
過
ぎ
て
ゐ
る
と
い

ふ
至
営
の
説
が
出
て
、
大
分
議
論
の
あ
つ
た
こ
と
は
、
本

誌
第
七
年
第
二
第
三
流
を
讀
ん
だ
人
の
知
つ
て
ゐ
る
通
ヶ

で
あ
る
。
然
し
五
萬
分
の
一
国
が
出
版
さ
れ
て
見
る
と
、

七
倉
岳
に
は
三
角
職
は
な
く
、
二
つ
二
四
五
三
米
突
の
三

角
駄
は
、
七
倉
岳
の
西
南
に
あ
る
不
動
堀
澤
岳
の
長
い
頂

上
の
而
も
南
端
に
あ
る
こ
と
が
分
つ
た
の
で
、
臆
測
固
の

七
倉
岳
は
賞
は
其
西
南
に
在
る
不
動
堀
澤
岳

（
此
山
も
不

動
堀
澤
ノ頭
と
呼
ぶ
か
又
は
岳

と

呼
ぶ
か
に
就
て
議
論
は

あ
つ
た
が
、
私
は
岳
と
呼
ぶ
こ
と
に
就
て
異
論
は
な
い
）

の
南
肩
で
あ
り
、
七
倉
岳
は
国
に
記
入
し
て
な
い
こ
と
に

な
つ
て
、
論
争
の
源
因
も
自
ら
剣
明
し
た
の
で
あ
る
。
針

維
　
　
録
　
　
〇
七
倉
岳

と
不
動
堀
澤

岳

ノ
木
峠
の
頂
上
か
ら
南
望
す
る
と
、間
近
く
正
面
に
不
動
堀

澤
岳
が
、
大
町
あ
た
う
か
ら
見
る
七
倉
岳
の
や
う
に
失
つ

て
屹
立
し
、
其
左
に
七
倉
乗
越
の
鞍
部
が
物
凄
い
ガ
ン
を

懸
け
、
更
に
左
の
方
に
七
倉
岳
が
頂
上
の
三
小
隆
起
を
見

せ
て
、
東
西
に
稿
長
く
饗
え
て
わ
る
。
さ
れ
ば
北
葛
岳
な

る
名
を
以
て
七
倉
岳
を
呼
ぶ
場
合
が
あ
つ
て
も
、
夫
が
篤

に
七
倉
岳
な
る
名
を
不
動
堀
深
岳
に
冠
し
て
差
支
な
い
と

い
ス
理
由
は
少
し
も
な
い
。

此
等
の
混
み
入
つ
た
課
を
知
ら
な
い
で
、
碧
梧
桐
氏
の

一
行
が
此
庭
を
通
過
し
た
時
、
軽
卒
に
も
七
倉
岳
を
呼
ぶ

に
其
別
稀
た
る
北
葛
岳
を
以
て
し
、
動
す
こ
と
の
出
来
な

い
七
倉
岳
の
名
を
無
鐵
砲
に
も
不
動
堀
澤
岳
に
あ
て
が

ひ
、
其
間
の
七
倉
乗
越
を
勝
手
に
葛
倉
キ
ン
ト
な
ど
ヽ
呼

ん
だ
の
が
基
と
な
つ
て
、
何
に
も
知
ら
ｎ
其
後
の
人
夫
な

ど
が
其
儘
誤
ヶ
を
博

へ
た
も
の
か
と
想
れ
る
。
後
の
登
山

者
は
よ
ろ
し
く
其
誤
を
正
し
て
や
る
べ
き
が
営
然
で
あ
つ

て
其
誤
を
階
襲
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
ｏ

要
す
る
に
不
動
堀
澤
岳
と
若
し
相
営
の
理
由
あ
れ
ば
他

の
名
で
呼
ぶ
こ
と
は
差
支
な
い
と
し
て
も
、
之
を
七
倉
岳

と
稀
す
る
こ
と
は
断
じ
て
不
営
で
あ
る
と
信
ず
る
（本
暮
）

一
〇
二

(105)



行 獲 月 八 年 九 正 大

雑
　
　
録
　
　
○
河
の
右
岸
左
岸
に
就
て

○
河
の
右
岸
左
岸
に
就
て

記
行
文
を
書
く
時
に
、
河
を
上
下
し
た
場
合
、
誰
し
も

左
岸
右
岸
の
文
字
を
使
用
す
る
必
要
が
生
ず
る
も
の
で
あ

る
。
尤
も
右
側
或
は
左
側
、
又
は
左
の
方
と
か
右
の
方
と

か
書
く
際
に
は
、
そ
れ
が
河
を
下
つ
た
時
で
ヽ
若
し
く
は

遡
つ
た
時
で
も
、
作
者
の
進
ん
で
ゐ
る
方
向
の
、
即
ち
向

つ
て
左
又
は
右
な
る
宅
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
左
岸
右
岸

と
な
る
と
、
河
を
上
る
の
と
下
る
の
と
で
は
正
反
封
の
結

果
を
生
ず
る
。
如
何
な
る
理
由
に
擦
り
て
か
は
自
分
は
知

ら
な
い
が
、
河
の
左
岸
右
岸
は
、
上
流
を
背
に
し
下
流
に

面
し
て
立
つ
た
時
、
左
が
左
岸
右
が
右
岸
と
定
め
る
こ
と

に
な
つ
て
ゐ
る
。
原
稿
を
起
草
せ
ら
る
ゝ
際
、
若
し
右
岸

左
岸
の
文
字
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
革
駐
に
留
意
さ
れ

ん
こ
と
を
希
望
す
る
。

又
瀑
と
瀧
の
字
も
、
Ｅ
別
し
て
用
ゐ
た
方
が
便
利
の
や

う
に
思
は
に
る
。

一
般
に
落
日
か
ら
直
に
飛
下
す
る
も
の

は
瀑
の
字
を
用
ゐ
、
岩
面
に
滑
ふ
て
潟
ド
す
る
も
の
は
瀧

の
字
ン
用
ゐ
る
の
が
正
営
の
や
う
で
あ
る
ｏ
奥
上
州
の
藤

原
で
は
前
者
を
セ
ン
と
稗
し
、
後
者
を
タ
キ
と
呼
ん
で
ゐ

る
。
兎
に
角
此
二
字
を
斯
く
Ｅ
別
し
て
用
ゐ
る
な
ら
ば
、

一
々
説
明
と
下
さ
ず
と
も
、
讀
下

一
番
、
直
に
如
何
な
る

形
の
タ
キ
で
あ
る
か
を
知
り
、
漢
谷
の
模
様
な
ど
も
想
像

さ
れ
て
面
白
い
こ
と
ゝ
思
ふ
。

序
に
山
の
表
裏
と
い
ふ
こ
と
も
、
そ
れ
が
登
山
者
の
無

い
或
は
極
め
て
少
な
い
山
で
あ
れ
ば
、
容
易
に
決
定
し
難

い
こ
と
で
、
こ
れ
に
就
て
は
曾
て
本
誌
上
に
論
ぜ
ら
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
寄
稿
家
諸
君
の
中
に
は
、
自
分
の
登
つ
た

方
を
表
と
し
、
こ
れ
に
反
封
の
方
を
裏
と
せ
ら
れ
て
わ
る

人
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
筆
ろ
南
面
と
か
画
面
と
か
、
方
位

を
以
て
示
し
た
方
が
間
違
が
な
く
し
て
分
う
易
く
は
あ
る

ま
い
か
。
（
木
暮
）

一
〇
大
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琥 第 年 五 十 第 岳 山

雑

　

報

○
構
前
山
爆
稜
す

十
七
日
午
後
六
時
二
十
分
北
海
道
樽
前
山
爆
稜
し
、
四
五
里
の
地
方
に
ま

で
降
友
あ
り
、
爆
職
前
後
五
分
間
の
地
震
あ
り
。　
十
八
日
に
至
る
も
曜
煙
欧

ま
ず
、
新
た
に
湖
畔
に
噴
火
口
現
出
せ
る
も
の
ヽ
如
し
パ
室
蘭
特
電
）

○
富
士
登
山
者
三
名
行
方
不
明

富
士
山
上
は
二
十
三
日
午
後
よ
り
天
候
瞼
悪
の
模
様
な
り
し
が
、
二
十
四
′

日
午
後

一
時
頃
よ
り
風
力
加
は
り
、　
三
合
日
以
上
は
風
速
二
十
七
米
突
の
張

風
と
な
り
、

同
朝
大
宮
口
よ
り
登
山
せ
る
闘
西
地
方
よ
り
の
三
名
は
、
七
八

合
目
附
近
に
て
行
方
不
明
と
な
り
た
る
よ
り
覆
力
捜
索
中
、　
同
夜
茶
暴
風
雨

に
易
じ
、　
山
中
砂
礫
を
巻
き
あ
げ
危
険
極
ま
り
無
ぐ
、
突
風
石
室
を
襲
ひ
、

豪
雨
は
瀑
布
の
如
く
轟
々
と
し
て
流
下
し
、

飛
散
せ
る
砂
礫
の
音
響
と
和
し

て
物
凄
さ
言
は
ん
方
無
く
、　
各
石
室
に
は
盗
れ
ん
ば
か
り
に
入
り
込
み
て
維

踏
し
た
る
登
山
者
は
終
夜
マ
ン
デ
リ
と
も
せ
ず
、

食
糧
さ
へ
刻
々
映
乏
を
告

げ
木
る
よ
り
、
相
擁
し
て
只
管
無
事
を
所
る
う
ち
、　
二
十
五
日
朝
来
風
や
ヽ

風
ぎ
た
る
よ
り
、
避
難
者
は
危
険
を
胃
し
て
石
室
を
飛
び
出
し
、　
腹
旬
ひ
と

な
り
て
下
山
す
る
者
多
か
り
し
が
、

午
後

一
時
頃
よ
り
叉
復
東
風
の
暴
風
雨

と
な
り
、
小
雨
さ
へ
加
は
り
刻
々
危
険
加
は
る
よ
り

　ゝ
山
麓
の
大
宮
、
吉
原

御
殿
場
各
警
察
署
に
て
は
、
巡
査
を
登
山
せ
し
め
、　
清
防
夫
青
年
国
と
協
力

雑
　
　
報
　
　
〇
樽
前
山
爆
衰
す
〇
富
士
登
山
者
三
名
行
方
不
明
〇
富
士
山
の
張
風
雨
○
白
山
登
山
者
邁
難
　

　

一
ｏ
と

し
て
救
護
に
力
め
つ
ヽ
あ
り
、
筒
山
上
の
天
候
瞼
悪
打
績
か
ば
、
食
糧
全
く

鉄
乏
す
べ
く
、
順
る
憂
慮
に
堪
へ
ぎ
る
も
の
あ
り
、　
登
山
口
各
族
館
に
も
登

山
者
充
満
し
、
頗
る
混
雑
を
極
め
、
全
山
雲
に
蔽
は
れ
、　
天
候
恢
復
の
見
込

立
た
ず
。（静
岡
電
話
）

○
富
士
山
の
張
風
雨

富
土
山
は
二
十
七
日
午
後
零
時
牛
頃
張
風
雨
と
な
り
、
同
朝
登
山
の
途
に

就
け
る
人
々
は
石
室
に
違
難
し
、
或
は
下
山
す
る
も
の
多
し
。（
御
殿
場
電
話
）

登
山
者
捜
索
　
佐
世
保
市
園
濱
町
営
時
名
古
屋
高
等
工
業
學
校
生
徒
藤
村

薫

（
二
十
）外
二
名
は
、十
二
日
富
士
登
山
し
、
未
だ
蹄
宅
せ
ぎ
る
に
就
き
、捜

査
方
二
十
七
日
佐
世
保
署
よ
り
本
縣
に
依
頼
あ
り
た
り
。（
御
殿
場
電
話
）

吹
落
さ
れ
た
登
山
客
　
二
十
五
日
午
後
二
時
頃
富
士
登
山
中
暴
風
雨
の
篤

め
吹
飛
ば
さ
れ
、
行
方
不
明
と
な
り
た
る
三
名
に
就
て
は
、

日
下
御
殿
場
署

に
於
て
取
調
中
な
る
が
、
右
は
東
京
府
下
南
葛
飾
郡
南

綾
瀬
村
字
柳
原
中
山

篇
五
郎
（
五
三
）同
中
山
左
衛
門
（
五
三
）同
中
山
鐵
五
郎
（
五
十
）ら
し
く
、　
郷

里
へ
照
含
中
な
り
ｏ（
御
殿
場
電
話
）
（
以
上
大
正
九
年
七
月
職
行
東
京
朝
日
新

聞
）

○
白
山
登
山
者
暴
風
雨
中
遭
難

金
澤
市
地
黄
煎
町
青
年
回
員
二
十
名
は
三
日
金
澤
を
褒
し
、
白
山
登
山
の

途
に
就
き
、
四
日
朝
項
上
に
逮
し
た
る
折
柄
、

俄
然
暴
風
雨
襲
木
し
た
る
よ

り
、
一
行
は
急
遠
下
山
し
た
る
が
、
一′行
中
中
村
榮
造
（
二
四
）は
死
亡
し
、
外

三
名
は
行
方
不
明
と
な
り
た
る
よ
り
、　
急
を
報
じ
、
五
自
約
百
名
の
捜
索
回

は
同
地
に
急
行
せ
り
。
（
金
澤
特
電
Ｘ
大
正
九
年
八
月
六
日
東
京
朝．
日
新
聞
）
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行 獲 月 八 年 九 正 大

雑
　
　
報
　
　
○
含
員
通
信

○
會

口貝

通

信

△
ス
キ
ー
よ
り
は
去
三
日
轟
り
、　
八
日
に
叉
も
リ
ュ
ツ
ク
サ
ツ
ク
を
か
つ
ぎ

て
飛
び
出
し
中
候
〕
棋
日
お
そ
く
出
稜

せ
る
籍
吉
田
に
泊
り
、
次
の
日
船
津

よ
り
河
口
湖
を
渡
り
、
大
石
村
よ
り
黒
嶽

ヽ
登
り
候
。

・こ
ヽ
は
一
等
△
議
有

之
候

ヽ
ど
も
、
餘
り
景
慶
か
ら
ず

（
山
項
森
林
あ
る
震
）、
之
よ
り
西
大
石
峠

迄
尾
根
を
諄
ひ
南
下
し
て
西
ノ
湖
村
に
一
泊
．　
翌
日
は
平
凡
に

（
尤
も
ち
よ

い
′
ヽ
寄
道
し
て
）
駿
州
上
井
出
村
に
出
で
泊
、
大
の
日
蹄
京
致
し
候
。

御

坂
山
脈
は
大
石
峠
附
近
以
東
は
概
し
て
歩
き
易
く
、　
十
二
ケ
岳
連
峯
は
今
筒

密
林
有
之
様
子
。　
か
の
三
峠
山
は
中
々
感
じ
よ
き
山
と
思
ひ
候
。
生
愴
富
士

す
ら
朝
の
内
晴
れ
を
る
の
み
に
て
展
望
は
落
第
に
御
座
候
り

も
し
天
氣
よ
く

ば
本
栖
湖
よ
り
龍
ケ
岳
の
邊
に
登
ら
ん
と
思
ひ
候
も
、
そ
れ
も
空
し
く
、　
唯

此
邊
の
大
性
の
様
子
を
知
り
得
た
る
に
満
足
致
し
候

（
大
正
九
年
四
月
十
五

日
沼
井
鐵
太
郎
）

△
十
八
日

一
高
の
連
中
、
山
口
君
等
と
瀧
子
山
、大

谷
ケ
丸
方
面
へ
出
か
け
、

久
振
に
て
面
白
い
山
あ
る
き
い
た
し
候
、　
其
後
武
田
さ
ん
も
同
方
面
へ
出
懸

け
ら
れ
た
ら
し
く
、
賑
し
き
こ
と
に
有
之
候
。
（
九
年
四
月
二
十
七
日
森
喬
）

△
四
月
二
十
日
か
ら
靖
國
神
祗
の
休

み
等
を
利
用
し
て
、
武
州
御
嶽
か
ら
入

つ
て
、
大
嶽
山
、
鋸
山
下
を
通
り
、
御
前
山
、　
三
頭
山
に
登
り
、
小
菅
川
を

遡
つ
て
大
菩
薩
か
ら
嵯
峨
重
温
泉
に
出
て
、　
日
川
の
流
れ
を
聞
き
乍
ら
浴
み

し
ま
し
た
。
大
嶽
か
ら
御
前
に
行
く
道
の
灌
木
の
枝

に
は
間
口
し
ま
し
た
。

顔
や
手
の
先
を
大
分
掻
か
れ
ま
し
た
。

武
田
博
士
の
四
條
畷
の
説
を
想
ひ
出

し
て
同
感
に
耐
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
日
程
四
日
間
（
一
高
、
五
十
嵐
芳
雄
岩

崎
秀
之
）

△
拝
啓
。
拙
稿

「石
狩
川
上
流
の
旅
日
記
よ
り
」
中
、　
五
二
頁
の
行
程
表
に

北
見
峠
よ
り
三
塁
と
あ
る
は

一
里
、　
六
九
頁
三
行
同
七
行
同
八
行
同
十
行
に

東
岳
と
あ
る
は
本
岳
、
同
頁
十
行
北
岳
と
あ
る

は
東
岳
と
そ
れ
ハ
ヽ
御
訂
正

願
上
候
。
又
六
八
頁
挿
蓋
の
議
に

「
り
北
岳
」

と
あ
る
は
東
岳
の
設
記
に
有

之
候
間
、
何
卒
正
誤
な
し
破
下
度
候

（
竹
内
亮
）

△
本
會
々
員
篤
員
名
簿
編
輯
の
件
に
就
き
會
員
諸
兄
に
御
伺
申
上
候
。

近
く
含
員
革
憂
夏
と
共
に
會
員
車
番
競
の
割
営
も
完
成
せ
ら
る
ｏ　
こ
の
機
に

際
し
て
全
會
員
の
窟
員
を
本
會
に
集
録
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
じ

本
會
よ
り

各
含
員
に
會
員
革
を
貸
興
す
る
モ
共
に
、
含
員
名
簿
に
各
含
員
の
篤
員
を
保

有
せ
ら
れ
、
以
て
含
員
革
番
続
と
該
営
含
員
と
の
承
認
を
耐
聖
に
せ
ら
れ
、
ュ

つ
會
に
於
て
含
員
名
簿
を
経
か
ば
全
會
員
の
風

キ
に
接
す
る
の
便
あ
る
が
震

に
番
続
と
該
営
含
員
と
の
篤
員
を
封
照
し
置
か
る
ヽ
の
必
要
あ
り
と
思
ふ
。

窮
員
は
成
る
べ
く
登
山
姿
を
撮
影
し
た
る
牛
勇
像
と
し
、
大
さ
は
適
営
に

協
定
せ
ら
れ
な
ば
よ
ろ
し
か
ら
ん
（
五
月
十
四
日
　
會
員
　
山
本
武
男
）

△
豫
て
よ
り
本
年
は
道
志
山
塊
の
研
究
を
企
て
居

り
候
庭
春
期
は
兎
角
天
候

思
は
し
か
ら
ず
し
て
取
渉
の
機
も
な
く
過
し
候
ひ
し

が
初
夏
も
已
に
牛
な
ら

ん
と
す
る
六
月
初
旬
例
の
健
脚
松
本
善
二
君
の
同

行
を
得
て
南
都
留
に
遊
び

候
υ
七
日
夜
十
一
時
新
橋
罪
に
て
勢
揃
ひ
も
簡
単
に
同
九
分
獲
の
下
り
列
車

に
乗
じ
て
駿
河
に
向
ふ
。

快
時
に
て
風
凍
し
く
二
十

一
日
の
月
は
中
天
に
懸

り
て
車
窓
よ
り
の
眺
め
殊
に
佳
。
牛
醒
牛
眠
の
中

に
午
前
二
時
襲
河
瞬
に
到

着
。
直
に
結
束
し
て
明
耐
峠
に
向
ふ
。

上
野
に
近
づ
く
頃
東
天
漸
く
白
み
東

に
塔
ノ
岳
以
北
の
巨
塊
現
は
れ
淡
黒
色
の
富

岳
は
前
面
に
屹
立
し
て
壮
美
を

極
む
。　
上
野
よ
り
露
に
濡
る
ヽ
難
草
を
分
け
て
國
境
に
辿
り
着
き
峠
道
を
西

一
〇
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琥 第 年 五 十 第 岳 山

に
進
む
事
牛
時
許
に
て
世
附
川
の
上
流
を
右

に
下
臓
し

つ
ヽ
三
國
峠
に
向

ふ
。
甲
斐
に
入
り
て
よ
り
下
る
こ
と
数
丁
に
し
て
山
中
湖

を
距
て
赤
石
山
系

の
尤
物
雪
に
輝
く
を
逮
望
し
て
嘆
美
の
難
を
禁
ず
る
こ
と

能
は
ず
右
手
の
童

山
に
駈
上
り
て
眺
望
を
捜
に
し
た
る
震
め
意
外
に
時
を
費
し
て
八
時
頃
平
野

の
部
落
に
入
り
て
休
憩
。
平
野
よ
り
内
野
峠
を
経
て
内
野
に
越
え
ん
と
し
た

れ
ど
、
豫
て
國
志
に
て
見
た
る
石
割
擢
現
に
参
詣

せ
ん
も
の
と
道
志
道
よ
り

分
れ
鳥
居
を
く
、
り
不
野
の
上
水
道
に
滑
ひ
て
北
し
ニ
ノ
鳥
居
に
て
川
を
渡

り
賽
路
を
迪
り
て
奥
ノ
院
に
着
。
時
に
十
時
。
岩
は
閃

繰
岩
の
大
塊
に
て
國

志
に
高
さ
一
丈
餘
長
二
交
許
と
あ
れ
ど
賞
際
は
夫
よ
り
も
更

に
大
な
る
に
驚

嘆
致
し
候
。
石
割
融
祗
よ
り
石
割
山
（
叉
稽
現
山
）
の
山
項

一
四
一
三
米
に
攀

上
り
炎
天
下
に
休
憩
。
眺
望
甚
佳
な
れ
ば
東
京
よ
り
散
策
地
（但
し
出
嚢
は
夜

行
に
て
）
と
し
て
は
適
営
な
ら
ん
と
存
じ
候
。

石
割
山
よ
り
山
稜
を
東
北
に

博

へ
ば
御
正
饉
山
に
達
す
可
く
西
北
に
辿
れ
ば
鹿
留

山
に
到
る
筈
な
れ
ば
、

路
を
後
者
に
と
つ
て
尾
根
通
り
を
進
む
。
先
づ

一
畢
に
二
百
来
を
下
り
そ
れ

よ
り
昇
降
を
反
覆
し
て
鹿
留
山
南
面
直
下
に
着
き
た
る
は
午
後
二
時
に
近
く

炎
天
に
喉
渇
じ
腹
餞
し
て
甚
し
く
困
饉
し
た
れ

ど
小
憩
の
後
勇
氣
を
恢
復
し

鳴
岩
の
間
を
攀
ぢ
倒
本
の
下
を
く
ゞ
り
て
終
に
最
高

轟

一
六
四
Ｃ
餘
米
に
着

時
に
午
後
二
時
四
十
分
。
此
庭
に
て
大
体
憩
を
な
し
自
園
よ
り
擁

へ
木
れ
る

苺
に
渇
を
竪
し
巨
樹
の
蔭
に
横
臥
し
て
綿
の
如

く
疲
労
し
た
る
勇
饉
を
休
ま

す
る
こ
と
時
許
。

時
に
陰
雲
〓
峠
山
の
願
を
蔽
ふ
を
見
急
遠
東
端
の
三
角
識

（
一
六
二
三
米
）を
訪
ひ
午
後
四
時
結
束
し
て
絶
議
を
辞
し
て
西
に
向
ふ
ｏ
三

四
の
小
峠
を
上
下
し
て
後
終
に
一
五
九
七
米
の
三
角
路
に
達
す
。
初
め
は
此

庭
よ
り
山
稜
を
北
に
諄
ふ
耐
凝
な
り
し
ヽ
時
己
に
遅
き

の
故
に
放
棄
し
て
西

に
下
り
小
明
見
の
一
部
落
小
原
に
下
る
ｏ
此
鷹
に
て
十
時
間
目
に
て
水
に
あ

雑
　
　
報
　
　
○
會
員
瓶
信

り
つ
せ
一
と
息
入
れ
て
直
に
向
原
に
到
り
雑
貨
店
主
の
好
意
に
て
焚
き
た
て

の
米
飯
に
て
夕
食
を
な
し
て
蘇
生
つ
思
あ
り
じ
　
一
倍
せ
る
勇
氣
と
凍
し
き
夕

風
に
乗
じ
桂
川
に
浩
ひ
て
小
沼
に
達
し
旗
合
に
入
り

た
る
は
八
時
頃
に
て
候

ひ
し
。
九
日
午
前
五
時
小
沼
を
稜
じ
都
留
の
名
山
三
ツ
峠
山

（
叉
三
嶺
山
）

に
上
ら
ん
ど
下
暮
地
に
向
ふ
。
幸
に
し
て
西
桂
村
青
年
国
長

前
田
農
氏
自
ら

饗
導
の
分
を
取
ら
れ
た
れ
ば
好
都
合
な
り
し
こ
と

此
上
な
し
。
山
麓
達
磨
石

を
見
て
大
曲
り
に
か
ヽ
れ
ば
三
峠
の
こ
峰
前
面
に
屹
立
し

て
一
行
を
威
塵
せ

ん
と
す
。
八
時
二
十
分
石
割
構
現
に
達
し
て
休

憩
の
後
間
も
な
く
所
謂
百
地

臓
に
到
る
。
八
十
八
組
の
石
佛
を
列
ぺ
中
央
に
石
碑
あ
り
。

進
む
こ
と
少
許

に
し
て
岩
屋
の
期
音
に
詣
で
山
腹
を
構
に
か
ら
み
て
十
時
三
十
分
三
峠
灌
現

祠
に
着
す
。
祠
は
八
棟
造
り
に
て
壮
巌
稀
に
見
る
庭
な
れ
ど

も
風
雨
に
損
傷

せ
る
は
惜
む
可
し
Ｑ
祠
背
の
細
径
を
攀
づ
れ
ば
有
名

な
る
御
船
石
に
し
て
岩

上
よ
り
富
岳
を
塁
む
の
景
最
雄
大
な
り
。
再

び
祠
側
よ
り
山
腹
を
行
き
て
不

動
の
濃
に
到
り
て
休
憩
、

清
水
に
渇
を
堅
じ
行
厨
を
続
き
休
憩
敷
十
分
の
後

最
高
識
に
向
ひ
て
出
獲
。
此
邊
甲
斐
駒
ケ
岳
の
地
獄

谷
に
似
而
も
岩
石
の
種

類
を
異
に
す
る
の
み
。

絶
項
は
樹
木
少
く
眺
望
極
め
て
廣
闊
よ
く
南
北
ア
ル

プ
ス
の
大
部
分
八
ケ
岳
、
天
子
山
塊
の
北
部
、　
御
坂
山
塊
秩
父
諸
山
、
道
志

山
塊
、
丹
澤
山
塊
の
山
岳

一
望
の
下
に
あ
り
而
も
是
等
の
諸
国
に
冠
す
る
に

扶
桑
第

一
の
富
岳
の
全
容
を
以
て
す
、
其
景
の
批
絶
な
る

到
底
禿
筆
の
霊
す

慮
に
非
ず
。
午
後

一
時
項
上
を
獲
し
南
に
山
稜
を
諄
ひ
終
に
自
絲
瀑
に
下
リ

上
暮
地
を
経
て
小
沼
に
蹄
着
し
此
庭
に
前
田
氏
と

別
れ
て
縣
道
を
谷
村
に
出

で
ヽ
宿
泊
。
十
日
快
晴
に
乗
じ
道
志
山
塊
の
最
高

峰
御
正
沐
山
に
登
ら
ん
と

六
時
五
十
分
谷
村
を
出
職
し

一
時
間
許
に
し
て
栃
苗
代
に
到
つ
て
休
憩
。　
八

時
牛
出
嚢
し
佛
ケ
澤
に
沿
ひ
て
上
り
敷
十
年
末
踏
む
人

稀
に
落
葉
堆
き
賽
路

一
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行 獲 月 八 年 九 正 大

雑
　
　
報
　
　
○
會
員
通
信

を
辿
り
て
十
一
時
牛
奥
の
院
御
正
饉
大
擢
現
祠
に
到
達
。

夫
よ
り
山
稜
を
上

下
し
て
零
時
牛
最
高
難

一
六
八
二
来
の
一
等
三
角
話
に
着
。

側
に
宮
川
某
氏

五
月
某
日
登
山
云
々
と
樹
幹
に
刻
み
あ
る
を
見
る
。

項
上
は
小
不
地
を
な
し

四
周
に
樹
木
茂
り
眺
望
と
し
て
只
漠
々
た
る
雲

あ
る
の
み
に
て
何
等
の
景
な

き
に
落
晴
す
る
こ
と
不
少
。

中
食
の
東
後
面
ズ
サ
山
の
澤
に
下
り
終
に
道
坂

路
に
出
で
ヽ
谷
村
に
蹄
着
ｏ　
直
に
馬
車
鐵
道
に
乗
ｔ
て
大
月
に
到
り
終
列
車

に
て
酎
京
致
し
候
パ
武
田
久
吉
）

△
井
春
ｃ
七
月
十
五
日
午
後

一
時
二
十
三
分
の
苫
小
牧
稜
列
車
に
て
錦
多

布
着
錦
多
布
澤
の
上
流
よ
り
種
前
山
東
峯

を
目
標
に
森
林
中
を
上
り
、
午
後

七
時
約
八
百
米
の
ツ
ネ

（尾
根
）
嘉
々
た
る
爛
砂
の
間
に
火

も
た
か
ず
月
光

下
に
夜
誉
　
翌
十
六
日
午
前
三
時
夜
螢
地
を
姜
し
、
四
時
東
峯
最
高
難
に
着
、

去
る
七
月
十
二
日
夜
の
爆
裂
跡
を
逮
望
し
、　
オ
ボ
ッ
プ
空
澤
よ
り
錦
多
布
ヘ

下
山
、　
汽
車
に
て
編
苫
致
し
候
。
径
路
降
友
厚
く
全
勇
友
に
ま
み
れ
候
も
、

下
山
の
際
は
錦
多
布
に
近
づ
く
迄
殆
ん
ど
降
友
の
跡

を
認
め
ざ
る
程
に
候
ひ

き
。
こ
れ
で
種
前
登
山
も
第
七
同
目
に
有
之
、
大
分
地

理
も
承
知
致
し
候
υ

猶
、
識
菫
川
よ
り
の
登
路
、
シ
ン
ヤ
モ
ナ
イ
登
路
の
外
、
容
易
に
人
の
近
き

得
ぎ
る
フ
ウ
プ
ン
ヌ
プ
リ
登
山
と
を
重
要
な
る
計

資
に
敷
へ
居
り
候
。（
九
年

七
月
二
十
七
日
　
竹
内
亮
）

△
拝
啓
。

営
地
昨
日
よ
り
快
晴
と
な
り
登
山
者
多
く
有
之
候
。
小
生
共
の
大

池
調
査
隊

一
行
約
十
五
名
、
十
二
日
白
品
雪
漢
よ
り
登
山
乗
鞍
大
池
に
幕
管

致
し
候
。
幸
に
し
て
好
晴
の
時
多
く
、
該
湖
最
初
の
舟
遊
成
功
を
極
め
中
候
。

十
五
日
下
山
。

本
年
山
麓
新
田
の
青
年
含
員
に
依
り
、
同
地
よ
り
池
畔

に
至
ろ
道
開
け
、

吾
々
初
下
山
仕
候
。
飢
岳
の
に
近
き
急
唆
な
雪
漢
約

十
町
程
有
之
、
舟
過
つ

て
人
夫
二
人
と
共
に
墜
落
致
し
侯
も
幸
に
し
て
無
事
ｏ　
こ
れ
よ
り
下
も
庭
女

林
を
穿
ち
て
雑
木
林
下
に
笹
多
く
通
過
困
難
。
途
中
紳
の
由
圃
な
る
滉
原
あ

り
田
代
の
地
形
を
成
し
居
り
候
。

大
池
に
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
多
く
候
。
魚
類

皆
無
。（
九
年
七
月
十
七
日
封
山
館
に
て
田
中
薫
）

△
小
生
去
る
七
月
十
九
日
栃

尾
叉
職
足
、
銀
山
手
、
中
ノ
岐
を
遡
行
し
、
平

ケ
岳
に
登
り
、
夫
よ
り
自
澤
山
、　
大
白
澤
山
を
縦
走
し
て
猫
叉
川
を
下
り
、

尾
瀬
不
よ
り
至
佛
岳
に
登
り
、　
尾
瀬
沼
の
勝
を
探
り
、
遂
岳
會
津
駒
ケ
岳
に

登
山
致
し
、
檜
枝
岐
よ
り
新
ｔ
く
開
き
し
木
賊
峠
を
越
え
、　
再
び
銀
山
手
に

入
り
営
地
ヽ
無
事
踊
着
致
し
候
。
Λ
九
年
七
月
二
十
九

日
栃
尾

叉
に
て
宮
川

久
雄
）

○
丼
塁
。

名
山
巡
趙
の
目
的
に
て
去
十
八
日
出
職
、
翌
十
九
日
長
野
市
よ
り

戸
隠
中
祗
に
至
り
、
久
山
邸
に
宿
泊
ｕ
二
十
日
表
山
を
経
て
五
地
蔵
に
一
泊
ｏ

二
十
一
日
高
妻
に
登
り
中
祗
に
下
山
。　
二
十
二
日
鼈
倉
山
の
紅
葉
の
岩
屋
見

物
。
二
十
三
日
柏
原
道
の
大
橋
よ
り
杉
野
澤
に
至
る
峠
（
一
五
七
〇
米
、
項
に

セ
ツ
池
あ
り
。
風
色
絶
佳
）
を
越
え
、　
少
し
く
下
り
た
る
庭
よ
り
黒
姫
の
登

り
に
か
、
り
候
庭
、
藪
甚
し
く
登
攀
困
難
を
極
め
．　
辛
く
も
火
口
壁
の
西
端

に
登
り
つ
き
、
そ
れ
よ
り
引
き
つ
、
き
藪
く
ｖ
り
を
行
ひ
つ
ゝ
火
口
壁
を
め

ぐ
り
、
中
祗
よ
り
七
時
間
申
に
し
て
漸
く
絶
項
着
、　
妙
高
火
山
彙
諸
山
の
眺

望
壮
快
を
極
め
候
。
下
山
は
長
原
の
一
杯
水
茶
店
方
面
へ
下
り
候
、
夕
刻
営

地
到
着
仕
候
（
七
月
二
十
三
日
信
州
柏
原
朦
に
て
辻
本
満
丸
）

・

△
小
生
去
る
七
日
友
人
信
濃
山
岳
含
員
二
名
と
松
本
職
信
濃
鐵
道
柏
矢
町
騨

下
車
、
南
安
曇
郡
酉
穂
高
村
牧
よ
り
烏

川

一
の
澤
を
洲
り
、
常
念
小
屋
泊
、

翌
日
横
尾
二
の
俣
、
槍
澤
を
経
て
坊
主
小
屋
泊
。

翌
日
今
日
迄
人
跡
未
踏
と

爾
せ
ら
れ
つ
ヽ
あ
リ
ー
北
鎌
尾
根
を
槍
の
経
項
よ
り

高
瀬
の
漢
谷
に
向
ひ
降

一　
一
〇
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下
、
尾
根
諄
ひ
に
縦
走
、
最
後
の
高
峯
よ
り
右
方
に
切
れ
、
断
崖
を
降
り
、

午
後
十
時
牛
天
上
澤
の
奥
貧
乏
澤
附
近
に
着
、
同
夜
は
其
庭
に
露
螢
。

翌
日

は
雨
中
を
高
瀬
源
流
に
滑
ひ
て
降
り
、

同
夜
は
カ
ラ
谷
の
尻

（湯
供
、
水
供

の
出
含
）
に
露
螢
致
し
候
ｏ

高
瀬
川
は
去
月
末
の
大
暴
風
雨
に
惨
害
甚
し
く
、
想
像
以
上
に
て
、
同
日

も
徒
渉
十
数
回
、

水
深
胸
部
に
及
び
し
か
ば
、
出
合
の
一
里
手
前
よ
り
は
徒

渉
を
断
念
し
、
岩
壁
尾
根
を
登
降
せ
し
も
、
雨
中
の
事
と
て
展
望
夏
に
効
か

ず
、
流
石
の
喜
作
も
方
向
を
取
違
ひ
て
彼
倶
す
る
事
約
二
時
間
、

漸
く
に
し

て
露
誉
地
に
到
達
致
し
候
（
準
素
の
高
瀬
川
は
水
深

左
程
な
ら
ず
、徒
渉
容
易

の
由
。
営
日
は
時
期
筒
早
く
雨
中

な
り
篤
と
思
に
る
し
出
合
附
近
も
同
様
惨

状
を
尋
し
、
滑
岸
幅
約
二
拾
間
許
り
流
失
。
小
屋
な

ど
は
全
部
跡
形
も
無
之

候
。

終
花
降
雨
の
篤
め
一
睡
も
貧
り
得
ず
、
翌
日
小
降
り
を
持
ち
て
前
■
せ

ん
と
せ
し
も
容
易
に
静
ま
ら
ず
、
案
外
に
食
糧
を
要
し
、
残

，
抄
く
な
り
し

篤
め
、
意
を
決
し
て
出
豪
、
雨
中
高
瀬
に
滑
ひ
て
諄
兵

術
小
屋
の
釣
橋
附
近

迄
赴
き
し
も
、

橋
墜
落
し
て
大
町
へ
出
づ
る
を
得
ず
、
止
む
な
く
引
返
し
て

束
澤
を
洲
り
、
中
房
川
源
流
を
下
り
て
中
房
温
泉
に
出
で
、
　
一
雨
日
休
養
の

上
十
四
日
蹄
宅
致
し
候
）

出
合
よ
リ
ン
サ
ビ
澤
に
至
る
滑
岸
は
崩
落
個
所
彩
し
く
、
雨
中
水
嵩
増
し

て
石
の
流
る
ヽ
音
高
く
、
悽
愴
の
感
に
打
た
れ
申
候
ｏ

案
内
は
雨
安
曇
郡
西
穂
高
村
の
小
林
喜
作
と
申
す
者
を
依
頼
致
侯
。
同
人

は
地
方
に
て
山
の
前
と
種
せ
ら
る
ヽ
程
山
に
は

頗
る
明
る
き
者
に
て
候
。
外

に
人
夫
一
名
件
ひ
候
。
（九
、
七
、
一
八
　
土
橋
荘
三
）

△
七
月
八
日
有
明
騨
に
下
車
致
候
庭
、　
本
年
は
残
雪
頗
る
多
く
、
カ
ン
ジ
キ

を
準
備
せ
ざ
れ
ば
、

常
念
連
山
雪
漢
の
攀
登
困
難
な
り
と
の
注
意
あ
り
し
も

維
　
　
報
　
　
０
會
員
通
信

午
後
の
三
時
温
泉
に
向
つ
て
出
壼
、
午
後
九
時
到
着
仕
候
。

約
五
時
間
の
快

眠
を
貧
り
て
、翌
朝
早
稜
直
に
燕
岳
の
攀
登
に
取
掛
り
申
侯
。
小
屋
場
東
万
三

角
難
に
は
未
だ
鹿
雪
多
く
有
之
、　
雲
を
唆
み
つ
ヽ
小
屋
場
に
向
ひ
候
に
、
雨

到
り
て
前
途
氣
遣
し
く
相
成
、
項
上
を
極
め
て
仙
人
小
屋
場

に
て
天
幕
露
替

を
致
候
）
優
松
を
焚
き
雲
を
解
し
て
炊
事
致
候
も
、暗
雲
低
迷
し
て
何
と
な
く

不
安
の
念
に
駆
ら
れ
候
虜
、　
食
後
浦
然
と
し
て
騒
雨
亦
り
天
幕
を
洩
れ
シ
ー

ト
を
浸
し
候
て
、
漸
く
二
三
時
間
の
安
眠
を
得
申
候
し

十
日
雲
の
海
よ
り
上

る
日
出
を
拝
し
、
錐
詰
を
温
め
て
朝
食
を
喫
し
候
は
午
前
五
時
。

槍
の
雄
姿

は
西
南
の
天
に
群
峯
を
抜

い
て
元
立
し
、
紳
氣
頓
に
爽
然
た

る
を
覺
え
候
。

蛙
岩
を
過
ぎ
篤
右
術
門
岩
を
痙
て
、　
切
通
岩
に
か
ユ
る
迄
の
山
上
よ
り
、
西

南
の
天
を
展
望
す
れ
ば
、　
屍
形
に
展
開
さ
れ
た
る
雪
の
連
山
の
眺
望
頗
雄
大

に
し
て
爽
快
極
り
な
く
、
低
同
敷
度
去
る
に
忍
び
ぎ
る
も
の
有
之
候
。
大
天

井
岳
を
過
る
頃
よ
り
風
雨
漸
く
激
し
く
、

本
夜
の
宿
螢
地
常
念
岳
迄
は
前

途
筒
遼
遠
な
る
に
、

寒
氣
月
に
泌
み
空
腹
を
覺
え
、
殊
に
同
行
の
Ｉ
君
は
雪

漢
横
断
の
際
再
落
し
、
辛
じ
て
欺
間
下
の
岩

角
に
掛
り
て
生
を
全
ふ
す
る
等

盤
ミ
氣
分
を
緊
張
せ
じ
め
候
。　
二
俣
小
屋
附
近
に
到
り
し
に
、
終
に
暴
風
雨

と
化
し
遅
々
と
し
て
前
進
捗
ら
ず
、　
防
水
外
套
も
浸
潤
し
て
肌
着
ま
で
も
全

く
ズ
ブ
濡
れ
と
な
り
、
疲
労
叉
加
り
来
て
、
此
時
こ
そ
は
員
に
大
自
然
界
の

不
可
抗
力
を
痛
切
に
感
得
致
候
。

山
申
で
の
高
等
ホ
テ
ル
と
で
も
申
べ
き
か

常
念
坊
に
辿
り
着
き
墟
火
を
盛
に
し
て
濡
衣
を
乾
し
居
り
候
慮
へ
、　
九
州
大

學
中
山
博
士
の
一
行
来
り
含
し
、
室
中
俄
に
賑
々
し
く
相
成
、　
牛
煮
飯
に
腹

を
満
し
、
猛
り
狂
ふ
風
雨
の
音
を
耳
に
し
つ
ヽ
午
後
七
時
就
般
致
候
。

明
く

る
朝
も
風
雨
の
猛
威
は
静
ま
る
べ
く
も
あ
ら
ず
、　
順
屋
内
に
一
日
滞
在
と
決

。し
候
。
中
山
博
士
の
欧
洲
ア
ル
プ
ス
談
あ
り
、　
嘘
を
回
ん
で
山
に
開
す
る
珍

〓

一
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維
　
　
報
　
　
○
含
員
通
信

談
奇
話
を
交
す
あ
り
、
焼
印
を
押
す
者
、
ト
ラ
ン
プ
を
弄
る
者
等
、
荒
れ
狂

ふ
風
雨
の
中
に
談
笑
娯
薬
の
一
日
を
過
し
候
。

翌
十
二
日
に
至
り
風
雨
の
勢

も
漸
く
衰
へ
候
事
と
て
、
吾
等
五
人
の
岳
友
連
は
断

然
上
高
地
へ
の
縦
走
と

決
し
、
午
前
五
時
風
雨
を
衝
い
て
二
俣
谷
に
向
つ
て
出
稜
致
候
）
先
月
の
荒

れ
に
崩
壊
せ
る
山
谷
は
、
到
る
庭
に
惨
惜
た
る
跡
を
残
し
居
り
候
ｏ
　
二
俣
池

も
決
潰
し
元
の
河
原
と
相
成
り
居
り
候
ｃ
股
を
没
す
る
寒
流
を
右
に
渡
り
左

に
横
切
り
、
崩
理
画
の
綱
渡
り
等
の
曲
藝
を
演
じ
つ
ゝ
、

午
後
三
時
上
高
地

温
泉
に
着
致
候
て
五
千
尺
に
入
り
中
候
。

仰
げ
ば
明
耐
奥
種
高
の
連
岳
は
犀

顔
う
る
は
し
く
吾
人
を
迎
ふ
る
如
く
、

清
冽
骨
に
徹
す
る
梓
川
の
寒
流
は
直

下
に
迫
り
、
楊
柳
は
縁
に
空
摯
滴
ら
ん
と
し
、　
責
に
耐
仙
境
の
感
有
之
候
υ

翌
日
九
大

一
行
と
焼
岳
に
攀
登
致
侯
慮
、　
途
中
大
正
池
も
先
月
荒
の
震
決
潰

し
、
大
河
原
と
化
し
居
り
候
て
、　
自
樺
の
枯
木
の
み
漱
し
く
立
つ
も
憐
れ
に

見
受
け
ら
れ
候
）
即
日
上
高
地
に
引
返
し
候
て
、
翌
日
徳
本
峠
を
超
え
て
島

々
に
出
で
松
本
に
蹄
着
、
浅
間
温
泉
に
浴
し

て
名
古
屋
を
経
て
需
播
致
候
。

車
中
妙
齢
の
一
婦
人
と
座
席
を
接
し
、
山
衣
の
汗
臭
き
を
憚
り
居
り
候
ひ

し
に
、
却
て
先
方
よ
リ
ア
ル
プ
ス
談
を
衰
せ
ら
れ
、
自
骨
温
泉
、
燒
岳
、
上

高
地
、
中
房
等
は
吾
人
よ
り
数
年
前
の
先
輩
な
る

を
知
り
泄
泥
た
ら
ぎ
る
を

得
ぎ
る
も
の
有
之
候
Ｇ
然
し
婦
人
登
山
の
逐

年
盛
と
な
り
つ
、
あ
る
は
岳
界

の
篤
慶
賀
す
べ
き
事
に
候
て
、

資
に
意
を
張
ふ
す
る
に
足
る
も
の
と
存
候
唯

惜
む
ら
く
は
婦
人
に
封
す
る
山
上
の
特
種
設
備
の
不
備
な
る
事
に
候
か
（
九
、

七
、
二
五
、加
古
儀
手
）

△
七
月
十
六
日
附
御
途
附
破
下
候
含
員
章
（
第
二
五
〇
続
）
大
町
封
山
館
に
於

て
十
日
受
領
仕
候
、
借
用
證
乍
延
引
途
附
い
た
し
候
、　
今
回
は
會
員
竹
下
英

一
君
と
協
議
の
上
開
西
方
面
よ
り
女
子

の
国
里
能
率
如
何
を
試
み
ん
と
存
じ

〓

ニ

候
慮
、
幸
ひ
同
僚
女
教
員
の
賛
成
を
得
て
女
子
六
名
と
男
子
六
名
に
て
白
轟

登
山
を
決
行
仕
り
候
、
上
高
地
方
面
に
於
て
は
多
少
今
日
ま
で
婦
人
も
参
り

居
り
、
街
叉
白
轟
ヽ
も
開
東
よ
り
は
女
學
生
及

一
般
婦
人
も
登
山
せ
し
由

に
侯
得
共
、
山
に
何
等
の
理
解
な
さ
開
西
婦
人
は
如
何

に
懸
念
い
た
し
居
候

庭
、
幸
ひ
に
し
て
六
名
中
二
名
丈
け
は
山

上
に
於
て
稽
ヽ
疲
労
の
傾
向
之
あ

り
し
も
、豫
定
の
行
動
を
了
し
て
昨
朝
蹄
阪
仕
り
候
、
一
行
の
登
山
記
事
は
大

阪
時
事
新
報
に
自
馬
行
と
題
し
て
七
月
十

一
日
よ
り

連
載
さ
れ
居
り
候
故
、

幾
分
に
て
も
開
西
婦
人
に
山
と
い
ふ
も
の
ヽ
理
解

と
智
識
を
興

へ
得
る
事
と

信
じ
居
候
、
五
年
前
の
登
山
に
比
し
、
登
山
路
の
開
拓
せ
ら
れ
た
る
と
山
上

石
室
の
設
備
の
出
来
し
は
結
構
に
候
ヽ
共
、
今
日
の
登
山

者
の
数
よ
り
見
れ

ば
筒
夏
に
二
三
の
石
室
の
設
備
も
要
求
せ
ら
れ
候
パ
朝
輝
記
太
留
）
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報

○
第
十
三
日
大
會
記
事

大
正
九
年
五
月
九
日
赤
坂
溜
池
町
三
會

堂

に
於

て
開

會
。
午
前
十
時
陳
列
場
を
開
く
も
遅
し
と
熱
心
な
る
末
會

者
陸
績
詰
掛
け
陳
列
に
忙
殺
さ
る
ゝ
係
員
を
提
へ
て
質
問

さ
る
ヽ
あ
り
或
は
出
品
物
を
搬
入
さ
る
ゝ
も
あ
う
て
、
例

に
よ
う
て
一
時
は
中
々
の
混
雑
な
う
し
も
、
や
が
て
一
と

通
り
整
理
も
済
め
ば
、
各
自
悠
々
国
書
を
開
覧
し
或
は
休

憩
室
に
て
山
談
に
花
を
険
か
す
る
會
員
も
あ
多
。
午
後
六

時
よ
う
階
上
大
廣
間
に
て
講
演
會
を
催
し
、
辻
村
評
議
員

開
會
の
群
を
述
べ
本
會
螢
達
の
大
要
及
び
趣
旨
を
略
説
し

て
後
、
豫
告
の
如
く
理
學
博
士
藤
原
険
平
氏
は
高
層
の
氣

象
現
象
に
つ
い
て
、
理
學
博
士
中
村
清

二
教
授
は
イ
ェ
ロ

ク
ス
ト
ー
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
″
．パ
ー
ク
に
つ
い
て
幻
燈
を
用
び

て
明
快
な
る
講
演
を
試
み
ら
れ
、
九
時
閉
含
し
た
う
。
含

員
及
會
員
外
の
家
含
者
を
合
せ
て
百
敷
十
名
に
達
し
た
り

し
が
、
何
れ
も
静
粛
を
保
ち
熱
心
に
聴
講
さ
れ
た
多
。
営

日
出
品
物
左
記
の
如
し
。

○
保
々
三
九
郎
氏
出
品

濠
洲
ブ
ル
ー
・
マ
ウ
ン
テ
ン
ス
案
内
記

○
磯
貝
藤
太
郎
氏
出
品

自
筆
三
幅
封
―
琵
琶
池
ｔ
笠
ケ
岳
、
萬
座
温
泉
。

０

）『
”
Ｕ
”
口

嗜

ｃ
“
日
．繁

∪

“
澪

”
“

出

口
ｍ

＞

Ｏ
ｏ
Ｈ
ｏ
Ｈ
”
ｎ
ｏ

“
鰤
日

口
″
Φ
Ｈ
い
　

の
餓
富

〇
・

Ｆ
Ｏ
い
」

。

日
一①
【
口
ｏ
Ｈ・〇
・げ
ｏ
”【，
●
２
・

日
〕】
【
２
じ●

①
「
Φ

′
い
●
・項

Ｏ
ｈ
　
”
げ
①

Ｈ
う

“
『
〇
口
〓

”
ロ
　
ソ
Ｒ
Ｏ
暉
鰤
一

，
【
口
”
・

Ｑ
”
口
”
ら
口”
口

Ｈ
序
あ
Ｆ
ぃの
Ｐ

Ｆ
”
Ｈ
ｏ
“
一０
●
①
“
＞
一”
Φ
“
”
曰
く
障”
“
‐Ｚ
浄ｃ，

Ｆ

口

Ｎ
Ｏ
Ｈ
口

。の
一
”
口
∽
①
『
ｒ
ｏ
Ｈ
目

・

Ｚ
「”
〓
ｏ
Ｕ
”
】
可

，
ュ
ａ

同
ｃ
Ｈ篤
ｏ
〓
０
・

Ｚ
．ｏ
“
く
ｏ
”
“
ｏ
げ
●
ロ
ニ
ド

働
Φ
喘Φ
”

，
】●
Φ
∽一ＨＯ
・　
鮨
Φ
民
∵
』“
〓
静
目
一”
ツ
ロ
一〇Ｈ∞
Φ
ｄ
・

嗜
ｒ
ｏ
り
♂
■

一口
】．∞
ｒ

】百
ｏ
“
口
〓゙
ロ

リ
”
目
■
わ
Ч
”
貯
ｏ
】膨

因
Ｌ
“〓
”
口
”，
一ｏ
】Ｗ
〕Ｈ”
ｏド
・

日
ぽ
①
り
ぃ日
も
Ｈｏ
”

国
０
口
ｏ゙
・

ノ
ヽ
ｃ
ｒ
ｍ
ｏ
口

い

ノ
引
い
口
”
①
Ｈ

“
Ｕ
Ｏ
Ｈ
Ｆ

Ｏ
近
藤
茂
吉
氏
出
品

∪
，
〓
ざ
」に
も
いｏ
●
０
●
”魚
Φ
い
い
く
２
●
・

曜
ｒ
〇
一”
ロンЧ
ｍ
只
）‘
口
魚
Ｏ
ｎ
国
一●
ＨＯ
●
〇
げ
Ч
“
“【
目ｒ（あ
〓
Ｃ
ひ
”①り
ぽ
のり
●・

“
■
』““
嗜
Ｈ”
く
Φ】
”
口
衡
“
４
●̈“
〇
‘
“．２
０
日
）ｏ
Ｏ
Ｆ
”
　
ゼ
Ｆ
＞
・Ｕ
・
０
０
０〓
２
ｍ
ｐ

欧
文
山
岳
固
書
目
録
（未
完
製
）

琥 第 年 五 十 第 岳 山

含
　
　
報
　
　
〇
第
十
三
同
大
會
記
事

一　
一
三

(1131)



行 螢 月 八 年 九 正 大

會
　
　
報
　
　
○
第
十
三
同
大
含
記
事

○
中
村
清
二
氏
出
品

イ
ェ
ロ
ウ
ス
ト
ー
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
ー
ク
附
近
窮
員
綸
葉
書
等
数
十
種
。

Ｏ
中
村
清
太
郎
氏
出
品

自
筆
業
部
映
谷
縦
親
（
欅
平
の
谷
よ
り
上
流
を
菫
む
）ｃ

同
黒
部
峡
谷
の
一
部
（
オ
リ
フ
谷
附
近
）

○
高
畠
和
雄
氏
出
品

槍
ケ
岳
の
初
雪
（
大
正
七
年
九
月
十
三
日
撮
影
）額
二
面
。

Ｏ
高
野
鷲
職
氏
出
品

山
岳
闘
書
数
十
種

○
高
頭
仁
兵
術
氏
出
品

書
　
　
籍

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
　
八
十
肝
　
新
編
相
摸
國
風
土
記
稿
　
二
十
五
肝

地
　
固
　
目
　
録

一
、
九
州
及
琉
球
の
部

熊
本
縣
管
内
固
。
薩
日
大
隅
国
ぃ
筑
前
園
給
団
。
九
州

一
覧
固
。

肥
後
國
天

草
郡
之
固
。
豊
後
八
郡
。
琉
球
諸
島
全
国
。

豊
前
國
小
倉
城
並
市
街
之
固
。

長
時
縣
管
内
全
固
。
鹿
見
島
全
国
〕
九
州
之
日
ｏ
熊
本
縣
管
肉
闘
。
長
鼈
港

全
国
。
豊
後
國
興
地
全
国
し
長
蛤
奉
行
西
屋
鋪
住
居
同
ｏ
長
時
縣
管
内
全
国
。

肥
後
國
勢
細
見
固
。
熊
本
近
傍
工
程
細
固
。
大
分
縣
管
内
全
国
。

九
州
及
琉

球
精
選
固
。
大
分
縣
管
内
地
固
。
大
日
本
九
州
一
覧
之
園
。

大
日
本
九
州
之

同
。
長
時
之
古
同
。
肥
州
長
時
之
略
園
。

肥
後
國
天
草
郡
絶
給
固
。
日
州
延

岡
城
綸
団
。
九
州
全
国
。
大
日
本
九
州
九
ケ
囲
之
固
。
西
海
道
。

薩
摩
國
勢

細
見
同
。
長
時
阿
蘭
陀
屋
鋪
給
固
（
四
枚
の
内
）。
長
時
之
古
固
坤
。

長
時
唐

人
屋
鋪
綸
園
（
四
教
之
内
）ｃ肥
前
じ
九
州
明
細
固
。
筑
後
園
三
池
綸
固
面
。
薩

摩
鹿
兄
島
居
宅
之
同
。
豊
前
．フ
長
時
給
固
。
肥
前
長
時
固
。

肥
前
長
時
近
傍

固
し
九
州
。
鹿
兄
島
縣
賓
測
固
。

二
、
中
國
ノ
部

播
磨
國
細
見
給
固
。
島
根
縣

一
覧
表
。
播
磨
國
姫
路
城
市
団
。

播
磨
輿
地
全

国
。
島
根
縣
管
下
伯
蓄
四
全
固
。
播
州
石
責
殿
。　
岡
山
縣
管
内
地
固
υ
播
磨

園
綸
固
。
備
中
四
大
給
固
？
播
磨
國
典
地
全
固
。

美
作
園
地
固
。
廣
島
固
υ

播
磨
國
全
国
ｏ
播
磨
田
大
給
固
。
備
中
国
巡
変
大
給
固
。
中
国
雨
道
掌
覧
同
ｏ

同
上
、′
長
防
固
υ
因
幡
伯
昔
二
國
土
性
固
。
播
磨
大
給
同
υ
備
中
略
固
・υ
伯

者
國
大
山
寺
略
給
固
ｏ

三
、
四
國
ノ
部

並

雑
著

四
國
金
毘
辮
爾
谷
寺
善
瓶
寺
υ

土
州
五
壼
山
十
景
固
。
香
川
縣
管
内
讃
岐
金

固
。
阿
波
國
全
国
ず
南
海
四
触
全
国
。
四
國
八

十
八
ケ
所
順
葬
略
固
道
法
。

四
州
掌
質
固
ｏ
土
佐
國
固
。
土
佐
河
波
。
讃
陽
高
松
固
。

和
歌
山
匠
近
郷
連

携
地
固
。
和
歌
山
縣
管
内
固
ｏ
紀
州
高
野
山
。

丹
後
但
島
國
給
固

ヽ
生
野
鏡

山
地
質
説
明
書
附
固
。
尾
張
國
輿
地
固
。
備
後
安
藝
二
國
土
性
固
。

○
武
田
久
吉
氏
出
品

山
　
城
　
名
　
勝
　
士心
　
　
十
五
ル
（
鉄
本
）
　

正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）

都
　
名
　
所
　
固
　
會
　
　
ニハ　
舟
　
　
　
　
　
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）

拾

遺

都

名

所

固

會

　

五

勝
　
　
　
　
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）

再
撰
花
洛
名

勝

固

含
一
　

．八
　
冊
　
　
　
　
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

衛

津

名

所

固

會
　
　
十
二
肝
　
　
　
　
　
寛
政
十
年
（
一
七
九
七
）

和

泉

名

所

固

會
　
　
四
　
冊
　
　
　
　
　
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）

河

内

名

所

固

會
　
　
ユハ　
舟
　
　
　
　
　
享
和
元
年
（
一
八
〇

一
）

伊
勢
参
宮

名

所

固
會
　
　
ユハ
　
冊
　
　
　
　
寛
政
九
年
（
一
ｔ
九
七
）

一　
一　
四

(114)



号虎 第 年 五 十 第 岳 山

五 四

舟 肝

近

江

名

所

固

會

紀

伊

國

名

所

固
會

紀

伊

國

名

所

固

會

紀

伊

回

名

所

固
會

紀

伊

回
名

所

固

會

播
州
名
所
巡

賓

固

給

藝

州

厳

島

固

含

阿

河

名

所

聞

會

東

海

道

名

所

固

會

木

曾

路

名

所

固

含

木

曾

街

通

固

給

國
芳
木
曾
街
道
六
十
九
夫

東
　
國
　
名
　
勝
　
志

銅
版
袖
珍
日
光
名
所
固
會

唐

土

名

勝

固

含

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）

文
化
九
年
（
一
人
一
二
）

天
保
九
年
（
一
人
三
八
）

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

文
化
二
年
（
一
人
〇
五
）

明
治
二
十
七
年
硫
刻

富 利 日 下 北 北 甲 伊 松

士 根 光 野 越 越 斐 香 島

根 川

元 固
山 國 雪 雪 叢 保 固

記 志 志 誌 譜 譜 記 志 誌

一 六 五 十

冊 冊 冊 冊

三 一 六 二 五 一 二 七 六 二 十 五

冊 肝 肝 朋。冊 肝 刑・朋・肝 朋・舟 朋・

二
編
五
冊

三
編
七
肝

後
編
六
冊

前
輯
五
冊

初
編
三
冊

二
編
四
冊

賓
暦
十
二
年
（
一

明
治
十
五
年
（
一

文
化
二
年
（
一

文
政
三
年
（
一

明
治
十
五
年
（
一

嘉
永
四
年
（
一

天
保
十
三
年
（
一

天
保
十
二
年
（
一

文
久
元
年
（
一

天
保
八
年
（
一

安
政
二
年
二

七

六

二

）

八

八

二

）

八
〇
五
）

八
二
〇
）

八

八

二

）

八

五

一
）

八

四

二

）

八

四

二

）

八

六

一
）

八

三

七

）

八

五

五

）

含
　
　
報
　
　
○
第
十
三
同
大
會
記
事

養 小 日 日

満

　

徳

　

士い
　
　
二

（
日
本
典
地
通
志
畿
内
部
大

肥

前

豊

後

風

土

記

常

陸

風

土

記

播

磨

闘

風

上

記

伊

豆

海

島
風

土

記

皇
國
道

中

早

見

一
質
　
　
一

大
日
本
地
固

道

中

記
　
　
一

五

海
道

中

細

見

記

　

一

諸
國
道
中
袖

か
ヽ

見
　
　
一

東
海
木
曾
繭
道
中
懐
賢
岡
鑑

東

海

道

巡

変

記

　

一

吾

嬬

路

記

一

信 厳

黄 島

山 道

緑 芝

起 記

寸 武

簸
臓

之

地
野

理塁 言舌

ダ
諄ヽ
げ

Ｑ
つ
■
ＦΦ
『ｐ
ｐ
ｄ
魚
男
“ヽ
ュ
ａ
ｐ
●】Ａ
・●

一Ｆ
Ｏ
Ｏ
げ
●
Ｌ
ｐ
●
働

静
口
２
　
４
Ｌ

，
一●
げ
「

り
・
＞
・
〓
ュ
Ｆ
子

生
植
物

キ
ミ
カ
ゲ
サ
ウ
（
面
舘
産
）。

コ
メ
ツ
ガ
の
新
線
（
三
峰
川
上
流
産
）。

三
　
冊

二

・舟

一
般
（富
本
）

本

名

山

国

會

本

山

水

名

匠

笠

原

員

固

文
化
元
年
（
一
人
〇
四
）

文
久
元
年
（
一
八
六

一
）

享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）

天
保
十
年
（
一
へ
二
九
）

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）

安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）

元
藤
十
五
年
（
一
七
〇
二
）

享
保
六
年
筆

明
治
十
二
年
（
一
人
七
九
）

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

天
保
千
年
（
一
人
三
九
）

天
保
十
三
年
（
一
人
四
二
）

寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）

享
保
六
年
（
一
七
二
一
）

一,四 四

冊 朋・冊 冊 朋
。肝 肝 朋・冊 肝 肝 冊 冊 冊 期・

薔
冊

一　
一　
二

(1_15)



行 稜 月 八 年 九 正 大

會
　
　
報
　
　
○
第
九
同
小
集
會
記
事

一　
一
六

確
，
り
も
Ｏ
ヨ
ン
”
】，

０
０
「
ｂ
ｐ
Ｏ
”２
の
砂
・　
卜
』
①
ヒ
”
〓
。，

げ
”
】Φ
”
Ｈ
”０
”

○
戸
澤
英

一
氏
出
品

鎗
（
上
州
）
　

一
日
。

○
梅
澤
規
光
氏
出
品

開
東
里
程
固
　
東
京
近
傍
族
人
之
栞
　
東
京
匡
分
給
固
　
御
江
戸
大
給
間
（
文

久
再
刻
）
武
蔵
囲
全
固
　
改
正
道
中
記
　
旅
行
用
心
集
（文
化
七
年
版
）

伊

豆
七
島
固
　
餃
道
線
路
略
固
二
種
（
明
治
二
十
二
年
）

○
山
田
淳

一
氏
出
品

高
山
植
物
菫
端
書
。
山
岳
油
給
。
官
員
。

○
片
桐
商
店
出
品

登
山
用
天
幕

一
張
。
防
水
布
製
外
套
。
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
数
十
話
。

Ｏ
美
満
津
商
店
出
品

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、
大
、
中
、
小
、
競
外
各
三
個
）
用
負
子
三
個
。
　
一
閑
張
製

水
呑
十
個
、
ア
ル
ペ
ン
ス
ト
ッ
タ
ニ
本
。
同
覆
ひ
及
提
組

各
五
轟
。
獅
紐

一

巻
。　
ス
キ
ー
用
帽
子
二
個
。

Ｏ
日
本
山
岳
會
出
品

日
本
山
岳
會
奮
含
員
章

（
正
含
員
用
、
幹
事
用
）
、，同
上
新
會
員
草
。

英
国
山

岳
含

々
員
草
。
佛
國
山
岳
會
々
員
車
。

瑞
西
山
岳
含
々
員
車
り

陸
地
測
量
部
測
量
成
果
表
、
第
八
、
第
九
、
第
十
、
第
十

一
巻
、
附
固
共
り

Ｈ
ｏ
Ｏ
‐Ｏ
ｐ
く
●
“
　
Ｏ
ｎ

『
”
”
口
ｏ
①

”
目
２
　
の
■
壼
Ｎ
の
Ｌ
”
り
魚

び
Ч

（ν
可
・
屁
【
〇
て
〓
①
・

電

（
，

】【
Ｆ

弓

，
“
∽
〔
”

ヽ

，
日

，

Φ

】
”
ｏ
】
Ｏ
Ｈ
∽

げ
Ч

『
Ｏ
ｒ
口

”

”
ぼ

・

確
〓
宇
脚
“
鰤
●
Ｈ目

一げ
①
　
目
置
げ

卜
】ｂ
曖
げ
】

可
・弓
・
”
ｏ
ｍ
ｏ
”・

嗜
Ｆ
ｅ
］Ｅ
一〇
“
”
一”
【Ｕ
“
Ｏ
ｈ
（ｙ
■
〓
Ｏ
Ｈり
】”

σ
Ч
「
〇
げ
口

ぞ
リ
ユ
Ｆ

日
本
山
岳
含
機
関
雑
誌
ｏ
イ
ギ
リ
ス
山
岳
會
機
関
雑
誌
。
英
國
地
學
雑
誌
デ

ラ
ン
ス
山
岳
會
雑
誌
ｏ
イ
タ
リ
ー
山
岳
會
雑
誌
。
ス
ペ
イ
ン
山
岳
會
年
報
。
´

ス
イ
ス
山
岳
會
機
関
雑
誌
佛
文
及
獨
文
の
も
の
Ｏ
同
會
年
報
。

蘇
國
山
岳
會

雑
誌
。
ス
ヰ
ー
デ
ン
旅
行
倶
薬
部
年
報
）
南
阿
山
岳
會
年
報
。
来
國
山
岳
會

年
報
。
加
奈
大
山
岳
會
雑
誌
。
ア
パ
ラ
ン
ヤ
山
岳
倉
雑
誌
。
　
コ
ロ
ラ
ド
山
岳

含
雑
誌
。
マ
ザ
ー
マ
山
岳
會
雑
誌
。
プ
レ
ヤ
リ
ー
ク
ラ
ブ
維
誌
。
ス
ィ
エ
ラ
タ

ラ
ブ
雑
誌
Ｏ
レ
イ
ニ
ア
山
研
究
報
告
。

○
第
九
同
小
集
會
記
事

大
正
九
年
六
月
十
三
日
午
後

一
時
麹
町
Ｅ
紀
尾
井
町
清

水
谷
皆
香
園
に
於
て
田
部
幹
事
司
含
者
と
し
て
開
會
、
左

記
の
講
演
あ
り
。

一
武
蔵
野
の
逃
水
に
就
て
　
　
理
學
士
　
梅
澤
親
光
氏

二
木
曾
山
脈
の
地
貌
螢
達
に
就
い
て

理
學
士
　
辻
村
太
郎
氏

梅
澤
氏
は
古
家
有
名
な
る
武
蔵
野
の
逃
水
に
関
す
る
前

人
の
考
察
を
紹
介
し
、
殊
に
最
近
の
學
説
な
る
藤
原
理
學

博
士
の
不
毛
地
に
於
け
る
展
氣
模
説
の
首
肯
し
難
き
識
を

睾
げ
、
更
に
種
々
の
俄
説
を
試
み
ら
れ
た
う
。

辻
村
氏
は
木
曾
山
脈
を
主
題
に
選
び
、
更
に
他
の
賞
例

を
畢
げ
て
山
岳
地
の
地
貌
螢
達
に
開
し
、
甚
だ
興
味
あ
る

諸
學
説
を
述
べ
、出
席
者
を
卑
益
さ
る
ヽ
こ
と
大
な
う
３
。
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琥 第 年 五 十 ャ
aっみd 岳 山

令

報

〇
令務
裁
告0合
員の
住
所
移
碍

―

―

七

I
I
 

大
正
九
年
五
月
廿
六
日
松
本
高
等
學
校
山
岳
會
へ
陳
列

の
為
め
海
外
話
山
岳
含
機
腸
雑
誌
十
七
種
出
品。

大
正
九
年
六
月
十
三
日
午
前
十
時
よ
り

消
水
谷
皆
香
園

に
於
て
幹
事
會
開
會 、
左
記
事
項
に
つ
g
協
議
す。

一 、
附
中
山
岳
令及び
大
阪
高
商
山
岳
令へ
幻
斑
映
需
貸
典の
件。

一 、
合
費培
額の
件
J

-、
雑
誌
用
紙
見
本
桧
査o
- 、
合
且
除
名

虚
分の
件
J

一 、
園
設の
入
合に
開
する
規
定（
本
誌前
披
合

参
照0
)

〇
會

務

報

告

「

-

他
日
乞
ふ
て
誌
上
に
掲
載
す
る
こ
と
あ
る
べ
し0

講
演
終

了
後
尚
匠
時
間
に
餘
裕
あ
り
し
を
以
て 、
各
自
熱
心
な
る

山
談
を
試
み 、
頗
る
面
白
2
含
合
な
り
さ。

営
日
出
席
會
員
酒
井
忠一

、
別
宮
貞
俊 、
高
畑
棟
材 ｀

黒
田
孝
雄 、
松
本
善
二 、
伊
藤
新一二 、
五
十
嵐
芳
雄 、
村

越
匡
次 、
高
田
逹
也 、
松
宮一ー一
郎 、
六
鵜
保 、
青
木
軍
ニ

郎 、
松
井
幹
雄 、
又
木
周
夫 、
沼
井
銭
太
郎 、
茨
木
猪
之

吉 、
郷
郁
三
郎 、
辻
村
太
郎 、
田
部
重
治 、
梅
澤
親
光 、

高
頭
仁
兵
衛 、
木
暮
理
太
郎 、
武
田
久
吉
の
二
十
三
氏
及

ぴ
會
員
外
四
名
な
り
9 0

本
誌
第
十
四
年
第
二
琥
に
附
録
と
し
た
る
會
員
名
額
の

訂
正
及
び
追
加
は
前
條
會
報
梱
に
掘
げ
爵
g
た
る
が 、
其

後
移
縛
の
通
知
に
接
し
た
る
も
の
左
の
如
し。

〇
會
員
の
住
所
移
轄

右
終つ
て
入
合申
込
者
詮
衡の
結
果左
記
六名
入
合許pJ
さ
る。
ム^
下
桑

石0
莉
谷
恭0
佐
藤
熊
麻。
III
近正
貞o
Owco

 Wnlker•
He
nry

 F.
 Mo
 

otngnier .
 

（
出
席幹
事ー
木
暮0
高野0
ヤ叫
頭0
武田0
田
部0
紺
澤0
)

大
正
九
年
六
月
十
七
日
附
屈
中
學
校
桐
蔭
會
山
岳
部
代

表
者
に
幻
登
映
査
貸
典。

大
正
九
年
六
月
二
十
二
日
大
阪
高
商
山
岳
行
代
表
者
に

幻
燈
映
聾
貸
典3
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琥 第 年 五 十 第 岳 山

ツ 歴 地

:真
學

リ

ス 地 雑

卜 理 誌

第
二
百
七
十
九
競

第
二
十
六
巷
第

一
続

第
八
年
第
四
猿

日
本
ア
ル
プ
ス
槍
ケ
岳
登
山
案
内

（欧
文
固
書
は
英
文
附
録
に
掲
載
せ
り
）

○
本
含
規
則
抜
率

（大
正
八
年
六
月
改
正
）

第
二
條
　
本
會

ハ
山
岳
二
開
ス
ル
研
究
ヲ
ナ
ス
フ
以
テ
ロ
的
ト
ス

第
二
條
　
本
會

ハ
第
二
條
′
主
旨
二
基
キ
機
関
雑
誌

「山
岳
」
フ
襄
行
ス
、

叉
時
宜
ニ
ヨ
リ
別
二
臨
時
叉
ハ
定
時
ノ
出
版
物
ヲ
稜
刊
ス
ル
コ
ト
ア
ル
可

シ

第
五
條
　
本
含

ハ
含
長
ツ
載
カ
ズ
幹
事
若
千
名
ヲ
置
キ
、　
一
切
ノ
會
務
フ
慮

・

理
セ
シ
ム

第
六
條
　
本
介

ハ
別
二
評
議
員
フ
置
キ
重
要
ナ
ル
會
務
二
参
興
セ
ン
ム

第
十
條
　
本
含
々
員
フ
別
チ
テ
正
含
員
及
ビ
名
春
會
員
ト
ス
名
審
含
員

ハ
本

含
幹
事
ノ
推
薦
ニ
ヨ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
一
條
　
正
含
員
タ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
含
員
三
名
ノ
紹
介
フ
以
テ
住
所

姓
名
年
齢
及
ピ
職
業
ヲ
記
シ
タ
ル
中
込
書
フ
事

務
所
二
送
附
ス
ベ
ン
、
但

シ
紹
介
者
ノ
一
名
ハ
本
含
評
議
員
タ
ル
ヲ
要
ス
バ
入
會
申
込
用
紙

ハ
事
務

所
二
備
付
ケ
ア
リ
）

第
十
二
條
　
入
含
ノ
許
否
ハ
幹
事
會
ノ
決
議

ニ
ヨ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
二
條
　
入
含
許
可
ノ
通
知
二
接
ン
タ
ル
者

ハ
入
含
金
五
回
二
會
費
フ
添

へ
沸
込
マ
ル
可
シ含

　
　
報
　
　
０
本
含
規
則
披
率
○
本
年
度
含
費
未
納
者
に
告
ぐ 第

十
四
條
　
正
會
員
ハ
會
費
年
金
藝
園
フ
前
納
ス
可
キ
モ
ノ
ト
ス
（
以
下
略
）

現
任
幹
事

（七
名
）

木
暮
理
太
郎
　
中
村
清
太
郎
　
高
野
鷹
残
　
高
頭
仁
兵
衛
　
武
田
久
吉

田
部
重
治
　
梅
澤
親
光

評

議

員

（十
四
名
）

城
敷
馬
（在
朝
鮮
）

小
島
久
太
（在
桑
港
）

近
藤
茂
吉
　
三
枝
守
博

辻
本
満
丸
　
辻
村
伊
助

（在
瑞
西
）

山
川
獣
及
ビ
現
任
幹
事
七
名

○
大
正
九
年
度
會
費
未
納
者
に
告
ぐ

本
年
度
の
會
費
は
本
年
度
初
期
に
於
て
前
納
す
可
き
も

の
な
る
に
拘
ら
ず
、
未
納
の
向
あ
る
と
以
て
八
月
中
夫
々

督
促
状
を
獲
し
置
き
た
る
も
、
筒
納
附
さ
れ
ざ
る
場
合
に

は
集
金
郵
便
を
差
立
つ
可
く
、
其
費
用
は
線
て
滞
納
者
に

於
て
支
排
さ
る
可
き
も
の
な
る
に
付
き
、
右
豫
て
了
承
あ

う
た
し
。

一　
一　
ル
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所  著

有  作

権

大
正
九
年

八
月

二
十

八
日
印
刷

大

正
九
年

八
月
三
十

一
日
壺
行

〔定

債

金

壼

園

式

拾

餞
〕

新

潟

縣

三

島

郡

深

才

村

深

澤

高

頭

仁

兵

衛

東
京
市
耐
田
Ｅ
美
土
代
町
二
丁
目

一
番
地

島
　
　
　
連
　
太
　
郎

東
京
市
耐
田
Ｅ
美
土
代
町
二
丁
目

一
番
地

三
　

　

　

秀

　

　

　

合

東
京
市
麹
町
Ｅ
富
士
見
町
四
丁
目
六
番
地

日

本

山

岳

含

振
替
口
座
東
京
四
八
二
九
番

螢
行
策
編
輯
者

印

　

刷

　

者

印
・

刷

　

所

螢

　

行
　

所

獲

　

一買
　
所

東

京

市

耐

田

Ｅ

表

耐

保

町

東

　

　

　

　

　

京

堂



14 TEE PLATES IN THE JAPANESE PART

The }lountain-RaDges clividing the Tamag&w& aud the
Sagaruigawa, by Dr. Ef. Takeda.(r 

e Trip i" [h. Simor6ka of Kurobegaw& from Omachi, by Mr.
T. Numai.

From Ornuga,wa to Mibugawa, (A record, of the ascent of
Kitaclake a,nd Arakavadake), by Mr. I{. Yanagi.

T]H:E PL▲ TES IN T]H[E JAPAINESE P(▲RIT。

Facing Pane.

r32)K■lrObegawae near the cOn■ uenc0 0f the Gozonzawa.
PhOt.by Lr.K.It6.

(64)Kurobegawa, between the con■ uenco of tho Oyamazawa
and of the(G・Ozenza、va.          :PhOte by 】圧r. K. It6。

(88)view tOwards nOrtll frOm a pOint north of Ainohko.
PhOt.by l圧re To AsLi.

11



TEE TEIRTEENTH ANNUAL IIEETING.

-[fountaineer Bu1letin, Yol. X, I(os. 7, 8.
Bird-Lore. Yol, XXfI, No. 2.
Alpiua, 28. Jalrrgang, Nr. 5.

Svenska Turistf r-rreningeus irsskr{ft, 1920.
llivista Merrsile del Club Alpiuo lta1iano, Yol.

XXXfX, I{um. 4-5.
L'6cho des Alpes, 56me ann6e, No. 5, 6.

13

Seattle, 1920。

Ne、▼ YOFkb 1929.
Z載五ch, 1920。

StOCkh01■ 2, 1920。

I1lorinO, 1920.

Genave, 1920。

THE THIRTEENTH▲ NNUAL MEETING。
lIIhe Thirteenth Annual l100ting Of Our(01ub ¬was helde aS

adVertized, on BIay 9th at the Sankaid6 :日 :all, Akttaka.  I「he]Ex―
hibH五on ]R,つ onl 、、アas opened at 10 1LM., and books, nlaps, paint―
ingS, phOtOgraが lS, SpeCimenS, dpine instruments, utensils, etce
、vere sho・wn to the publice The 10110｀wing lectures、 7ere given in thO

large rOom upstairs, comlnencing at 6 ・
P.LI.

Ш[eteorological Pheno]阻 ena ...........E)r,S.Fuiiwara。  ・

Ye1lowstone National Park ..........Profo S,Nakalmura.

THE NINT:H ORDINARY MEETNG.

Tho Ninth C)rdinary m[eeting 、vas held at the Kaik6en, Shi_
Inidzudani, on Juno 13th, presided by I)rOf. Tanabeo  The f0110・ w‐

ing leCtureS Were JVen:一‐

Tho ``Nigenlidzu,'' a curiOus phenOimtenon recOrded k)occur
in■′IusashinO _.....。 。..............。 . Prof.Unlezawa.

GeOmOrph010gical Study of the K、 おO System.。 。PrOI Tsujimura
Twenty― threo membo鵬 and fOur guests were present.

NEW MEMBER.
742 0wenヽ Valker,14,Takaj6machi,Kanazawa.

T]日:E JAP▲NESE PART OF THE JOURl肛 AL。

ThO principal articles in the Japanese Part Of the culTent
nulnber Of this JOurnal are:― 一

13



12 CLBU LIBRARY`

to be cut in the ice tO a1lo、r it to be lllountecl 、vith safetvo  Just

in the nan30west part Of the● al,ete BOhny, wl10 had nOt shOwn
eXCeptiOnal qualitieS Of Steaズ 五.neSS, StOpl〕 ed, and turning to LIrS.
Weston who was next llim asked if sho was given tO giddiness

“Sind Sie schwindich?'',but a short catechsm on tlle subject Ю
rttSSWed hinl tlnt he tWned tO hiS WOFk With a manifeStly light∝
heart and increased cheerfulness.  After an hour or so of Blondin
WOrk On the iCe‐ CreSt it gaVOメaCe tO Steep but nOt醸盤 Cult Ю CkS
and soon ¬「e found ourselves on the top of the Altels, and so our
second Alpino peal【  that day 、vas gainede  The doscent to the
Schwttenbacll wtt a tedious 3 1/2 110urs trudg0 0ver smooth and
ShPがng ttOneS and SCЮ e,the iCO Sheet that COVett the upIDell palrt

of the mountain bearing too littlo sno、 ▼ br ghssades b・ be錮お.

A great wdcome awaited us at the inn,fOr the double dimb has
seldOm been l■1翻de by ladies,and・ wO、vere nOt ex]F)Cted till two
hOurS Or SO later,and iBOhny Felnaked it WaS the LSt time a
party of three,so far as he、 vas a、vare,had ever reached the top
of the:Balnlhorn unroped.

11:、vo days later]M:rs. Vヽ・eston alld l said ``good bye'' to Our
entertainers, 、vholn we had quite got to hke, and passing over the
SchwarzgrAtli and tho EngsthgengFat,withOut a guide,fOund Our
、vay do、 vn to the iEngstligen■ Llp,and tlle Capuan allurelllents of
Adolbodenα  ■hero 、アas nO induc01nent tO lillger longer than one
needful night anlong thelll. The next day saw us passing七 lrougl■

Frutigen and slЮ lte五ng snugly under the hiendけ  eaves of the
Schonegg at Spiez,just in time b escape the Grst bad weather Of
our ive 'weeks h01iday.・

On Thurttla,y Sept.14the inces田 じnt T五n washed us out of
Spiez, chased us intO iBern and■ ung an irOnical farew'oll greeting
as、vo passed the 豊:ontior at :Pontaざ her._SO 、ve left the Alps
behind us, but the l■ 01mtOry Of the sumnler Of 1911 、アill ever
remaintgreen and fresh and furnish delightful recollections lor lnany
a dun day yet to come.

CLUB LIBR▲ Y。

192011if f0110wing publications have been received since June
Americ&n l\fu.seuru Journal, Yol. XYm, ](o. 1.
Natural Elistory, Yol. XX, No. 2.
Colorado Chautauqua Bulletin, \rol. IX, No. 7.
Trail aud Timber.line, I{os. 20-2L.
illid-Pacific }lagaziue, YoI. XX, No. 1.

12

Nざ、17 York, 1918.

,,     1920。
]Boulder, 1920。

1:)enver, 1920。

IIollol■lu, 1920.



“IN TEE PLAYGROUND OF EIJROPE." 11

On Thursclay at 4 &.m.. three of tls, rvith Jpkob, hacl a pelfect
duy on the lYildsh'ubel, the asceut Aeing_z'ull the rnore intercsting
beiause the glacier was almost rvholly " cLy " ancl therefore much
more crevr,ssed than ever before. The 4 LlL hours climb was amply
repaid by the most glorious prospect of ttre Pe,rniue Alps to [trb
Solth aud nearly all tJrose of the Oberlaucl to the North.

Our fiend \yas lriglly fortunate, ancl no less naturally clelighted,
that Jrer second and final peak (this season) provecl so splendid &
bellevue. Ilere all was seen that should. have been seeu, rvhero-
as on the Tschingelhorn 'we hacl mainly " viervecl the mist, aucl
rnisserl the \riew."

A thr.ee hours clescent brought 11s back to the Hotel on its
lofty perch at the edge of the Gemmi cliffb and to a, rvelcome te&.

't do Friday SeptlSth. Ifrs. 'W'eston aud I returned alone to
the Schwarenbach 

-fnn, where wo spent several clays before d.es-

cending to lorver levels on oul' hornewan'd wa)'.
M-ouday Sept. l1th. however wa,s signalized by yet au_other

accomplishment bf an often defeatecl clesire, the 
_ 
ascent of the

Balmhbrn, for which I lrad three times crossed the Gemmi, but
invar{ably " in thunder lightening, or in rain."

Taking rvith us as a, porter (for he is not a certificated guide)
Ilans Bohny, brother-in-law of the IJotel propr{etor, \ye left at 4
o'clock on a, Iovely morning, and threaded our wey round. the
shong steeps of the Rinderhorn on to the Schwarg Glacier', which
soon led us by abrupt and crevassecl slopes of ico, ta the ridge of
the Zagengret. Leukerbad. now l*y at our feet in & clull purple
haze far beneath while the clistant Peunine peaks rose loftily far
beyoud. Afber breakfast, here, rve turned to the left, ancl an
upward truclge along easy uocks took us on to tlre snow ctest and
slopes that lead to the twin summits of the Balmhonl. Some
distance below tho ridge & group of llalf a dozen chamois suddenly
appeared, but galloped gracefully out of sight all too soon.

fn a [ttle over 5 LlL bours we 'were ou the top of olrr peek,
the further and slightly higher of the two slrow humps that con-
stituto the " p,air " of (Balm)horns.

Ihe view ry&sr much the same as that from the lYildstrulcel
but its greater height and more central lrcsition give it corresponding
advantag;es ancl make it, on such a clouclless doy as this, one of
the finest view-pcints in the whole of the Alps. From the lower
of the trvo tops we deciclecl to vary our \yay down and traversecl
the " knife edge " artite leadine fr'om it to the AJtels.

This is hirty level but very nan'o\y indeed and exceeclingly
steep on either hand, so that a, good balance and a, sLeady head
are absolutety essential. fn one placo the ridge sudclenly rises
some 26 feet at &n angle of about 7O', ancl here hugo steps lmd

11
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midniRht)≦翠lea■y pleased my iiend, and he t、 vice told lne his
favourite anecdOt0 0f the col■ Inanding O:田icer Of a certain lS¬ 「iss
ЮJmentヽVhO,though a good“ ldier,was somewhat bnd of O.1).V.
ObSer宙ng On pttade One day a pnVatO With a rtther bulJng breaSt―
pOCket, he enqulred the reaSOn and WELS t01d it アヽaS the preV10uS
drill b00k he alWayS kept theFe near hiS hearto  Clalling the ]inan
out of the ranks, he caused all the rest to ``right about turn,quick

marcL'' for sOvOral pacese  Ⅱe then examned, and consunlod, the
cOntents of the ``dr」l boOk,'' romarking in loud and satisGed tOnes
that thev were most bone£cial in・what thev ilnDarted.  IIヽ iinauv he
ret1lrned the private and the colnpany once lnOre tO thdr publc
dutie島 8田.d there tlle inddent was clo〔 Юd! The O)bersteinberg was
reached.in 13 1lours,at 6 o'clock in the evening and theがeasantest
vヽeok end of Our h01iday gave nlo a ・wolcome rest after rather a
a strenuous se五 es of dinlbs。

On■Ionday morning Sept.4e wo packed up and se競 0■
°Ow

luggago OncO ]m.Ore, and by l1 0'clock wO 、ve■0 0n the lllarcll for
thO nlutthorn Hut.A meny lunch in the midd10 0f the Tschingol
gLЮier hghtened the ricksacks and also labour Of the way,and a
night's stay at the fanliliar cα ろαπθ prepared us fOr the clilnb up
the llschingel thereib)om。  (〕ne part,Of the Cαみαttθ is relx)rved for
ladies only, but¬ ivhen LIrs。 Vヽeston 、vent there tO rOtire tO rest
for th0 0vening she fOund it allleady occupied by a stOut and
stubbα■ looking Gerlnan tou五 就。  On explanation that it ¬ras

`reSerVed,' and the drawing of l五 S attontion to the Swiss Alpine
Club nottce to that efLct,dearly p五 nted in Englsh,French and
Gttman,still failed to move hiln.Ho meЮ ly rudely remarked that
he entireけ rOfuSed tO malre Way fOr a.ny lady and intended to pass
the night there himsell :Finally the `gardian' of the Cabano
Came t° the reSCuO, and in a Very ShOrt SpaCO ef tin14e the f00hSh
TeutOn retired, in Silent trial unaVaili13g fury, tO Share a Stra'W
streWn shelf with sOmO brty Others who would dOubtless havo
gladdly dispensed witll his cOmpany.

0)1l Sept. 5。  ・w'e clilnbed tlle Tschingelhorn in dun grey`
Vヽeather a great contrast to our ascent hitllerto, and the a焔 rnoon
saw us descending the Kander dacier,witll its tdl steep mol週 直ne
of、vhich the sharp crest O£ brs a lB10ndinlike path、 vay far dO、 vn
to・wards the deep dark Gasterntal.

At Selden、ve spent the night at thoが easant l‖光le ⅡOtel
Petersgrat, and llext day lllounted by 、vay Of the IIotelヽ Valdhaus
and the new steeply rugged Path,to the Gemmi whicll it jOins

卜就 abOVe SbCk.
A嘔  Iicnic luncll bv the strealn be10、 アthe Sch、 varenbach re―

最.eShed uS fOr the inal strelЮ h to the Vヽlldstrubel]日 :otel, at lvhich

メaC0 0f dOubtfu1 0xcdlence we spent an abbЮ viated night.
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but strenuous work, and now anotller Lour's ・well earned rest,
making tea and enわ ying the Sメ endid PlrOSpeCt On either hand WaS

our re、vaTd.

Tlhe lnest featur0 0f the vio、 v 、vas the linagnitticient rampart
of peaks‐―一量)om the A[letschhorn on the lo比 to the massive py・ ramid
Of thO BietschhOr■ On the五ght――which rises on the East sido of
the Lё tschent』 L straight in hont,and again away on tho left were
the:Beich pass and the iE」 |('tschen I」 icke, tw・ o of the earhest glacier

expetttions l ever made,and veryメ easant memories they recjned.
Again all gloamed bright and dear under a doudless sky,and,as
on the ⅥreissO Frau,and the Gsp盛 樋nhorn,』ready,the weather
鍵emed tO dO hiS(Or iS'nt``She"一 ―fen」ヒ直ne by reaЮ n Of her
m00dS,the Clerk Of the Weather!)beStわ make up br the diS―
appointlmont she had, in』 Ected on mo in Past years. Turning to
the dlescOnt, due at £卜st imagined that ``a111 vヽas o▼er but the
shouting,''  h。、vever, sh。 .w・ed the difncl■ ties t,。 be many.  It cost
three hours of tho greattst ctte and tteady o螢 1)■ circumvent the
tang10d maZ0 0f CreVaSSeS Of the JiJ glader WhiCh drOpped in
steep ancl brOken escairplnents fronl our foot to tho levol valley
■oor, 3000 feet bolow. This nOヽ 7 beCalmLO praCti(渇 Ⅱy a neW eX~
peditiOn and 、ve had to take quite a difR)rent line 最Oom that

pКⅥously fouowed by otthor p=tios.The conditions of tho ice
was wholly breign to thtt of tho ordinary seaぶ )ns,owing b the
un巨que and pr01onged heat of the past sunlmer, 、vhich had both
Hlelted a・way the sn。 、v_b五dges over the exisung creva∫ 豪;es and
opened out a great lnany fresh 6ssures in the iceo  Success at
length Юwarded our bil and when or the glader and。■ 。f th。

rOpe,tea time again aHived.Then came tho■ nd.七mdge along
価o lovely Lё tschen楓1,over green Alps and through beautihl
lorests of larches and pines.  Hore and thore somo littlo olnerald
lak0 1ay shinlmeung deep and stin under the｀ indigo sky.At 3
p.In. 、ve had glained the charming litt10 new inn on tho Fa■ er Alp.

After`CaF6 cOmが et'my∞mpaniOn tumed hs hce downぬ o Jen
for Riod,the Rhone Vdloy and home,whilo I~spent■ o night in

s01itary stRte and on Saturday at 5 3。 mo was on iny・way back to
thO (〕bersteinberg by 、vay Of the :Peterttζ llat and tho Mutthorn・

IIut. A sporting suggestion of Jakob's met with instant approval― ―

that wO shodd traverse the TschngeLOrn(11790 ft.)frOm Ettt
ね West,whcll、veぬd with g疇 oat sattsfactton onjoying the ttle

bit Of rOck diinbing on the East areb immensely.Appettently
this had only been dono onco bebre and that by Jakob's elder
brother and his′ Ⅱol■。  1]his fact, conabined with the intelligenco

JakOb had gleaned in the工」ёtschental to the efbct that our crossing

Of tho Schma(bijoch wRs tho lrst successfal attempt br two_years

(the last p『ty llaving inore overreached Fa■or」p somewhere about
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Tllis tinlo however the cOnditi01ls were lnOre kind.(On SeD七 .

lst. at 3.45. IIIoS.Bo and I Vヽith JakOb, and Gotthied as POrter,

had said our good byos and 、アith lanterns swinging in our hands

and g。。d wishes ringing in Our ea11、 , 、
70 °were at last trulmping

steadily on our way towards the SChmad五 わCh,thO Splendid paSS

that crosses th。 1。west gap in the ridge between the GrosshorD,
On the le批, and the Breithorn on the五 ghto Tllo latter is the

nlost■oticeable peak soon in Vie、vs of the head of the I」 auter―

brunnen V温loy.

Pa〔墾ing a litie to the nolth of the Oberhonl Seoヽ Ve Crossecl

a high wa11 。f lnoraine, but 歓)get Onね t110:Breithorn Gキ lacier,

ha,d b solnehow cross oVer a vヽide and turblient b]肛 ,ent near its

ridge.Some time was spent,by the dim hght Of sahs and hnterns,
in■ndingれ がaCO Shd10W enOughね 10rdO The tW° men SplaShed

through vigouroudy and then Jakob seittng a big boulder huned
it in midstroaln and called ont to mo ``tllat 、vill do fOr you,Sir。 ''

It very nearly``伍 d for''me,in a dittbrentt sense.At any rate I
got such a dronching aS Inade it indigbrent whether I 、vaded or

swam thO streamo The glaci∝ waS eaSiけ CrOS"d and then On thO

loft.w。 。pened Out the lights ofヽ Vengen,a10Vely Chaメ et Of

brilliants nashing hr away bebw。 Our irst pieC0 0f red WOrk
was the passago of a:BergsChrund on 歓)a very dil五 cult Out―CrOp

of rocks a1lbr(ling littlo hand, or f60t h01d for the £rst fowv feet.

TO th3 五ght WaS the Channe1 0f a grett iCO aVdanChe WO had
seen fal].some`五mo bOfOrも, but no・w such do｀wnfalls Ⅵアere held faSt

bound in the icy grip of the frOst,()f nighto  Aibove tllis,the chn■ b
、vas lnost interesting, alld fOr 1500 f七 . or so kept us to steep rocks

On the left of tho pass.  In one place 、ve saヽ v a shelter ()f looSO

hagments of rock built up against an overhanging clitt SO]me■ V0

vears aυ20 bv a French chlnber and his αluides 、vhen overtaken bv

bad weath.er and an internlittent cannonado of stoneS frOnl above.
T1lo crux of th:e chlnb is really to get above tho 8Feat boss of icO
which rises lrst above the head of tho pass. (OncOヽ Ve had done

t]五 s・we knewヽVe should be tho masters Of the situation, in fact
th。  ``heaa bosses。 ''  Jakob had indeed reconnoitred it the day
belore,and evolved a circuitous Toute that, vヽhich certainly led up

above the grett bulgo o」 yぬd sO tt the cost of an hour or two

of hard work at sね p cuttingo This time,howeVeち he modestly

accepted a suggesuon fronl x,ne to continuo by the rocks we Wpere
still on◆  By thus gettillg on a leVelヽVith the top of the boSSヽ▼0

crOssed the steep coubir safely・ in cttehlly constructed sねps,and
in a』ew lninIねs the main obstac10 was OvercOlme. Above it wo
crossed a very deep and fearson■ o-100king iBergschrund and in lve

nlinuね s lnOrO vヽe lvero in the nalTo、 v gap in the rocky ridge that

marks the schmadriゎ che we llad takOn Only 5 1/4 hours steady

7
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and odd costunles they suggpsted as an appropriate titlo― ―a trio of

“がckel'd HOnene''(n.b.が ckel=German br ico― axo!)

ThO bp wO gained in 1 3/4 hOurs hom the Licke greatly to
JakOb'S SauSLLCttOn,and a prOSpeCt Of｀ VOnderful beauty and eXtent

unrOued it駁〕lf be10■ O uso  Nearlv all the `凛 leat」生1line:Peaks s100d

up clear cut, attinst a cloudless skv: whilo at our feet slh)etCl■ ed

the long brOald ice stream Of thO Kander£ rn leading inb the
c_asternt2己  。n the right and part Of thO Tschingel Glacior falling
dOwnwards to tho Ober Shinberg On the lefte

The lme b bave tho top came dl bo soon・ but tte de“ ent

proved very littlo qicker,as far as the工 」icke, than tho upward

way. It was not specially(litticult but being very stoOp,With the
inllnense drop on the right Of the ridgo, needed Steadiness of Care.

0)n th。  ``:Bё so Tritt'' Our iEnghsh f」 lends seelmted a littlo

uncomfortablo, as 、アo watched theln descending, far abovo uS, but
the antics of their leading g'uide, 、vhoヽvas both clulnsy and un―

cerhin,werO such tt b inspire them with htt10 SOD"Of SeCunty
and ease.

FrOm the Licke,above whCh we hadぬ scttded the rope,it

was a cas。  。f ``facilis descensus'' indeed; and 35 111inutes served
to land us at the hut, wher。 。xacay an hour longer of steady
going had been needed for the ascent; and sO, at ll.30 aom.
in a littlo over 7 hours, including halts, our expedition Calne to
an end and with it wo setaed our 01d scOre against the Gspalten
horne

The conditions had been I)erfect; wo 
・wero both in exce1lont

training,and the climbing frOm遇 麟飢 to laSt was enjOyablo to a

d(greO.■Irso Wesbn had cert五 nly never shown b better advantage

on a nlountain, and l quite undorstood ・ヽhy Jakob, later On, con―

6ded t。 lne that he .vould like to take ller up a very difncult
lnountain,becauso she climbed so wdl!''

Tho IInglish party aITived hall an hour later,and the``Pickled
IIelren,''1。 。king reany ``frilled'' il・ fact ``done bro、 vn'' an hOur

later still.  A.fter lllnch ancl a shOrt rest、 vo onCo lnoro sallied forth

最'oln the ]巨:ut, and in tlⅣ o hours wero on the l,Op Of tho O・ amchi

Licke, and by six o'clock hadメ odded over the now sORe五 ng

snOws Of thO Tschingel(|)lacier, pRssed the 10V01y turquQisoヽ vaters

Of the Oberhorn:I」 ako, and reaclled our ne戴  head quarters, the

qu田.nt unconvenuOnal lit■ O inn__t110 :日 :Otel(Dbersteinberg, lvhOSe

acquaintancO I frst nlado 14 years ago and to vヽhiCih l al、vays

retun■ with interest and oloasuro。

several times l had returned here, intending to CrOSS the
glreat、 van of rock and ice that shuts oir the vaney of 工」auter―

brunnen hOm that Of the Lё tschental, but the Weatller alwayS

vOk)ed lny proposals.
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be10w but the dimbing there was cOmparatively simp10 thOugh nO
doubt app=ing exceedingy sensationd to thos。 。n the watth,
and llero, ho、 アeveL tilnO passed quickly, and after reaclling the tOp

(with a 2nd.or 3Fdo breakhtt thereOn)a quiCk and hirly OaSy
descent of 2 1/2 hours landed us highly pleased with our interesting

scramblo at the hut onco more。
Aぃ q灘et Sunday ¬ras follo、 ved by repacking of luggage and

sending it round to meot us at Obersteinberg at tho llead of tl■ e
ェ」auibrb〕田innen vaney. In two dettЮhnЮnts we lnad。 。ur way
again up b the Gspaltenh∝ n Hut,Mrs.Ⅵ reston and l gOing On

after breakfast with Jakob, 、vllile the Othel腱; calln0 0n a量 ;er lunch
with his brOther Gottf=ied a `'pOrter' vrithOut ambiuOns t()DOssess
the ``:Fthrerbuch'' of a qualiGed guide.

The hut tllis time sheltered 8 or 9 besides ourselves, the t、 vo
renlaining pttes consisttng of threo(G・ ernlains、 vith a guido, alld
_an iElnghshlnan and l五 s wife・with their two guides, all bound like
Mrso Wesbn and lny'self for the Gspaltenhorn itself.

_It wtt our■ ird try,and the weath∝ gave every hOp Of
success.  A_ugust 29the saw us on tho lnove early. 

｀
:By 4 ■LM.

throo laコ此erns、vero twinkling at intervals up the]Bitt13ssen][」 icke
Screes, ours being hllf an hour behiind the Gerlnans and ten
minutts labr than tho Other English p五r.In a littlo over l 1/2
hour wo reached tho Licke,and were a,g五 nおrtunab in a lovely
viowo  After a l駁 〕cOnd breakfast (Dn t110 C)Ol, WO rOped tOgether
and apphed ou、 elves tO the vttied and most interesting work
befoЮ・us.

The climtbing was dolightfuⅡ.y exhilaraung,but dilicult enough
b preVent One hOm JVing muCh attentiOn tO the」 0五〇uS宙 eW Of
the Jungfrau group beyond the Lauね r―brunnen Vdloy,or tho
tremendOuS S10peS Of rOCk and JaCiOr thatお 1l in SOnSatiOnd
slveeps of.4,000 to 5,000 feet to‐ the Se£ nenhl bolo、v ・us.

IIIho DhOね≦璽alDh Of Llrs. lV・ estOn and Jakob on tho uっ■or
Gend'鑓mo Jves an idea Of ths pttt of the五dge,though the
rocks are steoper thall they 10ok o、 ving k)unavoidablo loreshortening
on the pa■ of the mmem.Higher up wo mme b the“ Bё∞

■,itt,''an∞ rly IЮrpendicul"piece of clir about 120 ft.in height,
consisuDg the lnost difncult part of the clilnb. It is now rendered
less toゴfying by the ye∞ nce Of twO sb■ ropes One above tho
other,11/2 inches thck,but thO less Ono uses them,the m∝ o sport"

ing is the pas駁 1理;O found tO be.
▲t tho foot of the``Bё se llitt''wo nettly caugLtt up the

Gern■an pttty,who“d nOt seem veV l■ appy ei■ er hero or on
the steep ice― dope which above tholn led upwards to the su】 mnlit

of tho POak. They were a curiOus a.ssЮ rtment Of climbOrs一 ―the〔Ю
threo一―

“queer lsh''somoone ca110d thom,and・ with their ice― axes

5
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Btittlassen fronr the Lticke, & spleudid rocl< cliurb discovered 5

.yea,rs ago by our leacler, and, so far, only made by 4 or 5 parties
beforo our own. These rclcks luckily had alreacly begun to warnl
up iu the geuial sun, aucl except in sheltered spots on the \Yest
:fa,ce were plensaut ancl interesting to deal rvith.

Fig。 ,1.

Tlhe arete of the 10・ spaltenhorn August 191l by the`Auther.

The actud climb(though O」 y taking l.38 min.rather q亘 ck
・gOing)WaS Of the hgheSt Order, tWO ChimneyS and a CuriOuS

“letter box'' 11。 le on the arete giving delighthl and dittcdt
prOblel田 LS tO SOIVee  SOmetinleS We had t()ヽ VOrk Out On the ridge
100king ttDW'ardS l正 irren, With a Sheer drOp Of 2000 or 3000 feet

4
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of the hut \y&s the frequeut an'iral of belated parties from Kauder-
stpg, 

"n-d 
the chatter of tlu'ee English 'guideless ' climbers chiefly

discoursing ou the inconsiderateness of noisy foreiguers in Clulr
Euts !

Tlruy had -high arnbitions that evening, but &ceomplished, f fear,
only loyly perform&nces the next d*y, trs their ovenright's story of
pa,st tr{umphs tya's only succeeded by a monrigu's failure to reach
the summit of the Wilde Frau. StiU, a"s they \T,ere the only pa*y
!" t"y anything _at all besides ours, (the rest descending in despair.),
I must glvo them their due. The Tfeisse Frau gayo us orr tlie
other hand of her severest frosts aud that morniug the i"y ridge
on which rye speut 3 hours of hard, rvolk (chiefly represeuted by
Jakob's strenuous step cutting) sras a ea,se of 

-" 
Cold shoulcler "

indeed. The e&l'ly dawn, horvever, &s the great snor\r-peaks of the
Oberland awoke frour sleep and darknesJ at the kindly touch of
thg genial sun, provided a perfectly kaleidoscopic series of gorgeous
colourqg, only _Iess impressive and awe inspiring than the purple
and saffron, _ancl gteen aud gold, of the skf above At the top,
while the others rested, photographed, aud 

-a;te. I got astride tlie
actual summit-ri,ilge, and managed ci cheaal to rvork my way up to
lhg highest point which still could only afford sitting room after
I had cut off the epex of the snowy ueedle.

The way dorvn, after the steepest of the ice slopes tlad been

Prysed, w&d a r exhilarating scurm.ble, enlivened only by the partial

prerrious swift aud. sudden-but uniuteutioual-slide down & steep
sno\v slope to the extent of the rope betrveen himself ancl the man
aboye. The whole descent ouly took 1 LlL hours to the H rhthur.li
flut, ancl that afternoou s&rv ns at the uew Gspaltenhorn IIut, on
the oppcsite side of the Gamchi glacier, at the head of the Kiental.
At that nerv aud excellent shelter \ye speut a cheerful aud sociable
evenfirg. The next morning mountirg the steep and toilsorno screes
that led in 1 ?l+ hours to the Btittlassen Lricfe, the clear cut gap
behreen the faurous Crspaltenhorn ou the right and the Btittlas,sen
orl the left. The rronders of that claryn rvill neyer farle fr'orn the
recollection of those who had the exquisite pleasure of witnessing
thern, the prospect from I\{tin'eu to the Jungfrau and her grant
companions being splendid beyoncl description.

Ifacl the coud.itious been favourable Mrs. 'W'esfiou aud I rvere
to have climbed the Gspalteuhorn, from n hich a, violeut thunder-
storm 4 ye&rs a,go had rudely driven rls, drenched and clefeated.

The rocks of ths Gspaltenhorn, uo\y still iu shad,on', were
filmed rvith & dangel'ous coating of ice, so we decided to " rur
al&y " a seconcl tirne without " fightirg."

I[ S B and I roped up rvith Jakob for the traverse of the
3
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fO1lowing day saw us early aloot,crossing the well― known pass of
‐the Selnen― ]Funttge r8583 f七 .)。 betヽveen the lG「 rosse―Hundshorn and
the Butaa∬ene 、ve were withOut g再減des and thorougibly enゎyed
during our Юute■nding on these expこ tions,and when wo 6ndly
reachこd the dOLαhtful~littlo コ[obl―Blimlsdp in the I(iontal``at
the end of the Derfё ct dav'' vヽe found otlピーsolves and not for the
hst tilne,in On0 0f thろ most lovely,and loast‐ known,of all
vallevs Of the:BernettЭ (Dberland.

I should hke to conllnend the I【 iental to t1lo notico of any

members of the J.A.C.whOコ aay be planning a visit歓 〕tho Alps
in the near futtrec ILore´ are climbs of every killd,longth,and
dege0 0f dittC」 け,and fOr thOm ab10r gЩ dO,nOrメea謁競er

cOmrade can be fOund than our o、 vn Jakob]正 a嗣直.  T1lo oldest son

Of thO schOollna,ster of Reichenbach, the prlncipal villtte in the
vaney, hle is on。  。f the linost intelligent and well_informed“ sl覇riss

guides l ever lnet。  :Ho loves the mountains lor tl【 」l own sakes,
and for what they can 4bll hinct of a power and wisdom l聟 reaibr

than that of the lnen whO d、 vell beneath their shado、1's.

In the Swiss Fedoral Army, he hdd the rank of Sergeant
Major,and perbrmed also the duties of what he cdled 6 Mother
of his Cた Inpany。 '  I Arst chmbed ・with hil■  in 1910, and loaVing
hiln then with regret, Inet him again this year with unbollndod

がettWOO
JakOb nOt O」y sPaks English woll,but can even make iokes

in it and as he pOsses(x)s a delightful scnso of hun10ur, of a quaint
and¬ァhinlsical kind, the longest day'sごhlnb is never dun in Jakob's

α〕mpany. I.]is warln hel狙 rt,kindly couriЮ sy, and un.seXヽh thought‐

hhess,∞mbined宙th his fHendly manner win fHends wherever
hO goes。  ()n on0 0c(mbsion he and I, on the Wilde Frau, canlo
very near to ``goingヽ V.est'' together in a sudden snow sk)rm in
thelX)Sam0 0berland mOunttLinS,but a man COuld haVe Climbed
l五s last peak h no better company than hs.

But this ptt it was in mostly snnshine thtt Jakob came with
me as`guide,phttosopheL and hiend.' The hst peak wo set out to
dimb,bgether with my friend somerЮ t Bunock,was the ⅥreisIЮ

Frau_(11010比)the cenhe peak of the IIimlis Aユ p goup.
lVith the ladies of our party,we walked up lor lunch at the

chalot on the Bund Alp.desc五 bed in Von Fellenbeng's charlninα
slk)rv of the ■rst ascent of the Vヽeisse亜

｀
rau sonlo 50 veaTs a2o。

After lunch, the ladies returned to tho IIotel :Blimlisalっ。 whilo
Bullock and L with Jakob,trudged up to the Swiss Alお ino(〕lub
IIut on the]日 :ohturli lPla口 ss(9120 ft.).

A dun gay,and chlly sky ottrd dubious prospects br the
lnol■o.w'and the stЮady rain that soon came do、 vn tl■ ere量〕om lnado
lls ghd of a substttlud shehere The only dra、vback to the in樋

=。
r
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REV.ヽ VALTER.ヽ 高硬15TON.

A Famotts Englislr poet has told us that Sonorv's clo\yu of
'e\ Sorrorv is iu remernbering hnppier days, aucl to tlrose of us
who aro at present exiles from both the great Alpine 'ploySounds'
wo love so rvell, this fact has uever como home rvith such painful
forco uts to-day. \Ye have beeu hearing from many of orlr J.A.C.
ftiend^s of their plaus for this summer's climbs, and, next to the
pleasure of sharing in such exporiences our-sehres comes that of
hearing of the good times they a,re enjoying in those farniliar and
clelightful regiorrs. Iu due course \ve shall hear flom them of their
present adventures ou the peaks and in the valleys, in sunshine
and iu storm. Meaurr.hile, rve here have to be content nrith
recalling hoppy memories of the advenentures of tho past 'Decies
repetita placebit.'

The present pa,per is &n attempt to set before our frieuds arul
colleagues of the Nippon Sangaku Kwai some notes of the last
Alpine se&son }frs. W'esfion and I spent in Srvitz.erla,ncl. The record
needs be br{ef and simple though some of the expeditions were
both long ancl by no mea,ns ea,sy. ft is from the leaves of my
Iast journal that the notes are taken, aud if to &ny of my readers
those leavss proye somewhat dry, I c&n ouly apologize, with the
excusc that at auy late they 4,1'e in keeping uature's own conditions
&s a,u early autumn wind in laying bare the trees before me a,s I rwite.

fn August 1911 I had gone out in aclvance to the Benrese
Obellaud, the region already known to the J.A.C. through the
travels of Messrs. Kond6, fsujimura, KuBo and other Japanese
climbers. My companion, then, wa,s a, rvell known member of the
Alpine Club, Somerset Bullock, with rrhom I fir"st began serious
climbing, rvithout guides, in 1897. (see " &u adveuture on the
trigerjoch "). \Vhen Mr:s. 'W'estou joined us at Spioz, so that
Irake of Thun, \ye at once ryent up to I\ftirren, abore the valley
of Lauterbrunnen, and the next morning ascended the Schilthorn
(97 54 ft.), & pleasant climb of some 6 hours up and dorvn and.
famous tts one of the finest and most central vierv-poiuts in the
central Oberland. So great wa,s llIrs. \Yesfion's energy and e&ger-
ness to penetrate to tho heart of the ruountains, however, the.
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NIPPON SANGAK´ U KWAI.
(TEE JAPANESE▲ LPM CLUB。 )

亜b嗜imich6 1V: 6,K6jimaChi‐ku,T61w6.

Postd TraIB“r▲∝Ount: No。 4829T61ヴ0

List of the Ottce薦 (Honorary).

亜llected Nov. 26th,1919.

General Secretaries.

N.T虚【at6,Eb争         Dr.IE.Takeda.
Re(x》rding Secretary&Treasurer.

Prof, C. Umeznvo.

Librarian.
T. Takano, Esc1.

Editors.
S. Nakamura, Esq.

CounciI.
.M. Saigusa, Esq,
T. Tahono, Esq.

"'N. Taknt6, T'^sQ.

I)r. Iif. Takeda.
Prof. J, Tauabe.

P】oL J.Tanabe.

Dr. M. Tsujimoto.
I. Tsujimrlr&, Esq.
Prof. C. Umezawa.
S. Ynmokowa, Esq.

B" Kogure, Tlse.
K. Kojima, Esq.
S. Kond6, Ese.
S. Naramuro, Esq.

口he obj∝ t of the αub being pЮ motion and di魚霞ion of the howledgo O[
mountabs,and cverything cOncOming inountains,it 81ways wel(x)Ines to its
membership those fLExiOus tO fl■ rther this Object by their interest and support.

A.n applicant fOr alanlissiOn intO the club must be DrOp(Xied and S(X'Onded
by three of the membels,One of whom lnust be a lrember of the(oOuncil,and
it is necessary that he shoulcl■ 1l up an oi“ icial form i with particul〔 遭8 of ascents
IIlade or nature of theヽ 7ork accomplished b▼ himself. and send it in to the
Club. The ndmiFsiOn will be decided at a lleedn2 of the()」阻ce】陽.

1圧embers'are reql■ ired, On their ftamissioin into the CIub,to pay Yon 5 ns
entranCe fee, and Yen 3 1Ls subscription for the current year, and there[迂 '快

〕r an
annual Sublま ,ription of IPen 3, payable in ndvance on the lst of January in eaH3h
yenL Payments.tc)the C,lub are to be made thrOugh iPosttll lrmnsfer Account or
by iP.().(). Neither(msh nOr checues a憲 )a∝eDted.~

型Iembers are entitled to receive the Club's Periodic31]Pub五 cationso They
lnay l」 iSЮ)atte.nd the O)rdinar▼ ]И:eetiD23 0f the()lub and haVe aCCeSS tO the blCS
and mapS h the Chb Library.

Elve=y member shan i賢 IЮeive a(01ub m2o on loan.、 vhich must be returned.
on llis resignation of]コ 〔壮nbeぶ3hip.

■■embers who are fL'wav lnore than twelve =nonths mR▼ . at th.eir request.
3pplyわ be Кgistex)dE鴻  ``Abttnt ttrembers'' on payment of Yen 2 forお e.

▲ihent MembeB may keep 01ub Badge; neea not ptty subsc亘 ption; Shdl not
get any of the c)lub's iPubucations; are nOt pril▼ neged to be prd.ent at any of
the Club's Meetings;nor aЮ  they enttledわ ▼ote.When retumed they shodd
pay the arrearS fOr the DeinOd Of abSenCee and th,en Shall reCeiVe the C)lub'8
:PubHcations issuOd durin2 their alb:;encec I五  |∝se their absence be prolongedl

聾。P th聾 _three yea露 ,■ey hNe b resign membership,lmd retun the clup
Sadgec il日,hOw.ever,they wish tO reJOin the Clllb hereafter,they hnve the pn‐

潔軍
0 0f bdng admitted thngh m mtroduction by a Member of th Cound

■dl CЮmmll】田tCations shollla be addressed to the General S∝ 〕retar▼ . IElnquコn"
equlnng a reply shOuld enclose retum postage.
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